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一日目　出会い


古びた椅子や机、棚などが放り込まれた部屋。


日当たりも悪いし埃ほこりだらけなその物置部屋は広さだけは十分にあった。


しかし、広いせいか、いつもその部屋は寒い。


ベッドもなくて、あるのはゴワゴワした肌触りの厚手の毛布が数枚。穴の開いたクッションが一つ。高い場所に小さな窓が一つあるだけで昼間でも薄暗く、澱よどんだ空気が溜まっている。


そんな部屋の床にわたしは転がっていた。


目の前にはこの部屋に似つかわしくないほど綺麗なドレスを着た女の子が二人立っていて、驚いた表情を浮かべてわたしを見ている。


そのうちの一人に突き飛ばされたわたしは後ろに倒れ、床に頭を打ちつけたのだ。


痛みのあまり声も出せないわたしにまずいと思ったのか、女の子二人は慌てたように後退あとずさる。


「わ、私は悪くないわ！」


「そうよ、お前が悪いのよ！」


そう言い捨てて二人は部屋を出て行った。


パタパタと足音が遠ざかっていく。


わたしは埃まみれの床に転がったまま、痛む頭を抱え、呆然としていた。


頭を打ちつけた衝撃で視界に星が散った瞬間、わたしの頭の中を覚えのない記憶が駆け抜けていったのだ。


これは何？　これはわたしよ。


こんなの見たことない。だって別の世界だもの。


別の世界？　そう、こことは違う人生。


じゃあわたしの名前は？


わたしはリュシエンヌ＝ラ・ヴェリエ。ヴェリエ王国の第三王女。


……嘘でしょ!?


思わずガバリと起き上がれば目眩めまいがした。


両手で顔を覆い、色んな意味で痛む頭を我慢する。


今のわたしになる前のわたし、つまり前世のわたしは冬場にうっかり足を滑らせて階段から落ちたのだ。その後の記憶がないということはあの時、死んだのだろうか。


いや、それよりも今の方が問題だ。


先ほど走り去って行った二人の女の子はどこかで見覚えがあると思ったが、それは前世のわたしが凄く好きでハマって遊んでいた乙女ゲームの作中、前王家について話された際に出てきたリュシエンヌの二人の姉王女達とそっくりだった。前王家の者達がリュシエンヌを虐しいたげていたという説明の中で、確かに王女達が幼いリュシエンヌを突き飛ばしているかのような絵もあった。


今のわたしの記憶もあるが、前世の記憶が言っている。ここは前世のわたしがよく遊んでいた乙女ゲームと同じ世界だ。国の名前もそうだけど、先ほどの王女達やわたしの存在がまさに同じだと。


わたしの父親であり暴君である現国王を筆頭とした王族の、傍若無人ぼうじゃくぶじんな振る舞いと国庫を食い潰す贅沢三昧ぜいたくざんまいさはあまりにも酷く、それに耐え切れなくなった臣下達がクーデターを起こして王権を簒奪さんだつするのである。


殆どの王族が処刑される中、リュシエンヌだけは処刑を免れる。


その理由はリュシエンヌの出自とそれまでの扱いにあった。


城でメイドとして働いていた伯爵家の娘を王が無理やり手籠てごめにし、その結果生まれたのがリュシエンヌだった。母親はリュシエンヌを生んだ代わりに死に、王の血を引くリュシエンヌは第三王女として迎え入れられたが、父王はたまたま手を出しただけの女の子供には無関心だった。


夫に浮気された王妃とその子である王子や王女達は当然ながらリュシエンヌにつらく当たった。


満足に食事も与えず、衣類も摩り切れた古着ばかりで、物置部屋に押し込めると気まぐれに現れて暴力を振るう。


後宮のメイド達は王族に逆らえず、リュシエンヌの酷い扱いを見て見ぬ振りしていた。


そしてクーデターが起こった時、リュシエンヌは初めてその存在が明るみに出たのだ。


王族と貴族の血を引きながら、まるで貧民街の子供のようなありさまのリュシエンヌはその憐れさのおかげで生き延びることとなる。


そしてクーデターのリーダーであったファイエット侯爵が次代の王となり、リュシエンヌは王家の血を悪用させないためにファイエット家の養女に迎えられる。


しかしリュシエンヌは新しい家族からも愛情を得ることが出来ず、それでも愛情に飢うえていたリュシエンヌは義理の兄や婚約者へ執着したのだが、その二人がリュシエンヌを顧かえりみることはなかった。


それどころかその乙女ゲームの主人公であるヒロインちゃんに二人は惹ひかれ始め、リュシエンヌは義兄と婚約者を奪われると考えてヒロインちゃんを憎み、排除するために悪質な嫌がらせを行う悪役の一人として登場していた。


ゲームが始まるのはリュシエンヌが十五歳で学園に入学した時だ。


リュシエンヌとヒロインちゃんは同じ年齢のはずで、確かゲームの冒頭でヒロインちゃんは自分が十五歳であると語っていた記憶がある。


……でも待って、今、わたしって何歳？


リュシエンヌの記憶を辿っても無意味だ。


何せこのリュシエンヌ、この部屋からあまりに出ない上に、誕生日を祝われることもなかったので生まれてからの年月が不明なのだ。


原作では十年前に王が代わったという話だったし、クーデターが起こっていないということはまだ五歳に届いていないのだろう。


改めて自分の手の平を見る。


小さくて、傷だらけで、子供にしては痩やせすぎだ。


伸びっぱなしの髪は膝近くまであるし、お風呂にも入れさせてもらえないので薄汚れている。


よりによって、原作でヒロインちゃんに悪質な嫌がらせをする王女様に生まれ変わるなんて。


……それにしてもリュシエンヌの人生初っ端からハードモード過ぎない？


ここまでよく生き残れたな。


あ、でもこっそり食べ物を分けてくれたメイドがいたんだっけ。


しかしそれがバレて、そのメイドは辞めさせられてしまったようだ。


リュシエンヌの中に罪悪感としてその記憶が残っている。


「……おなかすいた」


食べ物で思い出したが、そういえば一昨日から何も食べてない。


さっきの女の子達はリュシエンヌの腹違いの姉達で、この国の第一王女と第二王女だ。よく王妃と一緒にリュシエンヌへ暴力を振るい、この後宮で長く虐げてきた。


あの二人が一昨日もやって来て食事を取り上げたので、リュシエンヌは空腹をこっそり井戸水でごまかしていたのだ。


「頭いたい……」


打ちつけた後頭部がジンジンと痛む。


触ってみると大きなたんこぶが出来ていた。


どちらにしても井戸に行かなければ。


空腹を紛らわせたいし、たんこぶも冷やしたい。


ボロ雑巾ぞうきんみたいな布を持って、こっそり物置部屋を出ると、後宮の裏手にある井戸へ向かう。


もう大分日も高いからメイド達もいないだろう。


殴られ、蹴られ、突き飛ばされた小さな体はどこもかしこも軋きしむような痛みを感じる。


それでも何とか歩いて井戸へ辿り着いた。


一度、井戸の縁に手を置いて息を吐く。


それから脇に置かれていた桶を井戸の中へ投げ入れ、それに繋がった縄を握る。とても重たいがゆっくりと引き上げ、桶の姿が見えると縄を井戸の柱に巻き付けて、桶を引っ張って寄せる。


そのまま桶に顔を突っ込んで水を飲んだ。


口の中を切ったのか少し沁しみる。


それから持ってきた布を浸し、適当に絞ると、後頭部に当てた。


たんこぶが出来て熱を持っていたのかヒンヤリと冷たい布が気持ち良い。


井戸に寄りかかって座る。


多分、すぐに布は温ぬるくなってしまうから、部屋に戻らずにここで冷やした方がいい。


予想通りあっという間に温くなってしまった布を後頭部から離し、もう一度桶に入れて濡らす。


…………。


ついそれで腕を拭ふいてしまった。


だってあんまりにも体が薄汚れているから。






    
  





一度気になってしまうと無視出来なくて、布で顔や手足を拭き、水に浸し、今度は服の下を拭いてと汚れを取っていく。水はビックリするくらい汚れた。


でもわたし自身はちょっとスッキリした。


井戸の外に桶をひっくり返して汚れた水を捨てていると、自分に影が差す。


驚いて離してしまった桶が地面に転がった。


振り向いた先には少年が立っていた。


後宮は男子禁制である。


まじまじと見上げれば、何故か少年もまじまじとわたしを見下ろしている。


そして無言で右に三歩ずれた。


だから同じだけ顔を動かした。


そしたら今度は左に三歩ずれた。


やっぱりおなじだけ顔を動かした。


少年の灰色の瞳がまん丸になった。


「君、オレのこと見えてる？」


その問いに頷いた。


一応足があるか確認した。


……うん、足がある。幽霊じゃない。


「こっち来て」


とりあえず少年の手を掴み、井戸から離れると後宮を囲んでいる壁に向かう。


壁の周りは木や茂みがあるから意外と隠れやすい。


その辺の茂みの陰に引っ張り込んでしゃがむと、少年も同じようにその場に屈んだ。


「あのね、ここは後宮だから、男の子は入っちゃだめだよ」


服装からして貴族って感じでもなさそう。


柔らかな茶色の髪に灰色の瞳、口元は布で覆っていて、顔を隠すように首にマフラーみたいなものを巻いている。不思議だがどこかで見たような気がする。


……あれ？　笑ってる？


少年が口元の布に手を当てて俯いた。


その肩が微かに揺れている。


「はやく外に出たほうがいいよ。見つかったらすごくおこられるから」


少年が顔を上げた。


「逃してくれるの？」


「ちがう。わたしはなんにも見てないし、だれにも会ってないの。だからあなたのことも知らないしだれにも言わない」


「……ふうん、頭は良いみたいだね」


少年が目を細めた。


……多分、笑ったのかな？


どこかからわたしの名前を呼ぶ声がした。


手の力が緩むと、少年がすっくと立ち上がる。


そうして茂みから出て行くものだから、わたしは慌ててその後を追った。


後宮に忍び込んだ者、特に男性の処罰は厳しい。


厳しいというか問答無用で殺されてしまう。


それなのに少年はスタスタとわたしを呼ぶ声の方へ歩いて行く。


何とか止めたいのだが、歩幅の違いのせいで全く追いつけない。


とうとう声がすぐそこに迫った。


「ま、まって……！」


「リュシエンヌ！」


曲がり角からドレスを纏った女性が現れた。


ゴテゴテと着飾った王妃だ。


わたしの声に気付いてこちらを睨め付ける。


……ああ、どうしよう……！


「あなたまた勝手に部屋から出たのね？　言い付けを破るなんて！　あの女の子供だけあって、人を不愉快にさせるのだけは本当に上手だこと!!」


王妃は怒りながら歩いて来たが、どうしてか脇に避けた少年の目の前を素通りしていった。


…………えっ？


そしてわたしの前に立つと王妃が手を振り上げる。


あ、と思った時には頬をぶたれていた。


痛みよりも頬の熱さを先に感じた。


更にグイっと容赦なく長い髪を掴まれる。


「ほら、さっさと歩きなさい！　部屋に戻るわよ！　これだから愚図は嫌なのよ!!」


髪を掴まれる、引きずられるように王妃と共に物置部屋に向かって廊下を歩く。


ふと見えた少年はジッとこちらを眺めていた。


……よく分からないけど見つからなくて良かった。


安心してふにゃりと笑えば、少年の目がまた丸くなった。


同時にガツンと地面に叩きつけられる。


「何笑ってるのよ、薄気味悪い!!」


ガス、と背中を蹴られる。


ヒールのある靴だったのか突き刺さるような痛みが背中に走る。


唐突に思い出した。


原作のゲームで最近追加された隠しキャラを。


闇属性の暗殺者で隠密能力に長けた青年。


……隠しキャラなのに全然隠れてないじゃん。


薄れゆく意識の中で、ぼんやりとそう思った。


＊　＊　＊　＊　＊


下品なほどに着飾った王妃が廊下を歩いて行く。


その後ろ姿が角の向こうに消えてから、ルフェーヴルは床に転がったまま動かない子供の顔を覗き込んだ。


微かだが小さな体が上下に動いている。


どうやら気絶したらしい。


よくよく見れば薄汚れた体には打撲や擦り傷、切り傷がそこら中にある。


王妃の様子からしても、あのような扱いは日常的なものなのだろう。


先ほど間近で見た時に気付いたが、この子供は恐らく王族の血を引いている。


髪はどこにでもいそうな茶色だが、鬱陶うっとうしいほど長く伸びた髪の隙間から覗くその瞳は王族特有の美しい宝石のような琥珀色だった。


この琥珀の瞳を持つのは今の王族には現王とその息子の第二王子だけだ。


第二王子はまだ十歳なので間違いなくこの子供は王の子だ。


……なるほどねぇ。


第二王子は側妃の子だ。


王妃は一男二女に恵まれたが、その全てが琥珀の瞳を受け継ぐことが出来なかった。


そして先ほどの扱いを見るにこの子供は側妃の子ではないのだろう。


好色な現王は時折見目の良い侍女やメイドを手籠めにすることがあり、多分この子供はその結果生まれた子だ。よりによってその子供が琥珀の瞳を受け継ぐとは、皮肉な話だ。


子供の顔を眺めているとメイドがやって来て、子供を雑に抱え上げ、連れて行く。


乱暴な扱いにも拘わらず子供は目覚めない。


そのメイドの後ろをついて行けば、一つの扉の前で立ち止まった。


シンプルというよりかは地味な扉を開けると、メイドは部屋の中へ入る。


……うわ、ここって物置きぃ？


埃だらけで酷く日当たりの悪い部屋だった。


その一角にあるくたびれたボロボロの毛布の上に子供を置くと、メイドは一度も振り返らずに部屋を出て行く。


足音が完全に遠のいてから部屋を見回した。


ルフェーヴルの背よりも高い位置に小窓が一つあるだけで、湿って澱んだ空気と埃が立ち込める薄暗い部屋だ。広さだけはなかなかにあるが、壊れたり古びたりして使わなくなった家具が適当に置かれている。壁紙も古く、床には絨毯じゅうたんすら敷かれていない。


まるで牢屋みたいな部屋だと思う。


その隅で小さな子供が転がっている。


試しに子供が転がっている布に触れてみたが、硬くて、摩り切れていて、厚手で、とても肌触りが悪い。貧民街ですらここまで粗悪な布は使ってない。


ゆっくりと呼吸を繰り返す子供を観察する。


膝まである伸ばし放題の茶色の髪に、くすんだ肌、毛布と同じように摩り切れてボロボロの服は袖や裾が足りておらず、足元は素足だと気付く。


小さな足の裏は古傷から新しい傷まで数え切れないほどの沢山の小さな傷があった。


……こんなボロッボロでよく笑っていられるなぁ。


王妃に髪を掴まれて引きずられていた子供は、ルフェーヴルを見て心底ホッとした様子で笑ったのだ。


髪を引っ張られて痛いはずなのに。


暴力を振るわれて恐ろしいはずなのに。


子供はふにゃりと顔を緩め、ルフェーヴルが見つからなかったことに安堵していた。


……これくらいならいいよねぇ？


周辺に人の気配がないことを確認し、ルフェーヴルは子供へ手を翳かざした。


口の中で小さく詠唱し、その掌に淡い光が集まった。


しかしその光はパッと弾かれる。


「え？」


予想外の出来事にルフェーヴルは目を瞬かせた。


もう一度詠唱を口にしたものの、やはり弾かれてしまう。


ハッとしたルフェーヴルは子供の額に触れる。


小さな体には欠片も魔力がない。


量に差はあれど、普通ならば人間は魔力を持って生まれてくる。量が少なくて魔法を使えないということはあっても、魔力を持たない人間など聞いたことがなかった。


……そっかぁ、だから王族として扱われてないんだぁ。


王族特有の琥珀の瞳を受け継いだのに、本来王族の血を引いていれば量が多いはずの魔力をこの子供は爪の先ほども持っていない。


「これは報告しないとねぇ……」


事前の話には存在しなかった魔力を持たない子供。


ルフェーヴルのスキルが通じない、そして屈託なく笑った子供。


ルフェーヴルにあんな無邪気に笑いかけた人間は今まで一人もいなかった。


「死なせるにはちょ〜っと惜しいかなぁ」


懐から傷薬を取り出すと、ルフェーヴルは目を覚まさない子供の服を捲り、傷の手当てを行う。


どうせ仕事でしばらくは後宮に忍び込むことになるのだ。


ついでにこの子供を近くで観察してみよう。


手早く子供の傷の手当てを済ませると、ルフェーヴルは埃まみれの部屋を出る。


あの痩せ細った体ではあっという間に死にそうだ。


……まずは餌が必要だよねぇ。


ルフェーヴルは目を細めて声もなく笑い、王妃の呼んだ名前を口にする。


「リュシエンヌかぁ」


久しぶりに面白いものを見つけた。


＊　＊　＊　＊　＊


目を覚ますと見慣れた物置部屋にいた。


寝床になっている布の上に寝かされていて、体を横に向けると全身が痛む。


ゴワゴワした布の感触が頬に触れる。


ちょっとだけ気合いを入れて、体と布の間に腕を差し込み、ゆっくりと起き上がる。


「うっ……」


後頭部と同じくらい背中も痛い。


……そういえば王妃に蹴られたんだった。


痛みを我慢して起き上がれば何やら動き難いことに気が付いた。


何だろうと襟を引っ張って服の下を覗いてみる。


……うん？


ボロ布みたいなワンピースの裾をたくしあげて、体を確認する。


どうせこの物置部屋にいるのはわたしだけだ。


色白の痩せ細った体の至る所に何やらガーゼみたいな布が貼り付いている。


試しにお腹に貼り付いている布の端っこを剥がしてみれば、くすんだ暗い緑色の何かが塗られていて、指先で触るとぺったりとした感触があった。


その指を鼻先に近付けてみる。


……あ、これ多分塗り薬だ。


薬草独特の青臭さが微かにする。服の下に隠れた傷や痣に塗られているようで、体のあちこちに小さな布が貼り付いている感覚がある。


リュシエンヌの記憶を辿ってみるが、ここで暮らしていて、このように傷の手当てをされたのは初めてだった。


……メイドではないだろうなあ。


後宮のメイド達の殆どは王妃の不興を買うような行いを避けるので、傷だらけのリュシエンヌを長年見て見ぬ振りし続けた。今更彼女達が手当てをしたとは思えない。


……やっぱりあの人？


最後に見た、茶髪に灰色の瞳の青年。


乙女ゲーム『光差す世界で君と』の隠しキャラクターにして闇ギルドに属する凄腕の暗殺者、ルフェーヴル＝ニコルソン。原作ではもっと大人だったけれど、暗殺者としての格好が全く変わっていないので、恐らく彼で間違いないと思う。


今は原作の十年前くらいなのだからキャラクター達の年齢も原作よりも若いはずだ。


……うーん、困った。


隠しキャラ、ルフェーヴル＝ニコルソンが公式に発表されたのはわたしが死ぬ多分二週間くらい前だった。その時には全身の立ち姿と顔、名前、そして職業が公開されただけで、性格は分からなかったし、後から発売予定のファンディスク、つまりゲームとは別で購入する特別編にしか登場しないというキャラだ。


しかもわたしはそれが発売される前に死んだ。


だからハッキリ言って外見と名前、職業以外は全く知らないのだ。


……でも手当てしてくれたってことはそんなに悪い人でもなさそうかも。


少なくとも後宮のメイド達よりは優しい。


ワンピースの裾を戻しながら考える。


隠しキャラということは置いておいて、次に会ったらお礼を言おう。


動き難いし、痛いのは変わりないが、いつもよりかは怪我の痛みはマシになっている気がする。


とりあえず今は傷を治すことに専念しよう。


あれだけ王妃が怒っていたので、多分、今日も食事はないだろう。


ゴワゴワな布の上にゆっくりと横になる。


適当に手に触った布を引っ張り、体に巻きつけると目を閉じる。


……お腹空いたなあ。


空腹過ぎて僅かに痛みを感じる腹部を押さえ、体を丸めれば、すぐに眠気はやってきた。


それに抗うことなく眠りに落ちた。


＊　＊　＊　＊　＊


それからどれくらい眠ったのか、次に目を覚ますと部屋は真っ暗だった。


少し肌寒く、横になったままゴワゴワの布を更に手繰り寄せて体に巻きつける。


昼間の怪我が響いているのか頭が痛い。


額に触れると思った以上に熱かった。


怪我のせいで熱が出ているらしい。


……そうだよね、栄養失調で体力もない子供の体であちこちに打ち身になっていれば熱が出るのは当たり前だ。


それにしても喉が渇く。


起き上がろうとするとグラリと体が傾いた。


……うえぇ、気持ち悪い。


布の上でうつ伏せに丸まる。


喉は渇くけど、井戸に行くのは無理そうだ。


気分の悪さを我慢していると、ふっと空気が揺れるような気配がした。


こんな部屋だけど案外隙間風は入って来ないので、虫でもいるのだろうかと僅かに顔を上げる。


すぐ傍に人が立っていた。


今まで暴力を受け続けたリュシエンヌの癖なのか反射的に体が震えた。


立っていた人影がスッと屈む。


「あーあ、やっぱり熱出してるぅ」


窓から差し込むほのかな月明かりに照らされたのは、先ほどまで考えていた人物だった。


何で、どうして、と疑問がグルグルと頭の中を回っていく。


でも具合が悪い時は思考も鈍る。


考えてみても彼がそこにいる理由は見当もつかなかった。


「……外、いかなかったの……？」


そう問うと彼は首を傾けた。


「い〜や、一度帰ったよぉ」


彼がこちらに手を伸ばしてくる。


体は自然と強張ったけれど、抵抗はしない。


だって暗殺者なのだから殺そうと思えばいつでもわたしなんて殺せるだろう。


それなのに手当てしてくれたってことは、少なくとも今は危害を加える気はない、はず。


わたしよりもずっと大きな手がスルリと布の隙間に入り、首筋に手を当てられる。


冷たくて気持ちが良くて、思わずその手を自分で首に押し当てると、指が微かに動いた。


「うーん、思ったより熱あるねぇ」


大きな手がひたりと首を覆う。


そしてぐったりしているわたしの体の下にもう片手を入れると、ゴワゴワした毛布ごとわたしを持ち上げた。そのままわたしは彼の腕の中に抱えられる。


小さく「かっる……」と呟く声がする。


首に触れていた手が離れ、ゴソゴソと何やら探り、乾いた唇に何かが触れる。


ほんのりと甘い香りがした。


口を開くと甘い香りのものが口の中に入ってくる。


それに歯を立ててみるけれども、硬くて噛むことが出来なかった。


わたしがすぐに噛むのを諦めると気付いたのかそれが口から引き抜かれた。


代わりに今度は筒みたいなのが口元に触れる。


咥えると少しだけそれが傾き、口の中に少量の液体が流れ込んできた。


……水だ！


思わず両手で掴むとまた筒が傾けられて水が口の中に流れて来たので、飲み込んでいく。


満足するまで飲んだなと感じて手を離すと筒も口から離れていった。


少ししてパキパキと何かを割る音がする。


そしてまた口の中に何かが入ってくる。先ほどと同じ甘い匂いの欠片だ。やはり硬いのは変わらないので、しばらく口の中でモゴモゴと転がし、唾液で柔らかくなってきたら噛む。


……ハードビスケットみたい。


物凄く硬くて、甘くて、でも少ししょっぱくて、あんまり美味しくはない。


でもリュシエンヌの記憶はこれを美味しいと言う。


それくらい、リュシエンヌは生まれてからずっとまともな食べ物をもらえていないということだ。


記憶の中の食べ物といえば、カビたパンに色々混ざったような具のない不味いスープ、傷んだ果物といったものばかりだ。そんなものでも食べられるだけ幸せだった。


王妃や異母姉達の機嫌が悪くて食事をもらえない日も多く、そういう時、リュシエンヌは井戸の水を飲んだり残していたものをこっそりと食べたり、どうしても空腹に耐えられなくなると厨房のゴミを夜中に漁あさることもあった。明らかに食べたらお腹を壊すと分かるものであったとしても、空腹を紛らわせるために、生きるために口にした。


異母姉達はそれを面白がって時々リュシエンヌに傷んだ食べ物を与えて、目の前で食べさせた。


それらに比べればこれは硬いという点以外は確かに美味しいと言える。


傷んでないし、野菜や果物の芯や皮でもないし、苦くもエグくもないし、何より滅多に口に出来ない砂糖の甘みがある。


塩味があるからこそ甘味を強く感じるのだろう。よく噛み締めた欠片を飲み込む。


するとまた口の中に欠片が入れられる。同じ味だ。あの何かを割る音はこれだったらしい。


意外にも彼はわたしを急かすことはなく、口に含んではふやけるまで待って咀嚼そしゃくして飲み込むのを黙って見ているようだった。


それでも五つか六つ欠片を食べたところで満腹感を覚え、わたしは首を振った。


「もう食べられなぁい？」


それに頷くと唇に触れていた欠片が離れる。


そうして口に何か粒みたいなものが放り込まれ、また筒が口に当てられた。


その粒は苦味があって、少しの水と一緒に飲む。


空腹と喉の渇きが満たされたからか、気分は優れないものの、穏やかな眠気が押し寄せてくる。


うとうとするわたしに気付いたらしく、抱えられた腕や触れた体から微かに笑う振動が伝わって来た。


そっと毛布の上に戻される。


離れていく腕に手を伸ばせば、指が触れる。


「……ぁり、が、と……」


閉じそうになる瞼を押し上げて笑えば、彼はわたしを見下ろして目を細めて口角を引き上げた。


「おやすみぃ」


その間延びした声に導かれて目を閉じる。


闇はあっさりとわたしを飲み込んだ。


＊　＊　＊　＊　＊


布の塊の中で小さな体が眠っている。


先ほど解熱剤を飲ませたので、明日の朝には熱も下がっているだろう。


昼間に傷の手当てをしたものの、打撲だけでなく、化膿かのうしかけた擦り傷もあったため、夜には多少熱を出すかもしれないと予想した。


案の定、子供は熱を出していた。


ただ思ったよりも熱は高かった。


ぐったりとして動く気配のない子供は一言喋ったが辛そうで、抱き上げると驚くほど軽く、直に触れた細い首は酷く熱い。


子供は冷たい手が心地好いのか、ルフェーヴルの手をギュッと自身の首に押し当てた。


……暗殺者に首を晒すなんて無防備だなぁ。


力の抜けた体を抱き寄せて、その場に腰を下ろし、膝の上に置く。


月明かりに照らされた顔はぼんやりとしていた。


持ってきた餌を口につけてみると食べようとはしたが、すぐに離してしまう。


代わりに水を与えれば必死になって飲んだ。


それから餌を片手で割り潰し、欠片を小さな口に一つ入れた。今度は口の中でしばらく転がして食べた。唾液で柔らかくなるまで待ったらしい。


餌に持ってきたものは焼き固められたビスケットで、甘みと塩気はあり、保存期間も長くて安いが、あまり美味しくないと評判のものだ。


しかし匂いも少なく持ち運びやすく軽いことから、同業者の中では買う者も多い。


子供は文句一つ言わずに食べた。


様子を見ながら与えていくと、大きめの欠片を六つほど食べたところで小さく首を振った。


聞くと、もう食べられないようだった。


この餌は喉が渇きやすいため、最後に解熱剤と共にもう一度水を与える。


子供は何の疑いもなく解熱剤を飲んだ。


そしてウトウトと眠そうにし始めた。


だから布に戻そうとしたら子供はルフェーヴルに手を伸ばし、指に触れると礼を口にした。


ルフェーヴルが声をかけると安心した様子で意識を手放すように眠りに落ちた。


物置部屋はかなり暗いが、ルフェーヴルは夜目が利くので子供の寝顔もハッキリと見えている。


硬い毛布に包まった子供は締まりのない顔で眠っており、時折、口元がもにょもにょと動く。


考えてみると子供の世話をしたのは初めてだった。


闇ギルドにこれほど幼い子供はいないし、貧民街の子供を見かけることはあるがもっと目付きが鋭く、まるで野生の動物のようにギラついている。


逆に貴族の子供はよく目にする。


仕事で何度も貴族の邸やしきに忍び込んだことがあったが、貴族の子供は大抵は我が儘で可愛げがない。


街の子供もたまに見かけるが、この子供とは何かが違う気がする。


「……変な子ぉ」


突然現れたルフェーヴルに全く警戒しない。


一応、今回の仕事の依頼主にこの子供の件を伝えたら存在を知らなかったようで驚いていた。


そして子供についても調べるように命じられた。


……まあ、言われなくてもそうするけどねぇ。


ルフェーヴルは手の中に残った砕けたビスケットを口に放り込み、持ってきていた餌の残りを包みごと、外から見えないように子供の懐に入れて立ち上がる。


見下ろした子供の寝息は先ほどよりいくらか穏やかなものになっていた。






二日目　気になる相手


「……ねつ下がってる」


翌朝、わたしはスッキリした気分で起きた。


昨夜はかなり熱が出ていたはずだけど、今は平熱まで戻っているようだった。


そういえば彼が来てくれたんだっけ。


水や食べ物だけでなく最後は薬もくれた気がする。


……あれは解熱剤だったのかな？


昼間は傷の手当てもしてくれて、おかげで今日はすごく体調が良い。


起き上がると服の下でガサリと何かが音を立てた。


毛布の上に座って服をバサバサと動かすと、スカートの中から四角い包みが転がり出てくる。


……何だろう、これ。


膝の上に包みを載せて広げると、中にキツネ色にこんがり焼けた四角いものが入っていた。


そっと鼻に寄せてみると甘い匂いがする。


「あ……」


……これ昨日の夜に食べたやつだ！


包みの中にはわたしの手の平よりやや小さいくらいのそれが四枚入っていて、ほのかに香ばしくて甘い匂いがする。


キョロキョロと部屋の中を確認したが、もちろん人がいないのは分かってる。


でも何となく警戒してしまった。


きちんとした食べ物を誰かからもらったのは、リュシエンヌの記憶では久しぶりのことである。


じんわりと喜びが胸に広がった。


一枚だけ包みから出し、三枚は残しておいて、包みの口をしっかりと閉じたら部屋の隅に放置された机へ持っていく。机の引き出しの、三段あるうちの一番下の部分をギリギリまで引き、その奥の隙間に包みをそっと落とす。


部屋の奥にあるボロボロの机なので運び出されることはない。


重厚な造りの机は引き出し部分が下までぴっちり床にくっつくタイプで、一番下の段と床との間に僅かな隙間が常にあるのだ。しかも外からはその隙間は分からない。


死ぬ前のわたしも、リュシエンヌも、人目に触れさせたくないものの隠し場所が全く同じだった。


この隠し場所だけはリュシエンヌが時々綺麗にして食べ物などを隠すことがあるので、実はあまり埃が溜まっていないのだ。


引き出しを元に戻して布まで戻ると、その上に座り込んで、手に持っていた一枚にかじりつく。


やっぱり硬い。少々行儀が悪いが端っこを口に含んで柔らかくなった部分を少しずつかじり取っていく。


……うん、少ししょっぱいけど甘くて美味しい。


ざりざりと時間をかけて一枚食べる。


そこまで大きくないのに一枚だけでも不思議と満腹感があった。


残りの三枚も大事に食べよう。


一枚丸々食べるとさすがに喉が渇く。


口の中のものを飲み込んでから立ち上がった。


スカートを払い、手も払ってから、部屋を出る。


廊下の窓から外を見れば太陽が随分と高い位置にある。多分、今は昼過ぎくらいだろうか。


とりあえず人目に触れないようにそろりそろりと廊下を抜けて、裏手の井戸へ向かった。


井戸のところには誰もいない。昨日と同じく横にある桶を中へ落とし、滑車を使って少しずつ持ち上げ、桶を引き寄せて水を飲む。空腹と渇きが満たされるとホッとする。


余った水は井戸の外へ捨てて、桶を元の位置に戻してから建物の中へ戻る。


泥棒みたいにコソコソと物置部屋へ帰った。


そうして毛布に包まって横になる。


王妃や異母姉達は毎日来るわけではない。


どうやら今日は来なさそうだ。


物置部屋の周辺は人気がなく、物音もしないので、毛布の中でうとうとして過ごすには丁度良い。


確実に熱が下がるまでは静かにしていよう。


そうやって浅い眠りの縁で寝たり起きたりしているうちに、段々と日が沈み、物置部屋が暗くなっていく。


ふと何かを感じて目を開けると人影があった。


でももう驚くことはない。


僅かに差し込み始めた月明かりの中で灰色の瞳と視線が絡む。






「あ」


彼を見つけたら眠気が吹き飛んだ。


慌てて起き上がれば、彼が反対にその場に屈む。


ぐっと近くなった瞳をしっかり見る。


「あの、ありがとう……」


伸びてきた手が額に触れる。


「お礼なら昨日聞いたよぉ」


また少し熱が上がってきたのかヒンヤリした手の感触が心地好い。


「えっと、そうじゃなくて……」


「ん〜？」


「きずにくすり、ぬってくれたの」


「あー、そっちかぁ」


首を傾げていた彼が思い出したような顔をした。


額に触れた手が下がり、頬をむにっと摘んだ。


面白いのかむにむにと感触を楽しむように何度も柔くつままれる。


「まあ、仕事の内容的に死なれると面倒だしぃ、なぁんか惜しい気がしたんだよねぇ」


頬から離れた手が自分の上着を探る。


それから「あったあったぁ」と何かを取り出した。


「はい、これ飲んで〜」


手を出すと、コロリと小さな粒が手の平の上へ落とされる。


「きのうのくすり？」


「そう、解熱剤〜。そろそろ薬が切れる頃でしょぉ？」


そうか、やっぱり解熱剤だったか。


今日熱が下がっていたのは薬が良く効いていただけで、治ったわけではなかったらしい。


リュシエンヌの体でそう簡単に治るはずもない。


素直に頷いて薬を口の中に放り込む。


すると平たい入れ物を差し出された。


上の丸い穴に口をつければ、中から水がゆっくりと口内に流れ込んでくる。


一口二口、水を飲んで返す。


「くすりとお水、ありがとう」


「どーいたしましてぇ」


恐らく笑ったのだろう。


灰色の瞳が細められた。


「あのね、わたしはリュシエンヌっていうの」


「知ってるよぉ。王妃がそう呼んでたから〜」


「そっか……」


自己紹介すると彼は一つ頷いた。


沈黙が落ちる。


……名前、教えてはくれないよね。


暗殺者だし、後宮にもこっそり忍び込んでるんだろうし、さっきの話の感じからしてわたしに関わったのは気まぐれかもしれない。


薬の影響か眠くなってくる。


毛布の上に座って船を漕こいでいると彼が声もなく笑う気配がする。


「眠いなら寝たら〜？」


その言葉に必死で瞼を押し上げる。


「ねない」


「何でぇ？」


「……もっと、お話ししたい」


そう、リュシエンヌは飢えている。


人と接することに、人の愛情に飢えている。


わたしはリュシエンヌで、リュシエンヌはわたしだ。


だからリュシエンヌが寂しいと感じれば、それはわたしの寂しさでもある。


原作でリュシエンヌがヒロインちゃんを虐めたのも、兄や婚約者を奪われる恐怖を感じたからだ。


三つ子の魂百までとはよく言ったものだ。


リュシエンヌは幼い頃の辛い記憶のせいで、他者の存在に飢えていて、引き取られたファイエット家の嫡男である兄や婚約者に半ば依存していた。


それもそうだろう。初めて家族と呼べる人達が出来て、リュシエンヌを人として扱ってくれる。


年頃になって引き合わされた婚約者は、いずれ結婚して、家族となる人なのだ。


愛情に飢えたリュシエンヌが、幼い頃に得られなかった『家族』に固執するのは仕方のないことである。もう後数年で結婚という時に、突然現れた女の子に兄や婚約者を奪われそうになれば恐怖を感じただろう。


思い返せばリュシエンヌがヒロインちゃんに行う虐めは、リュシエンヌが幼い頃に王妃や異母姉達から受けたものを真似したものだった。


持ち物を壊したり捨てたりするのも。


ヒステリックに罵倒するのも。


突き飛ばしたり頬を叩いたりといった暴力も。


幼い頃にリュシエンヌが受けたものばかりだ。


きっと原作のリュシエンヌは心が成長し切れないままだったのではないかと思う。


心に傷を負った状態で引き取られ、教育を受け、礼儀作法は身についていたが、それでも心の方は幼い頃からあまり育たなかったのではないだろうか。


だから自分の世界を壊されそうになって、リュシエンヌは必死に抵抗したのだ。


見上げれば灰色の瞳が瞬いた。


「オレと話したいから起きてるのぉ？」


それにこっくりと頷いた。


灰色の瞳が細まる。


「そっかぁ」


その声はどこか喜色が滲んでいる気がする。


「大丈夫、また来るからぁ」


「……いつ？」


「明日〜？」


思ったより早かった。


でも安心した。


「ほら、もう寝なよぉ」


コロンと毛布の上に転がされて、抵抗する間もなく毛布に包まれた。


そして屈んだまま、彼は手を引っ込めると膝を抱えるようにわたしの顔を覗き込んだ。


顔の下半分は相変わらずマフラーみたいなので隠れて見えないが、その灰色の瞳は僅かに目尻を下げている。


「……ねるまで、いる？」


「うん、いてあげるぅ」


「ありが、と……」


ほぼ目は閉じかけていたけど笑いかける。


すると頭に手が触れる感触がした。


「おやすみぃ」


間延びした声を聞きながら意識を手放した。


＊　＊　＊　＊　＊


ふんふんと鼻歌が薄暗い部屋に響く。


依頼主に本日の報告を済ませたルフェーヴルは、大変に座り心地の良いソファーの背もたれに寄りかかりながら受け取った報酬を数えている。


腕の良い暗殺者であり間諜でもあるルフェーヴルに依頼するには、任務完遂時の報酬の他に、前金や別途料金など色々と金がかかるのだ。


今回の場合は後宮の様子を報告する度に報酬が支払われることになっていた。


「今日は機嫌が良さそうだな」


依頼主の言葉にルフェーヴルは手元から顔を上げずに「まぁね〜」と返事をする。


依頼主は貴族の中でも高位の存在なのだが、ルフェーヴルはそういったことを気にしない。


そもそもこの暗殺者はいつもそうだ。


地位や権力、財力などで態度を変えたりしない。


だからこそ仕事を任せられる。


だが逆を言えば、いつでも変わらない態度のせいで何を考えているのか全く読めない。


顔の半分を隠しているせいもあるが、常に語尾を伸ばした気の抜けるような口調も、暗殺者にしては奇妙に明るい声音も、ふらふらした動きも謎である。


「面白い生き物をねぇ、見つけたんだぁ」


そんなルフェーヴルが、仕事のこと以外で何かを話すのが実は今回が初めてだった。


依頼主は僅かに目を見張る。


「ちっちゃくて、弱くて、傷だらけで、無防備で、オレに自分から首を晒しちゃうような感じぃ」


それはまた随分と命知らずな。


暗殺者に首を晒すなんて自殺行為だ。


「でも意外と頭は良いんだよねぇ」


ルフェーヴルが珍しく可笑しそうに笑った。


どこか喜色交じりの声で「面白そうだから餌づけしちゃった〜」と言うが、その声にぞくりと背筋を冷たいものが駆け抜けた。


……何故、今、この暗殺者はこの話をしている？


いつの間にかこちらを向いた顔が、その瞳が、うっそりと獲物を狙うように細められた。


「……お前、まさか……」


先ほどの報告を思い出す。


小さくて、弱くて、傷だらけで、無防備で、ルフェーヴルが餌づけしてしまった生き物。


暗殺者に首を晒した、それは……。


「リュ、」


シュッ、と顔の横を何かが通り過ぎる。


顔を横へ向ければ背後の本棚に細身のナイフが一本、突き刺さっていた。


「任務以外での行動に制限をかけない」


ルフェーヴルの声が低くなった。


灰色の目は笑っていない。


「そういう契約でしょぉ？」


契約に反するならば容赦しないということか。


依頼主は小さく息を吐いた。


この暗殺者と契約して数年経つが、ここまで感情を露わにしたのは初めてである。


「分かった、口出しはしない」


「そ〜そ〜、それでいいんだよぉ」


ルフェーヴルが手招くような仕草をすると、本棚に突き刺さっていたナイフが抜けて、その手元へ戻っていく。


餌づけしたということは、少なくとも今は殺す気はないのだろう。


この暗殺者には血筋の貴賎も関係ない。


相手が王族だろうが貧民街の子供だろうが、依頼があれば何の躊躇いもなく殺す。


そのルフェーヴルに目をつけられてしまったのは、恐らく、昨日と今日の報告にあった子供のことに違いない。


国王は自分が気に入ればどのような女性でも抱く。


それが貴族の娘でも、既婚者でも、平民でも、使用人でも、娼婦でも、関係ない。


恐らく後宮にいる子供はそういった関係だろう。


今まで存在が明るみに出なかった子供。


ルフェーヴルの報告では王妃達に虐待されている、琥珀の瞳を持つ、魔力が全くない憐れな子供。


「……殺すなよ」


ルフェーヴルが頷いた。


「そのつもりはしばらくないよぉ」


それはつまり、飽きたら殺すということか。


せめてクーデターが起きるまでのあと二週間ほどは、その気が変わらないことを願うしかない。


今の王族達はともかく、その子供に罪はない。


しかしどこかの孤児院に入れるのは難しい。


王族の血を引いているため、その子供が悪用される可能性が高い。


生涯幽閉するか、監視出来る場所に置くか。


……息子が良いと言うのであれば、クーデター後、その子供を引き取ることも考慮に入れておこう。


その子供が手元にいれば、この暗殺者ももう少し態度を改めるかもしれない。


依頼主、ベルナール＝ファイエットはもう一度、ひっそりと溜め息を零した。






三日目　欲しいもの


翌日も昼間は寝て過ごした。


でも今日も食事はもらえなかった。


彼からもらったあの甘い匂いのするやつは、日持ちしそうなので出来るだけ残しておきたい。


ぐるる、きゅ〜と腹部から小さな音がする。


高い場所にある小さな窓を見れば、そこから僅かに見える夜空に星が浮かんでいる。


……そろそろ夕食の時間は過ぎたかな。


正確な時間は分からないけれど、体の感覚的に、恐らく夜の十時は過ぎていると思う。


毛布から抜け出して、そっと部屋の扉を開けた。


暗い廊下に人気がないことを確認して部屋から出る。


……えっと、厨房はあっち……。


リュシエンヌの記憶を辿って厨房へ向かう。


暗いから迷わないようにしないと。


わたしのいた物置部屋の周辺は暗いが、ある程度離れると廊下はランプで照らされている。


何というか、その徹底ぶりに笑ってしまう。


厨房へ辿り着くと既に暗く、火は完全に落とされており、人気も感じられなかった。


ただ二つ先の部屋は人がいるようで、そこから美味しそうなスープの匂いが漂っている。


口の中に溜まった唾を飲み込んだ。野菜や肉を煮込んだ良い匂いだけれど、行ったところでリュシエンヌにそれを分けてくれるわけがない。


どうせ追い出されるか部屋に連れ戻される。


それならば、こっそり行動するべきだ。


厨房に入ると料理を作った後の良い匂いがする。


テーブルの上を見てみたが食べ残しはないようだ。


いや、あったとしても使用人達で分けて食べてしまうからわたしの分は残らないか。


勝手にそれを食べると王妃に報告されて、後で酷い目に遭うので、わたしは口に出来ない。


残飯を纏めてあるバケツみたいなものに近寄る。フタを開けて覗き込むと、果物や野菜の皮や芯、食べかけで捨てられた肉、サラダ、芋などが一緒くたに放り込まれている。


不思議と嫌悪感はない。


そういうところはリュシエンヌの感覚が強くあるらしい。


残飯に手を伸ばし、一番上にあったリンゴの芯らしきものを掴む。


……これは苦いのだ。


でも食べられる。


かじりつくと他の肉やソースの味もしたが、リュシエンヌの舌は大雑把らしく、食べられるものと判断した。最後に残ったヘタだけバケツに戻す。


次にソースのかかった肉を掴んだ。


誰の食べかけか分からないが、ここにあるのは後宮に住む王族のものなので、王妃か側妃か、後は王子王女達の残したものだろう。肉は滅多に口に出来ない。少しでも食べておかないとリュシエンヌの体がもたないし、怪我を早く治すためにも栄養が欲しい。肉は三口分しかなかった。


それからサラダの残りも食べる。


リュシエンヌの胃はそれでいっぱいになった。


汚れた手を近くの水場で洗い、布でこっそり手を拭き、バケツのフタを戻す。


足音を消して厨房から出て今度は井戸へ向かう。


食べたら喉が渇くのだ。


本当はコップの一つくらい欲しいのだけれど、リュシエンヌはそれすらもらえない。


だからどうしても喉が渇いたら井戸へ行く。


井戸に着き、水を汲んで飲む。


見下ろした手元の桶に月が浮かんでいた。


……この世界の月は青い。


だから月光も青みがかっていて、どこか寒々しい。


「……もどろう……」


急に寂しさがこみ上げてきた。


水を捨て、桶を戻し、建物へ入る。


静かに廊下を歩いて行き、誰にも会わずに物置部屋の前まで帰って来られた。


そっと扉を開けて隙間から中に入り、音を立てないように扉を閉める。


振り返ってギクリとした。


彼がわたしの寝床の毛布の側に佇たたずんでいた。


灰色の瞳がジッとこちらを見つめている。


何でか蛇に睨まれたカエルみたいに冷や汗が出る。


「どこ行ってたの？」


口調が間延びしていない。


「あ、えと、ちゅ、ちゅうぼうに、行ってました……」


思わず敬語になってしまう。


灰色の瞳が眇められる。


「厨房？」


「今日も、食べもの、もらえなかったから……」


「オレがあげたのは？　捨てたの？」


初めて聞く淡々とした声に震える。


それでも勘違いはされたくなかった。


「ちがう！」


久しぶりの大声だった。


「っ、あれは大事にのこしてる。また食べもの、ないときに食べるから。もらったものだから……」


突き飛ばされても平気だった。


背中を蹴られても平気だった。


でも、どうしてか、目の前の彼に冷たくされると苦しくて、悲しくて、涙が滲む。


「はじめて、もらった、のこりものじゃない食べものだから……っ」


リュシエンヌの食事はいつも残飯だ。


昔メイドが分けてくれた食べ物だって、後宮で残ったものだった。


食事は常に残飯で、傷んでいることも多くて、リュシエンヌのためのものじゃない。


だから嬉しかったのだ。


食べさせてくれたものの残りを見て、それが自分のために用意されたものだと分かった。


すぐに全て食べてしまうのは勿体なかった。


……泣くと怒られる。


慌てて服の袖で目元を拭う。


同時にふわっと体が持ち上がった。


「なぁんだ、そういうことかぁ」


目の前の灰色の瞳が細められている。


間延びした口調に戻っていて、心なしかその声は嬉しそうな感じがする。


何故かそのまま腕に抱かれた。


「オレがあげたの大事にしてくれたんだねぇ。でもあれは食べちゃっていいよぉ。また持ってくるからぁ」


よしよしと頬を撫でられる。


……機嫌直った……？


「おこってない……？」


「うん、理由が分かったからもう怒ってないよぉ」


……やっぱり怒ってはいたんだ？


だけど誤解されなかったことにホッとした。


安堵すると涙が溢れてくる。


ポロポロと泣くわたしを灰色の瞳がジッと見る。






    
  





見るだけで拭ってくれるとかはない。


わたしが自分の袖で拭っている間、猫にでもするかのように頬や顎下、首を撫でられ続ける。


すん、と鼻を鳴らすと面白いものでも見つけたみたいにまじまじと見られた。


「んむっ？」


鼻を緩くつままれる。


「あはっ、変な顔ぉ」


すぐに離してもらえたが女の子にそれはちょっと酷いと思う。


それから毛布の上に降ろされた。


彼は屈んだままわたしの顔を覗き込む。


「沢山はあげられないけどまた持ってくるからぁ、あれは食べてねぇ。分かったぁ？」


その言葉に頷く。


「それで、厨房で食事摂れたぁ？」


もう一度頷く。


先ほど大声を上げたせいか喉に違和感がある。


彼は首を傾げた。


「でもぉ、もう火は落ちてる時間だよねぇ？」


連日忍び込んでるだけあって、よくご存じで。


「のこってたの食べた」


「どこにあったやつぅ？」


「ちゅうぼうのすみの、丸いのから食べた」


ピタリと彼の動きが止まる。


「……それって暗い灰色の大きな丸いの？」


思い出す。確かに濃い灰色をしている。


肯定の頷きをすると頬をつつかれた。


「知ってる？　それゴミだよ？」


「しってる。ざんぱん。でも悪くなった食べものよりいいの。食べてもおなかいたくならないから」


「…………」


彼が押し黙った。


何となく絶句してる感じがする。


そうだよね、残飯を食べているなんて聞いたら驚くよね。


しかもこの後宮内で、王族の血を引いてるのに。


でもリュシエンヌにとってはそれが当たり前だし、前世の記憶を思い出して今のわたしになっても、リュシエンヌの感覚が強く残る部分がある。


前世だったら「ありえない！」と叫んでいただろう。


だけど今は「生きるため」なら残飯くらい何の抵抗もなく食べられる。傷んだ食べ物はさすがにちょっと躊躇するかもしれないが、それでも、それしかなければ我慢して食べる。


ぽんと頭の上に手が乗った。


「もう、ゴミは食べちゃダメぇ」


……えっ、いやでも……。


「おなかへる……」


「じゃあオレがあげたの食べればいいじゃ〜ん」


「でも……」


がしっと頭を鷲掴みにされた。


全然痛くないけど圧を感じる。


「分かったぁ？」


有無を言わせない雰囲気である。


うんうんと頷けば、頭を鷲掴んでいた手が離れ、褒めるように撫でられる。


「そうそう、良い子良い子ぉ」


頭を撫でられながら考える。


……うーん、この人本当に暗殺者なの？


世話焼きだし、子供のわたしに優しいし、機嫌を損ねると怖い部分もあるけど、わたしを傷つける意思は感じられない。


……実は結構良い人じゃない？


「良い子には餌あげるぅ」


訂正、わたしのこと犬猫か何かと思ってない？


まあ、残飯漁って食べているから否定し難いけど。


差し出された包みを受け取り、開けてみると、またあの四角い食べ物が入っている。


数えると全部で五枚。丁寧に包みを戻し、口をしっかり縛って、それを持って立ち上がる。


部屋の奥に放置された机の一番下の引き出しを引っ張り出して、その奥へそっと入れる。


彼はわたしの後ろから覗き込んだ。


「へえ、こんなところに隠してるんだぁ」


「ここなら見つからないと思ったの」


「確かに。ボロっちぃ机だから誰も触らなさそ〜」


引き出しを押し込んで戻し、立ち上がる。


視線を感じながら毛布まで歩いて行く。


彼もわたしについて来た。


また沈黙だ。


「……ねえ、お兄ちゃん」


名前を知らないのでそう呼んでみる。


問題なかったのか「なぁに？」と返事が来た。


「外ってどんなところ？」


彼は「ん〜」と少し考えた。


「君には優しくないところかなぁ」


「……そうなんだ」


それはそうだよね、と思った。


暴君な国王に贅沢三昧な王族のせいで、きっと国は傾いてる。


原作のゲームの中でも当時はかなり貧しかったとヒロインちゃんの過去を回想する場面があった。


男爵家のお妾の子だからと言って暮らしは裕福ではなかったらしい。


国王が代わることで良い方へ国も変わったのだ。


クーデターが起きた後に残されたリュシエンヌは唯一、前王の血を濃く引いた王族であった。


前王の実子というだけで風当たりは強いだろう。もしかしたらつらい幼少期を過ごしたリュシエンヌを当然の報いだと嘲笑う人もいるかもしれない。


後宮も外もリュシエンヌにとっては同じ。


誰もリュシエンヌに優しくない。


「驚かないの？」


……いや、二人だけいたか。


一度だけ食べ物を分けてくれたメイド。


そして目の前にいる人。


「だってここと同じだもん」


わたしの言葉に彼は笑った。


「そうかもねぇ。外に出たい〜？」


彼の問いに考えてみる。


「ううん、いい」


「何でぇ？」


「同じなら、ここの方がいい。ねるところもあるし、食べものもあるし、いたいのだけガマンすれば生きていけるから」


物置部屋は雨風をしのげる。


食事をもらえなくても残飯を漁ればいい。


暴力や暴言を我慢すれば生きていける。


それにクーデターまでの我慢だ。


音もなく彼がわたしの横に座った。


「でもさぁ、それって生きてる意味あるのぉ？」


遠慮も何もあったものじゃない質問に、わたしは「わからない」と答えた。


気付くと仰向けに倒れていて、彼がわたしの上にいて、わたしの首は彼の手に覆われていた。


「じゃあさぁ、今ここで殺してもいーぃ？」


そういえば彼は本業が暗殺者だったっけ。


首を掴む手に微かに力がこもる。


……全然怖くない。


それどころか彼に触れられると安心感で体の力が自然と抜けて、ふにゃりと笑ってしまう。


「お兄ちゃんならいいよ」


わたしに、リュシエンヌに優しくしてくれた。


気まぐれでも良かった。


傷の手当てをして、食べ物と薬をくれた。


他の誰かじゃない彼になら殺されてもいい。


目の前の灰色の瞳が僅かに丸くなり、そしてまるで心底可笑しいとでもいう風に声もなく笑い出した。


＊　＊　＊　＊　＊


思わず湧き出てきた笑いに子供は目を瞬かせた。


ちっちゃくて、弱くて、傷だらけで、何の疑いもなく暗殺者オレに自分から首を晒しちゃうような無防備さ。それでいて全くのバカではなくて。


虐げられても貪欲に生きようとする。


憐れで可哀想な境遇なのに、きっと自分が憐れだということすら自覚出来てないのだろう。


この子供は後宮ここの暮らししか知らない。


……ああ、でも何でかなぁ。


そんな子供の言葉に心が震える。


長い髪の隙間から見上げてくる琥珀の瞳は真っ直ぐで、擦れていなくて、暗殺者オレを怖がることもなくて。その純粋な瞳は宝石みたいに綺麗だ。


ルフェーヴルが殺そうと思えば一瞬で殺せる距離にいて、こうして殺せる体勢で、急所を掴まれているはずだが、子供は笑った。


初めて笑いかけられた時と同じ、酷く安堵したような、気の抜けた顔で笑う。


……オレになら殺されていいなんて……。


殺さないでくれという言葉は何百と聞いた。


だけどルフェーヴルになら殺されてもいいなどと、そんなことを口にした者は一人もいなかった。


この子供、リュシエンヌ以外は。


笑いと共に仄暗ほのぐらい喜びがこみ上げる。


なんて憐れで可哀想なリュシエンヌ。誰にも大事にされたことのない子供。


暗殺者オレなんかに命を預けてしまった。


憐れで、可哀想な、可愛い子供。


オレの手の中にこの子供の命がある。


こんなオレに命を預ける子供もどうかと思うけれど、それに心の底から歓喜してるオレも相当おかしいんだろうなぁ。


「かわいい」


首を掴んだまま、顔を近付ける。


全く抵抗する気配がない。


「大丈夫、もし君が死にそうになっても、死ぬ前にオレが殺してあげる」


囁ささやくように言えば子供が聞いてくる。


「しぬまえにお兄ちゃんに会えるの？」


ルフェーヴルは頷いた。


「そうだよぉ」


目の前の子供は嬉しそうに笑う。


「じゃあこわくないね」


純粋なその笑顔にルフェーヴルも笑う。


手から伝わる子供の鼓動は穏やかなものだった。






四日目　虐めと衝撃の事実


パチリと目を覚ます。


起き上がって周りを見回すけれど、物置部屋の中に人影はなく、朝日が小さな窓から差し込んでいる。あの後、いつの間にか寝てしまったらしい。


両手で顔を覆う。


……びっっっくりしたぁあああっ！！！


心の中で叫ぶ。


何あれナニアレなにあれ!!


ルフェーヴル＝ニコルソンってヤンデレ!?　お前も殺して俺も死ぬとか、手に入らないなら俺の手で殺してやるとか、そういう地雷系じゃない方のヤンデレじゃん!!


お前の命は俺のものな執着系ヤンデレだ!!


「あああ、でもわたしの方がじゅうしょうかも……」


リュシエンヌはそれを喜んでいた。


彼になら殺されてもいいと心から思っている。


そしてわたしもそのことに恐怖心が湧かない。


それどころか最期は一人じゃないということにとても安心していて、不覚にも嬉しいと感じてしまった。


よく覚えてないけどわたしは一度死んでる。


だからなのか死ぬのは全然怖くない。


でも最期に一人になるのは凄く嫌だと思う。


自分でもよく分からないが、多分、前のわたしは死ぬ時に独りぼっちだったんじゃないだろうか。


その記憶がなくても今のわたしは感覚的なもので怖いとか嫌だとか覚えているのかもしれない。


リュシエンヌは死を体験していないはずだから、これはわたしの意識の方が強い。


……まあ、記憶を取り戻してからはリュシエンヌの記憶は他人のものみたいな感じだしね。


ただ感情は同一化してきてる気がする。


最初は「リュシエンヌ」と「わたし」の意識が分かれている感覚があったけれど、この数日で大分、わたし達の感情や思考は混ざりつつある。


わたしの部分が基本的に多いがリュシエンヌの部分が強いところも存在していて、特に感情に関してはリュシエンヌの方が強い。


思考なんかはリュシエンヌより長生きしていたわたしの方が強い。


そもそも体が子供だからか感情に引っ張られてる。


「……なまえ、呼びたいな……」


彼の名前をわたしは知っている。


でも彼は一度も名乗ってくれたことがない。


だから彼の名前を呼ぶことは出来ない。


それが少し寂しい、なんて──……。


「やっぱりじゅうしょうだ……」


顔を覆って俯いていると足音が聞こえた。


……彼、ではないよね？


彼はいつも音もなく現れる。


そしていつだって音を立てない。


話す時も囁くように声を落としている。


……じゃあこの足音は誰？


両手を離して顔を上げるのと、扉が無遠慮に開かれるのは同時だった。


扉を開けたのはメイドだった。見覚えのない──元より後宮で働くメイドや侍女は多いのでリュシエンヌは顔どころか名前も知らない人々ばかりだ──そのメイドはボロボロの毛布の上に座っているわたしを見て鼻で笑った。


何も言わずに物置部屋にズカズカと踏み入り、わたしの腕を掴むと、無理やり引っ張り上げた。


一瞬腕が痛んだが、メイドはわたしが立ち上がると強く掴んだ腕を引っ張り歩かせようとする。


試しに少しばかり足を踏ん張らせて抵抗すると腕を掴む手に力がこもり、爪が肌に刺さる。


「王妃様方をお待たせするわけにはいかないのよ。さっさと歩きなさい愚図」


おお、随分気の強いメイドだ。驚きのあまり踏ん張ることをやめてしまい、ズルズルと引っ張られて物置部屋から移動させられる。


今までメイドや侍女達に無視されたり陰で嘲笑われたりすることはあったが、面と向かって罵倒されたのは初めてだ。ある種の新鮮味を感じているうちに連れて来られたのは、王妃がよく好んで使っている部屋だった。


メイドはわたしの腕を離すと自分の服を整え、扉を軽くノックする。


中から誰何すいかの声がして、メイドは先ほどわたしに向けたものより幾分高い声でハキハキと答えた。


許可が出て、メイドが扉を開ける。


開いた扉の向こうはギラギラとした部屋だ。


部屋中に彫刻や金細工、宝石などがあしらわれ、毛足の長い絨毯が敷かれ、重厚な家具が置かれており、壁には美しい絵画があちこちに飾られている。


その部屋の真ん中のソファーに王妃がいた。


左右のソファーには王妃の子供達が座っていた。


わたしから見て右手に第一王女と第二王女、左手に第一王子という配置で、テーブルの上には豪華で美味しそうなお菓子が所狭しと並べられている。


「さっさと下がりなさい」


わたしを部屋に押し込んだメイドは王妃付きの侍女にそう言われ、明らかにがっかりしたような様子で下がっていった。


扉が閉まると第二王女がクスクスと笑った。


「今のメイドの顔、面白かった！」


それに第一王子と第一王女も耐え切れないといった風に小さく噴き出した。


「何かもらえると思ったのかもね」


「あはは！　バッカじゃないの？　ただのメイドなんかに私達が何かあげるなんてありえないわ！」


キャハハと子供特有の高い笑い声が響く。


王妃はそんな子供達に微笑んだ。


「ああいう者はよくいるわ。大して何もしていないのに褒美ばかりねだるのよ。甘い態度を見せないよう、あなた達もお気を付けなさい」






そんな言葉に王子、王女達は元気良く返事をする。


……わたし何のために連れて来られたの？


部屋に戻りたいなと思いながらぼんやりと立っていると、第一王女がわたしの存在を思い出したようにこちらを向いた。


「何をしているのよ、犬！　王妃であるお母様や王族である私達の前で立っているなんて無礼よ！　平伏ひれふしなさい！」


高そうなティーカップが飛んできた。


それが体に当たると床に落ちて割れる。幸い中身はなかったので火傷はしなかったけれど、ティーカップの破片が床に散らばってしまった。


強い視線を感じて仕方なくその場に平伏する。


破片がちょっと足や手の平に刺さって痛い。


「初めからそうすればいいのよ」


おかしそうに第二王女が笑う。


第一王子の声がした。


「僕達は寛大だから特別に褒美をあげる」


ポトリと何かが目の前に落ちてくる。


少し顔を上げて見れば、小さな焼き菓子がそのまま、ころりと床に転がっていた。


放り投げたのか床に当たったと思しき部分が少しへこんだ歪な楕円形の、美しいキツネ色に焼けたお菓子だった。


……なるほど。


床に投げて落としたこれを食べろということか。


元々リュシエンヌは礼儀作法を全く学んでいないし、日本人だったわたしは地面に座ることくらい何てことはない。


だけど床に投げ捨てられたものか。


ああでも土の地面じゃないだけずっといい。


後宮の、それも王族達がよく使う部屋なんかは特に念入りに掃除がされているから、床に落ちてもさほど汚く感じない。


それに起きてから何も口にしていないから空腹なのは事実だった。


「犬なんだから口だけで食べるのよ」


第一王女の声が降ってくる。


床に跪いたまま、少しだけ前に動いて、床に落ちた焼き菓子に顔を寄せてかじりつく。


まるで面白い見世物でも見たみたいに王妃や子供達はわたしを指差して笑っている。


わたしもリュシエンヌも何も感じなかった。リュシエンヌにとってはこんなことよくある日常の出来事の一つであるし、わたしにとっても彼らのくだらなさに怒りすら湧いて来なかった。


そう遠くない未来にクーデターが起こる。


そうなれば王妃も子供達も処刑される。


悲しいとも嬉しいとも感じないが、それまでのことだと思えば心に余裕が生まれた。


……あ、これ美味しい。


モグモグと食べているとまたお菓子が投げられる。


今度は頭に当たった。


お菓子だから痛くない。


それも口だけで咥えて食べる。


「菓子だけでは喉が渇くでしょう？　そこの者、それに紅茶を淹いれてやりなさい」


王妃の声がして、少しすると侍女の一人が平たい皿をわたしの前へ置いた。


あまり深さのないその平皿に紅茶が入っている。


しかも湯気が立つくらい熱々で、明らかにわざと濃く淹れましたというような色だ。


「あら、どうしたの？　まさかわたくしの出した紅茶が飲めないとは言わないわよねぇ？」


冷めるまで待たせてはくれないようだ。


覚悟を決めて顔を寄せる。


顔に触れる湯気からしてかなり熱そうだ。


舌をつけた。


「っ……！」


やっぱり我慢しても熱いものは熱い。


震えそうになる体を抑え、二度三度と紅茶を舐めるとあっという間に舌が火傷して感覚がなくなってしまった。


熱くて、渋くて、苦くて、濃い紅茶だった。


それでも何とか舐めて飲み干す。






    
  





すると王妃からつまらなさそうな声がした。


「ふん、なんて卑しい子。まるで本当に獣のようだわ。部屋に戻してきてちょうだい。この部屋も獣臭くなってしまいそうだわ」


自分達が連れて来させたくせに。


侍女の一人がわたしの腕を引っ張って無理に立たせると、引きずるように廊下へ連れ出される。


そうして物置部屋まで引っ張ってくると、扉を開けて、わたしの背中を突き飛ばすように押した。


床へ転んだわたしの背後で扉が閉まる。


……口の中が痛い。


舌もヒリヒリするし、口内も火傷したのか頬の内側などの皮膚がただれてるような感じがする。


これじゃあ食べ物も口に出来ない。


それどころか水を入れるのも痛いかもしれない。


……でも火傷なら冷やさないと……。


立ち上がり、扉をそっと開いて隙間から廊下の様子を窺う。


あの侍女がいないことを確認して部屋を出ると、井戸へ向かって廊下をこっそり歩いて行く。


その間も口の中が酷く痛んだ。


何とか誰にも会わずに井戸へ辿り着き、水を汲み、それを口に含む。


……めちゃくちゃ痛い!!


思わず桶の外に水を吐き出した。


舌で舐め取って飲んだおかげか喉まではやられなかったみたいだけど、口内は全体的に火傷してしまったようだ。唇もヒリヒリしてきた気がする。


それでも我慢して何度も口に水を入れる。


繰り返し水でゆすいでいるうちにヒリヒリが治ってきたような感じがした。


口内の皮がただれているし、舌も感覚があまりなくて、物を食べることはしばらく無理そうだ。


結局、桶いっぱいの水で口を冷やした。


最後の二口ほどは飲んだ。


桶を戻して物置部屋へ戻る。


部屋の扉を開けて中に入り、扉を閉めて振り返ると、真後ろに彼が立っていた。


伸びてきた手が顎を掴む。


「口、見せてぇ」


言われた通りにそっと口を開ける。


彼はその場に屈むとわたしの口を覗き込んだ。


「うわ、これは痛そ〜」


ただれた口の中を見た彼が眉を寄せた。


そうして何やら呪文のようなものを唱えると、その手に小さな氷がポロリと現れた。


えっ、何それ？　魔法？


あっ、そういえば魔法がある世界だった！


原作のゲームでは魔法について触れられていたけれど、ゲーム進行でその要素はあまりないため、すっかり忘れてしまっていた。


少しだけ水をかけたそれが口の中に入れられる。


ヒンヤリと冷たい氷が熱を持った口内で解けていく。


あまり美味しくはない。


あっという間に氷はなくなった。


もう一度氷を生み出す彼に聞く。


「それ、まほう？」


「そうだよぉ。初めて見たぁ？」


また氷を差し出されたので頷きながら口に含む。


魔法があるって便利そうだよね。


何より魔法っていうだけで夢がある！


「でも君は使えないけどねぇ」


……何で!?


「だって君、魔力がないんだもん」


「……ないの？」


「全く。欠片も感じられないねぇ」


……そんなぁ……。


がっくりと肩を落とすと頭を撫でられた。


撫で慣れていないのかちょっとぎこちない動きで、頭の丸みを確かめるように触れている。


そっか、だからリュシエンヌはヒロインちゃんに対して自ら手を下していたのか。


魔法が使えないなら魔法で虐めることは出来ない。


そう考えると原作のリュシエンヌってヒロインちゃんへの嫌がらせのためにせっせと色々してたんだろうなぁ。


まあ、今のわたし、つまりリュシエンヌはそんなことしないけどね。


ヒロインちゃんを虐めたらバッドエンドルートへの道が開かれちゃうだろうから、わたしは良い子でいるつもりだ。


口の中の氷がなくなると彼が何かを取り出した。


小さな瓶には綺麗な金色の液体が入っている。


「これ少しずつ口に入れてぇ」


ぽん、と瓶のコルクを外して渡される。


瓶に口をつけて傾けると、とろりとした液体がゆっくりと口の中に落ちてくる。


甘い。これ蜂蜜だ。


濃厚な花の甘い香りが鼻に抜けていく。


ただれた口内に蜂蜜が広がれば、少しだけ痛みが和らいだような感じがした。


リュシエンヌは蜂蜜を初めて口にしたはずだ。


むせかえるほど甘いけれど、体が、舌が、その甘さを求めている。


甘い味と果物のような花の香りに魅了された。


蜂蜜を食べるわたしを彼が抱き上げ、いつもの毛布の上へ降ろす。


そうして蜂蜜を食べ終わるまで彼は黙って見守っていた。


最後に瓶を回収すると「治るまで辛い物や塩気の強い物、硬い物は食べちゃダメだよぉ」と注意して姿を消した。


氷で冷したおかげか口内の痛みはマシになっていた。


蜂蜜って抗菌作用があるっていうし、この世界では薬みたいな感じなのだろうか？


寝転がり、毛布を引っ張って包くるまり、丸くなる。


起きていても痛いだけだし寝よう。


まだ口内に残る蜂蜜の甘い余韻を感じながら目を閉じた。






五日目　ルル


起きると大分日が高くなっていた。


昨日は口内を火傷してしまって、ずっと部屋に引きこもって眠って過ごした。


彼が氷や蜂蜜をくれたおかげなのか、口の中は相変わらずただれてはいるものの、水ぶくれはない。


ふと自分の手や足を見下ろした。


……汚い。


そういえば前に体を拭いてから五日くらい経っている。


立ち上がり、適当なボロ布を掴むと、それを片手に扉へ向かう。


そっと扉を開けて人気がないことを確認したら、廊下へ出て、井戸を目指す。


誰にも会わずに井戸へ辿り着く。


今日は風もなく、日差しが暖かく、気温も低くない。


……これなら水浴びしても平気そう。


一瞬、外で服を脱ぐことを躊躇ったものの、どうせ後宮ここにいるのは女性ばかりだし、体は五歳なので見られたところでそれほど恥ずかしくない。それにワンピースの下には下着がある。


かぼちゃみたいなパンツとタンクトップみたいなのがあるから素っ裸ではない。


まずは桶に水を汲む。


そしてボロボロのワンピースを桶に入れ、破けないよう気を付けながらゴシゴシと洗う。


石鹸はないが、かなり汚れていたようで水はすぐに真っ黒になってしまった。


一度服を出して絞り、井戸の縁にかけて、もう一度水を汲み直して洗う。それを二回繰り返した。


疲れたけれど服は最初よりも綺麗になった。


日の当たっている近くの低木の枝にそれを引っ掛けて乾かしておく。


更に水を汲むと手で掬って体にかけていく。


かけたらそこを布で擦った。擦るとボロボロと垢が落ちた。


腕、足と拭い、濡らした布で下着の中を拭う。


水を汲み直し、今度は頭から水をかぶる。


さすがに水は冷たかったが、水を被って体を布で擦るを繰り返せば、汚れが落ちていく。


髪はどうしようもなかった。


汲み直した水を何度かに分けて髪へかけ、指を通そうとしたけれど、上手く通らなかった。


梳かしたことのない髪は絡まり放題だ。


これは無理そうだと洗うのを諦めて水気を絞る。


絞った布で体や髪の水気を拭い、服を干している低木の側でぼんやりと突っ立って日向ぼっこをする。こうしていればそのうち体も乾くだろう。


日向ぼっこのせいかちょっと眠い。


何度も水を汲むという重労働をしたのもある。


立ったままウトウトしていれば、ふと視線を感じたような気がして目を開ける。


いつからいたのか、横に彼がいた。


声をかけようと口を開いた瞬間に声が飛んでくる。


「見ろ、犬が裸であんなところにいるぞ」


声の方へ顔を向ければ第一王子がいた。


王妃の側によくいる侍女がついている。


その侍女へ話しかけたようで、わたしを指差して、笑っていた。


侍女が「あのようなものをご覧にならない方がよろしいでしょう。お目汚しになってしまいます」とこちらを睨んだ。


横にいた彼が歩き出す。


「まったく、しつけが必要らしいな」


第一王子も歩き出した。


そしてこちらへ向かってくる直前、丁度井戸の辺りで、彼がスッと体の向きを横へ変えて爪先を出す。そこへ歩いてきた第一王子が躓つまずいた。


侍女が「あっ」と声を上げた。


第一王子が驚いた顔をして、そのまま前へ倒れ、膝と両手を地面についた。


そこはわたしが水浴びをした後だったので土がぬかるんでいる。


べちゃりと水気を含んだ音が響く。


「殿下！」


侍女が第一王子に駆け寄った。


彼は転ばせた第一王子から離れる。


声もなく彼はおかしそうに笑っていた。


侍女は第一王子を助け起すと、膝と両手についた泥を見て悲鳴を上げ、慌てて井戸の水を汲んでそれで両手を洗った。


ハンカチで泥を拭おうとするが服に泥水はしっかりと染み込んでしまったらしい。


第一王子は顔を真っ赤にして唇を噛んでいる。


侍女は怪我の有無を確認し、何もなかったことにホッとして、第一王子を建物へ促した。


「すぐに着替えましょう」


第一王子は赤い顔のまま歩き出す。


明らかに苛立ったような足取りで、べちゃべちゃと音をさせて歩き、乾いた土に戻ると振り返らずに建物へ入っていった。


彼がわたしの横へ戻ってくる。


「あー、面白かったぁ」


王族を泥まみれにさせたというのに、まるで悪戯が成功した子供みたいな声で彼が言う。


でもスカッとしたので同意を込めて頷いた。


彼はわたしの服を手に取ると魔法の呪文を口にして、ふわりと巻き起こった風に服を遊ばせた。


質の悪い厚手のボロボロのワンピースはそれだけで乾いてしまったようだ。


それから彼がもう一度呪文を口にする。


今度はわたしの体が暖かな風に包まれた。


長い髪がぶわりと舞い上がった。


「これで髪も乾いたで、しょ……」


乾いたワンピース片手にこちらを見下ろした彼は、わたしの顔を見て固まった。


え、何でそんな驚いた雰囲気なの？


わたしも思わず彼を見返した。


＊　＊　＊　＊　＊


見上げてくる子供の顔をルフェーヴルはまじまじと見つめる。


長い前髪で今までずっと顔が半分近く隠れてしまっていたが、風で前髪が舞い上がり、乱れた髪の間から子供の顔が覗いている。


手を伸ばしても逃げないので、乱れた前髪と額の間に手を差し込み、前髪を持ち上げる。


痩せ細って、頬もこけているが、前髪の下にあった子供の顔は整っていた。


琥珀の瞳はパッチリと大きい。肌は手入れがされておらずくすんでいるし、カサカサだが、色白で吹き出物などもない。小さくてツンと立った鼻に小さな唇。顔自体が小さくて、目鼻立ちがはっきりとしたその顔は痩せていても十分可愛らしい。


ルフェーヴルは娼館生まれの娼館育ちというその生い立ち上、美しいと言われる女性達を多く見てきた。だからこそ分かる。


リュシエンヌは将来絶世の美女となる。


……なるほどねぇ。生まれてきた子供でこれなら、王が手を出した女はよっぽど美しかったんだろうなぁ。


これは王妃達が虐めるわけだ。


王族も美しい姿をしているが、この子供はその中でも飛び抜けて美しく育つはずだ。


「お兄ちゃん……？」


前髪を持ち上げてずっと顔を覗き込んでいたせいか、子供が落ち着かない様子で見上げてくる。


「ああ、ごめんねぇ」


手を離せば、前髪がバサリと顔にかかる。


子供は手で前髪を押さえ、隙間から見えるように少しだけ髪を分けていた。


……この子の成長した姿、見てみたい。


出来れば今の性格のまま大きくなってほしい。


可愛いこの子供が可愛い女になり、それを目一杯可愛がったらどんな反応をするんだろう。


オレに溺れるかなぁ？


それとも他の奴を望むのかなぁ？


ああ、それは何か腹が立つ。


オレ以外目に入らないくらいデロッデロに甘やかして、他の奴らが入り込めないくらいオレに懐かせて、あの間の抜けた笑みをオレだけに向けさせたい。


こういうの何て言うんだっけぇ？


……そうだ、独占欲だ。


自分だけのものにしたい。


……してもいいよねぇ？


だって、この子供はルフェーヴルに命を預けた。


それは言ってしまえばこの子供はルフェーヴルの手の中にあるということだ。


自ら自分のものになったのだ。


……でも今のままじゃあ足りないなぁ。


もっともっとこの子供を甘やかさなければ。


もっとオレに懐かせて、もっとオレを信頼させて、もっとオレという存在に依存させて。


いいねぇ、依存。オレだけに執着させるんだ。


オレ以外は信用出来ないくらい、興味が湧かないくらい、目につかないくらい、オレの存在を刷り込むんだ。そうしたら、恐らく、もっと可愛い。


ルフェーヴルはじんわりと胸に広がる仄暗い感情にニヤリと口角を引き上げた。


だがそれは顔の下半分を隠す布のせいでリュシエンヌに見えることはなかったのだった。


＊　＊　＊　＊　＊


「ねえ、リュシエンヌ」


服を着ていたわたしはハッと顔を上げる。


彼が、初めてわたしの名前を呼んだ。


そもそも王妃以外に呼ばれたことがない。


固まったわたしに彼が笑う。


「耳、貸して〜？」


指で来いと呼ばれる。


それに近付くと彼は口元に手を添えた。


そこに耳を寄せる。


「オレのこと、ルルって呼ばせてあげる」


笑いを含んだ声で「特別だよ」と付け足した。


わたしは思わずその名を呼んでいた。


「……ルル？」


「そうだよぉ」


彼が目を細めた。笑っている。


「ルル」


わたしの呼びかけに「うん」と答えがある。


ドキドキと胸が高鳴った。


ルフェーヴルだからルル？


それって愛称だよね？


愛称を、わたしに許してくれるの？


……嬉しい。


「なまえ、呼べるのうれしい。ありがとうルル」


わたしは多分満面の笑みだと思う。


彼の手が伸びてきてわたしの頬を撫でる。


顔は半分見えないけれど、見えている灰色の瞳が目尻を下げたから分かる。


彼も、ルルもわたしに呼ばれることを喜んでいた。


＊　＊　＊　＊　＊


後宮を出るとルフェーヴルはその足で真っ直ぐにファイエット家の邸へ向かった。


この時間、依頼主は自室にいるはずだ。


警備の目を掻い潜って辿り着けば、案の定、依頼主は忙しそうに書類に目を通したりサインをしたりしている。


ルフェーヴルが天井から出ると依頼主は顔を上げた。


「昼間に来るとは珍しいな」


依頼主は目を丸くした。


別に気付かれていないだけで、ルフェーヴルは実は結構な頻度でファイエット邸を訪れていた。


雇われている間は依頼主の行動は把握する。そうすれば依頼主の弱みを握ることもある。


もしも契約違反をしたり、無理やり従わせようとしたりしてきた時、それはルフェーヴルの強みになるからだ。


まあ、ファイエット家の現当主とは数年来の付き合いなので性格も概ね理解している。


執務机の前に降り立ったルフェーヴルは言った。


「リュシエンヌ、ちょうだい」


「は？」


ルフェーヴルの言葉に依頼主が目を瞬かせる。


「リュシエンヌとは、後宮にいるというリュシエンヌ＝ラ・ヴェリエのことか？」


「そう、そのリュシエンヌだよぉ」


「……待て。ちょっと待ってくれ」


頭が痛いとでも言わんばかりに依頼主はこめかみを押さえ、眉を顰ひそめた。


隠された王女の存在を知り、依頼主ベルナール＝ファイエットは即座にその子供についてルフェーヴルと部下達に調べさせた。


その結果、子供の名前がリュシエンヌ＝ラ・ヴェリエであること。


その母親は城でメイドとして働いていた伯爵令嬢であったこと。


王の一夜の相手をさせられ、妊娠が発覚すると同時に密かに後宮へ連れ去られ、そこで出産し、同時に命を落としたこと。生まれたリュシエンヌが琥珀の瞳を持っていたが故に殺されなかったこと。


しかし魔力がなく、王妃やその子供である王子王女達に虐待されながら育ったこと。


後宮のメイド達も侍女達も、誰も彼女を助けようとはしなかったこと。


母親の実家である伯爵家は王妃に睨まれ、そのせいで貴族社会から弾かれ、没落し、現在はもうないこと。


どれを取っても憐れな子供だった。


……その子供が欲しい？


「彼女は王女だ。生い立ちを考慮して、生かすつもりだが、その血を悪用されないためにも我が家の養子としなければならない」


虐待され続けた幼い王女を、その血筋を理由に処刑するのは簡単だ。


けれどもその子供は何の罪も犯していない。


むしろその子供も、亡くなった母親も、王家の被害者なのだ。


それに完璧に王家の血を絶つのであれば、この国の高位貴族の大半は死ななければならない。


現実問題としてそのようなことは不可能だ。


しかし王家の血を野放しには出来ない。


保護と監視の両面を考え、養子にすることを決めたのだ。


既に他の貴族達からも合意を取り付けている。


「それは知ってるよぉ。だからぁ、その後の話〜」


間延びした声が返す。


「その後？」


「成人したらリュシエンヌをオレにちょうだい？　大丈夫、外に出したり子供を産ませたりはしないから〜」


「結婚するつもりか？」


ニヤリと灰色の瞳が細められる。


「あっは、それ良いかもぉ。うん、オレ、リュシエンヌと結婚するぅ」


奇妙なほど明るい声で首を傾けたルフェーヴルに、ベルナールがしまったと思った時には既にもう遅かった。


この暗殺者は一度決めたことは曲げない。


仕事上のことは多少譲歩するが、それもあくまで仕事に関連することだけだ。


先日のようにあまり私的な部分に口出しされると容赦がない。


しかも困ったことにルフェーヴルのこの申し出を断る術がベルナールにはなかった。


ルフェーヴルは娼館生まれの娼館育ちだが、その父親は別の侯爵家の者で、母親も元は没落した男爵家の娘だった。


つまり血筋は意外にもきちんとした貴族なのだ。


爵位は持っていないが、これから爵位を求められたらそれなりのものを与えられるくらいには良い働きをしている。暗殺者という稼業は実入りが良いらしい。


服装はいつも同じだが、よく見れば質の良い生地を使い、武器はいつだって上等なものだ。


闇ギルドを介して支払っている額は相当なものなので、仲介料を抜かれたとしてもかなりの額を手にしているはずだ。


王女を外に出さず、子を生さず、飼い殺す。


それはクーデターに参加する予定のどの貴族も一度は考えたことだろう。


王女、もしくはその子供は王族派の貴族達の旗印になってしまう可能性がある。


出来るならばその隠された王女に子を生させたくない。


もし生させるとしても、クーデターに参加した貴族の中でも信用に足る家柄でなければならない。


そういう点では養子として受け入れ、成人後に籍を抜き、表向きは息子の側室の地位を与えて子を生させないことも実は考えたことがある。


「だが、本人がそれを了承するのか？」


しかし今その選択肢は潰えた。


もしもルフェーヴルを無視して息子と結婚させようとしたら、恐らく、この暗殺者は何の躊躇いもなく息子を殺すだろう。


息子に限らず、王女の相手として名を挙げられた者は誰であろうと殺されてしまう。


闇ギルドでも「勝てる者はそういない」と紹介された暗殺者だ。


殺すことにかけては群を抜いている。


ルフェーヴルは傾けていた首を戻す。


「断るなんて選択肢がないくらい、ドロッドロのデロッデロに甘やかしてオレに依存させてあげるから問題なぁし」


あはは、と笑うルフェーヴルにゾッとする。


元々普通ではないと感じていたが、どうやらこの暗殺者はベルナールの予想通りまともな思考の持ち主ではないらしい。


「そういうことだから、ヨロシクね？」


平然と依頼主に殺気を向ける暗殺者に頷き返す。


どうにかしてやりたいが、多分、どうにもならない。


言いたいことを言って満足したのか、ルフェーヴルは来た時と同様に挨拶もなく姿を消した。


殺気が消えたことでベルナールは肩の力を抜く。


ルフェーヴルに好かれてしまった幼い王女が憐れでならなかった。






六日目　小さな望み


翌日、目を覚ますとお腹が鳴った。


口内を火傷したのでさすがにちょっと食事を控えていたけれど、そろそろ空腹である。


立ち上がり、毛布から出て物置部屋の奥にある机の一番下の引き出しを開ける。


その奥にある包みを取り出した。彼、ルルからもらったものだ。それを下着の隙間に挟み込む。


物置部屋を出て井戸へ向かった。


メイド達が忙しそうにしていたため、そっとバレないように建物の外へ出た。


井戸へ辿り着き、水を汲む。


まずは寝起きで渇いた喉を潤した。


それから近くの木々の茂みに隠れて、持ってきた包みを服の下から引っ張り出して開ける。


誰かに見られたら絶対に取り上げられる。包みから甘い香りのするそれを一枚出す。


まだ口の中はただれているので端っこを口に含み、唾液でふやけるのを待つ。


ただ味はあまり分からない。


甘い匂いはしているが、火傷した舌は味覚を感じ難くなっているようだ。


それを残念に思いながら少しずつかじる。


……それにしてもルルが名前を教えてくれた。


本名じゃなくて愛称なのは、それなりにわたしのことを気に入ってくれているってことでいいのだろうか。ファンディスク発売前に死んだのが悔やまれる。


まあでもゲームはゲームだ。


わたしもルルもここで生きている。


失敗したらリセットでやり直せる世界じゃない。


みんな、ちゃんと人間で、生きているんだ。


ゲームそっくりな世界だけど、それだけ。


実際、わたしはルルと仲良くなれたけど、原作ゲームではリュシエンヌに暗殺者の知り合いがいるという描写はなかった。


つまり、ここは似ているだけの別の世界って考えていた方がいい。


わたしはただ生き延びることを目指す。


原作まではまだ十年は時間がある。


何よりわたしの記憶が戻った時点でリュシエンヌはゲームのリュシエンヌとは違う。


原作のようなことは起きない。多分。


「こんなところにいたぁ」


空気が微かに揺れるような感じがして、ルルがわたしの横にひょいと降り立った。


そうして目線を合わせるように屈む。


「おはよう、ルル」


食べ物から口を離して挨拶をする。


ルルが目を細めた。


「おはよぉ、って言ってももう昼過ぎだけどねぇ」


「いいの。おきて初めて会ったらおはようなの」


「そうなんだぁ？」


もそもそと食事をするわたしの横で、ルルはどこにも行かずに付き合ってくれている。


何が楽しいのかジッとわたしを眺めていた。


わたしは見守られながら食事を続ける。


そろそろ喉が渇いてきたなと思うと目の前に何かが差し出される。


「はい、お水〜」


平たい容れ物を受け取り、口をつける。


フタはルルが持っているらしく、中の水で口の中のものを流し込む。


もう一口水を飲んでから返す。


「お水ありがとう」


「どういたしましてぇ」


返した容れ物をルルは受け取ったけれど、フタを閉めずに手に持ったままだ。


もしかしてわたしがまた飲むかもしれないから持っていてくれてる？


また食べ物の端っこを口に含む。そうすると当然だがお喋りは出来ない。


ルルは沈黙をあまり気にしないらしい。


茂みに隠れたわたしとルルの二人は静かに座って過ごす。


一枚食べ切ると褒めるように頭を撫でられた。


それに押されるように二枚目に手をつける。


でも二枚目を食べ切るのは難しそうだ。


横向きに両手に持ち、力をこめる。


「ふっ！」


……割れない。


確かにかなり硬い。逆に手の平が痛くなった。


横から伸びてきた手がひょいとわたしの手の中のものを取った。


目の前でそれがパキリと割られる。


……凄い、片手で割った！


両手をくっつけて差し出せば、手の平の上に二つに割れた食べ物が落ちてくる。


「ありがとう」


ルルが首を捻った。


「リュシエンヌはすぐにお礼を言うよねぇ」


心底不思議そうな声音だった。


「なにかしてもらったら『ありがとう』だし、悪いことしたら『ごめんなさい』だよ」


「そっかぁ、そうかもねぇ」


「ルルは言わないの？」


「ん〜……」


何やら思い出そうとするような仕草を見せたものの、ルルは「うん」と頷いた。


暗殺者だし、悪いことも沢山してそうだし、お礼はともかく謝罪はあんまり口にしなさそう。


まあ、感謝の言葉も謝罪の言葉も自発的にするから意味があるのであって、ここでわたしが注意したところで意味はない。


「オレは仕事で良いことも悪いこともするから、いちいち『ありがとう』も『ごめん』も言わないかなぁ」


「そっか」


だろうね、という感じだ。


「……怒らないの？」


こちらの様子を窺うようにルルが言う。


……あ、一応何かしらの自覚はあるんだ？


わたしは手の中の二つに割れた食べ物を見る。


その片方をルルに差し出した。


「おこらないよ。だって『ありがとう』も『ごめんなさい』も自分が言いたいときに言うものだもん。ルルが言いたいときに言えばいいと思う」


ルルは目を瞬かせ、食べ物を受け取った。


自分の手の中のそれとわたしの顔を交互に見て、それから声もなく笑った。


「リュシエンヌは変わってるよねぇ」


そう言い、顔を隠すように巻いたマフラーみたいなものの下に食べ物を差し込んだ。


布を下げたりはしないんだね。


ちょっと顔が見られるかもしれないと考えていたので残念だったが、見せたくないものを無理に見るつもりもない。


ガリ、バキ、と噛み砕く音がする。


……うわ、この硬いやつ普通に食べてる。


わたしは真似をせず、残った欠片の一部を口に含んでふやけるのを待った。


「リュシエンヌはここを出られるとしたら何がしたぁい？」


唐突な質問に考える。


美味しいものは食べたいけど、リュシエンヌの体ではあんまり食べられないし。


服も着られれば豪華なものじゃなくていい。


ここでは寝ようと思えば好きなだけ寝られる。


外に出たければ井戸へ行けばいい。


そもそも外に出たとしてもわたしにはやりたいことってあるのだろうか？


押し黙ったわたしにルルが首を傾げた。


「したいこと、ないのぉ？」


うん、とそれに頷き返す。


「ふぅん？　欲しいものは？」


「口がいたいのなおしたい」


「そういう意味じゃないんだけどぉ、それも欲しいものになるかもねぇ」


とにかく口内の火傷は問題だ。


食べ物を食べ難いのは嫌だ。


それに地味に痛いし、味が分かり難いのもつらい。


「そういえば、体の傷はまだ痛い〜？」


口に食べ物を咥えたまま腕を動かしてみる。


……うーん、まだ痛いかな。


食べ物を手に戻す。


「いたい」


ルルが目を眇めた。


少し不機嫌そうな感じがした。


「夜に痛み止めあげる」


「よる？」


「飲むと眠くなっちゃうから。誰かに呼ばれた時に起きられないと怪しまれるよぉ」


「わかった」


王妃達は気まぐれにわたしを呼んで暴力を振るったり、意味のない仕事をさせたりする時がある。


確かに呼ばれた時に起きなかったら不審がられるだろう。


ルルが会いに来てくれているのは秘密だから。


頷いたわたしの頬にルルの手が伸び、指が口元を拭った。


「砂糖ついてるぅ」


ハードビスケットのようなこの食べ物は周りに砂糖がまぶしてあるので、それが口の周りにもついてしまっていたようだ。


手袋をつけた手の指に砂糖がついている。


口元に差し出された指をぺろりと舐めた。


……うん、砂糖だから甘い。


喉が渇いた時のために用意しておいた井戸の水は無駄になってしまったけれど、まあいいか。


わたしが食べ終わるとルルはもう一度わたしの頭を撫でて、音もなく姿を消した。


……結局、ルルは何しに来たんだろう。


そして普段は後宮のどこにいるんだろう。


桶の水を捨てて物置部屋へ戻る。


部屋の扉を開けて隙間から中へ入り、扉を閉める。


毛布の上へ寝転がった。


……外に出たらやりたいことかぁ。


クーデターが起こればリュシエンヌは後宮ここを出ることになる。


新しく王族となったファイエット家で第一王女として何不自由なく暮らせるはずだ。


食事も、着る物も、寝る場所も、王女に相応しいものが用意されるだろう。


やりたいことや欲しいものが思いつかなかった。


……でも、もし許されるなら……。


後宮ここを出た後もルルに会いたい。


わたしが、リュシエンヌが初めて名前を教えてもらった相手だから。


誰よりも優しくしてくれた人だから。


＊　＊　＊　＊　＊


天井の裏を通り、ルフェーヴルは王妃のいる部屋へ移動した。


相変わらず王妃はゴテゴテと着飾っており、豪華絢爛な部屋の中央で悠然と過ごしている。


リュシエンヌがあんな味気ないビスケットを大事に食べていたというのに、同じ建物の中で、王妃は専属の料理人達が作った料理を楽しんでいた。


王妃一人では食べ切れないほど多くの種類の料理がテーブルに並べられ、そこから食べたいものを食べたいだけ食べる。


中には一口も手をつけられない皿もある。


時間をかけて王妃はそれらの料理を食べるのだ。


時には王子や王女達と食事を共にすることもあるが、今日はどうやら一人で楽しみたい気分らしい。


値の張るワインを飲み、高級な食材で作られた料理を食べ、他国から輸入した良質の絹のドレスを身に纏い、大粒の真珠や宝石の装飾品で身を飾る。


王も、王妃も、側妃も、王子や王女達も、まるで示し合わせたように同じ贅沢をする。


王城の外がどのような状態かなど考えもしない。


王族が贅沢に溺れ、国庫を食い潰し、その分を国民から税金として取り上げ、払えなければ罪人扱いで、酷いと処刑されてしまう。王都の民ですら裕福とは言えない暮らしなのだ。地方はより厳しい状況で、貧しさに喘あえいでいるだろう。


……それも後少しで終わる。


依頼主のベルナール＝ファイエット侯爵が旗印となってこの状況に堪えかねた貴族達が、約一週間後、クーデターを起こす予定だ。依頼主は王権の簒奪を企てている。


そして王族はリュシエンヌを除いて処刑される。


リュシエンヌだけはその出自と生い立ちの状況から処刑を回避した。


それもそれで憐れな話である。


共に処刑された方が幸せなのかもしれない。


しかしルフェーヴルはリュシエンヌを死なせるつもりも、殺させるつもりもなかった。


もしリュシエンヌの処刑が決まったとしても、前日の夜に後宮から攫い出し、誰の目にも触れない場所へ閉じ込めるだけだ。


……報告しなければ良かったかなぁ。


そうすれば依頼主や貴族達に気付かれずにリュシエンヌを自分のものに出来ただろう。


ルフェーヴルはその点だけは少し後悔していた。


「この料理にこのワインは合わないわ！」


王妃は怒りの滲んだ声で叫ぶように言い、給仕に中身の入ったグラスを投げつけた。


中のワインが給仕の衣類を赤く染め、落ちたグラスはその足元で割れる。


グラスを投げつけられた給仕は謝罪の言葉を口にすると、すぐに新しいものを用意するために下がった。


部屋の端に控えていた別の使用人達がグラスの破片や溢れたワインの後片付けを行う。


「料理に合うワインくらいきちんと選べないのかしら。全く、せっかくの料理もワインも、合わなければ無意味じゃない」


苛立った声で王妃が言う。誰かに向かって言ったわけではない言葉だが、控えていた侍女が「そうですね、さすが王妃様ですわ」と同意した。


……何がさすがなんだかねぇ。


王妃が料理に合わないと投げたワインだが、それを選んだのは恐らく料理人だろう。


料理に合うものを用意したはずだ。


個人の嗜好や感じ方もあるけれど、料理人の選んだ酒が合わないと思うのは、王妃の舌の方が味を分かっていないのではないだろうか。


新しいワインを持ってきたのは別の給仕だった。


王妃はそのワインを飲むと目を細めた。


「そうよ、この味よ」


満足そうに頷き、食事を再開する。


見たところワインの色味は先ほど投げたグラスの中身と全く同じに見える。


下がった給仕が一瞬、安堵の表情を見せた。


……この様子だとしばらくは動かなさそ〜。


天井裏を伝って移動する。


今のうちにリュシエンヌにあげる薬を買ってこよう。痛み止めの薬と、体に塗る軟膏と当て布、ただれてしまった口内を治すための薬草を使った飴が必要だ。


飴はあまり美味しくないが、舐めることで薬草の成分が傷に効くし僅かに痛み止めの作用もあるので、嫌がっても食べさせるつもりだ。


どれもそれなりに値の張る薬だ。


だがルフェーヴルの収入から見れば、さほど高い買い物ではない。


物を与えることでリュシエンヌが自分に懐くのであれば安いものだ。


後宮を出て、敷地を抜け、城壁を越える。


王都の屋根の上を駆けていく。


隠密に長けたスキルや魔法を行使出来るルフェーヴルは誰に見つかることもなく、馴染みの薬屋へ向かったのだった。


＊　＊　＊　＊　＊


夜、月が天上を通り過ぎた頃。


言っていた通りルルは物置部屋に現れた。


突然人影が降り立ってももう驚かない。


毛布の上にいたわたしの目の前に、ルルは音もなく着地して、そのまま屈んだ体勢でわたしを見る。


「リュシエンヌ、良い子にしてた〜？」


その囁くように抑えられた声に頷き返す。


「うん」


「偉い偉い」


伸びてきた手がよしよしと頭を撫でる。


その手が離れ、懐をごそごそと漁った。


「ビスケットはまだ残ってるぅ？」


「うん、つつみいっこと二枚あるよ」


「じゃあそっちは大丈夫だねぇ」


うんうんとルルは頷いた。


それから何かを差し出される。


手の平には小さな包みが一つあった。


形からして多分、粉薬の包みだ。


「これなに？」


とりあえず受け取る。


「それが痛み止め。苦いけど効くよぉ」


ルルが水の容れ物を片手に言う。


苦いの？　しかも粉薬。


粉薬ってちょっと苦手。


でもルルがわたしのために用意してくれたものだ。


包みを開ければ白い粉が入っている。


目を閉じ、上を向いて口を開け、包みの中身を開いた口の中へサラサラと落とす。


口を閉じると手に水の容れ物を渡される。


それを一気にあおった。水と共に苦味が口いっぱいに広がった。必死に水で粉薬を流し込む。


全部飲むとルルがわたしの顔を上から覗き込んだので、ちゃんと飲んだと口を開けて見せた。


「うん、全部飲めたねぇ」


「……にがい……」


「薬はそういうものだよぉ」


開けた口にころりと丸いものが入る。


それは甘くてゆっくりと解けていく。


……あ、これチョコレートだ……！


リュシエンヌは初めて食べたはずだ。


思わず口を押さえてモゴモゴと味わっていれば、ルルが「美味しい？」と聞いてくる。


何度も頷くわたしにルルは笑った。


「やっぱり口直しはこれだよねぇ」


わたしがチョコレートを食べ終わると、小さな巾着袋みたいなものを渡された。


袋を開けて中を覗くと緑がかった丸い飴玉みたいなものがいくつか入っていて、ほんのりハーブみたいな匂いがする。


「薬草を使った飴で、これは眠くならないから、朝と夜に一個ずつ食べると口の中の傷が早く治るよぉ。それにちょっとだけ痛み止めの効果があるんだぁ」


……え、何それ凄い飴！


驚いてルルを見上げれば、ルルが「今日の夜は食べちゃダメだよぉ」と言う。


さっき痛み止めを飲んだからか。


しっかりと頷く。


「リュシエンヌにちょっとでも魔力があれば、魔法である程度は傷も治せるんだけどねぇ」


ルルが「仕方ないかぁ」と言った。


「まりょくがないと、まほう、きかないの？」


「効かないみたいだよぉ。前にリュシエンヌの傷を治そうとしたけど、魔法が弾かれちゃったぁ」


「そうなんだ……」


それって結構まずい気がする。


他の人なら魔法で治せるような怪我や病気も、わたしの場合は魔法に頼れない。


薬とか医術で治すしかない。


だけどこの世界の医療技術ってどれくらい？


大きな怪我を負ったら手術で治療出来る？


魔法で治療出来るってことは、その分、医学があんまり発達していない可能性もあるよね？


ぐるぐると考えているうちに巾着を強く握ってしまっていたようで、手の中で飴同士のぶつかる音がした。


……その辺は考えても仕方ないかな。


極力大きな怪我を負わないようにするしかない。


部屋の奥の机に向かい、手探りで一番下の引き出しを引っ張り、その引き出しの奥へ巾着袋を仕舞う。


毛布に戻るとルルが小瓶を持っていた。


「はい、服脱いで〜」


そう言われて目を瞬かせてしまった。


別にルルに対して羞恥心はない。リュシエンヌの体は子供だし、ルルには下着姿も見られているし、最初なんて傷の手当てもされたわけだし。


素直にボロ布のワンピースを脱ぐ。


ルルがわたしの体を確認する。


「ん〜、痣は薄くなったけどぉ、ここら辺の傷は残っちゃうかもねぇ」


トントンと軽く背中をつつかれる。


暴力を振るわれる時にどうしても顔やお腹など、体の前面を守るために背を向けるので、背中側に傷が出来やすいのだ。


王妃や王女達はヒールのある靴でわたしを蹴る。


靴の踵は木製なので、あれの角が当たると痛いし、あっという間に痣や傷になる。


ルルは小瓶を開けると床に置き、懐から小さな布の束を取り出すと一枚だけ残してわたしに持たせた。小瓶を取り、その一枚を瓶の口に当て、傾ける。中の緑色の濃い液体がゆっくりと流れる。


小瓶の中身を染み込ませた布をルルはわたしの背中にぺたりと貼った。


……前に手当てしてくれた時に見た薬？


微かに薬草っぽい香りがする。


その動作を繰り返して、ルルはわたしの体に薬の染み込んだ布を慣れた手つきで貼っていった。


でも前よりか布の数は減っている。


「……傷だらけだねぇ」


どこか感心したような、呆れたような、そんな声でルルが呟いた。


見下ろした腕や足、お腹などは確かに小さな傷がいくつもあって、痣も結構目立つ。


それでも顔だけは無事なのだ。


もしかしたら顔は避けているのかも。


腕や足、体なら隠しようがあるけど、さすがに顔に傷や痣があったら隠せない。


「……あのね」


布を当ててくれているルルに声をかける。


するとルルが「ん〜？」と返事をした。


「わたし、外に出たらしたいことあったよ」


ルルの顔がこっちを向いた。


「なぁに？」


灰色の瞳が興味深そうにわたしを見る。


その瞳を見つめ返す。


「ルルに会いたい」


ルルの目が瞬いた。


「オレ？」


「うん、外に出てもルルに会いたい。食べものも、ふくも、これでいいの。でもルルに会えないのはイヤ」






灰色の瞳はジッとわたしを見る。


そして唐突にその瞳が揺れた。


それが何なのか理解する前に、気付くとわたしはルルの両腕でふわっと抱き締められていた。


ルルの肩にわたしの顔が埋まる。


こんなに誰かとくっついたのは初めてで、リュシエンヌの心臓がドキドキと早鐘を打った。


抱き寄せられた体はわたしより温かい。


暗殺者だからか、これと言った匂いはなく、抱き締めた腕にギュッと力が込められる。


「大丈夫、外に出ても会えるよぉ」


密着した体越しに声が響く。


「うれしい」


ギュッとルルを抱き締め返す。


背中を撫でられ、体が離れる。


少し寂しいがわたしも手を離した。


「このまま連れて帰りたいなぁ……」


そうルルが呟く。


でもそれは出来ないことだろう。


わたしはこんな扱いでも王族だから。もしもルルがわたしを連れ出したとして、それがクーデターを起こす貴族達に知られたら、きっとルルの立場が悪くなってしまう。


だからわたしはルルの手を握った。


「ダメだよ、わたしがいなくなったら、ほかの人がおこられちゃう」


「別に他の人なんてどーでもよくない？　こんなところで虐待されて過ごすより、オレと一緒の方が絶対楽しいよぉ？」


「いたいのはへいき。……ルルとずっといっしょだったらいいなって、わたしも思う。でもルルがわたしを外に出したらきっとルルがおこられるよ」


外に出てもルルと会えると分かったから、クーデターまでこの生活も我慢することが出来る。


いくらルルが凄腕の暗殺者だったとしても、貴族や次の王族となるファイエット家に睨まれたら今後の仕事や生活に支障が出るだろう。


「リュシエンヌはオレが怒られるのは嫌？」


「いや」


「分かったぁ、じゃあやめるよぉ」


わたしが手を伸ばすとルルが首を傾げる。


「ルル、いい子」


ルルの頭をそっと撫でる。


灰色の瞳が丸くなる。


そしてふっとルルの雰囲気が柔らかくなった。


「そんなの初めて言われた〜」


ルルの短い茶色の髪はふわふわだった。


＊　＊　＊　＊　＊


それからしばらく話すとリュシエンヌは眠ってしまった。


飲ませた痛み止めが効いてきたのだろう。


丸くなっている小さな体に、毛布をかけてやる。


そうしてルフェーヴルはリュシエンヌの寝顔を数秒眺め、ふと何かに気付いた様子で自身の掌を見た。誰かを抱き締めたいと思ったのは初めてだった。


暗殺者という職業柄、人と密着したり必要以上に距離を詰めることは避けていたはずなのに。


子供の頃は育った娼館の女達が時折抱き締めてくれたが、ルフェーヴルはそれに返したことはなかった。


……これはオレを選んだってことだよねぇ？


後宮の外に出た後もリュシエンヌはルフェーヴルに会いたいと口にした。


食べ物や服よりもルフェーヴルがいいと言った。


その言葉がどれだけルフェーヴルを喜ばせたか、きっとリュシエンヌは知らないだろう。


抱き締めた体は小さく、細かった。腕の中にリュシエンヌを囲い込んだ時の感覚を、その感情の名前をルフェーヴルは分からなかった。ただ、負の感情ではなかった。


腕の中にリュシエンヌがいると心地が良い。


小さな腕が抱き返して来なければ、ルフェーヴルはもっと長い時間、リュシエンヌを抱き締めていただろう。


我に返って手を離したが、体が離れると何かが欠けてしまったような感じがして少し寒い。


眠るリュシエンヌの頭を撫でる。


……オレに執着させるつもりだったのに、オレの方が執着しちゃってるなぁ。


だがそれが全く嫌ではない。


リュシエンヌに尽くしたいというわけではないけれど、リュシエンヌに何かをしてあげたいと思う。そうしてもっともっとルフェーヴルに堕ちればいい。


クーデター後、リュシエンヌはファイエット家の養女となる。


そして成人を迎えたらリュシエンヌはルフェーヴルのものになるだろう。


けれども、それまでの時間を離れて過ごすつもりはない。


この子供の成長していく姿を傍で見る。周りを牽制するためにも離れる気はない。


リュシエンヌについて調べたので、恐らく本人よりもルフェーヴルの方が詳しいだろう。


リュシエンヌ＝ラ・ヴェリエ。もうすぐ五歳を迎える第三王女。


母親はリュシエンヌの出産で命を落とした伯爵家の娘で、その家は王妃によって没落させられてしまい、存在してないが、それでも歴史ある貴族と王族の血を引いた子供である。


魔力はないが、王族特有の琥珀の瞳を持つ。


そして王位を継承することが出来るのは、琥珀の瞳を持つ者だけだ。


王妃がリュシエンヌを殺さない理由は、もし琥珀の瞳を持つ第二王子に何かあれば、次に王位を継承する可能性があるのは琥珀の瞳を持つリュシエンヌだからだ。


現在、王族直系の子で琥珀の瞳を持つのは第二王子とリュシエンヌのみ。


王の姉で公爵家に降嫁した者もいるけれど、その子供達の中にも琥珀の瞳は現れていない。


もしもリュシエンヌに王位が回ってくれば、王妃はリュシエンヌを傀儡かいらいの女王にして、国を我が物とするつもりだろう。


側妃と王妃は仲が悪い。


特に王妃は琥珀の瞳を継いだ第二王子を疎うとんでおり、何度か毒を盛ったこともある。


それでも第二王子は生き延びた。


毒で殺せなかったことで、今度は暗殺者をけしかける気でいるらしい。


だがなかなか暗殺者を雇えないようだ。


……まあ、それもそうだろうねぇ。


明らかに捨て駒にされると分かっていて引き受けるような者はいない。


「……約十年かぁ」


正確に言えば、成人まであと十一年。


正式にリュシエンヌを手に入れるまで、それだけの時間を待たなければならない。


長いと言えば長いが待てないほどではない。


成長していく様を眺めながら待つというのは、それはそれで面白そうだ。


外の世界でこの子はどのように成長するだろうか。


……あ、いいこと思いついたかもぉ。


これならきっとリュシエンヌの傍にいられる。


……早くクーデター起こしてくれないかなぁ。


ルフェーヴルはしばらくリュシエンヌの寝顔を眺めていたが、依頼主に報告をするべく、姿を消した。






七日目　わたしの選択


翌朝、目を覚ましてすぐにわたしは部屋の奥の机に向かった。


一番下の引き出しを抜き出し、その奥に隠していた包みと巾着袋を取り出す。


出入り口から見えない位置に移動して、そこに座り込んで包みを開け、中の食べ物にかじりつく。


まだ口の中はただれている。


硬いそれが唾液で柔らかくなるまで待ってから少しずつ食べ進める。


時間をかけて二枚食べ切った。


それから巾着袋から一個だけ飴を出す。


口に入れ、包みと巾着を引き出しの奥へ戻して、引き出しを押し込んだ。


飴は甘いけれど、薬草の独特な青臭さや苦味がほんのりあって、ちょっと味の濃いハーブのど飴みたいな感じだった。美味しいかと言われたらあんまり美味しくない。


でも薬草が効きそうだ。


魔力がないわたしに魔法は効かないらしい。


だからこうして薬で治すしかない。


……よし、なくなったね。


口の中の飴がちゃんと解け切ったことを確認し、立ち上がる。


食べ物を食べたし喉が渇いた。


物置部屋からこっそり出て井戸へ向かう。


廊下の角を曲がると運の悪いことに、王妃の側によくいる侍女と鉢合わせになった。


侍女はわたしを見ると目を細めた。


「ああ、丁度良かった。王妃様方がお呼びよ。ついて来なさい」


そう言って背を向けて歩き出す。


……喉渇いたんだけどなぁ。


井戸へ行くのを諦めて侍女について行く。


無視しても多分無理やり連れて行かれるんだろうし、無視したことを王子や王女達に報告されたら、きっと酷い暴力を振るわれる。


それなら従っていた方がいい。


廊下を抜けて中庭に出る。


わたしは普段井戸のある裏庭の方にしか行かないけれど、中庭はやはり裏庭よりも花の種類が多く、美しく整えられていた。


裏庭はあんまり花がないんだよね。


「連れて参りました」


中庭には王妃とその子供達が揃っていた。


庭先にテーブルやパラソルを出して、その下で優雅にお茶をしている。


空を見れば太陽は天井より少し傾いた位置にあった。お昼を過ぎた辺りだろうか。


……昼食の後にすぐお茶会？


わたしが内心で呆れていると、王子や王女達が立ち上がった。


「やっと来たのね、遅いじゃないの」


「本当、グズは遅いわよね！」


「僕達王族を待たせるなんて、いつからそんなに偉くなったんだか」


第一王女、第二王女、第一王子が言う。


遅いと言われてもわたしは真っ直ぐここへ来た。


それに王族と言うのであれば、リュシエンヌだって本来は王族の一員である。


だがここで口答えすると三人が不機嫌になるのは分かっているので、黙っておこう。


侍女が王妃の脇に控える。


代わりに王女達が近付いて来た。


「今日はいいことを思いついたんだ」


王子が嫌な笑みを浮かべた。


そして呪文を唱えるとわたしへ手を向けた。


同時にバシャンと頭上から水が降ってきて、わたしは全身びしょ濡れになってしまう。


王子があはは、と笑った。


「母上、ほら、僕も上手に魔法が使えるようになりました！」


わたしを指差して王子は王妃へ振り向いた。


王妃はそれを優しい眼差しで見る。


「素晴らしいわ。その歳でもう魔法をしっかりと使えるなんて、さすがわたくしと陛下の子ね」


王子が嬉しそうに笑った。


わたしは濡れたワンピースの裾を絞る。


魔法が効かないのは治療のことだけらしい。


……それはそうか。


魔法で出した水は水だ。後はわたしに落ちるだけ。


どういうことなのかはよく分からないけど、もしかしたら、怪我を治すとかの体に影響を与える魔法が効かないのかもしれない。


今、王子が使ったのは多分水を出す魔法だ。


それはわたしの体に影響を及ぼすものではない。


王女達も何やら呪文を口にする。


すると小さな石の礫がベチベチと体に飛んできたり、髪の先に小さな火が灯ったりした。


慌てて火を叩いて消したが、その部分の毛先はちょっとだけ焦げてチリチリになっている。


「お母様、私もできますわ！」


「私も魔法が使えます！」


自慢げな王女達に王妃も頷く。


「ええ、あなた達も素晴らしいわ。三人とも、とても努力したのね。偉いわ」


王女達も王子も自慢げに胸を張った。


そしてわたしを見やる。


……嫌な予感がする……。


三人がわたしを見ながら呪文を唱え出した。


魔法の呪文なんて分からないが、三人が魔法の標的にわたしを狙っていることだけは理解出来る。


思わず後退れば、三人の目は怪しく光る。


あれは何度も見た目だ。リュシエンヌに暴力を振るう時の、愉悦と優越感に満ちた、嫌な目だ。


慌てて走り出せば、わたしのいた場所に火が現れたり石が落ちてきたりする。


「あっ、止まりなさいよ！」


「当たらないじゃない！」


王女達からブーイングが飛ぶ。


だが王子は楽しそうだった。


「あはは！　ネズミみたいだ！　もっと逃げてみろ！」


走るわたしへ水の球が飛んでくる。


それが水だけでなく、氷柱みたいなものも時々交じってくるので、わたしは足を止められない。


水の球はともかく氷柱みたいなのは当たったら痛いじゃ済まないかもしれない。


先端が鋭く尖っている。


走って逃げていると目の前を火の球が横切った。


「っ!?」


ビックリして後ろへ仰け反れば、バランスを崩して尻餅をついてしまった。


そこにまた水の球がバシャリと当たった。


お尻の痛さよりも、早鐘を打つ心臓の方が痛いくらいで、思わず止めていた呼吸を何とかする。


火の球はわたしの顔の半分近くあった。


……あんなものが当たったら……。


ゾッとするわたしを他所に王女達は少し離れた位置から、さっさと立てと喚いている。


いくら全身ずぶ濡れだと言っても火の球に当たれば服や髪は燃えるだろうし、火傷だってするだろう。王妃達このひとたちは本当にリュシエンヌわたしを疎んでいる。


何かあってわたしが死んでしまってもいいと思っているんだ。


その時、ムクムクとわたしの中に湧いてきたのは「死にたくない」という気持ちだった。


この人達に殺されたくない。この人達の良いようにされたくない。


頭の中に浮かんだのはルルの姿だった。


「早く立ちなさいよ！　グズ!!」


「あっ!?」


第二王女の声がして火の球が当たった。


体が濡れていたから燃え広がることはなかったけれど、とっさに出した腕は熱かったし、触れた服の袖は少し焦げ臭い。


慌てて立ち上がったわたしに王女達はまた魔法で攻撃してくる。


だからわたしは走った。


今まで、こんなに走ったことはないというくらい、とにかく走り続けた。


＊　＊　＊　＊　＊


眼下の光景をルフェーヴルは後宮の屋根の上から眺めていた。


その瞳は不愉快そうに眇められている。


よく晴れた空の下、整えられた庭の中で、可愛いリュシエンヌが必死になって走り回る。


その小さな体へ向けて、王子や王女達が魔法を放つ。


魔法自体は大したものじゃない。初級の魔法なので、リュシエンヌに当たっても、精々びしょ濡れになるか少しばかり火傷を負うくらいだ。


それでも、その行為が不愉快なのに変わりはない。


王子や王女達が放つ魔法の中で、確実にリュシエンヌに当たりそうなものだけを選んでルフェーヴルは風魔術を操り、ほんの僅かに軌道を逸らす。


ギリギリ、リュシエンヌには当たらない。


ああでも、とルフェーヴルは思う。


必死になって走るリュシエンヌは可愛い。


細い手足が一生懸命動いて小さな体が風を切って走る。


茶色の長い髪は手入れをしていないのであまり靡なびかないが、きちんと手入れをすれば、あの長い髪は柔らかく風を含むだろう。


それをすぐに見られないのが残念だ。


今行われているこれも報告する。


もっとリュシエンヌに魔法が当たっていれば憐れさは増すだろが、あの可愛らしい顔に傷が出来るのは許せない。


それにただでさえリュシエンヌは傷だらけだ。


これ以上傷を増やす必要はない。


……あ、転んだぁ。


びしょ濡れのリュシエンヌが前方に倒れ込む。


同時にビシャリと水が降り注いだ。


第一王子の歓声が響く。


けれど転んだリュシエンヌは立ち上がった。


前髪で表情は窺えないけれど、真っ直ぐに立ち上がり、王子や王女達の様子を冷静に見ている。


王子や王女達は魔法に飽きたらしい。


初級魔法と言ってもあれだけ馬鹿みたいに放っていれば、それなりに魔力を消費したはずだ。


「沢山魔法を使ったらお腹が空いたわ」


「あー、楽しかった！」


「母上、これからもたまにやってもいい？」


王女達がスッキリした顔でテーブルへ戻る。


王子の問いに王妃は笑顔で頷いた。


「ええ、いいわよ。いつでも、好きな時にあれで遊びなさい」


王女達が無邪気に明るい返事をする。


ルフェーヴルも裏社会で様々なクズを見てきたが、王妃やその子供達はそれまで見てきたクズとは違った。


……まあ、どっちみちクズだけどねぇ。


人身売買の商人ですら商品の子供にそこまで酷い扱いはしない。


奴隷商人だって、重罪人でもない限り、ある程度は人としての尊厳を奴隷に残している。


王妃やその子供達はそれらよりももっと酷い扱いをリュシエンヌに行っていた。


隷属の首輪をつけてはいないものの、リュシエンヌはまるで王妃達の所有物のようだった。


それも不満の捌け口にされている。今までリュシエンヌの生い立ちは調べて知っていたが、話で聞くのと、実際に目の当たりにするのとでは全く違う。


……すぐに処刑ころしちゃうのかねぇ。


ルフェーヴルにとって『死』とは『逃げる』ことと同義であった。


死ぬことはとても簡単だ。


水が僅かにあれば、縄が一本あれば、ナイフがあれば死ぬには事足りる。


そうして死んでしまえば己の罪や責任から、ありとあらゆる苦しみから逃げることが出来る。


死の苦痛は一瞬だ。たったそれだけで済ませるのか。


リュシエンヌは五年近くも苦しんでいるのに。


布の中に隠れたルフェーヴルの口が歪な弧を描く。


……そんなの面白くないよねぇ。


一瞬の恐怖と痛みだけで済ませるなんて。


ただ処刑するなんてつまらない。


王族こいつらは国民から嫌われている。憎まれていると言ってもいい。


それなら、もっと苦しんで、痛みにのたうち回って、屈辱の中で絶望しながら死ぬべきじゃない？


慈悲を乞う様を笑いながら殺せばいい。


王族こいつらの無様な姿を見たら、リュシエンヌは喜ぶだろうか。


……ん〜、それはなさそうかもぉ。


喜びはしないけど、多分、悲しみもしない。


リュシエンヌを見る限り、王妃達を憎んでいる様子はなかった。


だが好いているということもなくて。


恐らく無関心という言葉が当てはまる。これはこういうものだとリュシエンヌの中に刷り込まれて、暴力を受けるのも、日常の一部と化している。


もしかしたら、リュシエンヌは普通の生活を知らないかもしれない。


ルフェーヴルも普通の暮らしなどしたことがないが、暴力のない、穏やかで平和なものだということくらいは知っている。


行動力のある子供だけど、ある意味では行動力がないとも言える。


けれども、それで良かったのだ。


もしもリュシエンヌが一人で後宮を抜け出したとしても、五歳に満たない子供がたった一人で生きていけるほど、今の外の世界は優しくない。


あっという間に奴隷か人身売買の商人に捕まって売り払われる。


それか、王族に恨みを持つ者達に嬲なぶり殺しにされるか。あれほど美しい琥珀の瞳を見れば、この国の者であれば誰だってリュシエンヌが王の血を濃く引いていることは分かる。


暴力を振るわれても後宮にいたのは正解だ。


眼下を見れば、放置されたリュシエンヌが泥だらけのまま立ち尽くしていた。


色鮮やかで豪華なティーセットに、食べ切れないほど並べられた見た目にも美しい菓子や軽食を王妃達はリュシエンヌに見せつけるようにゆっくりと楽しむ。


勝手に下がることも出来ず、リュシエンヌはぬかるんだ土の上に裸足で立っている。


今日は天気が良いが、びしょ濡れのままではさすがに肌寒く感じるだろう。


……あーあ、仕事中じゃなかったら今すぐにでもリュシエンヌを綺麗にしてあげられるのになぁ。


あのゴテゴテと飾り立てた王妃達だって、仕事に関係がなければ殺してしまいたいくらいだ。


しかし一瞬で殺すつもりはない。


殺気を抑えて眺めていると、不意にリュシエンヌが僅かに顔を上げた。


風が吹き、長い前髪の間から琥珀の瞳がこちらを見た。


距離はあるけれど、確かに視線が絡み合う。


太陽の光を反射させてリュシエンヌの琥珀の瞳がキラリと輝いた。


……あ。


リュシエンヌは笑っていた。


口は真っ直ぐに結ばれていたが、その瞳が細められ、屋根の上にいるルフェーヴルを見つめた。


時間にしたら数秒もない。ほんの瞬きの間の出来事だ。


それでもルフェーヴルはリュシエンヌの琥珀の瞳が喜色に染まったのを見逃さなかった。


リュシエンヌは視線を外し、王妃達に顔を戻した。


思わず屋根の上でルフェーヴルは天を仰ぐ。


片手で目元を覆ったけれど、瞼の裏に琥珀の輝きがちらついたままだった。


屋根の上にルフェーヴルを見つけてリュシエンヌは喜んでいた。


助けてくれないと怒ることも悲しむこともなく、ただただルフェーヴルが見える場所にいたことに気付いて嬉しそうに瞳を揺らした。


その瞬間だけリュシエンヌの雰囲気がパッと明るくなるのが遠目にも分かった。


………あー、かわいすぎ。


あんなに純粋な好意を向けられて喜ばない奴がいるのだろうか。


ルフェーヴルは吐き出したい溜め息を呑み込み、眼下へ視線を戻す。


リュシエンヌは一時間ほどそのまま立たされ続けた。


水気を含んでいた服は泥が乾いてきて、あれでは洗っても綺麗に落ちないと思った。


走り続けて疲れただろうにリュシエンヌは一度も座ることはなかった。


そうしたら理不尽な目に遭うからだろう。


お茶を楽しみながら王妃達は心行くまで憐れな姿のリュシエンヌを嘲り、井戸で体を洗ってから戻れと中庭から追い出した。


追い出されたリュシエンヌは急ぎ足で中庭を離れて行く。


王妃達はお茶会を続行するらしい。


ルフェーヴルは屋根の上を伝ってリュシエンヌの後を追った。


＊　＊　＊　＊　＊


何とか足を動かして中庭から離れる。


あんなに走り回ったのは、多分、リュシエンヌは初めてだったと思う。


脇腹も痛んだし、足の裏は小石などで切れて痛いし、慣れない運動で無理に動かした体が重い。


井戸まで辿り着くとその場に座り込む。気合いでここまで来たが、足が震えてる。


……疲れた……。


少し休みたくて井戸に寄りかかる。


全身びしょ濡れの泥だらけで、火の球が掠ったり当たったりした髪の先や服の裾なんかはちょっと焦げているし、手足も土まみれだ。


このまま物置部屋に戻って寝たい。


でも、もし見つかれば折檻せっかんされるだろう。


それに唯一の寝床も汚れてしまう。


……大変でも、水浴びしなきゃ……。


そう思っても体は鉛みたいに重くて動けない。


閉じた瞼を開けるのも億劫だ。


ふと当たっていた日差しの暖かさがなくなった。


目を開けると、ルルが立っていた。


「……ルル……」


呼んでみたけれど返事はなかった。


代わりにそっと抱き上げられた。


「……わたし、きたないよ」


泥だらけのわたしを抱き上げたせいで、ルルの服にも泥がついてしまうのが見えた。


「汚くない」


ルルはそう言うとわたしを抱えたまま歩き出す。


後宮の壁際、人目につかない茂みの中に入ると、ルルが囁くように呪文を唱えた。


音もなく空中に水が現れ、わたしとルルとを包み込み、それは球体になった。


同時にルルの顔が近付いて、唇に柔らかいけれど、少しカサついた感触が重なる。


水中の中でもお互いが見えるくらい近い。


わたしの呼吸に合わせるように、ふう、と息が吹き込まれる。


口の端から微かに漏れた空気がこぽりと鳴った。


水はほんのり温かくて、全身を撫でるように動き、視界の端で水がゆらゆらと揺れる。


わたしが息を返すとルルがそれを吸う。


呼吸に合わせて、こぽり、こぽり、音がする。


静かで、キラキラしていて、視界いっぱいにルルの顔があり、互いの呼吸と漏れた空気の音が響くだけの世界は美しくて。


間近にあるルルの素顔は綺麗だった。灰色の切れ長の瞳は涼やかで、鼻も多分スッと通っていて、精悍というよりかは端正といった感じの、整った顔立ちだ。


世界に二人しかいないかと思える時間だった。


何度か呼吸をし合っているうちに水の流れが弱くなり、しゅるりと水が離れていった。


ルルの唇も、どこか名残惜しそうに離れる。






    
  





土が混じって汚れた水はルルがまた呪文を口にすると、ジュッと微かな音を立てて消えた。


わたしもルルも濡れ鼠ねずみだ。


もう一度、ルルが呪文を呟く。


すると暖かくて柔らかな風に包まれる。


風はわたしとルルとを乾かしてくれる。


その時にはもうルルは素顔を隠していたけれど、わたしの頭の中にはハッキリと残っていた。


……ルルって。


「かっこいい、ね」


風の中でも聞き取れたのかルルが目を瞬かせた。


「美人とか綺麗とかじゃなくて？」


ルルにそう訊き返されて笑ってしまった。


きっと今まで色んな人にそう言われたんだろう。


確かに第一印象は『綺麗』である。


多分、年齢は十代半ばから後半くらい。その年齢で暗殺者になるのはきっと大変だろうし、顔を隠してるのはきっと顔で判断されたくないからだろうし、何より灰色の瞳に宿る光はとても鋭くて。


「ルル、つよい鳥みたい」


綺麗な外見だけどそれだけじゃない。


この世界に鷹とか鷲とかがいるかは分からないけれど、例えるなら、そんな感じ。


誰よりも早く、高く飛んで、獲物を狙い、抵抗する間もなく捕獲して、食べてしまう。


狙われたらきっと逃げ切れない。


「かっこいい」


ルルが目を細めた。


全身が乾いたからか風が止む。


「ありがとぉ」


わたしの顔にルルが自分の顔を寄せた。


布越しに頬を触れ合わせた感じがした。


それからルルはその場に胡坐あぐらをかき、わたしをその上へ下ろした。


懐から小さな瓶を取り出す。中身は黄色っぽい液体だ。


それを小さな布に染み込ませ、わたしの袖を捲り、ぺたりと腕に貼った。


……冷たい。


そこは最初に火の球が当たった場所だった。


ルルは細かく確認して足にも布を貼る。


その小瓶を仕舞い、別の小瓶を取り出して、同じように小さな布に染み込ませると足の裏に貼った。じわりと沁みたが、容赦なく両足の裏全体に薬のついた布が貼られ、包帯でぐるぐるに巻かれた。


「それ、見つかったら……」


「大丈夫」


ルルがわたしの頭を撫でながらもう一度「大丈夫だよぉ」と言った。


小瓶を仕舞うとルルはわたしを両手でゆっくりと抱き上げ、立ち上がる。


茂みから出ると何故か水の球を出して井戸の周りの地面を濡らした。


……あ、そっか、わたしが井戸を使ったと思わせるために水を撒いてくれたんだ。


それからルルはまるで散歩でもしているかのような足取りでわたしを片腕に抱え直すと、扉を開けて堂々と建物の中へ入っていく。


空いた右手の人差し指がわたしの唇に当てられて「静かにねぇ」と囁かれる。


それに頷き返した。


わたしを抱えたルルが廊下を歩いていく。


警備のためにいる女性騎士もメイドも、ルルが目の前を横切っても全く気付かない。


まるで見えてないみたい。


……ううん、みたいじゃなくて、見えてないんだ。


魔法か何かでルルは自分の姿を隠してるんだろう。


だから堂々としていてもバレないんだ。


……でもわたしは見えてる。


初めて会った時もルルは多分隠れていて、だから王妃には姿が見えてなかった。


最初にルルが自分のことを見えてるか訊いたのはそういうことだったんだ。


見えないはずなのにわたしには見えていたから。


ルルもきっとかなり驚いただろう。


……驚いたと言えばさっきの。


素顔を見たことにビックリして流しちゃったけど、ルルとキス、したんだよね。


汚れを落とす間、息が出来ないと困るからしただけだったのかもしれない。


でもキスはキスだ。


柔らかくてちょっとカサついてて、唇が触れてる間、ふわふわした気分だった。


思わず自分の唇を触っていたらルルがこちらを見た。


小首を傾げて「どうかした？」という顔をされたので、わたしは「なんでもない」と首を振る。


ルルは首を戻すとわたしを抱え直した。


細身だけどルルの腕はしっかりとわたしを支えてくれているから不安はない。


背中に添えられた手の大きさを感じた。


もう一度唇に触れる。ルルとのキスは全然嫌じゃなかった。


……ああ、そっか。


ドキドキと高鳴る胸が心地好い。


……わたし、ルルが好きだ。


まだ会ったばかりだけど。


名前も職業も教えてもらえてないけど。


まだまだ知らないことだらけだけど。


ゲームの隠しキャラの「ルフェーヴル＝ニコルソン」じゃなくて、ここにいて、わたしに優しくしてくれる現実の「ルル」が好きなんだ。


ルルにぴったりとくっつく。


……あったかい。


ルルの腕の中は心地好くて安心する。


ドキドキしてるのにホッとするなんて、不思議な感覚だ。


ずっとこの時間が続いてくれたらいいのにと思う。


でも残念だけど物置部屋に辿り着いてしまった。


扉を開けるためにルルがわたしの背中から手を離す。


「……ルル」


ルルを呼ぶと「なぁに？」と囁くような声が返ってくる。


疲れてしまってもうくたくただ。


さっきから本当は眠たくて仕方がない。


だけどこれだけは伝えたい。


「わたし、ルルがすき」


ルルの首にギュッと抱き着いて言う。


顔は見えなかったがルルが笑った気配がした。


＊　＊　＊　＊　＊


ルフェーヴルは首にしがみつくリュシエンヌを支えながら、喜びに笑みを浮かべた。


……ああ、堕ちてきた。


触れた背中からドキドキとリュシエンヌの小さな心臓の鼓動が感じ取れる。


ギュッと抱き着く体が温かい。


リュシエンヌがルルを好きだと言った。


……そっか、そうだねぇ。


憐れでかわいいリュシエンヌ。


他の人間を知らないから、オレみたいな悪い奴の手の中でころんと転がってしまう。


裏表のない純粋な好意が伝わってくる。


……オレもリュシエンヌが好きだよぉ。


大丈夫、あと一週間の我慢だ。クーデターさえ無事に済めば外に出られるし、こんな最低な暮らしも終わるし、何より一緒にいられるようになる。


そうしたら今よりもっと可愛がってあげる。


沢山甘やかして、目一杯構って、他の奴らよりもオレが一番だって気付かせてあげる。


腕の中の小さな体から力が抜ける。今まで頑張って起きていたようだったが、体力のない小さな体であれだけ走ったのだから疲れていて当然だ。


ルフェーヴルの首に抱き着いたまま眠りに落ちたリュシエンヌの背中を優しく撫でる。


いつもリュシエンヌが寝床に使っている毛布の端に腰を下ろし、毛布を一枚取って、起こさないように慎重に毛布で包む。


そして足の上に寝かせた。


もし誰かが来てもルフェーヴルのスキルのおかげで、リュシエンヌもルフェーヴルも他者の目には映らない。


せめて明日の朝までは薬をつけたままでいさせなければ。


……素足っていうのも問題なんだよねぇ。


辺りを見回し、使っていなさそうな布を見つける。


手繰り寄せてみると、それはどうやら服らしく、リュシエンヌが着ているものと同じ形のワンピースだった。


ただし大分小さい。


これではもう着られないだろう。


だから放置されているのか。


口の中で小さく魔法の詠唱を呟き、水の球を出すとそこへ服を放り込んだ。


水を動かして服を洗い、水を消したら風で乾かす。


ついでに部屋の中の澱んだ空気も一緒に外へ出し、綺麗な外の空気を中へ取り入れた。


乾いた服の端を口に咥え、手で掴み、引き裂いた。


ビリリと音がしたけれどリュシエンヌが起きる気配はなく、ルフェーヴルは布を更に細く裂いた。


……うん、こんなものかなぁ。


いくつかに裂けた布は包帯に近い。


今使っている包帯をリュシエンヌの足から外し、作ったばかりの簡易の包帯を巻き直す。


これならリュシエンヌがボロ布を靴代わりに足に巻いているように見えるだろう。


真新しい包帯だとさすがに目立ってしまう。


……リュシエンヌって小さいなぁ。


まだ五歳に満たないのだから、十七歳のルフェーヴルに比べればどこもかしこも小さく見える。


ぐっすりと膝の上で眠るリュシエンヌを眺めた。


そっと前髪をよけて寝顔を覗き込む。


痩せて頬がちょっとこけているが十分に可愛らしい顔立ちは、眠っていると更に幼く感じられた。


ルフェーヴルのものになるとして十一年。


貴族や王族は十二、三歳ほどで婚約することが多いらしいのでリュシエンヌがそれくらいになったらまずは婚約しよう。


そして十六歳までの数年は婚約者として堂々とリュシエンヌを構い倒すことが出来る。


成人したらすぐに結婚すればいい。


もしリュシエンヌが学院に通いたいと言うのであれば、それはそれで好きにすればいい。


もちろんルフェーヴルも一緒に行くが。


ただ今のリュシエンヌを見る限り、学院に行きたいとは言わなさそうだ。


ルフェーヴルからしても学院に行かせたくない気持ちの方が強い。


どうせルフェーヴルと結婚したら人付き合いなどほぼなくなるのだし、暗殺者の妻に、貴族としての教養や社交は必要ない。


……まあ、経験も大事だけどねぇ。


恐らくリュシエンヌは貴族社会に馴染めないだろう。


本人が努力すれば多少は交じれるかもしれないが、王族の血を濃く引いたリュシエンヌと親しくしようと思う者は少ないはずだ。たとえ王女であったとしても、貴族側からして、子を生すことも許されない前王の子を迎え入れても利益は少ないし、邪魔なものである。


ならルフェーヴルがもらったっていいだろう。


結婚するとなれば色々と準備が必要だ。


……家と敷地を探さないとなぁ。


広い敷地と家がいい。敷地と外との境目に高い塀を立てて、庭は季節ごとに色とりどりの花が咲くように整えて、家というよりは屋敷の方がいいかもしれない。


リュシエンヌが飽きないように可愛い部屋や遊ぶ部屋、寛ぐ部屋をいくつも用意して。


……んー、闇ギルドから数人雇おうかなぁ。


庭を整える者、家の中を整える者、屋敷を警備する者、屋敷に住むには人手がいる。


リュシエンヌが口にするものはルフェーヴルが作るから料理人を雇うつもりはない。


闇ギルドから雇い入れた者なら必要以上に詮索してこないし、リュシエンヌに姿を見せないように行動することも出来る。


門には鍵をかけてルフェーヴル以外は通さない。


綺麗な屋敷で綺麗な服を着せて、リュシエンヌを甘やかしながら二人だけで過ごす。


オレとリュシエンヌだけの世界。


……そのためにももう少しお金を貯めなきゃねぇ。


その目処もついているが。


二人だけの世界をリュシエンヌは喜ぶだろうか。


誰に邪魔されることもない二人だけの生活だ。


欲しいものがあれば闇ギルドで仕入れればいい。極力、リュシエンヌを外と引き離す。


オレだけに依存して、執着して、外の世界への興味なんて失くしてしまえばいい。


その代わりに綺麗な服も、美味しい食事も、楽しい遊びや柔らかなベッドも与えてあげる。


怖いこともなく、痛いこともなく、苦しい思いもせず、他者から蔑まれることもない、好きなことだけをして過ごせる世界。


後宮ここでの暮らしが平気ならば、多分大丈夫だろう。


毎朝オレの腕の中で起きて、毎晩オレの腕の中で眠るリュシエンヌはきっとかわいい。


「……楽しみだねぇ」


ルフェーヴルはうっそりと笑って呟いた。


準備をしていれば十一年なんてあっという間だ。


＊　＊　＊　＊　＊


目を覚ますと辺りは真っ暗だった。


顔を上げれば、小さな窓の向こうに傾きかけた月が何とか見えた。


……夜中、かな？


体がしっかりと毛布に包まれている。


もぞもぞと這い出して、伸ばした手が触れた場所がまだほんのりと温かいことに気付く。


まるでついさっきまでそこに誰かがいたようなその温もりに、ルルが長い時間、傍にいてくれたんだと分かった。


……ルル。


昼間のことを思い出してしまい胸が早鐘を打つ。


両手で頬を押さえると顔が熱い。


でも嬉しかった。


理由はどうであれファーストキスが好きな人と、だなんて幸せなことだと思う。


ズキリと痛む足と口に、我へと返る。


足元を見れば包帯が替わっていた。綺麗な包帯だったのが、布を裂いたようなものに替わっていて、見回せば、すぐそばに同じ色の布があった。


体が成長して着られなくなった服だ。本当は裂いて靴の代わりに足に巻こうと思ったんだけど、予想以上に生地が厚くて、リュシエンヌの力では引き裂くことが出来なかった。


新しい包帯では見つかった時に何を言われるか分かったものではないが、これなら、リュシエンヌが自分でやったように見えるだろう。


「ルル、ありがとう」


そっと足の包帯を撫でる。


ゆっくり立ち上がり、奥の机の引き出しの中から巾着を取り出し、中身を一つだけ口に入れて、巾着を元の場所に戻す。


薬の飴は口の中を治すためだけれど、少しだけ痛み止めの効果もあるとルルは言っていた。


それなら今舐めておけば足の痛みも多少はマシになるかもしれない。


毛布に戻り、飴を舐めながら窓の外の月を眺める。


……眠くなってきた。


横になり、毛布に包まって目を閉じた。


……明日もルルに会えますように。






八日目　切られたもの


翌朝、大分日が高くなってから目が覚めた。


ルルからもらった食べ物と飴を食べる。


口の中は相変わらずただれているけれど、痛みはかなり引いて良くなったと思う。


しっかりと腹拵ごしらえをしたら今度は喉が渇く。


物置部屋を出て井戸へ向かった。こっそり廊下を抜けて行く。


この時間ならきっと昼食の頃だから、人に出くわすこともないだろう。


そう思っていたのに建物を出てすぐのところで、ばったり第二王女と鉢合わせてしまった。


慌てて横に避けて道を譲ったが、お気に召さなかったらしい。


「私が通るんだから平伏ひれふしなさい！」


まるで第一王女みたいなことを言う。


そういえば第二王女はよく第一王女と一緒にいるので、姉のことが好きなのかもしれない。


言われた通り地面に両手足をつく。　頭を下げていると声がした。


「長くて汚い髪。そうだわ、そのハサミでこの汚い髪を切ってあげたらどう？」


後ろに控えていた侍女に第二王女が言う。


侍女は一瞬動揺した様子を見せた。


もしかして、この世界では女性の髪を切るって結構まずいことなのだろうか？


まあ、前世の世界でだって他人の、それも女性の髪を無理やり切るなんて犯罪である。


しかし侍女は顔に笑みを張り付けた。


「殿下のお望みとあらば、そのように」


「では切ってあげなさい」


「かしこまりました」


侍女がこちらへ近付いて来る。


その手には剪定用のハサミが握られていた。別の侍女が花を持っているので、きっと、第二王女が欲しがった花を摘んで来たところなのだろう。


侍女がわたしの前に屈んだ。


地面に散らばる髪を掴み、ハサミを当てた。


微かに息を呑む音がした。


けれども、ハサミはシャキンと音を立ててわたしの髪を断ち切った。


わたしは顔を伏せたまま終わるのを待つ。


髪が引っ張られて、シャキンという音がして、というのを何度か繰り返す。


その間、第二王女はクスクスと笑っていた。


「昼食に遅れるから、もうそれくらいでいいわ」


やっとお許しの言葉が出て、侍女が「はい」と返事をして立ち上がる。


視界の端に茶色の髪が散らばっている。


「あはは、よく似合ってる！」


酷く楽しそうな声で第二王女が言った。


同時にぶわっと強い風が駆け抜けていく。甲高い悲鳴が響き、ドタンと何かが倒れる音がして、少しだけ顔を上げてみれば第二王女が尻餅をついていた。


しかもわたしの髪にまみれている。


すぐに視線を地面へ戻す。


「痛い！　何よ今の風！　なんで誰も支えないのよ!?　ドレスが汚れたじゃない!!」


キンキンと甲高い声で怒鳴る。


侍女が慌てて立ち上がらせ、ついた土や髪を払ったけれど、落とし切れないらしい。


高い声が「着替える！」と叫び、建物へ戻っていく足音がする。


侍女達もその後を追ったようだ。


静かになったので顔を上げ、立ち上がる。


膝まであった長い髪はお尻より少し高い位置まで短くなっていた。しかし適当に切られたので長さはバラバラで、地面には髪が散らばっていた。


……うーん、もうちょっと短く切ってくれたら水浴びが楽になるんだけどなあ。


ふわりと今度は穏やかな風が吹く。


舞い上がった切られた髪が、近くに降り立ったルルの手元に集まる。


「あのガキ、殺してもいい？」


普段よりも低い、間延びしていない声だった。


わたしは首を振る。


「そんなことしなくていいよ」


「リュシエンヌ、君、髪を切られたんだよ？」


「うん、でもいいの。長くてじゃまだったから」


髪を掴みながら「もっと短くてもいいのに」と言えば、ルルの雰囲気が少し緩む。


「それに、さっきのつよい風、たぶんルルがやったんだよね？　やり返してくれてありがとう。あと、きのうもたくさんありがとう」


ルルに近付いて、ギュと抱き着く。


すると空いた手で頭を撫でられた。


「どういたしましてぇ。……まあ、リュシエンヌが気にしてないならいいよぉ」


そうしてルルがわたしの切られた髪を見る。


「ねえ、これ一束貰ってもいーい？」


「ダメ」


考えるよりも先に言葉が出た。


ルルが不満そうに目を眇めた。


「何でぇ？　要らないでしょ？」


それはそうだけど……。


「あんまりキレイじゃないから、ダメ」


何で欲しいのかは知らないけど、ルルの手元に残しておくには今のわたしの髪は汚い。


水浴びくらいしか出来てないし、手入れもされてないから傷んでいるし、そんなのを残されるのは嫌だ。


「綺麗だったらいいのぉ？」


ちょっと考えて頷く。


するとルルは「分かったぁ」と言った。


手の中の髪がパッと燃えて、あっという間に灰になって消えてしまった。


「じゃあ、いつか綺麗になったらちょうだい？」


「うん、いいよ。でもルルのもほしい」


「交換かぁ。オレもちょっと伸ばさないとねぇ」


お互いの髪を持つなんて変だろう。


でも、そうしていたら離れていても寂しくないかもしれない。


髪だった灰が風に流れていく。


「それで、何でここにいるのぉ？」


ルルに聞かれて思い出す。


「あ、お水のみに来たんだった……」


井戸へ向かうとルルも後ろをついて来る。


そしてわたしが井戸で水を汲むのを眺めて、バケツに顔を突っ込むと声もなく笑っていた。


だってコップもないし、傾けるには水の入った桶は重過ぎる。


だから水を飲もうと思ったら、水面に顔をつけるようにして飲むしかないのだ。


小さな手では掬っても大した量は飲めないし、すぐにこぼれてなくなってしまう。


水を飲み終えて、井戸の外へ捨て、桶を戻す。


「部屋に戻る〜？」


ルルの問いに頷き返す。


後宮内をウロつくと怒られるしね。


どうせ誰にあっても邪険にされるのだ。


それなら物置部屋にいた方がいい。


「ルルは？」


「オレはお仕事中〜」


「そっか……」


じゃあ一緒に戻ってお喋りは無理かな。


横にいるルルを見上げた。


「おしごと、がんばってね」


恐らくルルはクーデターの関係で後宮に忍び込んでいるのだろう。


王妃達を見張っているのかもしれない。


そうだとしたら、クーデターが起こる日もそう遠くないはずだ。


ルルの目が嬉しそうに細められる。


「うん、頑張るよぉ」


ぽんとわたしの頭を撫でて、ルルの姿が消える。


撫でられた頭に触れる。


……今日も会えた。


嬉しくて、思わず笑みが漏れた。


部屋に戻るとわたしは毛布の上へ転がった。


ざんばら髪が毛布に広がる。


ルルが心配してくれたから髪を切られたことなんてどうでもよくなってしまった。


そんなことよりもルルが怒ってくれたのが嬉しい。


それだけで嫌な気持ちなんて吹き飛んだ。


＊　＊　＊　＊　＊


第二王女あのガキにリュシエンヌが髪を切られた。


この国だけでなく、どこの国でもそうだが、他人の髪を切ることは禁忌である。


魔力というのは体内だけでなく、髪にも宿る。長い髪にはそれだけ魔力が溜まりやすいと昔から言われている。他人の髪を切るという行為はその人物の魔力量を減らすということでもある。


それ故に、本人の意思を無視して髪を切ることは絶対に許されない行為であった。


どの国でも本人の同意なく髪を切ることは罪に問われる。


この国でもそのはずだ。


たとえ魔力がなかったとしても女性の髪を切るというのは常識的に考えても常軌を逸した行為だ。


幸い、リュシエンヌは後宮での暮らしのせいか常識を知らないようだった。


髪を切られても全く気にした様子はない。


それどころか「もっと短くてもいい」と言うほどだ。


オレが髪を欲しいと言った時もそうだ。髪は魔力が宿る。だから時には魔法の媒体として使われることもあり、悪用されることの方が多い。普通であれば嫌がられるものだ。


けれどもリュシエンヌは「綺麗じゃないから嫌だ」と言った。


オレの手元に髪が渡ること自体は嫌ではないらしい。


それどころか自分の髪をやるからオレの髪が欲しいという。


リュシエンヌがオレを望んでくれている。


遠くの国では、夫婦になった男女が互いの髪を一房使い、飾りを作り、それを互いに交換し合い、肌身離さず身に着ける風習があるらしい。


ルフェーヴルはそれを思い出したのだ。


そしてそれを欲しいと思った。


だからリュシエンヌの髪が欲しかった。


手に入れることは出来なかったけれど、そのうち貰うという約束は確実に取り付けた。


そしてそのためにルフェーヴルも髪を伸ばさなければならない。


でもそれはルフェーヴルにとって、喜ばしいことだった。


リュシエンヌが自らルフェーヴルを求めている。


「でも、それとこれとは話が別だよねぇ」


第二王女には、同じ報いを受けさせる。


髪を切られることがどれほど屈辱的で辛いことなのか、思い知らせる必要がある。


……これも報告しないとねぇ。


リュシエンヌのバラバラになった髪を思い出す。


元よりかなり傷んでいた髪だったが、だからと言って切っても良いわけではない。今は手入れもされずにボロボロぎしぎしの髪ではあるものの、きっときちんと手入れをすれば、柔らかくて手触りの良い髪になるだろう。膝まであった髪は腰より少し長いくらいになった。


髪を切った侍女が切り過ぎることを恐れたのか。


もしもっと短く切られていたら、リュシエンヌの髪を切った侍女は翌日の朝日を迎えることは出来なかっただろう。


ルルが病死に見せかけて殺すからだ。


それでもあの侍女を許す気はない。


しっかり依頼主に報告して、クーデターの際にきっちり犯した罪は償ってもらう。


それまでにちょっとくらい体調を崩しても問題はないはずだ。


殺さなければ、証拠を残さなければ良い。


自分の手で殺せないのが少々残念ではある。


その代わりに色々とさせてもらうが。


……あんなバラバラの髪、可哀想だなぁ。


でもクーデターの際に、あの姿はいいかもしれない。暴力で傷だらけで、痩せ細って、小さくて、明らかに王族には似つかわしくないボロボロの服に雑に切り裂かれた不揃いの髪。


あれで虐待されていないとは誰も言えまい。


……抱き着いてくる姿も可愛かったなぁ。


小さな体で見上げられるとダメだ。


抱き上げてここから攫いたくなってしまう。


しかし後一週間のことだ。


一週間我慢すれば、誰に憚はばかることなくリュシエンヌと一緒にいられるようになる。


そのためならば多少の我慢は許容出来る。


……さぁて、王妃達の監視に戻ろうかねぇ。


どうせ贅沢三昧、我が儘三昧で酷い有様だろう。


それでも仕事として引き受けた以上は適当なことはしない。


ルフェーヴルは天井裏に潜り込みながら、今日も王妃や王女達の退屈で贅沢な暮らし振りを監視するのであった。






九日目　一時の別れ


翌日は何事もなく穏やかに過ぎていった。


朝起きて、ルルからもらった食べ物と飴を食べて、井戸に水を飲みに行って、後は物置部屋で寝て過ごす。ゴワゴワの毛布に包まって寝るのにも慣れた。埃っぽいのも、まあ、我慢できる。


起きて、寝て、ウトウトして、また起きて、時々深い眠りに落ちてを繰り返しているうちに一日は過ぎていく。


日が沈み、月が出て、夜も深まってくるとどこからともなくルルが現れる。


「良い子にしてたぁ？」


毛布の上で起き上がったわたしを、灰色の瞳が屈んで覗き込んでくる。


それに頷き返した。


「うん」


そうすると「いい子、いい子ぉ」と頭を撫でられる。


ルルのこの大きな手にももう慣れた。


その手は離れ、懐を探ると、見慣れた包みを差し出された。


「はい、餌あげるぅ」


ルルにとって食事は全部餌と呼ぶのかもしれない。


差し出された包みは二つあった。


「にこ？」


まだ前のものも余ってるのに。


目を瞬かせたわたしにルルが頷く。


「うん、ちょ〜っとこれからオレ来られないから、多めに渡しておこうと思ってねぇ」


ルルの言葉に思わずその顔を見上げた。


「もう来ないの？」


じわりと不安が込み上げてくる。


もしかして、もう二度と来ないんじゃ……。


そんなわたしの不安を見透かすようにルルが首を振った。


「あー、違う違う。二度と来ないわけじゃないよぉ。仕事が忙しくなるから、二、三日くらいは来られなさそうなんだよねぇ」


その言葉にホッとする。


……そっか、お仕事か。


わたしが嫌いになったわけじゃないと分かって、心の底から安堵した。


それならと包みを受け取った。


「そうだ、傷の具合を見せてもらえる〜？」


言われて頷き、服を脱ぐ。


下着姿になるとルルがわたしの体を調べる。


他の男性は別だけどルルなら恥ずかしくない。


「ん〜、これなら薬はもういいかなぁ」


ぺりり、と布を剥がされた。確かに火傷も擦り傷も良くなっている。


ルルが持ってくる薬ってどれもよく効くのだ。


あちこち調べて当てた布を剥がしていく。剥がした布はルルが回収した。


最後にルルに顔を覗き込まれる。


「あー、して」


「あー」


口を開ければ中を確認される。


灰色の瞳が不機嫌そうに眇められた。


「口はまだみたいだねぇ。前にあげた薬草飴、まだ残ってる？」


「うん、あとよっつ」


「じゃあ全部食べちゃって〜。あ、食べるのは朝と夜だけねぇ？」


ルルの言葉に頷き返す。


口を閉じればルルの顔も離れた。


そうしてルルは珍しく私の横に腰掛けた。


わたしのざんばら髪を指先で弄りつつ、ルルが口を開く。


「リュシエンヌは自分のことって聞きたい？」


……自分のこと？


うーん、そういえばリュシエンヌのことは原作のゲームに描かれていること以外は知らない。


リュシエンヌに魔力がないことも、リュシエンヌになるまで知らなかった事実だ。


わたしはリュシエンヌで、リュシエンヌはわたし。


だからリュシエンヌのことを知っておくべきなのかもしれない。


「……ききたい」


そう答えるとルルが髪から手を離した。


「ルルはしってるの？」


灰色の瞳が真っ直ぐにこちらを見る。


「全部知ってるよぉ」


伸びてきた腕にひょいと抱え上げられ、毛布の上からルルの膝の上に移される。


大きな手がわたしの頭を撫でた。


「リュシエンヌは自分の名前を言える？」


「リュシエンヌ＝ラ・ヴェリエ？」


「そうそう、偉いねぇ」


ルルは言葉を選ぶようにゆっくりと話す。


「リュシエンヌは国王……──この国で一番偉い人の子供なんだよ。国王が父親」


「おとうさま？」


「そうだよぉ」


「おかあさまは？」


ルルの手は頭を撫で続けている。


「母親は伯爵家の娘だよって言っても分からないかなぁ。母親は貴族でねぇ、元は城で働いていたメイドだったんだよぉ」


「そうなんだ」


「あれ、分かる？」


うん、まあ、最初から知ってるからね。


さすがにそうは言えないので誤魔化しておく。


「ここではたらいてるメイドさん、きぞくが多いってはなしてた」


「ああ、なるほどぉ」


後宮の中でも王族に近しい侍女やメイドは貴族出身であることが多いらしい。


自分がどの家出身なのか、どれくらい王族に気に入られているかなど、よく裏で喋っているのだ。


「リュシエンヌの母親はねぇ、国王の子供、つまりリュシエンヌがお腹に出来てすぐ、後宮ここに連れて来られたんだよぉ。リュシエンヌを産んだけど体が弱くて死んじゃった」


「だからわたしのおかあさまはいないの？」


「そうだよぉ」


それからルルはわたし、リュシエンヌ＝ラ・ヴェリエの生い立ちや事情について全て隠さずに話してくれた。


母親である伯爵令嬢だけでなく、その伯爵家も王妃に睨まれた結果、既に存在しないそうだ。


本来であればリュシエンヌは生まれた時に殺されるはずだった。


しかし、リュシエンヌは王族特有の琥珀の瞳を持って生まれてきてしまった。


琥珀の瞳を持つ者は王位継承権を持つ。


さすがの王妃も琥珀の瞳を持つ者を殺すことを躊躇い、そして、別の企てのためにリュシエンヌを生かした。


側妃の生んだ第二王子も琥珀の瞳を持つ。


「でもねぇ、リュシエンヌの瞳の方が綺麗な琥珀なんだよぉ」


王妃は第二王子を暗殺して、残った琥珀の瞳を持つリュシエンヌを次代の女王とし、傀儡の女王を裏から操るつもりなのだ。


そういう意図もあり、王妃はリュシエンヌを自我のない人形にするために、暴力や暴言などの虐待によってリュシエンヌを支配しようとしている。


王妃の子供達である王女や王子達は母親の真似をしているに過ぎない。


虐待されながらも殺されなかった理由が分かった。


そして実はもう一つリュシエンヌには問題がある。


貴族や王族は生まれた時に神殿へ出生届のようなものが送られ、保管されるはずなのだけれど、リュシエンヌはそれがない。


書類自体はあるのだが、神殿へ提出されていない。


リュシエンヌが次代の女王として王位に立つ際に、実は琥珀の瞳を持つ王女がいた、という風にギリギリまで隠し通すつもりだったようだ。もし王女として神殿に書類が提出されていたら、貴族達が調べた際に存在が明るみに出てしまう。


うるさい貴族派達は王女についてあれこれと聞いてくるだろう。


もしかしたらリュシエンヌの状況に気付かれるかもしれない。


そうなると計画が崩れてしまうため、リュシエンヌの存在は隠されている。


「だけど第二王子が結構しぶとくて、王妃に何度も毒殺されそうになってるんだけどぉ、なかなか疑り深くて毒を飲まないんだよねぇ」


王妃はそれで焦っているらしい。


後二、三年もしたら立太子してしまう。


それまでに何としても第二王子を殺そうと躍起やっきになっているそうだ。


国王は美女を侍らせることに夢中になっていて、国のことは全部家臣任せ、後宮のことは王妃任せにして遊び呆けているとのことだった。今の国王も飾りということか。


ちなみに提出されなかった書類には正しい出生日が書かれており、リュシエンヌはもうすぐ五歳を迎えるらしい。


……生まれた時からそんなことに巻き込まれるなんて、本当にリュシエンヌの人生ハードモード過ぎる。


これでクーデターの後にファイエット家に養女として引き取られて第一王女になり、王族の教育を受けて、政治的な思惑で婚約者を決められ、学院に行ったら最終的にヒロインちゃんに義兄や婚約者を奪われたりしちゃうんでしょ？


それはヒロインちゃんへキツく当たるわけだ。


虐めや暴力はダメだけど、やっと虐待から解放されて人並みの生活を送れるようになって、虐待してこない家族が出来て、決められたものとは言っても将来家族になるだろう婚約者が出来て、心の拠り所になったところでポッと出のヒロインちゃんに横取りされる。


……リュシエンヌが一番可哀想だよね？


ゲームでは虐待されていたことは書かれていたけれど、虐待内容はそこまで詳細には書かれていなかったし、ファイエット家でも義兄達とは不仲だったけれど、リュシエンヌは我が儘放題に成長したとなっていた。


……でもそれって虐待されていた反動じゃないの？


愛情を感じたくて我が儘に振る舞っていたとか、食べる物にも困るほど辛かった幼少期が忘れられなくて贅沢したがったとか、そういう理由があるのでは。


ゲームの悪役だから設定について深く考えたことがなかったけれど、ヒロインちゃんは言ってしまえば『男爵家の妾の子で元平民だったことをバカにされる』くらいで、攻略対象が庇ってくれるから、あんまり辛くないと思う。


逆に悪役のリュシエンヌの方が辛い思いばかりしてる。


そもそも義兄はともかく婚約者を奪うのは、現実的に起こったら当たり前だが大問題だ。


婚約者もリュシエンヌがいながらヒロインちゃんと関係持とうとするとか、かなり不誠実である。


……何であんなにゲームにハマってたんだろう。


……常識的に考えてヒロインちゃんの方が悪じゃない？


「リュシエンヌ？」


ルルに声をかけられて我へ返る。


「大丈夫ぅ？」


顔を覗き込まれて、頷いた。


「ルルはなんでおしえてくれたの？」


ルルが困ったように頭を掻いた。


それから「ん〜……」と言葉を濁す。


「何て言うかさぁ、リュシエンヌは本当は虐められるような立場じゃないんだ〜って知っててもらいたかったんだよねぇ。……リュシエンヌはちゃんと本物のお姫様なんだよぉ」


「おひめさま……」


「そう。卑しくも、みすぼらしくもない」


……ああ、なるほど。


これはルルなりの励ましだったんだ。わたしは王妃達が言うような犬でも卑しい存在でもなく、王と貴族の令嬢の間に生まれた、れっきとした王女だと伝えたかったんだ。


そうして何故虐待されているのか。


その理由を教えることで、多分、ルルは「その通りにならないで」と言いたかったのかも。


確かに傀儡にされるのは嫌だ。


……ルルって不器用だなぁ。


頭に触れている手を掴む。


それに擦り寄ると微かに薬の匂いがした。


「ルル、わたしがんばるね。ありがとう」


原作の通りにならないためにも。


わたしはわたしなりに足掻いてみよう。


見上げて、灰色の瞳を真っ直ぐに見つめながら笑えば、ルルの瞳が緩く細められた。


「数日、オレがいなくても大丈夫ぅ？」


茶化すように言われてすぐに返事が出来なかった。


毎日ルルに会っていたから、会えないと考えるだけで、気分が落ち込む。


「う……、それは、ちょっとさびしい」


「ちょっとだけぇ？」


「……たくさんさびしい」


わたしの虚勢は簡単に見破られてしまう。


言い直すと、何故かルルは笑った。嬉しそうに目を細めて抱き上げられる。


「オレもリュシエンヌに会えないのは寂しい」


そんな嬉しそうな声で言われても……。


顔が近付いて来て、ルルが小さく何かを呟き、わたしの前髪を掻き分けると、ちゅ、と額に柔らかい感触が触れた。


「なに？」


額に触れるが何かがあるわけではないらしい。


「リュシエンヌが頑張れるように祝福してあげたんだよぉ」


「しゅくふく？」


「ん〜、お祈りみたいな感じのやつ？」


……あ、祝福ね。


そういうのがこの世界にはあるんだ？


ルルにジッと見つめられる。


これはもしかして……。


ルルの顔に手を伸ばしたが避けられない。


その頬に両手で触れて、少し背伸びをして、ルルの額にちゅっと唇で触れる。


「ルルもがんばれますように」


「ありがとぉ」


これで正解だったらしい。


ルルの雰囲気が明るくなる。


わたしを毛布に戻し、ルルが立ち上がる。


「さぁて、それじゃあオレは仕事に戻ろうかなぁ」


一度伸びをするとルルは「おやすみぃ」と言って姿を消した。


しばらくルルに会えないと思うと、もう既にかなり寂しい気持ちになる。


毛布の上に横になり、毛布に包まって目を閉じる。


……ルルは仕事で忙しいのか……。


「…………ん？」


待って、それって、もしかしてもうすぐクーデターが起こるの!?


思わずガバリと起き上がる。


ルルは二、三日は会えないと言った。


それは、つまり、そういうこと!?


そういえばもうすぐリュシエンヌは五歳を迎えると言っていた。


原作ゲームではリュシエンヌと同学年の十五歳のヒロインちゃんが、十年前にクーデターがあったらしいと言っていたから、リュシエンヌが五歳前後でクーデターが起こるわけだ。


……でもその時、どうすればいい？


リュシエンヌはどうやって生き残った？


……隠れる？　それとも逃げる？


突然降って湧いた問題で、その夜は全く眠れなかった。






十日目　寂しさ・彼の仕事


翌日、わたしは日がかなり高くなってから目を覚ました。


夜の間にあれこれと考えてしまって、眠る直前には外が薄っすら明るくなっていたので、まだ少し寝足りない。


それでも毛布から這い出て奥の机に向かう。


包みと巾着を引き出しの奥から引っ張り出して、ビスケットを一枚と飴を一つ取り出して、引き出しを戻す。毛布の上に戻り、ビスケットの端っこを口に含む。


……そもそもクーデターってどんな感じなんだろう。戦争とか革命とかみたいな？


わたしの中では、城にクーデターの兵士達が押し入って、戦って、武力で制圧するってイメージしか湧かない。もっと平和的なクーデターもあるんだろうけど、この場合、多分武力でって感じだと思う。城だけでなく後宮にも兵士が来るだろう。


何たって王妃や側妃、幼い王子や王女達は後宮で暮らしている。


王族は全員捕らえられるだろうから、ここに兵士達が来ないわけがない。


……うーん、隠れてた方がいいのかな？


でも王妃達も逃げたり隠れたりするだろうし、兵士達も後宮の中を隅々まで捜索するだろう。


……だからと言って物置部屋でジッと待つの？


王族だと気付いてもらえなくて、奴隷か何かと勘違いされたら、それはそれで困るかもしれない。


それにいつ起こるかって不安もある。


……王妃達と一緒にいる時は嫌だなあ。


絶対あの人達、わたしに「盾になりなさい」とか「代わりに死になさい」とか言うと思う。


まあ、一番良いのは放置されることだ。


ビスケットの柔らかくなった部分をかじりながら考える。


……ダメだ、考えたところでクーデターが起きた時にリュシエンヌが出来ることなんて隠れるか待つかくらいしかない。


別に兵士達に抵抗する理由もないし。


とにかくクーデターが起きるのを待つしかない。


起きたら、どこかに隠れて様子を窺ってみよう。


血の気の多い兵士は怖いから、出来るだけ大丈夫そうな人に見つけてもらいたいな。


時間をかけてビスケットを食べる。


一応、ルルが二、三日で戻らなかった時のことを考えてもらった食べ物は節約しよう。


でも薬の飴だけはちゃんと舐める。


口の中を早く治したい。


……ルル、今日は来ないんだよね。


前もって言ってもらえるのは助かるけど、来ないって分かってるとそれはそれでちょっと寂しい。


出会ってから毎日顔を合わせていたせいか、あの抑えられた声で話す緩い口調を聞くと安心するようになっていた。


思わずガリ、と飴を噛んでしまった。


飴の表面が少しだけ欠ける。破片をガリボリと噛み砕く。


ルルに会えないと思うと寂しさと不安で胸がざわつき、なんだか落ち着かない。


……井戸にでも行って来よう。


飴が口の中からなくなったので立ち上がる。


扉をそっと開けて廊下に出て、井戸へと向かう。


建物の外へ出て、井戸へ辿り着いた。


何となく屋根の上を見上げてみたけれど、やっぱり人影はなく、溜め息が漏れた。


桶を井戸の中へ落とし、滑車の縄を引っ張って水を汲み、桶に顔を突っ込んで中の水を飲む。


飲み終わったら地面に残った水を捨てて、桶を元あった場所に戻しておく。


建物の中に入り、人目に触れないように廊下を抜けて物置部屋へ戻る。


開けた扉の隙間から中へ入り、扉を閉める。


埃っぽい部屋の中の、毛布の上へ座り込む。


そのまま横向きに倒れれば、ゴワゴワの毛布の感触を頬に感じた。


右に左に転がってみる。


…………寝よう。


毛布を引っ張って包まると目を閉じる。


ルルと出会う前って、こんなに時間の進まない毎日だったっけ？


胸の中にぽっかりと穴が開いてしまったみたいだ。


物足りない気持ちを我慢して眠りについた。


＊　＊　＊　＊　＊


……妻が妻なら、夫も夫だねぇ。


ルフェーヴルは天井裏で寝転がり、頬杖をつきながら隙間から下の様子を眺めていた。


王城の一室、王の政務室から少し離れた場所にあるその部屋は昼間だというのにカーテンが締め切られていた。そうは言っても隙間から光が漏れている。


薄暗い室内には一人の男と数人の女がいた。女達は皆、一様に薄衣を羽織っているだけで、レースのようなその布は殆ど体を隠す役目を果たしていない。


そしてその代わりとでも言わんばかりに宝石や金銀細工の宝飾品を身に纏う。


男なぞ、装飾品に裸であった。


部屋の中には天蓋付きの大きなベッドがあり、その上で、男と女達が体を重ねている。


今回のクーデターで最も重要な目標ターゲットである国王を見張る役目を負わされてしまった。


確かにルフェーヴルならば城の警備を掻い潜って王の政務室や寝所にも問題なく忍び込むことが出来る。


贅沢三昧な妻に色事に耽ふける夫。


……ある意味ではお似合いだねぇ。


むしろこれだけ女達と体を重ねているというのに、王妃と側妃以外で出来た子はリュシエンヌだけということの方が驚きだ。


仕事とは言え、他人の情事を見ることほどつまらないことはない。


女達は王に媚びるように甘い声を出し、王はそれに機嫌良さそうに笑っている。


この手の人間は昔から見慣れていて、新鮮味もなければ面白みもない。


しばらく様子を眺めていたが本格的に事に及ぼうとし始めたのでルフェーヴルは移動することにした。


王と女達がいる部屋から少し離れた場所。


本来であれば王がいるはずであろう政務室に居座っているのはこの国の宰相だった。


でっぷりと太った宰相は仕事は出来るようであったが、それを私利私欲のために使っている。


ただでさえ王族の散財で国庫が圧迫されているというのに、そこからこの宰相は更に横領しており、国を回すには財政的にもうギリギリである。


いや、実際には金の足りない場所では民を飢えさせないために貴族達が私財を擲って何とか保たせている状況なので、この国の国庫はほぼ空だ。


そして国庫の金が足りなくなると王は安易に税を課し、宰相は王の命令だと尤もっともらしい顔で実行する。これでは長続きするはずがない。


現王が即位してからまだ十年と経っていないが、クーデターが起きるのは当然のことだった。


……あの王にしてこの臣下ありって感じぃ？


本来は王を諌めるべき立場にあるはずの宰相が王に女を与え、色に溺れさせ、国を支配している。


しかもこの宰相、実は王妃と通じていて、何いずれは虐待によって自我を封じたリュシエンヌを女王に据え、自身の立場を維持しようと目論んでいるのだ。


王妃に第二王子を暗殺するよう唆そそのかし、そうすれば王が代替わりしても贅沢な暮らしが続けられる上に、一国をその手に出来ると囁いたらしい。


王妃はあっさりその話に乗った。


恐らく王妃が第二王子の暗殺に成功したら、やがてはそれを理由に王妃の座から引き摺り下ろすつもりなのだろう。


宰相が秘密裏に猛毒を手に入れようとしていることは闇ギルドから、ルフェーヴルの依頼主にも伝わっているが、王を毒殺する腹積もりか。


もしかしたら玉座を狙っているのかもしれない。


その場合、この宰相おとこはリュシエンヌと結婚するということだ。


……想像しただけでも殺したくなるなぁ。


親子以上に年の離れたリュシエンヌを、玉座のために利用し、手に入れようと企んでいるのならば許しはしない。


この宰相おとこも処刑リストに名が載っている。


……ん〜？


宰相が椅子から立ち上がり、壁の本棚に手を伸ばし、そのうちの一冊を軽く押し込んだ。


するとガコンと音がして本棚が横にズレる。


……なるほどぉ、今時そんなの使う人間がまだいたんだぁ？


本棚のあった壁には小さな扉がついていた。扉には丸い突起が一つあり、宰相がその突起を掴むとカチカチキリキリと左右へ回していく。


最後に何かがはまるようなカチリという音がして、小さな扉が開く。


その中には書類やら一目で国宝らしいと分かる宝石などが入れられていた。


現在、こういった見つけられては困る物の隠し方というのは魔法を使用するのが主流である。


壁や隠し場所に幻影魔法を使って隠し、探知魔法を妨害したり弾いたりする魔法具などを設置したり、魔力を通さない特製の魔法具の中に物を入れておいたりするのだ。


だがそれはそれで見つけやすいのだ。


妨害したり弾いたりするということは、魔力を感じ取れる者がいれば、そこだけ違和感を覚えるので隠し場所が分かる。


それに比べれば宰相のこの古めかしい手は有効ではある。


魔法を使わずに隠しているので、探知魔法では分かり難い。


探索魔法でも壁の中まで調べようとしなければ発見され難いだろう。


魔法が今ほど発達していなかった古き時代のものだが、魔法に引っかからないという点では、一周回って最新と言えなくもない。


宰相は持っていた書類をそこへ仕舞うと扉を閉め、また丸い突起をカチカチキリキリと回すと本棚を元の位置に戻した。


それから政務をこなすと宰相は部屋を出て行った。


自宅に証拠を保管しないとは面白いことを考えたものだとルフェーヴルは声もなく笑った。


だが、古き時代のこの手の金庫にも欠点がある。


それは隠し場所と開け方さえ知っていれば誰でも簡単に開けられてしまうということだ。


屋根裏から音もなく政務室へ降り立つ。


本棚の中の一冊を押し込めば、本棚がガコンと横へズレた。


ルフェーヴルは丸い突起を掴むと耳を寄せ、ゆっくりと回していく。


先ほど宰相の手元を見ていたし、音も聞いていたので、どちらへいくつ回せば良いのか分かっている。カチカチキリキリと回せばカチンと噛み合う音が響く。


ルフェーヴルは開いた扉の中を上機嫌で見た。


……横領の書類ばっかりだなぁ。それにここに国宝のネックレスや指輪を隠すなんてやるねぇ。


しかも隠されたネックレスや指輪はどれも王家の品にしてはシンプル──……今の王族達に言わせれば地味なものばかりだ。


王妃も側妃も、そして王も派手なものを好む。


地味な品には興味がないだろうから、どうせ気付かれないだろうと考えたのだろう。


……しかも横領の書類、どれも宰相の家とは関係なさそうな家や場所に金が回っているねぇ。これじゃあ宰相が横領してた証拠としてはちょ〜っと弱いかなぁ。


隠し金庫に入っているものが必ずしも重要になるとは限らないということか。


王の政務室にあるので、王が横領したり国宝を私財として隠したりしている風にも見える。


金庫に魔法をかけていないのも、いざという時にそのように言い訳をするためだろう。


魔法では特定の人物の魔力にのみ反応して開放されるものもあるが、それでは、発見された時に言い逃れが出来ない。


これでは「王がやった」と言えば宰相の言葉を覆すのは難しくなる。


……そうさせないのがオレの役目だけどぉ。


こっそりと持ち込んだ書類を、今ある書類の山の奥に紛れ込ませておく。


この書類は宰相の部下を買収して得たものだ。


それなりに頭の回る男だったようだが、部下からの信頼や尊敬というものは皆無だったようだ。


多額の金をチラつかせたらあっさり横領の裏帳簿を隠している場所を教えてくれた。


というより、部下は自身の身の安全を確保するために、横領の証拠を宰相の指示とは違う場所に隠していたようだ。


もしも邪魔者として殺されそうになったら、横領の証拠を盾にするつもりだったらしい。


何にせよ、手に入れた書類には宰相直筆のサインなどもあるため、言い逃れは出来なくなる。


書類を入れたら元通りに戻し、扉を閉めて、鍵をかけ直し、本棚を元に戻しておく。


……これでクーデター時に発見されれば良い。


偶然を装って金庫を発見し、そこで宰相の横領の証拠や国宝が見つかるという筋書きである。


宰相はここの金庫を開けるのは月に一、二度だけ。そのタイミングは分かっていたので今日監視をし、先ほど開けたので、しばらく宰相はこの金庫に触れないだろう。


もし開けたとしても書類の山で証拠となる書類の存在は見えないため、手前の書類の山を退かさない限りは分からない。


天井裏へ戻り、もう一度王の下へ戻る。


王は女達とお楽しみの最中であった。


……リュシエンヌ、どうしてるかなぁ。


つまらない眼下の光景を眺めながら、ルフェーヴルは後宮にいるリュシエンヌのことを思い出していた。






十一日目　王女達・子供のような暗殺者


次の日も、日が大分高くなってから目が覚めた。


もしかしたら、もしかしたら来るんじゃないかと眠らないで待っていてみたけれど、宣言通りルルはやって来なかった。


待っているうちに寝てしまったらしい。


分かってはいるけれどやっぱり寂しい。


起き上がり、奥の机から食べ物を出してきて、毛布の上でそれにかじりつく。


二、三日は来られないと言っていた。


今日もきっと来ないだろう。


それでも、もしかしたら、と思ってしまう。


……わたし、ルルに依存し始めてるかも。


それはダメだと思うわたしと、何でダメなのと思うリュシエンヌとで、気持ちがごちゃごちゃだ。


……ダメって思ってももう遅いんだけどね。


わたしもリュシエンヌもルルのことが好きになってしまった。


今更ルルから離れるなんて、多分無理だ。


食事を終えて、飴を口に入れる。


甘くて、ちょっと苦くて、薬草の青臭さがあって、でも何となくクセになる味だ。


この薬の飴もあと一つ。


これのおかげか口の中の痛みは殆どなくて、喋ったり物を食べたりする時にたまにピリッと痛むくらいだ。


まだ舌で触ると口内は荒れているけど、最初に比べたらずっと良くなった。


……この飴も、わたしが「治したい」って言ったから持ってきてくれたんだよね。


ルルは暗殺者だからか匂いがない。


きっと食べ物や持ち物なんかも色々と気を配ってるんだと思う。


そんなルルが薬草の匂いのする飴を普段から持ち歩いているとは考えられない。


わざわざ買ってきてくれたんだろう。


……ルル。


あの灰色の瞳を思い出して膝を抱えていると、部屋の外からバタバタと騒がしい足音が聞こえてくる。


後宮の中であんな騒がしくしても許される人物は限られている。


慌てて飴を噛み砕いて飲み込んだ。


飲み込むのとほぼ同時に部屋の扉が開かれた。


フリルやレースなどがふんだんにあしらわれたドレスを着た第一王女と第二王女がそこにいた。


わたしは毛布から立ち上がると二人の前に平伏した。


こうしないとこの二人は余計に騒がしく、暴力的になるのだ。


前回、平伏するのが遅くなったら突き飛ばされた。


「あら、今日はちゃんと出来たのね」


「でもまだ頭が高いわ！　ねえ、お姉様もそう思わない？」


「そうね、もっと頭を下げなさい。地に擦りつけるくらい、こんな風に、ね！」


ガツンと額が床にぶつかった。


……痛い。


一拍おいて、頭を踏まれているのだと理解した。


頭の上に足があるのが分かる。


靴裏の硬い木の感触が痛い。


おでこも後頭部も、一緒にぶつけた鼻も痛む。


それでもグッと堪えた。


今、頭を上げれば第一王女はバランスを崩して尻餅をつくかもしれない。


そうしたら少しは気分がスッキリするだろう。


でも、絶対にその後は大変なことになる。


だから痛くても我慢するしかない。


「あははは、お姉様ったら優しいー！　こんなのにやり方を教えてあげるなんて、さすがだわ！」


「仕方ないわ。教えてあげないと覚えないんですもの」


「それもそうね！」


二人の王女が頭上で笑う。


……ああ、ルルに会いたい。


おでこに傷が出来たらルルは心配するかな。傷にならないといいなと思うが、多分傷が出来ているだろう。じくじくと床に当たっている部分が痛む。


頭の上から足が退いたけれど顔は上げない。


上げたらまた足を乗せられる。


床におでこをつけたまま黙って待つ。


「何よ、動かないの？　つまらないわね！」


靴の先で肩を蹴られる。


……どうせ何をしたって変わらない。


二度、三度と同じ場所を蹴られればさすがに痛くて動いてしまった。


すると喜色交じりの声がする。


「許可なく動くなんてダメな犬ね、お姉様！」


「ええ、しつけをしなくちゃね！」


思った通り、王女達がわたしを蹴り始める。


わたしは平伏した格好から、頭を庇うように両手で抱えて、丸くなるしかない。


肩や背中、手などが蹴られる。木靴で蹴られるのは痛い。


でも王妃の靴よりかはいい。


王妃の靴は爪先がやや尖っているけれど、王女達の靴は爪先が丸いので、こちらの方がまだ蹴られてもマシだ。


わたしが平伏しているから平手で叩かれることもない。


これが立った状態だと、頬を叩かれたり突き飛ばされたり、足を蹴られたりする。


一番痛いのは木靴で素足の指を踏まれることだ。


骨折するかと思うほどあれは痛い。


だけどさすがに脱いだ靴で殴られたことはない。


そうなったら木靴はなかなかの凶器なので、わたしも抵抗しただろう。


蹴られるのも十分痛いが、王女達もあまり体力がないから、そのうち疲れてやめるか飽きるはずだ。わたしはそれまでこうしていればいい。


頭上でわたしを罵倒する甲高い声がするけれど、それらは全部聞き流しておく。


いちいち反応していられないし、真面目に聞いていたらこちらの方が疲れてしまう。


それにわたしは記憶が戻ったから王女達の言葉が正しくないと知っている。


記憶が戻る前のリュシエンヌだったら言われた言葉をそのまま鵜呑みにしてしまっていただろう。


だってリュシエンヌは常識も何も知らない。


だから言われたことを「そうなんだ」と受け入れるしかなかった。


しかし今は前世の記憶を取り戻したから、何を言われても受け流すべきだと分かる。


王妃や王女達の言葉は信じられない。彼女達を信じる必要もない。


長いこと蹴られていたが、さすがに疲れたのか蹴る回数が減り、やがて王女達の足が止まった。


「あー、すっきりした！」


第二王女が明るい声で言う。


「疲れたし、しつけもこれくらいにしてお茶にしましょう」


「うん。お母様にも聞いてみよう？」


「それはいいわね！」


第一王女と第二王女は楽しそうに話ししながら部屋を出て行く。


声と足音が遠ざかったのを確認して顔を上げる。


まずは扉を閉めるのが先だ。開けっ放しになっていた扉を閉める。


扉に寄りかかり、おでこに触れれば、ピリリと痛みが走った。


触れた指にはほんの僅かにだけど血がついていた。


……やっぱり傷になってる……。


それに触ってみると熱っぽくなっていて、膨らんでたんこぶになっているような気がする。


……井戸に行こう。


喉も渇いているし、おでこを冷やさないときっと後で腫れが酷くなる。


ボロ布を持ち、閉めた扉をそっと開け、人気がないことを確認して部屋を出る。


また王女達や王子に会ったら嫌だ。


こそこそと廊下を歩いて行き、建物を出て、外の井戸へ着く。


桶を井戸の中へ落とし、引き上げる。


先に中の水を飲んで、それから持ってきた布を水に浸し、髪を片側に寄せて出したおでこを慎重に拭く。ピリピリと痛むけれどしっかり拭く。


布に少し血が滲んでいる。


水で布を洗い、もう一度おでこを拭く。


それを洗ったら今度は緩く絞り、顔を上に向けて布をおでこに乗せて冷やす。


……肩も痛い。


幸い利き腕じゃなかったけど、左肩がズキズキと痛む。


思い返せば左肩を一番多く蹴られたかもしれない。


王妃だと背中を一番良く蹴られるが、王女達はまだ子供なので背中を蹴ろうとすると結構足を上げる必要がある。そのため蹴りやすい肩や手、足なんかを狙うのだろう。


あまり部屋に入りたがらないから、そうなると自然にわたしの前方、つまり頭側に集中することになる。


頭は狙っても手が守っている。


幅があって狙いやすい肩が良いんだろう。


おでこに乗せていた布を取り、桶に入れつつ、襟をズラして左肩を見てみる。


……うわ、もう痣になってる……。


なり始めだからか黄色っぽく変色してる。丁度肩の先の丸い部分が触れると痛い。


これはしばらく左腕が上がらないかもしれない。


桶に放っていた布を絞り、今度は襟の間から手を入れて肩を冷やす。


少し服が濡れても構わない。


何度か布を濡らして肩を冷やした。


左肩はあげようとしたけど思った通り痛くて腕を上げることが出来なかった。


……骨にヒビとか入ってないよね……？


とりあえずあまり動かさないようにしよう。


桶の中の水を捨てて元の場所に戻し、布を持って物置部屋へ向かう。


誰にも会わずに部屋へ戻り、毛布の上へ寝転がる。


右肩を下にして毛布に包まった。


……もう誰も来ませんように。


痛む左肩を撫でながら目を閉じた。


＊　＊　＊　＊　＊


「ねぇ、この仕事オレ以外じゃダメなのぉ？」


ファイエット邸の執務室でルフェーヴルは不満の声を上げていた。


ソファーの肘掛け部分に腰掛け、片足をもう片足の上に横向きに乗せて、その上で頬杖をついている。


顔の下半分は首に巻いた布で隠れているので表情は窺えないが、不機嫌そうに細められた灰色の瞳が依頼主であるベルナールをじっとりと見やる。






    
  





その視線にベルナールは内心冷や汗を掻く。


「お前以上に隠密に長けた者はいない」


「それはそうかもしれないけどさぁ、別にオレ以外でも忍び込める奴はいるよぉ」


金さえ払えばどんな仕事でもこなすルフェーヴルにしては珍しく仕事の愚痴を言っている。


「そんなにリュシエンヌ＝ラ・ヴェリエが気になるのか？」


助けられるものならば今すぐにでも助けたい。


それはベルナールも同じ気持ちだ。


だがそのために時機を見誤るわけにはいかない。


クーデターに失敗すれば、これに参加している貴族は皆、一族郎党処刑されるだろう。


そうなればもう王族を止める者はいない。


そのまま国は傾き、崩れてしまう。


最も被害を受けるのは民達だ。


このクーデターは成功させなければならない。


「かわいいオレのお姫様だからねぇ」


そのどこか愉しげな声にベルナールは苦い顔をする。


しかしルフェーヴルに口出しは出来ない。


助けなければと言いながら、クーデターを優先して幼い少女が虐待されている事実に目を瞑つぶっているのはベルナールの方だ。


ファイエット家に迎え入れたとしてもリュシエンヌが幸せに暮らせるかと言えばそうでもない。


結局はベルナールもリュシエンヌを飼い殺す。


生活の質は良くなるが、子を生すことも許されず、一生監視下に置かれるという点では後宮での扱いとそう変わらないだろう。


リュシエンヌがルフェーヴルに懐いているのであれば、ルフェーヴルに任せる方が良いのかもしれない。


どちらにしてももうリュシエンヌの将来は決まってしまった。


ルフェーヴルはいずれリュシエンヌを迎え入れるために金を貯めるそうだ。


高い塀に囲まれた広い敷地と家が必要だと言っており、使用人達は皆、闇ギルドの伝手を使って雇う気らしい。


箱庭に閉じ込めて二人だけで暮らすつもりか。


それならば監視という点では理想的だが、果たしてリュシエンヌの方がどのような反応をするか。


「……拒絶されないか？」


そう問えばルフェーヴルが振り向いた。


「それはないよぉ。リュシエンヌがねぇ、食事も服も今のままでいいけど、オレに会えないのは嫌なんだってぇ」


「かわいいよねぇ」とルフェーヴルはうっそりと目を細めた。


なるほど、ルフェーヴルはリュシエンヌを懐かせることに既に成功しているらしい。


……本人の意思を尊重するか。


将来、リュシエンヌが誰を選ぶかも分からない。


……ルフェーヴル以外を選んでも結果は変えられないかもしれないが。


「あ、クーデターの時、リュシエンヌはオレが迎えに行くからねぇ？」


「ああ、好きにしろ」


リュシエンヌ＝ラ・ヴェリエも王族の被害者だ。


幸せになれるのであれば、ルフェーヴルに任せるというのも手である。


報告でしか現状を知らないベルナールよりも、実情を見て、知っているルフェーヴルの方が彼女の苦しみや辛さを理解しているだろう。


ファイエット家には成人までいるが、それがリュシエンヌにとって良いことなのかはベルナールにも分からなかった。


「あ、それとぉ」


「まだ何かあるのか」


思わず身構えたベルナールにルフェーヴルはひらひらと両手を振って見せる。


「そんな身構えないでよぉ。王族って、捕まえたらすぐに処刑ころしちゃうのぉ？」


ベルナールは訝しげに思いながらも頷く。


「そうだな、民衆の怒りを受けさせるためにも、処刑は免れないだろうが……」


「それさぁ、すぐに処刑ころさないでしばらく生かしとくってどう？」


「？」


そんなことをすれば民衆だけでなく貴族達からも反発を受けるだろう。


捕縛した王族を生かしておく利点は少ない。


「民に見える場所でさ、檻とかに入れて数日飾っておくんだよ〜。リュシエンヌみたいにボロッボロの服に毛布だけ入れてさ、食事も与えないの。殺さなければ好きにしていいってことにすれば、民衆の怒りもちょっとは鎮まるんじゃなぁい？」


「リュシエンヌ＝ラ・ヴェリエと同じ扱いを受けさせたいということか」


「あっは、分かっちゃった〜？」


「隠す気すらなかっただろう」


だがルフェーヴルの案には一考する余地がある。


王族を即座に処刑するよりも、あえて民衆の手に一度与えることで、これまでの鬱憤うっぷんを晴らさせることが出来る。


殺すなと言っても難しいかもしれないので、治療師を側につけて、死にそうになったら回復させれば問題ない。檻の中にいるので逃げることは不可能だろう。


魔力を持っていようとも、魔力封じをすれば非力な人間である。


「何日生かす？」


ルフェーヴルが「ん〜」と首を傾げた。


「一週間くらいでいいんじゃない？　あんまり長くすると処刑が希望になっちゃうしさぁ、死ぬのが怖いまま処刑ころす方がいいでしょ〜」


「ふむ、その程度の期間なら良いか」


「治療師の給金は必要だけどぉ、それ以外は放っておけば良いんだから楽でいいと思わない？」


あははと笑うルフェーヴルはまるで面白い悪戯を考えついた子供のようだった。






十二日目　王族達・願い


翌朝、左肩の痛みで目が覚めた。


起き上がって襟の隙間から手を入れて肩に触れてみると、かなり熱を持っていた。


痛み止めが入ったあの薬の飴は昨夜、最後の一つを食べてしまった。


熱っぽいせいか喉が渇く。


毛布から立ち上がり、部屋の扉を開ける。


廊下を歩き井戸を目指す。


誰にも会わずに井戸へ辿り着き、痛む左肩を我慢して水を汲んだ。


桶から水を飲む。


……冷たい。


思っていたよりも喉が渇いていたらしく、普段よりも沢山飲んだ気がする。


周りを見回し、誰もいないことを確認してワンピースを脱いだ。


……うわあ、すごいことになってる……。


肩の痣は一晩で青紫へと変化していた。小さな左肩全体が変色していて、これでは痛いのも当たり前だなと納得する。他にも腕や足にも痣がある。


これらを全部冷やすのは難しい。


空を見上げれば気持ち良いくらいの快晴だ。


これなら濡れてもすぐに乾くだろう。


水の残った桶を何とか持ち上げて、ざぱりと頭から水を被る。


冷たいけれど、それが火照った体に心地好い。


もう一度水を汲み直して頭から被る。


下着もびしょ濡れだけどまあいい。


桶を戻し、引っ掛けておいたワンピースを掴んで日当たりの良い場所へと移動する。


その辺の低木にワンピースをかけて、下着の水気を絞り、芝生の上へ座り込む


今日は少し風があるが、日が暖かいので、多分風邪を引くことはないと思う。


ついでに髪の水気も絞る。


吹く風が体を撫でていくとヒンヤリする。


熱を持った部分は冷たさを感じるのも一瞬だけど、それでも濡れた体が日の光で蒸発したり風が当たったりすれば多少は冷えるだろう。


体が乾いたら部屋に戻って今日は寝て過ごそう。


…………。


膝を抱えて目を閉じる。


…………ルルに会いたい。


たった二日しか経っていないのにもうずっと会えていないような感じがする。


胸にぽっかりと穴が開いたようなあの虚しい気持ちは日に日に大きくなっている。


寂しくて、悲しくて、切なくて、不安で。


あの手に頭を撫でられたい。


間延びした声で「リュシエンヌ」と呼んでほしい。


灰色の瞳が細められる様を見たい。


……またギュッと抱き締めてほしい。


気付けば自分の唇に触っていた。


……わたしの唇カッサカサだ。


それもそうか、とガッカリする。


手入れなんてしてないし、部屋からあまり出ないようにするために極力トイレの回数を減らそうと水分も控えているし、食事だってきちんと摂れていない。


肌や唇がカサカサなのは当然だった。


……それなのにルルはキスしたんだよね。


……ダメだ、ルルのことを思い出すと嬉しさと同時に寂しさがこみ上げてくる。


目を閉じたまま日差しを浴びる。


風が髪を揺らす。


静かな時間がゆっくりと流れていく。


ルルに会えないと一日一日が長く感じる。


……クーデターももうすぐだ。


この虐待される日々もあと少し。そうしたらリュシエンヌは新王家のファイエット家の養女となり、王女に相応しい暮らしを送ることになる。


ここを出てもルルは会えると言ってくれた。


だから、その後の心配はあまりない。


……なるようにしかならないかあ。


ふう、と小さく息を吐く。


そのまま体が乾くまでわたしは日に当たって過ごした。


＊　＊　＊　＊　＊


リュシエンヌに会わないまま三日目になった。


それに伴い、ルフェーヴルの機嫌は少しずつ降下していったが、依頼主のベルナールはそれに触れなかった。触れていたらルフェーヴルが「他の奴に仕事回してぇ」と押し付けてきたことだろう。


だが残念ながらそうはならなかった。


それ故にルフェーヴルは今日も王の監視という非常に退屈でつまらない仕事をこなしている。


眼下に広がる光景を天井裏から頬杖をついて眺め見る。


今は丁度昼時で、今日は珍しく食堂に王と王妃、それから第一王女、第一王子、第二王女、そして側妃と第二王子と王族が全員揃っている。


揃いも揃ってゴテゴテと着飾っているので、ただでさえ煌びやかな食堂内で、更に目が痛くなりそうである。


「今日はわたくしの我が儘を聞いていただきありがとうございます」


どうやら王妃がこれを望んだらしい。


王が「うむ」と頷きながら、チラリと王妃の胸元を見た。


三児の母とは言えど、王妃はいまだ美しく、女性的で豊満な胸をこれでもかとコルセットで押し上げており、色に耽った王がそこに目を引かれるのは仕方のないことだった。


側妃も美しいが、王妃ほど女性的な体型ではなく、王が側妃と床を共にしたのは片手で数えられるくらいだ。


それもあってか琥珀の瞳を持つ第二王子を生んだというのに側妃は後宮でも王族の中でも、あまり発言力がない。


第二王子は王妃を見てから少し顔色が悪い。


それはそうだろう。


何度も毒殺されかけているのだから王妃に対して怯えるのも無理からぬことだった。


そんな第二王子を王妃の子供達はニヤニヤと笑いながら見るだけで、声をかける気配はない。


「何、家族で食事というのも良いものだ。普段は忙しい身でな」


「ええ、ええ、国王でいらっしゃいますもの。お忙しいのは当然ですわ」


政まつりごとに全く興味のない王の言う言葉ではない。


王妃も、王が色に耽っているばかりだと知った上で、あえて知らないふりをしている。


しかし恐らく内心では怒り狂っているだろう。


自尊心の高い女なので、側妃ですら良い顔をしなかったというのに、妾を何人も侍らせていることを知って何とも思わないわけがない。


それでも国王だからと我慢しているだけだ。


第二王子を暗殺したら、もしかしたら王も暗殺するつもりかもしれないが、それは叶わない未来となる。


「それにしても大きくなったな、我が子達よ」


王が王女達へ目を向ける。


王女達は無邪気な笑顔を浮かべた。


「はい、お父様。私達、最近魔法を習い始めました」


「時々、的を使って魔法を当てる練習もします」


「私は風魔法が得意です！」


第一王女、第一王子、第二王女がハキハキと答える。


王はそれに何度か頷いた後に第二王子へ視線を向けたが、第二王子は俯いた。


「も、申しわけありません。僕はまだ、うまく魔法が使えておりません……」


「そうか」


王はどこか呆れたような、失望したような声で一言そう言うと、また王妃や王女達との会話に戻っていく。


第二王子の横に座る側妃が唇を噛み締めている。せっかく琥珀の瞳を持つ王子を生んだのに、その王子は運動も苦手で魔法も不得手なのかあまり上達せず、出来るのは勉強くらいのものだった。


……まあ、でもその鬱憤を側妃も第二王子も、周りの侍女やメイドに当てつけ、贅沢な暮らしを続けているが。


側妃はリュシエンヌの存在を知らない。


広い後宮の中で側妃と第二王子が動ける範囲は狭く、リュシエンヌは彼女達と正反対の位置に押し込まれていることもあり、出会うことはない。


もしも側妃がリュシエンヌの存在を知っていたら黙ってはおかなかっただろう。


リュシエンヌが側妃に殺されたかもしれない。


それが分かっているから王妃はリュシエンヌの存在を側妃に黙っているのだろう。


王はもしかしたらリュシエンヌの存在すら忘れているかもしれないが、王妃があえて話題に出さないことで、忘れさせている可能性もある。


王と王妃、その子供達が楽しそうに談笑する中で、側妃と第二王子は黙ったまま食事を続ける。


途中で退席することも出来ず、話にも交じれず、憐れではあるけれども、側妃も第二王子も国庫を食い潰している原因の一端だ。


……王子を連れて実家に戻れば良かったのにねぇ。


そうすれば、クーデターに巻き込まれることもなかっただろう。


しかしもう遅い。


明後日、クーデターが決行される。


既に門番や兵士の半数近くは貴族派に属し、クーデターを起こした際にこちら側の兵士を城内へ入れる手引きをすることになっている。


王の身辺を警護する騎士は実は少ない。


現王が即位して以降、その行いに耐え切れずに辞めていった者が多かったのだ。


そうして気分屋な王族の近くに寄りたいと思う者も少なく、どうしても近衛が減る。


残った者達が何とか回している状況だ。


忠誠心などない者達ばかりなのでクーデターが起こればあっという間に逃げ出すだろう。


天井裏を移動して別の部屋へ向かう。


厨房近くの配膳室に人影があった。


……ふぅん？


こそこそとその人影は王の食事に何かを混ぜると、逃げるように配膳室を出て行った。


……あのメイド、なぁんか見覚えあるかも。


天井裏から降りるとルフェーヴルは王の分の食事だけ、わざと銀のフォークを使い、料理の端の食材をテーブルクロスでぽとりと落としてから皿へ置いた。


銀が変色したので毒だ。


クーデター前に死なれても困る。


ルフェーヴルが天井裏に戻ってすぐ、配膳室に使用人がやって来て、王の分の皿に置かれた銀食器が変色していることに気付くと慌てて厨房へ駆けて行った。


多少不審がられるかもしれないが王が死ぬよりかは良いだろう。


料理人がやってきて空の皿を見て「新しい料理を用意しろ！」と急いで新しいものを用意させる。


「誰かがつまみ食いしようとしたのか？　でも銀が変色したからビビって食わなかったんだな」


いい具合に勘違いしたようだ。


……王の監視ってのも楽じゃないねぇ。


毒味はしてあったようだが、その後に混ぜるということはそれなりに城内のことを知っている者の行いだろう。


……あんなでもリュシエンヌの父親だから今回のことはオマケにしといてあげよう。


騒がしい配膳室から離れて食堂の方へルフェーヴルは戻って行った。


＊　＊　＊　＊　＊


体が完全に乾いたのでわたしは物置部屋へ戻ることにした。


そこら辺に引っ掛けていたワンピースを着て、髪を外へだしながら建物へ歩いて行く。


そっと扉を開けてなかへ入り、何度も通い慣れた道を通って部屋へ辿り着いた。


これだけでもう体が熱っぽい。


肩の痛みのせいか食欲も湧かない。


毛布の上に転がり、一応毛布に包まった。


熱いような、寒いような、なんとも言えない感じを我慢して目を閉じる。


……ルルが戻る前に良くならなきゃ……。


きっとルルなら心配してくれるだろう。


痛み止めや薬もくれるかもしれない。


でも、ルルに頼ってばかりじゃダメだ。


それに迷惑ばかりかけて、もし嫌われたらと思うとちょっと怖い。


王妃や王女達にどう思われても構わないし、気にしないけど、ルルにだけは嫌われたくない。


……わたし、やっぱり重症だなあ。


ルルがいなくて寂しいのに、ルルのことを考えていると嬉しくて、胸が温かくなる。


ルルのことを考えている間は寂しさが薄れる。


改めてルルのことを思い出す。


名前はルフェーヴル＝ニコルソン。


わたしにはルルという愛称を教えてくれた。


暗殺者で、多分年齢は十代半ばから後半で、綺麗な顔立ちの男の子。


食べ物や痛み止めの薬、飴をくれたり、手当をしてくれたり、助けてくれる。


間延びした緩い口調だけど怖い時もある。かっこよくて優しい、不思議な人。


……暗殺者に優しいって変かな？


でもわたしにはそんな風に接してくれる。


どうしてか気になるが聞けない。


……仕事のためとかだったら嫌だ。


だけど後宮ここを出ても会えると言ってくれたから、仕事のためだけじゃないと思いたい。


……ううん、そうじゃない。


ルルに会えるなら仕事でもいい。


大切なことは『ルルと会うこと』だから。


もちろん、ルルが自分の意思で会いに来てくれるのが一番嬉しいけど、そうでなくても嬉しい。


わたしに会ってもいいと思ってくれるなら、それだけで十分。


それにルルは二、三日来ないけど、二度と会えないわけじゃない。


今日で三日目だからきっと明日は来てくれる。


そう思えば今夜くらい耐えられる。


体を丸めながら目を閉じる。


……明日は会えるよね、ルル。






十三日目　再会


まだ夜が明けきらないうちに、ルフェーヴルは後宮に忍び込んでいた。


屋根を伝い、魔法で防護しつつ煙突から建物内へ入り、暖炉から立ち上がるとふらふら散歩でもするかのように歩き出す。


ここが外であったら鼻歌でも歌っていそうな足取りだった。


廊下を抜けて、目的地の物置部屋に着く。


周囲に気配がないことを確かめてから、そっと物置の扉を開けて素早く中へ入る。


今日は天井裏ではなく気分的に扉から入りたかった。


相変わらず埃っぽい部屋の中で、厚手の古びた毛布の塊があり、そこから小さく寝息が聞こえる。


音もなく近付き、屈んで覗き込む。


「……ん〜？」


だが違和感を覚えた。


まじまじと眠るリュシエンヌを見る。


いつもより少し寝息が荒い気がする。


乱れた髪を退かして額に触れようとして、そこに小さな傷とこぶが出来ていることに気が付いた。


……こんなところ、普通打ちつける？


額を覆うように手の平を当ててみれば熱がある。


そこを打っただけではここまで熱が上がるはずがない。


毛布を剥がそうと触れれば眠るリュシエンヌが小さく呻いた。


……左肩が痛いの？


慎重に毛布を剥がし、ワンピースを脱がせてみれば、小さな体には新しい痣がいくつも出来ていた。


特に左肩と両腕は変色している。それに両肘と左脇腹、両膝も痣がある。


もしやと思い後頭部を触ってみれば、ほんの小さいものだが後頭部に擦り傷があった。


一瞬、殺気が漏れてしまった。


今までの経験上、怪我の具合でリュシエンヌに何があったか理解出来た。


背中には新しい傷がなく、左肩と両腕に集中する痣。両肘と膝に出来た痣は恐らく長時間硬い床につけ、体重がかかっていたからだ。


両肘と膝をつけた、つまり四つん這いの状態を強いられたということだ。


そして額と後頭部にある傷とこぶ。


何かで叩かれたか、重さをかけて、頭を床に打ちつけられたのだろう。


手でやられた場合は髪を掴まれるはずだ。それならば傷は出来難い。


……もしかして踏みつけられた？


腕の痣は頭を庇おうとしたものだ。


リュシエンヌは体が小さい。もしも殴ったり叩いたりしたならば一番上の背中に傷が集中するはずだが、腕や左肩の痣が酷いところを見るに、何度もそこを蹴られたのだろう。左脇腹の痣は薄い。


だが左肩が特に酷く、左肩は全体的に青紫色になってしまっており、これではきっと腕を動かすだけでも痛いはずだ。


下着の肩にかかっている部分をズラしてみれば、腕の付け根の方まで黄色っぽく変色していた。


……痣の具合から見て、昨日か一昨日くらいかな。


日に焼けていないリュシエンヌの細くて白い体に、青紫色の痣は非常に目立つ。


リュシエンヌを起こさないように抱え上げ、布の上に座り、膝にゆっくりと下ろす。


熱で疲れたのか起きる気配がない。


今ルフェーヴルが持っている薬では全身の痣を手当するには量が足りない。


とりあえず重傷な肩と、痕を残さないためにも額だけは処置しておかなければ。


まずは髪を避け、額の傷を診る。そんなに深くはない。それに自分で洗ったらしく、傷に土や汚れはついていなかった。当て布と薬を出し、布に薬を染み込ませてそっと額へ貼る。


沁みたのかリュシエンヌの眉が少し寄った。


もぞりと動いた小さな手が額に伸びたので、それを掴んで止め、触れさせないようにする。


すぐにまた規則正しく寝息を立て始めたため手を元の位置に戻し、次に肩へと取り掛かる。


やや大きめの当て布に打撲用の別の薬を染み込ませ、一枚ずつ貼って痣の部分を覆っていく。


小さな肩はあっという間に当て布でいっぱいになった。


触れた肩はかなり熱を持っており、これでは小さな体がそのまま熱を出すのも無理はない。


残った当て布で腕も手当て出来たものの、両肘と膝は薬も布も足りない。


……後で取りに戻らないと。


下着を戻し、ワンピースを着せる。


痛み止めと炎症を抑える薬を取り出したが、飲んでほしい人物は深く眠ってしまっている。


片腕でリュシエンヌを抱き上げ、もう片手で丸薬を自身の口に放り込み、水も含む。


それからリュシエンヌの口を開けさせ、飲み込みやすいように少し顎を上げさせ、唇を重ねた。


水と薬とを小さな口へ流し込む。唇を重ねたまま、小さな口へ舌を入れ、喉の奥へ水と薬とを流せば、抱き上げた体が僅かに強張った。


しかし、素直にこくりと水と薬を飲み込んだ。


……よし、これで多少痛みは良くなるかなぁ。


唇を離せば飲み込み切れなかった水が小さな口の端から零れたので、指で拭ってやる。


……ちっちゃな口だねぇ。


かさついた唇に指先で触れると口が開く。


どうやら喉が渇いてるらしい。


ルフェーヴルは水筒に口をつけると、少なめに口に含み、リュシエンヌと唇を重ねる。


「ん、ふ……」


水を流せば雛鳥のように飲む。


何度かそれを繰り返せば、小さな口からほうっと安堵の息のようなものが漏れた。


……これだけ飲ませれば大丈夫でしょ。


水筒を仕舞っているとリュシエンヌの口がもごもごと動く。


……あれ、まだ足りなかった？


「……る、る……」


ピタリとルフェーヴルの動きが止まる。


起こしてしまったのかとリュシエンヌの顔を見たが、規則正しい寝息である。


……あ、寝言かぁ。


何故かいつの間にか止めてしまっていた息をルフェーヴルはホッと吐いた。


「大丈夫、オレはここにいるよぉ」


毛布で包み直し、リュシエンヌの額の、こぶがないところへ唇を押し当てる。


眠っている間に薬を取って来よう。


そうして今日は傍にいよう。


……こんなことした奴が誰なのかも聞き出さなきゃいけないしねぇ。


眠るリュシエンヌを毛布の山に戻した後、ルフェーヴルは薬を取りに物置部屋を後にした。


＊　＊　＊　＊　＊


翌朝、部屋がかなり明るくなった頃に目が覚めた。


いつもより眠くて、目を擦りながら起き上がると、頭の上に何かが乗った。


何だろうと顔を上げれば、そこには、会いたかった人物がいた。


「おはよぉ」


その間延びした声にわたしは思わず飛びついた。


「ルル……！」


結構な勢いで抱き着いたのに、ルルはしっかりとわたしを抱き留めてくれた。


左肩が痛かったけど、そんなこと、今はどうでも良かった。


三日ぶりにルルに会えて嬉しかった。


言った通り、また会いに来てくれた。


言葉に出来ないくらい嬉しくて、切なくて、でもどうしようもなく安心したのだ。


「リュシエンヌは甘えん坊だねぇ」


ルルがおかしそうに笑う。


「オレに会えなくて寂しかった〜？」


うん、と頷けばギュッと抱き締められる。


ルルが「オレも〜」と言うので同じように抱き締め返すと、笑ったのか微かに体が揺れた。


でも体中に違和感を覚えて動きが止まった。


ペタペタと触ってみれば、服越しに、左肩や腕などに当て布がされていることに気付く。


「ルル、きずの手当てしてくれた？」


聞けば「そうだよぉ」と頷かれた。


だから昨日より痛くないのか。


「ありがとう」


ギュッとより一層強く抱き着く。


ルルに頭を撫でられる感触がした。


それが心地好くて思わず頭を擦り付けると、ルルの動きが一瞬止まり、更に頭を撫でられる。


「そうだ、まだ両肘と膝の手当てが済んでないんだよぉ。してもいーい？」


「うん」


ひょいとルルはわたしを持ち上げる。


胡坐をかいた足の上に横向きに乗せると、まずは膝の方の手当から始まった。


汚れを払い、布に薬を染み込ませて、それを膝にぺたりと貼った。


痛みはなくて、少しだけヒンヤリとする。


……ああ、膝も痣になってたんだ……。


ルルに手当てされて初めて気が付いた。


痩せ細ったリュシエンヌの小さな膝小僧は薄っすら青く変色している。


両膝にぺたりぺたりと当て布がされる。痣のせいで熱っぽいのか薬のほんのりと冷たい感触が気持ち良く、微かに香る薬の青臭さも悪くないような気さえした。


それから膝に包帯を巻かれる。


どう見ても新品のそれは買ったばかりに見える。


次に腕を取られて肘に布が当てられた。ぺたぺたと躊躇いなく貼られるが、雑さはなく、丁寧で、こちらの傷に触らないように優しい手付きの手当だった。


「ルル、ありがとう」


そう言えばルルはふっと目を細めた。


「どういたしましてぇ」


肘にも包帯が巻かれた。


不思議なもので、ルルが手当してくれたと思うと痛みが随分と和らぐような感じがする。


手当が終わった後も膝から降ろされることはなく、ゆっくりと顔に触れた手の指が頬を摩る。


「もう、おしごとおわった？」


「終わったよぉ」


すり、すり、と頬の表面を指が滑る。


手袋越しなので感触なんて分からないだろうに、ルルはわたしの頬を確かめるように、時々ぷにっと指で押す。


特に意味もないが、それに合わせてぷくりと頬を膨らませれば、ルルが声もなく笑った。


抱き上げられて、頬同士がくっつけられる。


……ルルの頬っぺたってツヤツヤ。


重なった頬に思わず頬を寄せると同じように頬が擦り寄せられる。


そのまま手を伸ばしてルルの首に抱き着く。


ルルの存在を確かめて安堵の溜め息が漏れる。


大きな手がわたしの背にそっと触れる。


「ねえリュシエンヌ、その痣、どうしたのぉ？」


よしよしと背中を摩られる。


そうすると自然と体の力が抜けた。


「けられたの」


「誰にぃ？」


「……おうじょさまたち」


ルルは「そっかぁ」と相変わらず緩い口調で答えたけれど、何故だか背筋がゾクリとした。


思わず身震いしたわたしをルルが抱き締める。


子供体温のおかげか、わたしの方が、ルルよりちょっとだけ体温が高いらしい。


「痛いの我慢して偉かったねぇ」


ルルの言葉に顔を上げる。


「えらい？」


「そう、リュシエンヌは頑張ってて偉いよぉ。良い子だねぇ〜」


掻き分けられた前髪の間から、ちゅっと額にキスが落とされる。


ちゃんと額のたんこぶや傷は避けられていた。


もう一度「良い子ぉ」と肩口に抱き寄せられる。


ルルの声はとっても落ち着く。


低くて、柔らかくて、明るくて、だけど変に感情がこもっていない。


でも触れてくる手が、見上げた先の灰色の瞳が、優しく触るから、細められるから、縋すがりつきたくなってしまう。まるで「頼っても良いんだよ」と言ってくれているみたいで。


触れられると、その瞳で見つめられると、何だかそれだけでぼうっとしてしまう。


……わたしがルルを好きだから？


「……ルル、わたしね」


ルルが「うん」と相槌を打つ。


「ルルがすき。だいすき。一番すき」


ルルの灰色の瞳が細められる。


「オレも、リュシエンヌが多分好きだよぉ」


ふるりと心が震える。


「ほんと？」


「本当」


ルルの顔が降りてきて、ちゅ、と前髪を避けた額に柔らかくて少しカサついた感触が触れた。


驚くわたしを他所にルルは何度か額に唇を当てては離し、最後にふふっと笑った。


「……ルル……？」


顔が離れるとルルが目を細めた。


「オレのはこーいうのをいつか成長したリュシエンヌの唇にしたいなぁって意味での好きになるかもしれないけど、リュシエンヌは嫌じゃない？」


瞳を覗き込まれて、わたしは首を振った。


……全然嫌じゃない。


それどころかすごく嬉しい。


「いやじゃない。わたしも、同じだと思う」


「思う？」


「……初めてだからわからない」


誰かを好きになるのは、リュシエンヌは初めてで、この表現し難い感情は上手く言葉に出来ない。


でも今のキスは全く嫌じゃない。ルルからしてもらえて嬉しかった。


……好きな人とのキスってこんなに幸せで、心地好くて、心がぽかぽかするんだ。


「でもね、ルルのことはだいすき」


手を伸ばしてルルの両頬に触れ、そのまま首を伸ばしてルルの額に自分の唇を押し付けた。


顔を離すと、ルルがにっこりと綺麗に笑った。


「ならいいよ」


愛情表現のキスというには拙つたなかったかもしれない。


だけどルルが喜んでくれているのが伝わってきて、わたしも嬉しくなる。


「やくそく、守ってくれてありがとう」


ルルが首を傾げた。


「約束なんてしてたっけ？」


「また来るって言ってくれたの」


「あれは約束とは違うんだけどねぇ、まあ、リュシエンヌがそう思ったならそれでもいいかなぁ」


ルルにとっては何気ない言葉だったのかもしれないが、わたしにはとても大事な言葉だった。


あの言葉があったから、会えなかったこの三日間も耐えられたし、痛いのだって我慢出来た。


ルルがいなかったら今回はさすがに泣いていたと思う。


それくらい肩の痣は痛くて、我慢するにも限界があった。


「大丈夫、これからはずぅーっと一緒だよぉ」


何よりも欲しい言葉だった。


それだけでわたしは、きっとこの先に辛いことがあったとしても頑張れる。


ルルがいてくれるなら足掻いてみせる。


……絶対にバッドエンドから抜け出してやる。わたしを必要としてくれる人が、好きだと言ってくれる人がいる限り、わたしは原作ものがたりに抗ってみせる。


……だから、お願い。ルル、ずっとわたしの側にいて。


……その代わりにわたしの全てをあげるから。


そうして、その後もルルの膝の上で過ごした。


高い位置にある小窓から、気付けば夕日が差し込んで部屋の中をオレンジ色に染めていく。


いつもならばルルは用事が済むと姿を消してしまうけれど、今日はわたしが起きてから、ずっとここに居てくれている。


せっかく良い雰囲気だったのだが、わたしのお腹の虫がグルルルゥと大きく鳴いたので、ルルが声もなく笑って、少し恥ずかしかった。


でもルルはビスケットの残りがあるかどうか聞き、わたしを毛布の上に降ろすと奥の机まで取りに行ってくれて、戻ってくるとまたわたしを膝の上に乗せた。


わたしはルルに見られながら食事をすることになった。


硬いビスケットにかじりつくわたしをルルは目を細めてニコニコと眺めていた。


ビスケットにかじりつくと当たり前だが喋ることは出来なくて、しかしルルも特に何か話すことを期待していたわけではないらしく、穏やかな沈黙がわたし達の間に落ちる。


「そういえばぁ、その肩の怪我はいつやられたのぉ？」


ちみちみと食事を続けていたわたしは指を二本立てて見せた。


それにルルが触れる。


「昨日？」


一本目の指に触れたので頷く。


二本目の指にも触れる。


「昨日の、昨日？」


それにまた頷いた。


ルルが不満そうに一瞬眉を寄せ、だけど、すぐに目尻を下げた。


「リュシエンヌは二日も我慢したんだねぇ」


また、よしよしと背中を摩られる。


「でもそれも明日で終わりだよぉ」


「あした？」


「そう、明日ぁ」


……明日クーデターが起きるってこと？


思ったよりも早いことに若干驚きつつ、でもそれ以上にホッとした。


この虐待生活からやっと抜け出せる。


「リュシエンヌは明日、外が騒がしくなっても部屋から出ちゃダメだよぉ？　……ん〜、そうだねぇ……」


ルルが物置部屋を見回した。


「あ、あの大きなクローゼットの引き出しに隠してあげるから、オレが来るまであの中でジッとしていられる〜？」


指差されたのは物置部屋にずっと放置されている大きなクローゼットだった。


引き出しも一つ一つがかなり奥行きや横幅、高さがあるので、小柄なわたしなら仰向けになっていれば十分隠れられそうだ。


「あそこに入るの？」


「そうだよぉ、怖ぁいオジサン達が来るけど見つからないように静かにしていられるぅ？」


それってクーデターに参加する兵士達のこと？


「うん。でも、わたし、引き出ししめられないよ？」


「それはオレがやってあげるぅ。夜になったらあそこに入れておくから、オレが来るまで寝てると良いよぉ」


さすがにそこまで神経は図太くない。……と、思う。多分。


だけどルルが迎えに来てくれるなら安心だ。


知らない人について行くのも、抱えられるのも嫌なので、やっぱりルルがいい。


頷けば、ルルに頭を撫でられる。


それに安心したのか、元々怪我のせいで疲れていたのか、ビスケットをかじりながらウトウトと船を漕いでしまった。


首がかくんと下がることでハッと目が覚めるけれど、やっぱり眠くてすぐに眠りに落ちかける。


それでも何とかビスケットにかじりついていたが、するりと大きな手がそれを持っていった。


パキ、バキ、ザリ、と硬いものが砕ける音がした。


「リュシエンヌ、口開けてぇ」


言われた通りに口を開ければ、サラサラと何かが入ってくる。


……あ、ビスケット……？


粉々に砕けたそれが口の中に入り、唇に硬いものが触れ、少量の水分が流れてくる。


もぐもぐと砕けたビスケットを口の中で噛んで、水で飲み下し、また粉が入ってきてを数回繰り返す。


最後に入ってきた粉は苦かった。


青臭くて、苦くて、ちょっとエグくて、まずい。


「痛み止めと炎症を抑える薬だよぉ」


水が容赦なく入ってきたのでそれも飲み込む。


そうしてコロンと何かが口に落ちる。


「ちゃんと飲めて偉いねぇ」


甘くて、香ばしくて、ほろ苦くて、美味しい。


前にもらったのと同じチョコレートだった。


口の中で解けていく甘さに、薬の苦味で強張っていた体がふにゃりと緩む。


……もう、ねむ……ぃ……。


落ちてくる瞼に抗うことは出来なかった。
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足の上でリュシエンヌが眠りに落ちる。


体勢が崩れてしまわないよう腕で支えると、当たり前のように小さな体が擦り寄ってくる。


……あ、食べかけ。


微かに開いたリュシエンヌの口の中に、与えたチョコレートが解けきらずに残っていた。


唇を指で触るともにょもにょと口が少しだけ動き、しかし食べ終わる前にまた口の動きが止まる。


……なんだろうなぁ、この感じぃ。


リュシエンヌはルフェーヴルがいなければまともな食事も出来ず、少し目を離すと怪我を負い、まるで生まれたての鳥の雛みたいにルフェーヴルに懐いている。


ルフェーヴルからしたら手がかかる子供だ。


しかしながら、それが嫌ではない。


むしろルフェーヴルにとってはその『手がかかる』点に好ましさすら感じる。


この手の中にリュシエンヌの命運があり、こちらの言動に喜んだり寂しがったりする姿はとても素直で分かりやすく、でもだからと言って自分の境遇を悲観している風でもない。


小さな唇を開けさせるとチョコレートはなくなっていた。


無防備に開いているそこへ指を入れ、狭い口内の内側を覗き込んで確認する。


……ん〜、まだ荒れてるねぇ。


舌は大分良くなってきたようだが、頬の内側などはただれたままだ。


拷問の一つに、罪人に煮え湯──つまり熱湯だ──を飲ませるというものがある。無理やり口をこじ開けて、そこに沸騰した湯を注ぎ、それによって口内や食道といった体の内側を傷つけるもので、相当な痛みがある。


リュシエンヌがされたのはそれに等しい。


こんなに柔らかくて薄くて弱い皮膚では、最初の一口目から火傷で痛んだだろう。


それも濃く煮出した紅茶なんて渋くて飲めたものではないというのに、熱湯で淹れられたそれをリュシエンヌは飲み切った。


そこはルフェーヴルも純粋に凄いと思った。


もしルフェーヴルがあんなものを出されたら、テーブルごとそれを出した相手に蹴り返している。


リュシエンヌの口から指を離した。


……甘い匂いがする。


暗殺者として匂いのする物は今まで控えていたが、今日くらいは良いだろう。


どうせこの後は依頼主の元に戻るだけだ。


ルフェーヴルは自身も一粒だけチョコレートを口に放り込み、小首を傾げた。


……甘いけど、いつもより甘いかも？


仕事の依頼のない日にたまに食べるチョコレートは、実はルフェーヴルの好物でもあった。


怪我をして食欲がなくても、死ぬほどまずい薬を飲んでも、仕事で苛立つことがあっても、チョコレートだけはルフェーヴルを癒してくれる。


それだけは他の何物にも代え難い。


……あ〜、そっかぁ。


ふっと頭に浮かんだことに納得した。


小さくて、茶色くて、力や熱を加えたらすぐに潰れたり溶けたりしちゃうけど、食べると甘くて、少し苦味があって、独特な香りがして、不思議とクセになる。


……リュシエンヌってチョコレートっぽい。


小さくて、茶色くて、ルフェーヴルよりずっとずっとか弱くて、接してみると素直で可愛くて、可哀想で、ルフェーヴルだけを見つめる琥珀の瞳は宝石みたいで、不思議と構いたくなってしまう。


一度味を知ってしまったら忘れられない。


たとえ離れても、そのうち食べたくなる。


一緒にいると心が穏やかになれる。


ルフェーヴルは納得すると同時に、自分の好きなチョコレートみたいなリュシエンヌを自分のものに出来ることに喜びを感じた。きっと砂糖を入れたら入れただけ甘くなる。自分好みのチョコレートになるかもしれない。


……今でも十分好みだけどねぇ。


甘くて美味しいチョコレートに出来上がったら、それをルフェーヴルは大事に大事に守り、ゆっくり味わう。


「……絶対にオレだけのものにしないとね」


たった一粒だけの大事なチョコレート。


ルフェーヴルは毛布の山から一枚だけ抜き取り、それを机の上へ敷いてリュシエンヌを一度そこへ寝かせる。


それから先ほど選んだクローゼットに向かい、扉からは死角となる一番下の位置にナイフで拳大ほどの丸い印をつけ、風魔法でその丸の部分を切り抜いた。


指で内側に向かって押せば、クローゼットの中にゴトンと切り抜いた部分が落ちる。


下の引き出しを全て開け、切り抜いた破片と埃を取り払って綺麗にする。引き出しを押し込むと壁と引き出しの穴が繋がる。これで空気穴は出来た。


二つある引き出しの内側部分の壁を切り、一つの空間にしたそこへ、次にリュシエンヌが使っていた毛布を引き出しの中に敷いていく。


最後にボロボロのクッションを置き、机の上で眠っているリュシエンヌの元へ戻る。


リュシエンヌを毛布で包み、その胸元にルフェーヴルがいつも持ち歩いている水筒とビスケットの入った包みを入れておく。


これなら途中で喉が渇いたり空腹になったりすることもないだろう。


整えた引き出しの中にリュシエンヌを仰向けに寝かせる。


無駄に大きなクローゼットで良かった。


おかげでリュシエンヌが横になっても余裕がある。


「おやすみぃ。……明日迎えに来てあげるから、良い子で待ってるんだよぉ？」


そっと長い髪を中へ仕舞ってやり、左右の引き出しを掴むと同時にクローゼットへゆっくりと押し込んだ。


空気穴もあり、水も食事もあり、それなりに空間もある。


飲ませた痛み止めは眠くなる作用もあるので、もしかしたら明日はギリギリまで起きないかもしれない。


ルフェーヴルは物置部屋の扉を開け、廊下へ出る。


風魔法で物置部屋の埃を軽く舞い上がらせて、リュシエンヌの生活していた痕跡を誤魔化しておいた。
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夢を見ている。


夢の中で、これは夢だと理解するのは不思議な気持ちだった。


わたしは宙の少し高い位置にいて、眼下には色とりどりの可愛らしい花が咲く庭が広がっている。


その庭の中、可愛らしい白いレースの縁のパラソルの下には、やっぱりこれまた可愛らしい丸テーブルと椅子が二脚あった。


テーブルの上には色鮮やかで美味しそうなお菓子があり、二人分のティーカップが置かれていた。


椅子には二つの人影が座っている。


一つは女の子だろう。


後ろ姿しか見えないけれど、艶のあるダークブラウンの髪に柔らかなレモンイエローの可愛らしいドレスを着ている。


女の子の手には皿があって、茶色のクッキーが数枚そこに並べられていた。


女の子の向かいに座る青年が皿に手を伸ばす。


ひょいとクッキーを一枚摘み、サク、とそれを一口食べる。


……もしかして、ルル？


柔らかな茶色の髪に、切れ長の灰色の瞳を細めて嬉しそうにクッキーを食べたのは見覚えのある綺麗な顔だった。


「……どう？　美味しい？」


女の子がどことなく不安そうな、それでいて期待のこもった声でルルに聞く。


クッキーを食べ終えたルルが頷いた。


「うん、美味しいよぉ。リュシエンヌは料理も出来るんだねぇ」


「そんなことないよ、教えてもらったから作れたの。でもルルに美味しいって言ってもらえて嬉しい」


「オレのために作ったから〜？」


……あ、女の子はわたし？


ルルが茶化すように言う。


女の子、わたしは素直に「そうだよ、ルルに食べてほしかったから頑張ったの」と頷いた。


それにルルが目尻を下げてふっと笑った。


「いい子いい子ぉ」


伸びた手がわたしの頭を撫でる。


子供扱いはそろそろやめてほしいけど、でも、ルルに頭を撫でてもらうのは好きだから嫌だとも言えなくて。結局、嬉しくてそれを受け止めてしまう。


そんなわたしの気持ちが手に取るように分かった。


「これ全部食べてもいーぃ？」


ルルがわたしの頭から手を離して、わたしの持っていた皿を指差した。


それにわたしが頷き返す。


「もちろんいいよ！」


「ありがとぉ」


ルルはわたしから皿を受け取るとテーブルに置き、一枚一枚時間をかけてゆっくりと食べていく。


わたしはそれが嬉しくて、紅茶を飲みながら、ルルがクッキーを食べる姿を飽きもせずに眺めている。


ルルが最後の一枚をわたしの口元へ差し出した。


「リュシエンヌにもご褒美ぃ」


差し出されたそれにパクリとかじりつく。


サク、とほどよい食感の音がする。


チョコを混ぜたクッキーは、チョコの香りと甘み、焼き上げた香ばしさでとても美味しそうだ。


ルルの手からクッキーを食べるわたしを、今度はルルが微笑を浮かべて眺めていた。


ルルとわたし以外は誰もいない。


穏やかで、和やかで、何も邪魔するもののない、二人の幸せな世界。


夢だと分かっているからこそ、切なくて、そうなったらいいのにと思いながら景色が霞かすんでいった。






十四日目　クーデター


ガタン、という音で目が覚めた。


真っ暗で、狭くて、一瞬自分がどこにいるのか分からなくて驚いたけれど、昨夜のルルの言葉を思い出した。


……そっか、わたし、今クローゼットの中に隠れてるんだっけ。


それにしても狭いなと思い身じろぎをしようとして、またガタリと音がした。


ハッと息を止める。






「はあ……、何だって俺がこんなことを……。クーデターっていうから、もっと派手に戦って憂さ晴らし出来ると思ったのに……」






ぶつぶつとぼやく男性の声がする。


この物置部屋の中を調べているらしい。


ガサゴソ、ガタゴトと部屋のあちこちを調べているのか音が聞こえてくる。


もしかしてもうクーデターが起こり、後宮にまで兵士達がやって来たのだろうか。


そうでなければ、この後宮に、王族以外の男性が入ってくることなどない。


……今、何時だろう。


きっとわたしはかなり長い時間眠っていたのだろう。


部屋の中を、物色する足音が行き来している。


そうしてついにわたしの隠れているクローゼットに足音が近づいて来る。


ギィ、と上の扉が開けられる音がした。


「チッ、こういうところにこっそり金目のモンを隠してるかと思ったが外れだな」


乱暴にバタンと戸が閉められる。


その振動が伝わってきて、ドキドキと心臓が緊張で早鐘を打っている。


……ここを開けないで……！


グッと引き出しに触れたのが分かる。


見つかる、と思った瞬間、別の声が聞こえてきた。


「おい、そんな所で何してる！」


怒鳴るような声に引き出しに触れていた手が離れたような気配がした。


「いやぁ、その、王族が他に隠れてないかと思って……」


焦ったような男性の声に、先ほどの声が今度は呆れた風に言った。


「そんな狭い引き出しに人間が入れるわけないだろ。というか、あの王族がこんな埃っぽい場所になんか来るもんか」


「そ、それもそうだな！」


「こんな所を捜してないで、向こうに行けよ。人手が欲しいって騒いでたぞ」


「おう、分かった、そっちに行くとするか！」


最初に部屋にいた男性らしき足音がバタバタと離れていく。


その足音が完全に聞こえなくなると、コツ、コツ、と静かな足音がクローゼットへ真っ直ぐ向かって来る。


でも不思議とそれに恐怖は感じなかった。


グッと引き出しに触れる気配がする。


そうしてゆっくりとわたしの入った引き出しが外側へ引き出されていった。
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クーデター決行日。


ルフェーヴルは兵士に偽装して、城の中の内通者と外で隠れて待機している依頼主達貴族との連絡手段として忙しく動き回っていた。


この仕事を終えればリュシエンヌを迎えに行ける。


だからこそルフェーヴルは迅速にクーデターが為されるように、王族や宰相達のいる場所なども併せて報告し、城内へ突入後、速やかに彼らを捕縛出来るように手引きした。


そのおかげかクーデターの兵士たちも、依頼主達も、何の苦もなく城内に押し入ることが出来た。城内の警備をしていた兵士たちは早々に武器を手放し、戦うことを放棄した。


数でも勝てない上に、王城の兵士達の士気は元々かなり低く、むしろクーデターを喜んで受け入れているようですらあった。


まずは妾達と惰眠を貪っていた王を捕縛した。女達も共に捕らえられたが、殆ど服とは言えない薄着のまま有無を言わさず引っ立てられていった。


王は訳が分からないといった様子で、抵抗する間もなく縛られたが、さすがにそこで我へ返ったらしく色々と喚いていた。


次に登城していた宰相を捕縛した。


宰相は自ら姿を現して「自分は王の命令に従う他なかったのだ」といかにも憐れそうに話し、抵抗せずに捕らえられた。


恐らく証拠は見つからない、もしくは見つかっても言い逃れを出来ると考えているのだろう。


自ら進んで捕縛されることで心証を良くしたいのかもしれないが、残念ながら、クーデターを起こした者達の心には何も響かない。


宰相が国庫を横領していたことも、王に代わって政を己の好きなようにしていたことも、全て判明している。


その後、後宮にも兵士達は押し入った。


ルフェーヴルはその中に紛れ、側妃と第二王子、王妃とその子供達三人がしっかりと捕縛されるのを待った。


王妃は堂々としており、自分は王の妻であり、高貴な人間なのだから、酷い扱いは受けないと思ったようだ。


だが兵士達を率いていた貴族は何の躊躇いもなく王妃達を捕縛した。


縄で縛られるという罪人のような扱いに王妃達は怒り、罵詈雑言を兵士や貴族へ浴びせかけたが、眉を顰める程度で誰もそれを取り合わない。


クーデターに加わり、兵を率いていたその貴族から「これはクーデターであり、王族達は皆、捕らえた後に処刑される」と説明を受けて初めて事態の深刻さに気付いた風ではあったが、もう遅い。


甲高い声で叫ぶ王妃や子供達は兵士達に引っ立てられて、王城の方へと移される。


ルフェーヴルは兵士達がリュシエンヌを見つけてしまわぬように見張ってもいた。


王族がいなくなり、後宮の兵士の数が減ったことで、ルフェーヴルは物置部屋へと向かう。


そこで室内を物色する男がいたが、声をかければ焦った様子で逃げて行った。


こういった騒ぎに乗じて盗みを働こうとする者というのは案外多いのだ。


男を追い払い、ルフェーヴルはクローゼットへ歩み寄る。


……幸い開けられた形跡はない。


二つある引き出しの取っ手を掴み、両手でゆっくりと引き出した。


そこには毛布に包まれ、仰向けに寝転がったままのリュシエンヌがいて、こちらを見上げる。


「……ルル？」


変装しているのに、リュシエンヌはしっかりとルフェーヴルを見上げ、手を伸ばして来た。


「よく分かったねぇ、偉い偉い」


腕を伸ばして抱き起こす。


その拍子にリュシエンヌの胸元から水筒と包みが転がり落ちる。


片腕でリュシエンヌを抱え、もう片手でそれらを拾う。水も包みも減った様子がない。


「喉渇いてない〜？」


リュシエンヌに水筒を見せると手が伸ばされる。


渡してやれば、受け取った水筒の口を開けて、こくこくと水を飲んでいく。


口を離し、フタを閉めると返された。


「ありがとう」


「どういたしましてぇ」


代わりに包みを持たせる。


しっかりとリュシエンヌを抱え直すと、ルフェーヴルは物置部屋を出た。


向かう先は依頼主の下である。
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引き出しからわたしを見つけたのはルルだった。


見た目も服装も違うけれど、雰囲気というか、わたしを見る眼差しはルルのままだから分かった。


わたしを抱き起こし、そのまま抱えられる。


水を飲むとあのビスケットの包みを渡された。


そうしてわたしを抱きかかえてルルが立ち上がり、物置部屋を出て、廊下を歩いていく。


「どこにいくの？」


ルルの肩に手を添えて体を安定させる。


まあ、そんなことをしなくてもびっくりするほどルルの腕はしっかりとわたしを支えていて、落ちる不安なんて欠片もない。


「お城だよぉ。後宮の外だねぇ」


「……外……」


「怖い？」


聞かれて首を振る。


「ルルがいるからこわくない」


廊下を歩いているルルとわたしを、通り過ぎる兵士みたいな人が不思議そうに見る。


でもルルは全く気にしてない。だからわたしも気にしないことにした。


きっとルルにも考えがあってわたしを連れ出したんだろう。


建物の外に出ると、ルルが空を見上げた。


「ほら、あれがお城だよぉ」


示されたので顔を上げる。


後宮の塀越しに石造りの堅牢そうなお城がある。


……あんなお城によくクーデターの兵士達が入れたなぁ。城攻めってかなり難しいんじゃなかったっけ？


こんな風に塀の外の景色を見る余裕なんて今までなかったけれど、お城はとても綺麗に見えた。


「ここから歩いてくとちょ〜っと時間がかかるんだよねぇ」


ルルがわたしを抱え直す。


「リュシエンヌ、しっかり掴まっててね？」


うん、と返事をする前にグッと体が押し付けられるような感覚に襲われる。


しかし次の瞬間にはふわっと宙に投げ出されたような、浮遊感がした。


ルルがひとっ飛びで後宮の塀を乗り越え、その先に続く木に乗り移った。


木々の合間をひょいひょいと大きく跳躍する。


抱かれたわたしの視界がどんどん流れる。


跳躍したら枝に乗り、次の枝へ更に飛んで、とルルは立ち止まることなく後宮から離れていく。


後宮の塀があっという間に木々に消えて王城が視界いっぱいに近付く。


「ルルすごい！」


まるで遊園地のアトラクションみたいだ。


多分、普通の人間が走るよりもずっと速い。


思わず声を上げれば、ルルが笑う振動が伝わって来た。


「楽しい？」


「たのしい！」


ルルの首にしがみついて言う。


こんなに風を切って駆け抜けるのは初めてだ。


「じゃあ特別にも〜っと面白いことしてあげるよぉ」


そう楽しそうな声がして、ルルは魔法の呪文を口にしながら一度地面に降り立つと、深く身を屈め、バネのように飛び上がった。ぶわ、と風に包まれ更に高く飛ぶ。


高く高く飛んだ先でルルはわたしを抱えたまま、くるんと逆さまになる。


そこからはお城や後宮の外に広がる街も見えた。


真っ青な空はどこまでも続いている。


「わあ！　ひろい！」


自然と歓声が漏れた。


落下しながらもう一度くるんと回転して、いつの間にか到着していたお城のバルコニーの手摺に着地した。


わたしの乱れた髪をルルが後ろへ払う。


「どうだった？」


細められた灰色の瞳に笑い返す。


「すっごくおもしろかった！　あんなにとべるなんて、ルルすごい!!」


「でしょ〜？　オレってば凄いんだよぉ」


両手で抱えていたのを、片手に戻される。


そうしてルルはまた飛び上がって城の外壁をひょいひょいと上へ登っていく。


どこまで行くのだろうとルルの首に掴まっていると、ルルはいくつもバルコニーが並んだ場所で立ち止まった。


「この中には沢山人間がいるけどぉ、リュシエンヌは入っても大丈夫ぅ？」


それに頷き返す。


ルルはわたしの頭を軽く撫でた。


ぐにゃりとルルの姿が一瞬歪んで、いつもの見慣れたルルの姿に戻った。


それから、ルルはバルコニーを歩いて、城の中へと続く両開きの扉を、何と蹴り破った。


ガラスやら取っ手やら、扉の破片が派手に飛び散る。


「ちょ〜っとお邪魔しまぁす？」


ちょっとどころではないお邪魔の仕方だった。


＊　＊　＊　＊　＊


ガシャァアアンッと派手な破壊音が響き渡る。広い舞踏の間の、バルコニーの一つがぶち破られ、磨かれた床や高級な絨毯の上に破片が散らばった。


壊れた扉を潜り抜けて人影が入ってくる。


「ちょ〜っとお邪魔しまぁす？」


妙に間延びした聞き覚えのある声だ。


剣や杖を構えている部下達を手で制する。


暗殺者の癖に、何故こうも派手なことをしたのかは不明だが、入ってきたのは味方である。


「もっと静かに入って来られないのか」


ベルナールは呆れながらも声をかけた。


ばき、べき、と砕けたガラスの破片を踏みながら入ってきたのはベルナールが雇った暗殺者ルフェーヴルだった。


どこにでもいそうな茶髪に灰色の切れ長の瞳、顔の半分は巻いた布で隠れていて、細身のその暗殺者は腕に子供を抱えていた。


恐らく、リュシエンヌ＝ラ・ヴェリエだろう。


元が何色だったのか分からないくらいにくすんで、摩り切れたボロボロのワンピースは丈が合っておらず、痩せ細って今にも折れてしまいそうな手首や足首が覗いている。


しかも素足には靴の代わりかボロボロの布が巻きつけてあるだけだ。


腰までの髪は傷んでいるだけでなく、明らかに誰かに無理やり切られたのが見て取れるほど毛先はバラバラで、前髪も顔が隠れるほどに長い。


報告書を思い出して、ふとリュシエンヌ＝ラ・ヴェリエの誕生日が今日であることに思い至った。


五歳になったにしてはあまりにも小さい。


覗く手足には痣や傷が垣間見え、その小さなや細さと相まって、酷く弱々しい印象を受けた。


「その子がリュシエンヌ＝ラ・ヴェリエか？」


スタスタと近付いて来るルフェーヴルへ問う。


ルフェーヴルは頷いた。


「そうだよぉ」


そうして子供の長い前髪を掻き上げた。


その下には痩せても愛らしい顔があった。


ぱっちりとした大きな瞳はややオレンジがかった美しい琥珀で、透き通った宝石のような輝きは美しく、引き込まれてしまいそうだ。


「リュシエンヌ！」


突如割り込んできた甲高い声にベルナールとルフェーヴルは同時に声のした方へ顔を向けた。


ルフェーヴルの腕の中の子供がビクリと揺れる。


それをあやすようにルフェーヴルが背を撫でた。


……お前でもそのようなことをするのか。


一瞬、驚きとも感動とも言えない気持ちをベルナールは抱いたが、それも続く声に掻き消された。


「どうしてあなたは縛られていないのよ!?　同じ王族なのに!!」


キイキイと騒ぐ王妃の声は耳障りだ。


その横にいた王が目を丸くした。


「リュシエンヌ？　……もしかして、余の娘の？　第三王女か？　生きていたのか？　どういうことだ？」


王が疑問だらけの顔をして、ルフェーヴルの抱いている子供と王妃とを交互に見た。


「リュシエンヌは死んだのではなかったのか？」


王の言葉にどういうことかとベルナールは王妃を見やったが、その場の全員の視線を受けた王妃は気圧されたように口を噤つぐんだ。


それにルフェーヴルが口を開く。


「王サマはさぁ、王妃に騙されていたんだよぉ」


ルフェーヴルが獲物を狙った肉食動物のように笑い、うっそりと目を細めていた。


「騙された……？」


王がルフェーヴルへ顔を向ける。


「そうだよぉ。そこの王妃はねぇ、王サマにはリュシエンヌが死んだって伝えてこっそり隠してたんだぁ。それでぇ、第二王子を殺した後、王サマに何かあったらリュシエンヌを女王に据えて操るつもりだったんだよぉ」


ベルナールも王がリュシエンヌを死んでいると思っていたことは知らなかった。


……知っていて放置していたわけではないのか。


「まあ、王サマはリュシエンヌに興味なかったもんねぇ？　死んだって言われてもどうせ気にしなかったんでしょ〜？　もし少しでも気にしてたらリュシエンヌが生きてるってすぐに分かったはずだもんねぇ？」


それは確かにそうだ。


後宮で働く使用人達はリュシエンヌの存在を知っていた。


少しでも調べれば、簡単にリュシエンヌ＝ラ・ヴェリエが生きていることは分かっただろう。


「しかもぉ、そこの王妃は宰相と通じてたんだよぉ。王サマは知らないかもしれないけど、王サマってば、何度も宰相の手の者に毒を盛られてたんだよねぇ」


「違う！」


宰相がルフェーヴルの言葉に割って入る。


「主君たる王にそのようなことをするはずがない！　そもそもする理由がないだろう!?」


ルフェーヴルが小首を傾げた。


「ええ〜？　宰相サマの立場だったらむしろ理由ありありじゃな〜い？」


「何を根拠にそのようなことを言っている！」


怒りに顔を赤くする宰相をルフェーヴルは見た。


「アンタの部下がさぁ、こころよ〜く証拠を渡してくれたよぉ？」


チラとルフェーヴルが視線を向けた先、そこには宰相の右腕として働いていた男がいた。


青い顔で、微かに震えているが、それでもそこに立ってジッと宰相を見据えている。


その男を見て宰相の顔から血の気が引く。


ルフェーヴルがその男から受け取った証拠はベルナールの手中にある。


どれもこれも、宰相が犯した罪を証明するには十分過ぎるほどのものだった。


ちなみに宰相を裏切ったその男は自身の罪を償うと申し出てきた。


ただ家族に罪はないと助命を乞われた。


その願いと覚悟をベルナールは受け取った。


「そうだな。脱税、横領、国宝の無断持ち出し、その他諸々の罪の証拠は揃っている。国王に毒を盛ったこともな」


ベルナールの言葉に国王がギロリと宰相を睨む。


宰相はそれにギクリと肩を揺らし、縛られた状態でずりずりと国王から距離を取る。


国王も体を動かして宰相ににじり寄ろうとしたが、監視している兵士に掴まれて押し止められた。


「そんなことよりさぁ、オレ、ファイエット侯爵にオネガイがあるんだよねぇ」


そんな緊張した場でルフェーヴルだけがのんびりと喋る。


「……何だ」


ルフェーヴルのお願いというのはあまり良い予感がしない。


だが、ルフェーヴルが何やら魔法の詠唱をすると、その腕の中にいるリュシエンヌを薄い膜で包んだ。


「まずはぁ、王族を処刑するまでの扱いにオレも噛ませてくんな〜い？　リュシエンヌがされたことをやり返してあげないとオレの気が済まないんだよねぇ」


ルフェーヴルの腕の中でリュシエンヌが不思議そうな顔で首を傾げている。


……なるほど、音を遮断したのか。


「その子がされたことをすると？」


「そうだよぉ。それなら拷問じゃないしぃ、自身の行いが返ってくるわけだから別にいいでしょ？」


ベルナールは王族を横目に見る。


あまりにうるさいので手を翳し、王族の周囲に防音結界を張って音を遮断する。


その様子を見る限り、リュシエンヌに対して色々とやったのだろう。


容赦のないルフェーヴルに任せれば、必ず王族は精神的にもボロボロにされる。


その姿を見れば民も少しは溜飲を下げるかもしれない。


「良いだろう。後ほど、話を通しておく」


「どぉも。それともう一つ。こっちの方が大事な話ぃ」


「一応聞こう」






このルフェーヴルが大事というのが気になった。


それまでヘラヘラしていたルフェーヴルの表情が鋭くなる。


「オレをリュシエンヌの侍従として雇って」


その願いは想定外だった。


だが、考えてみると悪い話ではない。


リュシエンヌ＝ラ・ヴェリエは、王族が処刑されてしまえば、ただ一人の王族の生き残りとなる。


その血を悪用するために、もしくは王族に恨みのある者がそれを晴らすために、生き残りのリュシエンヌを誘拐したり害したりする可能性は高い。


腕利きの暗殺者ということは、逆に言えば、守ることにも優れているとも考えられる。


護衛にもなる良い人選かもしれない。


それにリュシエンヌはやがてはルフェーヴルの下に行くこととなる。


……どうせ断っても、ルフェーヴルは勝手にリュシエンヌに会いに来るだろう。


それならば腕利きの暗殺者をこちらに引き込んでおくことで、リュシエンヌの守りを固めるべきかもしれない。


この様子ならばルフェーヴルはリュシエンヌを裏切ることはなさそうだ。


「分かった、今よりお前をその子の侍従とする」


「ありがとぉ」


数年の付き合いがあるが、ルフェーヴルに礼を言われるのは初めてである。


パチンと膜が弾けてリュシエンヌがルフェーヴルを見上げた。


「なんのはなし？」


囁くようなものだが、高く澄んだ愛らしい声は非常によく通る。


「これからもオレはリュシエンヌと一緒にいられるように、話をしたんだよぉ」


「ほんと？」


「本当〜。あの人が、これからはリュシエンヌの父親になるんだよぉ。で、オレはあの人に雇われるの」


リュシエンヌがベルナールを見た。


小さな口が開く。


「……おとう、さま？」


美しい琥珀の瞳が髪の隙間からジッと見つめてくる。


ベルナールはルフェーヴルに抱き上げられたリュシエンヌにゆっくりと歩み寄る。


「初めまして、私はベルナール＝ファイエットという。これからは君の義理の父親になる。君をファイエット家の養女として受け入れよう」


こういう時に気の利いた言葉の一つもかけられない自身をベルナールは内心で苦く思った。


だがリュシエンヌの空気が柔らかくなる。


「はじめまして、リュシエンヌ＝ラ・ヴェリエです。よろしく、おねがいします」


小さな頭がぺこりと下げられる。


「ルフェーヴル……、君を抱えているそこの男を君の従者として雇うがそれでも構わないか？」


髪の隙間から覗く琥珀の瞳が瞬いた。


「ルルといっしょ？」


「そうだよぉ、外に出てもずぅ〜っと一緒ぉ」


「うれしい」


ルフェーヴルが頭を寄せると、リュシエンヌがにこりと笑って同じように頭を寄せた。


……思った以上に懐いているようだ。


これでは二人を離すことは難しいだろう。


ルフェーヴルの提案通りにするしかなさそうだ。


「リュシエンヌを私の屋敷へ」


「りょ〜か〜い」


これ以上小さな子供をここに置いておくわけにはいかない。


それに傷だらけの小さなこの子供にはしっかりとした食事や安全に眠れる場所が必要だろう。


ベルナールの言葉にルルが頷き、リュシエンヌに「新しいお家に行こっか〜」と声をかける。


そうして先ほど壊した窓から外へ出て行った。


……さて、これで子供の目を気にしなくて良い。


「処罰が決まるまで、そこの者達を全員地下牢へ繋いでおけ！」


これから更に忙しくなる。


ベルナールは冷たい目で、引っ立てられていく王族や宰相を見送った。


＊　＊　＊　＊　＊


クーデターは無事に成功したらしい。


ルルに運ばれながら、わたしは先ほど見た王族のことを思い出した。


国王は小太りで、ほぼ下着姿で縛られていて、その後ろにいた薄着の女性達を見れば今まで何をしていたのかすぐに理解出来た。


……あんなのでも父親なんだよね……。


いや、さっき言われた通りファイエット侯爵がこれからはリュシエンヌの義理の父親になるのだろう。


それでもやっぱり実の父親というのは別で。


リュシエンヌの悲しい気持ちがじんわりと胸に広がった。


実の父親は驚いていたが、リュシエンヌのことをきちんと見ることはなかった。


それが悲しいとリュシエンヌの心が泣く。きっとリュシエンヌは少しばかり期待していたのだ。


もしかしたら父親は自分を見てくれるかもしれない、存在に気付いて手を伸ばしてくれるかもしれない、と。でも結局それは幻想だった。


わたしはそれを知っていたけれど、リュシエンヌの部分が悲しいと、辛いと叫んでいる。


気付くとわたしの頬を涙が伝っていた。


「リュシー」


ヒクッとしゃっくりが出る。


「リュシー、大丈夫、オレがいるよ」


街の屋根の上を駆けながら、ルルがわたしの背を撫でる。


「オレは絶対リュシーを捨てないよ」


どうしてルルはいつも欲しい言葉をくれるんだろう。


悲しかった気持ちの中に、嬉しい気持ちが交じり合い、言葉にならない感情が生まれる。


「リュシー、って、わたし？」


「そうだよ、リュシエンヌだからリュシー。オレだけが呼べる愛称。いいでしょ？」


……リュシーって可愛い響き。


それにルルだけが呼んでくれる特別な名前。


ルルの首にしがみつきながら頷く。


「……うん。うん、ルルだけのなまえ」


何も持っていないわたしだけど、ルルが望んでくれるなら、ずっと一緒にいたい。


「そう、オレだけがリュシーって呼ぶの。オレをルルって呼ぶのもリュシーだけ」


わたしだけの愛称。わたしだけの呼び名。


ギュッと抱き着きながら思う。


本当にわたしはルルが好きで、重症だ。


ルルの顔が近付いて、頬に触れるだけのキスをする。


それだけで悲しかった気持ちは薄らいだ。


「ルル、だいすき」


「オレもリュシーが好きだよぉ、多分ねぇ」


多分、なんて曖昧な感情でもいい。


ルルがいればわたしはきっと大丈夫。






王族達の末路


王城の地下にある牢獄。


本来であれば重罪を犯した貴族や王族を狙った者など、よほどの罪を犯さねば入れられることのない場所であった。


しかし今現在、そこにはこの王城の元主人である者達が入れられていた。


国王と王妃、側妃、そして王妃と側妃の子供達。それぞれが別々の牢に入れられている。


両手に鎖がはめられ、ゴテゴテとしていた衣類は全て剥がされ、今は囚人の着る古びた服を着させられている。


「ちょっと、誰かいないの!?　誰か!!」


「ここから出しなさいよ！」


「食事は!?　お腹減った!!」


子供達の甲高い声が響くが、誰も様子を見に訪れない。


誰も来なければ、何かを言いつけることも出来ず、王妃の子供達は癇癪かんしゃくを起こしていた。


王と王妃は青い顔で座り込んでいる。


側妃と第二王子は諦めたように牢の隅に座り込み、膝を抱えて俯いたままだ。


王妃の子供達だけは自分の状況をよく理解していないらしい。


「こんな状況でもよくそれだけ騒げるねぇ」


不意に響いた声に、その場にいた全員がびくりと体を震わせた。


そうして鉄柵の向こう側にいる人影、ルフェーヴルは牢に似つかわしくない明るい声で続ける。


「さっすがぁ、牢に入れられても全っ然こたえてないねぇ。でもそれくらいの方が楽しめるかなぁ」


あは、と笑うルフェーヴルの目は欠片も笑っておらず、冷たい眼差しで柵の向こうを見つめている。


「お前は、昼間の……」


王族達が牢に入れられてから既に半日が経過した。


地下牢に窓はないが、置かれた蝋燭ろうそくの減り具合で時間の経過は何とか分かるだろう。


今は月が天頂を少し過ぎた辺りである。


王の言葉にルフェーヴルは頷いた。


「そうだよぉ」


昼間よりも簡素な格好で現れたルフェーヴルに、王が鉄柵に寄った。


「出してくれ！　余は何もしていない！　宰相が横領や脱税をしていたことも、そこの女、王妃がリュシエンヌを虐げていたことも、贅を尽くしていたことも知らなかったのだ！」


「なっ……!?」


王の言葉に王妃が口を戦慄わななかせ、キッと眦まなじりを釣り上げて柵に寄る。


「それを仰るならあなただって贅沢に暮らしていたではありませんか！　あんなふしだらな娼婦達を集めて装飾品を買い与えたり、金を渡したりしていたでしょう!?」


「うるさい！　余は王だぞ!?　王が贅沢をして何が悪い!?」


「わたくしだって王妃ですわ!!」


ぎゃあぎゃあと言い争いを始めた両親に、先ほどまで騒いでいた子供達はぽかんと目を丸くしている。


その様が滑稽でルフェーヴルは噴き出した。


「ぶふっ……！　あはははは！」






    
  





まるで面白い見世物でも見たかのように笑うので、王も王妃も、子供達もルフェーヴルを見た。


ただ側妃と第二王子は何かを感じたのか更に身を縮こませて怯えるように端に寄った。


これでもかというほど笑った後にルフェーヴルは言う。


「まだ分かってないんだねぇ」


ルフェーヴルは柵に近付き、王を覗き込む。


「王サマはぁ、何もしなかったからダメだったんだよぉ。そりゃあそうだよねぇ。国王なのに政には関わらない、毎日女を取っ換え引っ換え、豪華な食事に装飾品を女に買い与えて。それでいて正そうとする臣下を次々地方に追いやったり辞めさせたり。王サマらしいことなぁんにもしてないんだもん」


「王権奪われても仕方ないよね〜」とルフェーヴルが笑い交じりの声で言う。


それから次に王妃を見た。


「王妃サマはさぁ、本当なら王サマを諌めなくちゃいけないのに後宮にこもって贅沢な暮らしばっかりしてたよねぇ？　ドレスに宝石、金銀細工の装飾品、高額な輸入品やワイン、食材で毎日晩餐会みたいな豪勢な食事。国庫は王サマと王妃サマ達の贅沢で消えていく〜」


王妃が震えながらも口を開く。


「そ、そんなの知らなかったわ！　だって誰も止めなかったもの！　国庫がそんなに苦しいと知っていたらやめていたわ!!」


ルフェーヴルの灰色の瞳が細められる。


「だって止められないわ〜！　止めたら酷く折檻されるもの〜！　それに王妃サマってば気に入らない使用人はすぐやめさせるんですもの〜！」


ルフェーヴルが王妃の声真似をして言い、けらけらとおかしそうに笑った。


からかわれた王妃の顔が羞恥で染まる。


後宮での人事は王妃に一任されている。だから後宮で働く者は王妃の機嫌を損ねないようにいつも気を張っているし、いつも機嫌を窺っている。


しかもリュシエンヌへの虐めも目の当たりにしているのだ。


王妃に進言など出来ようはずもない。


己を可愛いと思えば尚更無理である。


「それから、そっちのガキ三人」


ふっと笑いを止めたルフェーヴルが王子や王女達を指差した。


「お前達がリュシエンヌにしたことは知ってるからね？　あの子がされたことを、今度はお前達にしてやるよ」


優しく聞こえる静かな声でルフェーヴルが宣言する。


そうして今まで抑えていた殺気を解放する。


たとえ殺気を理解出来なくても、本能的な恐怖はあるらしく、王も王妃も、子供達も呼吸に失敗したような音を立てて地面に転がった。


それを見たルフェーヴルが殺気を抑える。


「ええ〜、これぐらいの殺気で失神するのぉ？」


「つまんなーぃ」とぼやいたルフェーヴルがパッと振り返った。


その方向から足音がして、ランプを持ったベルナールが姿を現した。


「お前、あまり殺気を放つな。看守や兵士達が怯えていたぞ」


「なぁんだ、アンタかぁ」


ふっとルフェーヴルの空気が緩む。


肌を刺すような殺気に満ちていた空気が緩和され、ベルナールも内心でホッと息を吐いた。


「彼らをどうする気だ」


先ほどのルフェーヴルの殺気を浴びたせいか、王族達は全員気を失っているようだった。


「そうだねぇ、まずは王妃にあっつ〜い紅茶でも淹れてあげるつもりぃ。で、王女達は髪を切って、痣が出来るくらい遊んでぇ、第一王子は水遊びでもしようかなぁ」


「……なるほど」


それらはルフェーヴルの報告にあったものだ。


「そうしたらそのまま檻に入れてさぁ、城下の広場に置くの。立て札作って『お好きにどうぞ』って書いておくんだよぉ」


「しかし、それで民衆がすぐに手を出すか？」


ルフェーヴルがうっそりと目を細めた。


「そこはオレが扇動するからぁ。あ、王と側妃と第二王子は要らないから好きにしていいよぉ？」


「いや、それならば一緒に広場へ持って行ってくれ。王もそうだが、側妃も第二王子も贅沢をし過ぎたし、金と自由欲しさに他国に我が国の情報を漏らしている」


「うっわ〜、そりゃあ見逃しようがないねぇ」


ルフェーヴルは楽しくて仕方がなかった。


側妃や第二王子はどうでもいい。


王も、まあ、わりと興味はない。


ただ王妃とその子供達は別だ。


本当ならばリュシエンヌが味わったように五年かけてじっくりと嬲ってやりたいのだが、政治的な問題も絡むとなるとそうもいかない。だから手っ取り早くやらなければいけない。


それでもリュシエンヌの仕返しが出来る。


リュシエンヌはそんなこと望まないかもしれないが、そんなことはルフェーヴルには関係ない。


自分が不愉快に感じたからリュシエンヌと同じ目に遭わせたいと思った。


それだけであって、これはリュシエンヌのためなんかじゃない。


完全な自己満足である。


そして、同時に牽制でもあった。


リュシエンヌに手を出せばどうなるか。


目に見える形で結果が分かれば、今後は手を出す愚か者も減るだろう。


そうして誰もリュシエンヌに近付かなければ良い。


……リュシーはオレだけのかわいいリュシーだからねぇ。


「それとぉ、ここでコイツらやっていーぃ？　いつもは専用の場所でするんだけどぉ、ここから出すわけにはいかないでしょ？」


ベルナールがそれに頷いた。


「ああ、許可しよう。だがあまり壊すなよ」


「だぁいじょ〜ぶ。オレ暗殺者だよぉ？　ちゃ〜んと処刑まで正気を保ったままにしておいてあげるよぉ」


それはそれで地獄だろうなとベルナールは思ったが、言及しないことにした。


そうしてベルナールはルフェーヴルに袋を手渡した。チャリ、と高い音が微かにした。


ルフェーヴルがベルナールに雇われた期間は『クーデターが成功するまで』である。


前金を貰い、別途料金を受け取り、そうして最後に残りの金額を貰う契約で、それを今渡されたのだ。中身を見なくても感触と重さできちんと金が支払われたことが分かる。


ベルナールが依頼料を支払わなかったり、出し渋ったりしたことは今まで一度もない。


その辺りは、ルフェーヴルも信用している。


そしてこれからの時間は仕事外だ。


つまりルフェーヴルの私的な時間で、趣味だ。


渡す物を渡し終え、ベルナールは早々に地下牢を出て行った。


ルフェーヴルは詠唱を呟き、空間魔法を展開させるとその中に袋を放り込む。


これで盗まれる心配もない。


「さぁて、それじゃあ楽しい楽しい拷問でもしようかねぇ」


リュシエンヌが眠っている夜の間しか時間がない。


あの子が起きる前には身綺麗にして戻らないとねぇ。


＊　＊　＊　＊　＊


バシャリと冷たい水をかけられて王妃は目を覚ました。


そうして、顔を上げ、目の前に立つ少年とも青年とも言える人物を見つけてしまい「ひっ……!?」と声にならない悲鳴を漏らした。


両手は枷をはめられているが足は自由なので、何とか這いずりながら逃げようとしたが、古びた囚人服の後ろ襟を掴まれてしまい叶わなかった。


「ちょっとちょっとぉ、人の顔見て逃げ出すなんて失礼じゃない？」


その人物はそのまま王妃を元の位置へ引きずっていき、手を離した。


両手をつけたので顔はぶつけなかったが、とっさについたせいか手首がズキリと痛んだ。


周りを見回せば、そこは自分が入れられた牢であった。同じ場所ということにホッとしつつも王妃は牢の中にいるその人物に奇妙な恐ろしさを感じていた。


見た目は細身で威圧感などはない体格だ。


なのに、側にいるだけでゾッと背筋を冷たいものが駆け抜けていく。


その人物は空間魔法を使い、そこから何かを取り出した。


……あれはティーポット……？


どこか優雅な、けれどどこかわざとらしい動きで丁寧にポットの中身がティーカップへ注がれる。


ふわりと香るのは紅茶の匂いだ。


この牢に入れられてから、食事はないし、水もあまりもらえないので少し喉が渇いていた。


ごくりと思わず生唾を呑んでしまい、自身のはしたなさに気付いて顔が赤くなるのが分かった。


「はい、どうぞぉ」


口の広いティーカップが床に置かれた。


随分と濃い色合いで、湯気が立っている。


濃く淹れすぎてあまり美味しくはないだろう。


手を伸ばさずにいると、その人物に髪を鷲掴みにされ、無理やり体を折られる。


顔がティーカップに近付いて湯気が当たる。


「何してるのぉ？　ほら、飲んでよぉ」


手を伸ばそうとしたら、その手を踏まれた。


「ああっ、痛い！　やめてっ、足を退けなさい！」


そう言っても手に乗った足は動かない。


細身のくせに、もう片手で掴んでも、叩いても、その足はビクともしなかった。


それどころか髪を掴んで引っ張り上げられる。


「誰が手を使っていいって言った？」


間近にある灰色の瞳にジッと見つめられる。


間延びした声ではなかった。


低く、唸るような声だった。


「ひっ、あ、ああ……っ！」


「これくらいで泣かないでよぉ。まだ『何も』してないのにさぁ」


その言葉に耳を疑った。


まだ『何も』してないですって？


こんなに乱暴なことをしておいて、これが、この人物にとっては大したことではないと言うのか。


思考で一瞬体の力が緩むと、グイと顔をティーカップの上へ戻される。


鼻先にあるカップからは湯気が出ており、どう見ても熱湯で注いだばかりのものだった。


「リュシエンヌにも紅茶をあげたでしょ？」


その言葉にハッとして見上げれば、灰色の瞳が冷徹な光を宿してこちらを見下ろしていた。


「あ、あなた、あの子から何か聞いたのね？」


相手は何も答えない。


またあの子。……またあの女。


国王の心を奪った、自分より美しい女。


「あの子はありもしないことを言う悪い癖があるのよ。わたくしがこんな酷いことをするはずがないでしょう？」


胸の中でじわりと滲んだ感情を押し殺し、憐れに見えるように涙を零す。


しかしその人物の目は変わらなかった。


いや、尚更冷たい色を宿して王妃を見た。


「残念、オレにそういうのは通じないよ。それにこれはリュシエンヌから聞いたんじゃない。オレ、あの時天井裏で見てたんだよね、全部」


そう言われて涙が止まった。


見ていた？　天井裏で？


あれをいたぶっているのを見られていた？


「だからさぁ、早く飲んでよ？」


また顔がカップに近付き、鼻先が微かに中身に触れた。


「あああっ、熱い！」


逃げようともがいても頭が全く動かせない。


それでも何とか暴れていると鼻が液体から離れる。


空気に触れてヒリヒリと鼻先が痛んだ。


思わず踏まれていない方の手で顔を押さえたが、それで痛みがなくなるわけではない。


目の前の人物が言う。


「何騒いでんの？　アンタ、同じことをリュシエンヌにさせたよね？　五歳のリュシエンヌが出来たことを、大人のアンタが出来ないなんて言わせない」


グッと後頭部に力が入れられる。


また目の前にティーカップが近付いた。


時間が経てば冷めると思ったが、どうしてか、このティーカップの中身は冷める気配がない。


必死に首に力を入れて抵抗すると、頭が引っ張り上げられる。


「そっか、飲みたくないか」


その言葉に何度も頷く。


今度は掴んだ髪を下に引っ張られ、顔が上向きになり、口が開いた。


そこに何かが割り込んでくる。


「じゃあ仕方ないからオレが飲ませてあげる」


掴もうとした腕は動かせない。腕につけられた枷が酷く重い。


その人物が身をかがめてティーカップを拾い、その中身を口に入れられた筒のようなものの上部へ向かって傾けた。


熱い液体が口の中に流れ込んでくる。


「〜っ！　〜〜っ!!」


熱いというより痛い。口内の激痛に体がブルブルと震える。


吐き出したいのに、口に入れられた筒のようなもののせいで吐き出せず、上向きにされているせいか喉へ熱い液体が流れ込んでくる。むせても液体は止まらない。熱い液体が口の中を傷つけ、喉を通って胃の辺りへ落ちるのが分かった。胃に落ちても熱を感じる。


「ほら、まだまだ残ってるよ」


容赦なく熱い液体が流れ込んでくる。


熱くて、痛くて、苦しくて。


それなのにその人物は楽しそうに訊いてくる。


「美味しい？　ここの厨房からこっそりもらってきたんだけど、良い茶葉使ってるよね」


楽しそうなのに淡々とした口調だった。


ティーカップの中身を全て飲まされ、口から筒が抜き取られると、両手も自由になった。


口で息を吸うことすら痛くて、口内は火傷でただれてしまい、声を出そうとすると喉が引きつったように痛む。


痛い痛い痛い痛い痛いぃぃいっ!!


何でわたくしがこんな目に遭わなくてはならないの!?


あれに何をしようとわたくしの勝手じゃない!!


王を誑かした挙句、琥珀の瞳を宿した子供を産んだあの女が悪いのよ!!


そうだわ、あの女の子だけあって、きっと男を誑し込むのが上手いんだわ!!


瞬間、ガツンと背中に衝撃が走った。


そのまま、地面に顔を打ち付けてしまう。


「なぁんか変な気配したけど、もしかして勘違いしてない？」


地面に転がった王妃の背をその人物が蹴る。


「これはさぁ、オレがやりたくてやってんの。分かる？　リュシエンヌにお願いされたんじゃなく、オレが、アンタらを、痛めつけたいと思ってやってんの」


二度、三度と背中を蹴られ、痛みに呻く。


「これもアンタがリュシエンヌにやったことでしょ？　というか、いつも、アンタらは、リュシエンヌに、暴力振るって、楽しんでたじゃん」


何度も蹴られたせいか背中がズキズキと痛む。


痛みのあまり、胃の中にあったものが口へとせり上がってくる。


喉や口の中が焼けるように痛くて吐き出した。


「あーあ、今度は吐いたかぁ。早過ぎない？」


つまらなさそうな声がする。


それでも吐き気は治まらず、胃の中が空になるまで吐き戻してしまった。


ものを吐くなんて生まれて初めての経験だった。


酸っぱい臭いが辺りに広がる。


「まぁ、いっか。後三つも遊ばなきゃいけないし、壊さないって約束しちゃったしなぁ」


その人物が詠唱を口にすると頭上からバシャリとまた水が降ってきた。


そうして次に足元の床の一部に土が生まれ、モコモコと動き、今吐いたものが土の中に消えていく。


「そのままだと臭いがつくから仕方ないか」


もう一度ガツンと背を蹴られ、それを最後に意識がプツリと途絶えて消えた。


＊　＊　＊　＊　＊


気絶した王妃をルフェーヴルは見下ろした。


他人に暴力を振るう人間ほど、実は与えられる暴力や痛みに弱いのだ。


この五年でリュシエンヌが受けた苦痛を思えば、この程度はまだまだ可愛らしいものである。


床に倒れ込んだまま放置して牢を出て、鍵をかけ直すと、左右の牢にいる王と側妃がブルブルと体を震わせてこちらを凝視していた。


……これくらいでそんなに怖がらないでよねぇ。


「安心してよぉ、アンタらには興味ないから。オレはリュシエンヌを虐めた奴と遊びたいだけだしぃ？」


そう言えば、あからさまに安堵している。


側妃がそこで初めて口を開いた。


「リュ、リュシエンヌとは、昼間見た、子供のことですよね……？」


ルフェーヴルはそれに頷いた。


「そうだよぉ。そこの王様がメイドに手を出して産ませた子で、生まれてから五年間も王妃様が後宮に隠してずぅ〜っと虐待していた子。でも王様よりも綺麗な琥珀の瞳なんだよねぇ」


しかも琥珀の瞳以外、リュシエンヌは王に似たところはない。


恐らくは母親似なのだろう。


そこが余計に滑稽で笑ってしまう。


「そんな……、そんな子がいたなんて……。私が気付いていたら……」


一児の母だからか痛ましそうな表情をする。


それにルフェーヴルは首を傾げた。


「アンタが保護した？」


「っ、ええ、だって可哀想ではありませんか……」


「ふぅん？」


ルフェーヴルが鉄柵越しに側妃を見る。


「それはないんじゃない？」


「え？」


否定され、側妃が顔を上げた。


「だってリュシエンヌは第二王子よりも綺麗な琥珀の瞳で、多分、頭も良いよぉ。それでもアンタはリュシエンヌを助けた？　自分の子の障害になるかもしれないのに？」


「それは……」


「何のつもりで言ってるのか知らないけどぉ、今更何をしてもアンタらの処罰は変わらないと思うよぉ。というかアンタは自分の心配したらぁ？　他国に情報漏らしてたんでしょ？　どう考えても反逆罪で首と胴体はさよならだねぇ」


側妃の顔が青くなる。


素直に側妃を辞して、第二王子の王位継承権を放棄して実家へ帰れば良かったのに、欲を出したからだ。虫も殺せないような顔をして他国と密通しているなんて、度胸だけはある。


国力の低下したこの国の内情を隣国に漏らし、攻め込ませ、国が落ちた後もそれなりの地位に納まる約束をしていたようだが、残念、その計画は終わりだ。


そもそも、そんな杜撰ずさんな計画が成功するはずがない。


たとえ隣国が攻め入って来たとしても、この女を生かしておく利点はない。


国を落とした後か、落とす際に殺されるのが目に見えている。


最初から隣国に利用されただけだ。


「お喋りはこれくらいにしてぇ……」


振り返れば王妃の子供達がビクリと震える。


王と側妃は、王妃の左右の牢なので声や音しか聞こえないが、向かい側の牢に入れられた子供達は母親に起こったことを全て見ていたはずだ。三人は一様に怯えた顔で柵から後退る。


それをルフェーヴルは目を細めて見た。


「次は誰にしよぉかなぁ」


牢の前をふらふらと行ったり来たりしながら、ルフェーヴルは柵の向こうの三人を品定めする。


「そうだ、誰からが良いか選ばせてあげるぅ。次は誰がい〜い？」


柵越しに第一王女を覗き込むと、カタカタと体を震わせながらも、口を開いた。


「だっ、第一王子っ、弟が良いわ！」


「えっ？」


姉に裏切られた第一王子の驚く声がしたが、第一王女は強張ったような笑みを浮かべて更に言葉を重ねた。


「あの子は私達がいない時にもあれを虐めていたもの！　割ったティーカップの上を歩かせたり、雪の中に何時間も立たせたり、色々していたわ!!」


それにルフェーヴルが「へぇ〜？」と興味を示す。


リュシエンヌの足の裏は治ったものを含めても傷だらけだった。


王女達のリュシエンヌへの虐めはある程度調べたが、それは初耳である。


「そっかぁ、教えてくれてどぉも〜」


ルフェーヴルが柵から離れたことに第一王女は酷く安堵した様子で息を吐いた。


だが所詮は後回しになっただけ。


牢から出ない限り、ルフェーヴルの与える苦痛から逃れることは出来ないというのに。


牢の前にやって来たルフェーヴルを、第一王子は真っ青な顔で見た。


「というわけでぇ、次はオマエだよぉ」


ルフェーヴルが鍵束を使い、牢の扉の鍵を開けて中へ足を踏み入れる。


「っ、うわぁああああぁぁっ！！！」


第一王子が叫びながら突然立ち上がり、ルフェーヴルへ突進した。


しかしルフェーヴルはそれをひょいと避けると通り過ぎかけていた第一王子の後ろ襟を掴み、牢の奥へ向かって投げ戻した。


「ぐぇっ、」


蛙が潰れたような声を漏らした第一王子の体が浮き、奥の壁に叩きつけられる。


強かに背を打ち付けたのか、痛みを堪えるようにその体を丸め、小さな呻き声を零した。


ルフェーヴルは牢の扉を閉めると内側から鍵をかけ直した。


ガチャリと鍵のかかる音に王子がハッと顔を上げる。


「そんなことで逃げられるわけないでしょ〜」


愉快そうな声でルフェーヴルが言う。


王子が顔を赤くして睨んだ。


「魔法が使えればお前なんか……！」


唸るような言葉にルフェーヴルは噴き出した。


「ぷふっ、あはっ！　あはははははっ!!」


「何がおかしい!?」


爆笑するルフェーヴルに王子が噛み付く。


ルフェーヴルは久しぶりに腹を抱えて笑った。


……魔法を使えれば？


使えればルフェーヴルに勝てると本気で思っているらしいが、そんなことはありえない。


いくら魔力量が多くても、まだ初級魔法しか使えない王子が、戦い慣れた暗殺者ルフェーヴルに勝つなんて奇跡でも起きない限りは無理な話だ。


「オレってばそんなに弱そうに見える？」


「心外だなぁ」とルフェーヴルが自身の腹部から手を離し、ゆっくりと顔を上げた。


瞬間、ぶわりと王子の体から汗が噴き出す。


灰色の目と絡み合った視線が外せない。


ただ見つめられているだけなのに、体が震え、足に力が入らなくなる。


「……ぁ、あ……？」


静かな空間に水音が響き渡った。
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「汚ったね〜のぉ」


目の前の男の言葉にヒュ、と喉が鳴る。


腹の内側から冷えるような感覚がした。


呼吸をしたくても喉が引きつる。


男の視線を辿り、自分の局部が温かな液体で濡れていることに気付き、呆然とする。


ふっと体が軽くなった。


「王子サマがお漏らしとか恥ずかしくないのぉ？」


男の言葉に顔が熱くなる。


しかし男は短く呟くと空中に現れた魔法陣に腕を入れ、そこから、先ほど母親に使ったものと同じ柄のティーカップを取り出した。


そしてそれを足元に落とす。繊細な作りのカップは簡単に割れた。


男はそれを一度踏み、更に割ると、こちらに近付いて履いていた靴を無理やり奪う。


……もしかして……。


「この上、歩いて？」


小首を傾げつつ男はそう言った。


……こんな破片の上なんて歩いたら足の裏がズタズタになるじゃないか！


「い、嫌だ……っ！」


後ろに逃げようとしたけれど、真後ろにあるのは壁で背中がそこに当たる。


横に逃げれば、また首の後ろを掴まれた。


そうして荷物でも持ち上げるみたいに立たされる。


「離せっ、このっ！」


後ろへ手を伸ばすが届かない。


そのままズリズリと破片の所まで引きずられる。


「ほらぁ、早く〜」


破片の傍に立ったが、足を踏み出せるわけがない。


立ったまま破片を見つめていると男が溜め息を漏らした。


「歩けないならオレが手伝ってあげるよぉ」


そうしてドンと背中を押された。


自分の意思とは関係なく足が前へ出る。


パキペキと足の下で音がする。


ほぼ同時に足の裏に鋭い痛みが走った。


「痛っ、痛い、痛い……っ！」


慌てて破片の上から逃げたのに、足の裏には鋭い痛みと異物感が残っている。


その場に座り込もうとしたが男に片腕の脇をグッと持ち上げられ、また破片の上へ突き飛ばされた。今度はバキ、と音がして、はっきりと足の裏に破片の刺さる感触がした。


「ああああっ!?」


立っていられなくて前のめりに倒れる。


膝や手の平を床にぶつけたが、それどころではなかった。


急いで仰向けになって足の裏を見れば、ティーカップの白い破片がいくつか刺さっていた。


じわりと視界が滲み、涙があふれてくる。足の裏が痛い。でも破片を抜こうとすると更に激痛が走って、そのせいで抜くことも出来ない。


涙と鼻水が止まらない。


「うぅ、痛い、痛い……っ」


そのまま足を抱えて丸くなれば、男が破片を踏み越えて近付いて来た。


「痛そうだねぇ」


男が横で屈んで顔を覗き込んでくる。


「リュシエンヌもきっと痛かっただろうねぇ」


その言葉に喉が詰まる。


今更になって、自分のしたことがどれだけ酷いことなのか理解出来た。


……こんな、こんな痛かったなんて……っ。


そういえばあの子も泣いていた。


泣きながら、歯を食いしばっていた。


それを自分は姉と妹と三人で笑いながら見ていた。


……あんなことしなければ良かった……。


ボロボロと涙が出て、後悔が押し寄せてくる。


「まあ、でもオレは優しいから助けてあげるぅ」


男に片足を掴まれる。


声を上げる暇もなく、もう片方の手が足の裏に伸び、刺さっていた破片を摘んだ。


そして躊躇いなく引き抜かれる。


「あぁああっ!?」


激痛にびくりと体が強張る。


だが男はこちらの様子なんて全く気にせず、一つ、二つと破片を引き抜いていく。


股から尻にかけて、温かい液体がまた濡らしていった。


恥ずかしいなんて気持ちすら湧かなかった。


痛くて痛くて叫ぶことしか出来ない。


男が破片を後ろへ投げ捨てる。


「あ〜あ、これは痕が残っちゃうかもねぇ？」


男が何やら詠唱を呟く。


ひんやりとした空気が流れ、そして、痛かった足が今度は冷たく硬い感触に包まれる。


驚いて見れば、足は膝から下が氷漬けにされていた。


「これなら痛くないよね〜？　オレ優しい〜。あ、でもこんだけ氷漬けにしたら、もしかしたら凍傷になっちゃうかもねぇ」


その言葉に疑問が湧く。


「凍傷……？」


聞いたことのない言葉だった。


それに気付いたのか男が呆れた顔をする。


「知らないのぉ？　凍傷っていうのはねぇ、体が凍っちゃうことだよぉ。放っておくと黒くなって、水膨れになって、そのうちその部分が死んじゃって、使い物にならなくなっちゃってね〜」


「オレの知り合いにそれで足の指を失くした奴がいるんだけどぉ、死ぬほど痛いらしいよぉ？」と男がクスクスと笑う。


……足の指が、なくなる……？


思わず自分の足を見る。


足の裏の痛みはなくなったが、代わりに氷の冷たさが段々と痛みになっていく感じがする。


もし男の話が本当なら、氷を何とかしないと足がダメになってしまう。


氷に両手を伸ばし、それを掴んだ。


「っ!?」


べた、と手が氷にくっついた。


「言い忘れてたけどぉ、濡れてない氷ってそのまま触ったりすると皮膚がくっついちゃうんだよねぇ」


男はそう言い、立ち上がった。


ガツンと腕に衝撃が走る。


べり、と手の平が氷から離れた。


遅れて激痛が氷から離れた手を襲う。


「はい、もう一本〜」


「っ、ま、」


まだくっついていたもう片手にも衝撃が訪れ、剥がれた手の平に同じ激痛が広がった。


見れば両手のひらが血で染まっている。


足元の氷に白っぽい薄いものがくっついている。


それが何なのか頭が理解した瞬間、真上から水が降ってきた。


水が手に触れただけで声も出せないくらい、酷い痛みが腕を駆け上がってくる。


「〜っ、ぅぎゃっ!?」


握ることも、互いに押さえることも出来ない手の片方が男の足に踏みつけられる。


頭に直接痛みが流れ込んだ。


「う〜ん、とりあえず今日はこんなものかなぁ」


手を踏んだまま男がこちらを覗き込んでくる。


そうして足が手から上がる。


男は頭を左右に振るようにふらふらと離れ、牢の扉の方へ向かっていく。


……や、やっと終わった……？


顔を上げれば、男と視線が合った。


「続きはまた明日ねぇ？」


その言葉に体が震える。


寒さのせいか、痛みのせいか、恐怖のせいか。


それともその全てのせいで震えているのか。


もう何も分からなかった。


ただ、自分はとんでもない間違いを犯してしまったことだけは身を以て理解した。
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転がった第一王子を放置して、ルフェーヴルは牢を出た。


きちんと鍵をかけ直すと顔を横へ向ける。


……残るは後二匹かぁ。


深夜だというのに第一王女も第二王女も起きていて、ブルブルと震えている。


向かいの牢にいる王や側妃などは頭を抱えるように耳を塞いで怯えていた。


他人の苦痛の声や様子というのは恐ろしいものだ。


いつそれが自分に降りかかるかと怯える時間は、それだけで精神的になかなかクる。


第二王女は既にボロボロと泣いていた。


……そうだ、良いこと思いついたぁ。


牢に近付き、扉を開け、第二王女を引っ張り出す。多少抵抗されたがルフェーヴルからしたら何の意味もなく、腕を掴んだまま、第一王女の方の牢を開けた。


そこにポイと投げ入れる。


そしてすぐに扉の鍵をかけた。


「一人一人遊んであげたいけどぉ、今日はもうあんまり時間がないんだよねぇ」


起き上がった第二王女と座り込んだままの第一王女がその目に僅かに希望の光を宿す。


ルフェーヴルはそれを見ながらうっそりと目を細めた。


「だからさぁ、もう一回選ばせてあげるぅ」


第一王女が口を開いた。


「やるなら妹にして!!」


躊躇いのない言葉に第二王女が姉を見た。


大きな瞳が見開かれている。


「お、お姉様……」


第二王女が手を伸ばすが、それを第一王女は振り払い、突き飛ばした。


「あなたは黙ってて！　いっつも『お姉様お姉様』って私の真似ばかりして何の役にも立たないくせに!!　こういう時くらい役に立ってみせなさいよ！！！」


突き飛ばされた妹に第一王女が拳を振り下ろす。


第二王女は姉の突然の暴力に、両手で頭を庇い、壁に身体を寄せて縮こまった。


「お、ねえさまっ、やめてっ、痛い……！」


だが第一王女は「うるさい!!」と怒鳴りつける。


「そうよ、あなたが私の代わりになればいいのよ！　この私の役に立てるんだから光栄に思いなさい!!」


怒鳴りながら第一王女は第二王女を殴り、叩き、蹴り、まるで憂さを晴らすかのように暴力を振るう。


ルフェーヴルはその様子を首に巻いた布の下でニヤニヤと笑いながら眺めていた。


順番を『選ばせてあげる』とは言ったものの、どちらかだけとはルフェーヴルは口にしていない。


それなのに第一王女は第二王女に『自分の代わりになれ』と言う。


人間という生き物は極限状態に近付けば近付くほど、自身にとって都合の良いように物事を考えてしまう。それがたとえ間違っていても、頭はそれが正しいという理由ばかり思いつき、盲信してしまう。間違いだという証拠もあるはずなのに、それをなかったことにしてしまうのだ。


第二王女が泣きながら姉を呼ぶが、それが苛立つのか第一王女の暴力は更に勢いを増す。


もしかしたら第一王女の方は暴力を振るうことによって一時の間だが恐怖心を和らげようとしているのかもしれない。恐らくそれは本能的なものだろう。


だが第二王女もいつまでもやられっぱなしで泣いているわけではなかった。


泣いて、叫んで、それでも姉が暴力をやめないと分かると、第二王女がキッと姉を睨みつけた。


姉の振り下ろされた手を掴む。


振り払われると、今度は足を掴んで引っ張った。


「きゃあっ!?」


足を引っ張られた第一王女が後ろに倒れ、床に尻を打ちつけた。


そこに第二王女が飛びかかる。


「許さない!!」


第二王女が姉の髪を掴み、もう片手でその顔に爪を立て、第一王女の白い頬に赤い線が走る。


「痛っ！　何するのよ!!」


顔を引っ掻かれた第一王女が目の前の妹の頬を平手で叩き、髪を掴んだ手に反対の手で爪を立てる。


しかし妹の方は姉の髪を離さない。それどころか力の限り引っ張った。


ブチブチと髪の抜ける音がする。


「嫌ぁああっ!?」


「ぁぐっ!?」


第一王女が悲鳴を上げて妹を蹴った。


それが丁度腹部に入ったようで、第二王女は姉の髪を掴んでいない方の手で口を押さえて嘔吐えずく。


おえ、と胃の中のものを吐き出したが、空っぽだったのか、出てきたのは胃液だけだった。


そして吐き出したのは姉の服の上だった。


「ひっ、汚いっ!!」


第一王女が妹を引き剥がそうとする。


けれども第二王女は姉の髪を強く握り締めており、慣れない嘔吐に苦しげに咳き込んだ。


ルフェーヴルはそんな姉妹の醜い姿を眺めているだけで、割り込むつもりはない。


むしろこの暴力的な姉妹がどこまでこれを続けるのか興味があった。


よせばいいのに第一王女は妹を蹴るものだから、第二王女は何度も嘔吐き、姉の服を汚していく。


「ぉ、ね……ざまぁ……」


胃液で痛むのか掠れた声で第二王女が姉を呼ぶ。


その目も、声も、怒りが滲んでいた。


吐瀉物をかけられて第一王女も顔を真っ赤にして震えている。


そこから王女達はまるで加減を知らない男の喧嘩みたいに取っ組み合って、互いに互いを傷つけた。殴って、蹴って、引っ張って、叩いて、引っ掻いて、牢の中をあちらへこちらへ転がった。


第二王女なんて姉の腕に噛み付いていた。


リュシエンヌを犬と蔑んでいたくせに、自分の方こそ犬のようじゃないかとルフェーヴルは嗤う。


互いに掴み合って転がったせいで、第一王女も第二王女も吐瀉物で汚れ、酷い臭いがする。


向かい側、ルフェーヴル越しに娘達を見ていたのか、王が嘔吐く音がした。


地下牢は第二王女の吐瀉物の酸っぱい臭いが広がってしまっていた。


……一度ギルドの方に寄らなきゃなぁ。


ルフェーヴルは家を持たないが、闇ギルドがある建物に、専用の部屋がある。


寝るか汗を流すくらいでしか使用していない場所だが、着替えは一応置いているので、リュシエンヌの下へ戻る前に汗を流して臭いのついた服も取り替えることは出来る。


……それにそろそろ見飽きたしぃ？


ルフェーヴルは柵の間から手を入れ、人差し指を第一王女へ向け、初級魔法の詠唱を呟いた。


指先に小さな火球を出し、それを放つ。


指先から離れた火球は第一王女の服の裾に当たり、それを焦がす。


「ひぃっ!?」


「きゃあぁあっ!?」


第二王女はすぐに離れ、第一王女は悲鳴を上げながら慌てて服についた火を叩いて消した。


だが火を消す度にルフェーヴルが小さな火球を投げつけるので、それを消す第一王女の手に火傷が広がった。


王女の手が真っ赤になったのを見てルフェーヴルは火球を投げつけるのをやめる。


さすがに痛むのか第一王女の目から涙が零れた。


「そろそろ戻らないとねぇ」


ルフェーヴルがぐぐっと両腕を上に上げて伸びをする。


一つの牢の中には第一王女と第二王女が入れられたままだったが、それを戻そうとはしなかった。


この姉妹にはその方が精神的にキツいだろう。


互いに互いを裏切ったのだから、同じ牢にいるのはさぞかし不愉快に違いない。


それに吐瀉物に塗れた王女達に触りたくない。


「それじゃあ、また明日ね〜」


呆然と座り込む王女達を放置して、ルフェーヴルは地下牢を後にしたのだった。


今夜を合わせて三日間はルフェーヴルが自由に出来る。


それに痛めつけても、朝には治療師がやって来て治癒魔法をかけるのだ。


ただ正気を保たせなければならない。


治癒魔法は狂ってしまった人間にかけても正気に戻すことは出来ない。


治癒魔法で治せるのは身体的な傷だけだ。


だからルフェーヴルは残りの二日間、気を付けなければならない。


……オレ、壊す方が得意なんだけどねぇ。


だが壊してしまうと民衆の怒りの向かい先がなくなってしまう。


そうなると、王族の生き残りであるリュシエンヌにその怒りが集まってしまう可能性がある。


それを避けるためにも王族達には正気を保っていてもらわなければ困るのだ。


「仕方ない、明日はもうちょ〜っと軽めにするかぁ」


地下牢を出て、適当な窓から城の外に抜け出すと、ルフェーヴルは近くの木に飛び移り、ひょいひょいといくつかの木を経由して城と街とを隔てる壁へ辿り着く。


詠唱を呟き、風魔法で下から押し上げながら壁の側面を駆け上がった。


ふわ、と壁の上へ着地する。


その影を見つけた者はいなかった。
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それから更に二日、王妃とその子供達はルフェーヴルの『趣味』に付き合わされることになった。


翌朝には治療師によって傷が治癒される。


初日ほどではないが、ルフェーヴルはリュシエンヌが受けた虐待のいくつかを真似して四人に行った。それでも正気を保たせるために、それなりに手加減をした。


そうして捕縛から四日目。


王と王妃、その子供である第一王女、第一王子、第二王女、そして側妃と第二王子はそれぞれ一人ずつ檻の中に入れられ、城外へ運び出された。


一応警備の兵がつき、七人は城の外、城下の街の広場に移動させられる。


そこには既に多くの民が集まっていた。


檻には兵士と数名の治療師が交代でついている。


王族達は檻の中で、自分達を囲む民衆に何が起こるのかと辺りを見回した。


誰も彼もがギラギラとした目で檻を見る。その手に棒などを持った者もいた。


一緒に来ていた使者が持っていた紙を広げ、新国王の即位が告げられ、前国王や王妃などの王族達のこれまでの所業が高らかに読み上げられた。


「──……以上をもって、新国王陛下は前国王及び旧王族を刑に処す前に、民達の怒りを示すことをお許しになられたことをここに宣言する!!」


それはつまるところ、民達に王族を渡すので好きにせよ、ということであった。


クーデターが成功したその日のうちに、今回の件については民へ広く噂が流れるように手を回してあったため、王都にいる民の殆どはそれを知っていた。


その中でも特に王族へ不満や怒りを持っていた者達がこの広場へ集まったのである。


檻が魔法により荷馬車から降ろされる。


広場に七つの檻が設置された。


警備の兵と治療師が離れる。


王妃やその子供達は三日間、夜になるとルフェーヴルが地下牢へやって来るのであまり眠れておらず、目の下に隈が出来ていた。


だが、それ以外は体に異常ない。


おまけに服もクーデターで捕縛した際に着ていたものに戻されていた。


そのため民から見れば王族達は健康で、豪奢な衣装に身を包み、ふてぶてしく見えただろう。


特に王はやや太り気味で、貧しい生活をしている民からしてみたら憎たらしく見えたかもしれない。


王女二人はルフェーヴルの手によって髪を雑に切り取られていたが、それでも艶のある美しいそれは民衆の目にどう映るか。


ジリジリと民衆が檻に近付く。


しかし、誰も手を出そうとはしない。最初の一歩が踏み出せないといった風であった。


民衆は互いに視線を向け、誰が最初に手を下すのか、窺っていた。


すると民衆の中から一人の青年が割って入った。


「お前達王族のせいで、俺の親父は死んだんだ！　税を払えなかっただけで処刑されるなんて間違ってる!!」


「この悪魔め!!」と青年が手にしていた棒を檻の中に突き入れた。


その棒の先が国王の肩を強く打った。


国王は突然のことに身を庇うことも出来なかった。


青年の様子を見た民衆達の目に怒りと憎しみの光が宿り、それまでの戸惑った空気が消えていく。


「そうだ！　こいつらのせいで貧しくなったんだ！」


「うちの旦那は税を払うために無理して体を壊したのよ！」


「俺の娘は薬も買えなくて死んだんだ!!」


民衆達は口々に檻へ怒鳴る。


青年が振り返った。


「こいつら王族は俺達が必死になって働いてる時に、城で贅沢に暮らしてたんだ！　見ろ、この体、この手入れされた髪！　国の金まで使ったって噂もある！」


青年の言葉に民衆達の眦が吊り上がった。


「何だって!?」


「私達が死ぬ思いで払った金を自分の贅沢に使うなんて！」


その叫びは瞬く間に広がり、広場全体が騒めき、怒号、非難の声で包まれていく。


それらが自分達に向けられていると理解したのか王族達はそれぞれの檻の中で震えているが、檻は四方を鉄柵で囲んだものであるため隠れることは出来ない。


怒りに染まった民衆が檻に殺到するのに時間はかからなかった。


ある者は檻の中に手を伸ばして髪を引っ張った。


ある者は伸ばした手で爪を立てた。


ある者は持ってきた棒で檻を叩き。


ある者は棒を突き入れ、中にいる王族の体を容赦なく突いた。


七つの檻の中でも、特に王と王妃の下には多くの民が集まった。


逆に王子や王女達には年若い者達が集まり、檻越しにとは言えど、中の人間をあちらへこちらへと引っ張っては柵にぶつけたり引っ掻いたりした。


おかげで王子も王女達もあっという間に髪はぐちゃぐちゃに、頬や腕などに引っ掻き傷が出来て、着ていた衣装は引きちぎられたり破かれたりでボロボロになった。


だがその憐れな姿を見ても誰も手を止めようとはしない。


檻の四方から手が伸びて来て、棒が突き込まれて、王族からすれば恐ろしいだろう。


あまり気の強くない側妃は早々に泣き叫んでいた。


「ごめんなさいっ、ごめんなさいっ!!」


それでも側妃と第二王子はまだ良かった。檻に集まる人が少なかったからだ。


王や王妃は引っ張られ過ぎて服の大半が裂け、殆ど服の形を残しておらず、下着や肌着姿になってしまっていた。


その下着すら掴まれると、さすがに王妃は抵抗したが、余計に破かれる結果となる。


衆人環視の中で下着姿にされるというのは、高位貴族の元令嬢であった王妃には耐え難い屈辱と羞恥を感じさせた。引きちぎるものが減ると、民衆の手は容赦なく肌を傷つけていく。


白く美しい肌に赤い引っ掻き傷が増えていく。


そうして全員が傷だらけになると、静観していた兵士と治療師が顔を見合わせて頷いた。


「そこまで！！！」


空気を震わせるような兵士の声に民衆が振り返る。


そのあまりにも鋭い多くの視線に一瞬兵士は気圧されたが、言葉を続けた。


「その者達は処刑されるまで生かさねばならない!!　よって、治療師がこれより治癒魔法をかける!!」


その言葉にざわりと不穏な空気が流れた。


「だが、これは『死なせないための行為』であり、治療後については我々は関知しない!!」


兵士の言葉に民が顔を見合わせる。


「どういうことだ？」


「えっと、つまり……？」


「治療後は好きにしてもいいってことだろ」


「何だ、そうか、それならいい！」


「治療してもらえるなら死ぬ心配もないわ！」


ざわざわと話し合った民衆が檻から少しだけ離れ、隙間を作った。


そこに数名の治療師が入り、詠唱を口にして、檻の中にいる者達へ治癒魔法をかける。


傷だらけだった体はみるみる元通りになっていった。


王妃や側妃、王女達は慌てて体を隠したが、彼女達に欲情する者など誰もいなかった。


民衆の冷たい視線が突き刺さる。


「これで治療は終わりました」


治療師達が檻から離れていく。


とっさに王が手を伸ばして、近くにいた治療師のローブの裾を掴んだ。


「ま、待て！　余は国王だぞ!?　この檻から早く出すのだ!!　余を助けよ!!」


唾を撒き散らして叫ぶ王を治療師は見下ろした。


「いいえ、あなたはもう王ではありません。この国の新しい王は既におり、あなたは私利私欲によって国を混乱と貧困に傾かせた愚かな元王でしかありません。そして今のあなたはただの罪人です。……姉を死に追いやった、憎い、罪人だ」


治療師は裾を掴んでいた元王の手を払った。


「姉……？　何の話だ？」


王の言葉に治療師が鼻で笑う。


「そうでしょう、あなたにとっては『その程度の人間』だったかもしれません。……姉には婚約者がいた。だがあなたに無理やり手籠めにされて、婚約を破棄せざるを得なくなり、それを苦にして自殺しました」


「誰のことか分からないでしょう？」と治療師は言う。


王にとって、気に入った女を権力を使って己のものにすることなど当たり前のことだった。


むしろ王である自分の慈悲を与えられて喜ぶべきだとすら考えていた。


確かに一度か二度抱いて、その後、放置した女は大勢いる。


そういった女は大抵二度と姿を見ない。


だから気にしたことなどなかった。


「姉が苦しんだように、あなたも苦しめばいい」


見下ろす治療師の目は民と同じ光を宿していた。


治療師が檻から離れると、待っていましたと言わんばかりに民衆が檻を取り囲む。


これほど誰かに恨まれているなど知らなかった。


側近も、宰相も、美しい女を次々と連れて来た。


そして「あの女が欲しい」と言えば、その女は必ず姿を現した。


時には王命で呼び出したこともあった。


でも誰にも止められなかった。


王だから何をしても構わないと思っていた。


けれども、今更になって思い知る。


自分以外の人間にも感情があることを。


自分も王という身分がなければただの人だということを。


好き放題に生きた結果がこれなのだと。


大勢の手に掴まれながら王だった男は呆然と座り込んでいた。
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広場に面した家の屋根から一人の青年がその様子を眺めていた。


屋根に立つ青年の姿が揺らぎ、外見が変わる。


風に茶色の髪が遊んでいる。切れ長の灰色の瞳が細められた。


「ん〜、良い感じだねぇ」


屋根の上に座り、手を翳して見渡す。


ルフェーヴルは布の下で口角を引き上げた。


最初に声を上げ、王の檻に棒を突き立てたのは、他の誰でもないルフェーヴルである。


魔法で姿を偽って紛れていたのだ。


……ああいうのは最初の一人がやると、みぃんな一緒になってやり始めるんだよねぇ。


だから最初の一人はルフェーヴルが演じた。


暗殺者という職業柄、時には変装して対象に近付くこともある。


逃亡する際に周囲に紛れることもある。


変装や偽装は暗殺と同じくらい得意分野だ。


頬杖をつき、眼下を見やる。


王や側妃、第二王子はどうでもいいが、王妃やその子供達が民衆から暴力を振るわれる様は気分が良い。


虐げる立場だった者が虐げられる側に堕ちる。


今どんな気持ちなのか聞いてみたい。きっと最低で最悪な気分だろう。


……これでリュシエンヌの気持ちも少しは分かっただろうしぃ？


もしこれでダメでもまあいい。


どうせあの七人は全員、処刑ころされるのだ。


最後まで恐怖に怯えて死ねばいい。


それは民衆の怒りを少しは和らげてくれる。


王族唯一の生き残りのリュシエンヌへ怒りが向かわなければ、それでいい。


そうして王妃達が虐げた分、いや、それ以上に自分がリュシエンヌを甘やかして、可愛がって、手に入れる。


リュシエンヌはしばらくの間、人と会ったり出歩いたりといったことはしないだろう。


でも王族の処刑に関しては説明しておこう。


……もうリュシエンヌを傷つける奴はいないって安心させてあげなきゃねぇ。


ルフェーヴルが黙っていても何いずれは耳に入ることだ。


それならば変に隠す必要はない。


何より王城はクーデターによる荒れがいまだ残っており、養女となったリュシエンヌは城へ移らず、ファイエット邸に留まっている。


たとえ王城が整ったとしても、リュシエンヌがある程度落ち着くまでは居を移すことはないだろう。


良い記憶のない王城を嫌がる可能性も高い。


ファイエット邸は警備の人間が増え、厳重に守られているため、クーデターからまだ数日というのに邸内は静かなものである。


クーデター後、ルフェーヴルもファイエット邸に入り浸り、常にリュシエンヌの側にいる。


時々、ギルドの部屋に戻ることはあるが、ファイエット家に正式に雇われたので使用人棟に侍従としての部屋も用意された。今のところその部屋は使っていないが。


ルフェーヴルはどこででも眠れる上に、短時間の睡眠で活動出来る。


安全な場所に移ったからか、心身共に疲労していたのだろうリュシエンヌは熱を出してしまった。


それにより、ほぼ一日中眠っている。


たまに目を覚ますが、食事や薬を口にするとすぐにまた眠りに落ちてしまう。


ルフェーヴルは横で寝顔を眺めて過ごしている。


その間に睡眠は十分とれている。


それもあって部屋は未使用のままだった。


小さな頭を撫でて、汗をかいたら着替えさせ、たまに起きたら食事や薬を己の手で与える。


リュシエンヌを構うのは楽しい。目を覚ました時にルフェーヴルが側にいると、リュシエンヌはそれはそれは嬉しそうに顔をほころばせるのだ。その表情もなかなか気に入っている。


……さぁて、そろそろ戻らないと。


この民衆の騒ぎはそう簡単には終わらないだろう。


幸い、ファイエット邸はこの広場から離れている。


熱を出して臥ふせっているリュシエンヌが喧騒で起きてしまうこともない。


だからこそルフェーヴルも躊躇いなく民衆を煽ったのだが。


ルフェーヴルは立ち上がると屋根を蹴った。


彼が去った後も、民衆は熱に浮かされたように王族の入れられた檻に押し寄せ続けた。
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それから七日間、檻は広場に置かれた。


民衆は代わる代わるやって来て、檻の中にいる者達に鬱憤を晴らしていった。


どれほど傷つけても治療師が治してくれるということもあり、民の行動は躊躇いがなかった。


殆どの王族は最終日には大人しくなったが、王妃だけは最後まで抵抗し続けたという。


七日後、檻は王城へ戻され、旧王族達は一人ずつ裁かれた。


王と王妃、側妃は公開処刑が言い渡された。


王子や王女達は非公開の処刑を言い渡された。


そうして王子や王女達は速やかに刑に処された。


元王と王妃、側妃はそれから二日後、檻を置いた広場で斬首刑となった。


しかし王妃だけは最後まで抵抗し、見物しに来た民衆を、見届け人の新国王ベルナール＝ロア・ファイエットを口汚く罵り、呪いの言葉を吐き続けた。


反省の色が見られない王妃に民衆が石を投げたのは言うまでもない。


首が落とされるその瞬間まで王妃は王妃のままであった。


王族の遺体は回収され、王家の墓へ埋葬されたものの、彼らのために花を手向けに来る者は誰もいなかった。


その後、クーデターにより国王が代わったことが国民に広く知れ渡ることとなる。


新しい国王は元ファイエット侯爵であった。


彼は国王の圧政の中でも私財を擲ち、領民達を助けていたが、ついに王の所業に堪えかねてクーデターを起こした。


暴君と化し、色に溺れ、国庫を貪っていた国王も、貧困に喘ぐ民を見ようともせずに贅沢の限りを尽くしてきた王妃や側妃、その子供達もクーデターにより捕縛された。


そしてその際に一人の幼い王女が発見された。


王女の名はリュシエンヌ＝ラ・ヴェリエ。


クーデターに参加した貴族の中には王女の処刑を望んだ者もいたが、生まれてから五年もの間、王妃やその子供達に虐待され続けた憐れさから助命された。


そうして新しい国王の下、つまりファイエット侯爵家の養女として迎え入れられる。


他の王族達は捕縛後、それぞれ檻に入れられると、城下の広場に七日ほど置かれた。


その間、王族達は民の怒りを身をもって知っただろう。


側に治癒魔法に長けた治療師がいたのも頷ける。


そうした後、王と王妃、側妃は公開処刑された。


民の怒りを受けた王や側妃は最後には慈悲を乞うていたが、これまで虐げられ続けた民衆はそれを許さなかった。王妃だけは抵抗し続けたという。


王子や王女達は非公開の処刑であった。


王族はリュシエンヌ王女以外、全員刑に処されたのだった。






ファイエット邸


ルルに抱えられ、街中の屋根の上をいくつも越えて到着したのは大きな屋敷だった。


音もなく門の前に降り立ったわたし達に、屋敷を警備しているだろう人達が驚いて身構える。


それにルルがわたしを片腕に抱え直した。


「待って待ってぇ、オレはリュシエンヌ＝ラ・ファイエットを連れて来ただけだよぉ」


「話は通ってるはずだけどぉ」とルルが言う。


ルルの手がわたしの前髪に触れて、持ち上げる。


広くなった視界の中で警備の人達が頷き合い、門を開けた。


それにルルは「どぉも〜」と片手をひらひら振って門を潜る。


近付くと屋敷は見上げるほどに大きかった。


「ここが新しいお家だよぉ」


ルルは正面玄関の扉の前に立った。


そうして多分ノッカーだろうものを掴むと、遠慮なくゴンゴンとそれで扉を叩いた。


内側から扉が開かれた。扉を開けたのは使用人だった。


服装からして恐らく執事か家令か。五、六十代ほどの初老の男性だった。


男性はわたしとルルを見ると扉を大きく開けた。


「お帰りなさいませ、お嬢様。旦那様よりお話は伺っております。どうぞ中へお入りください」


わたしを抱えてルルが中へ入る。


屋敷の中は綺麗で、派手な調度品などはなく、どこか整然としている。


「初めまして、私はこの屋敷の執事を務めさせていただいております、オリバー＝イーストと申します。どうぞよろしくお願いいたします」


男性に深々と頭を下げられて戸惑う。


リュシエンヌに、わたしにこのように頭を下げる人なんて今までいなかったから。


「リ、リュシエンヌです。よろしく、おねがいします……」


男性、オリバーさんが頷いた。


「今日からお嬢様はこちらでお暮らしになられますが、何か御不便がございましたら遠慮なく仰ってください。……リニア、メルティ」


オリバーさんが後ろにいた女性達に声をかけた。


女性達は三十代くらいで、二人とも、足首まである黒いシンプルなワンピースドレスにフリルが少しついた白いエプロンをつけている。


「はい」と二人が同時に返事をした。


「この二人がお嬢様の侍女として身の回りのお世話をさせていただきます」


その言葉に女性のうちの一人が一歩前に出る。


「リニア＝ウェルズと申します。お嬢様の侍女として、誠心誠意お仕えいたしますので、よろしくお願いいたします」


もう一人も一歩前に出る。


「メルティ＝ラスティネルと申します。本日よりリニア共々お嬢様にお仕えさせていただきます。よろしくお願いいたします」


そうして二人同時にわたしへ頭を下げた。


こういう時、何て言えばいいのだろう？


頭を上げた二人にわたしは頷いた。


「えっと、よろしく、おねがいします……」


結局当たり障りのなさそうな言葉しか言えず、ぴしっと佇む侍女二人の視線を避けるようにルルにしがみつく。


「まずはお部屋に御案内いたしましょう」


オリバーさんが「こちらです」と歩き出すと、ルルがそれについて行き、更にその後ろを二人の侍女が歩く。


屋敷は外観通りに広かった。わたしだけだと迷子になりそう。


しばらく歩くとオリバーさんが立ち止まった。


「こちらがお嬢様のお部屋でございます」


そして扉が開けられる。


中はとても広く、わたしが後宮で暮らしていた物置部屋より広そうだった。


質の良い家具に、全体的に淡い緑や白で統一された目に優しい色合いである。


……でも別の扉もある？


わたしが不思議に思っていると説明してくれた。


「こちらは寝室で、あちらの扉は浴室に繋がっており、隣室には侍女の控え室がございます」


何と浴室付きらしい。


……ちょっと嬉しい。


「ところであなたは……」


オリバーさんがルルへ視線を向ける。


それにルルが言う。


「あ、オレ今日からファイエット家に雇われることになったからぁ。オジョーサマの侍従、よろしくねぇ」


ルルの言葉にオリバーさんが一瞬、物言いたげな顔を見せたけれど「そうですか……」と呟いた。


「旦那様がお決めになられたことでしたら、そのように手配しましょう。……それではリニア、メルティ、後は任せますよ」


侍女二人はやはり同時に返事をした。


それからオリバーさんは「私は失礼させていただきますが、ゆっくりとお寛ぎください」と言い残して退室していった。


室内にわたしとルル、侍女二人の四人が残る。


「お嬢様、もしお疲れでなければ入浴するのはいかがでしょうか？　既に用意はしておりますので、私共でお手伝いさせていただきます」


……入浴かぁ。


思わず自分の体を見下ろす。


……うん、あんまり綺麗じゃないもんね。


だけど初めて来た場所で知らない人達に囲まれるのは少し怖いし、ルルと離れるのは不安だ。


……お風呂には入りたいけど……。


思わずルルの服を掴んでしまった。


「リュシー、どうかしたぁ？」


ルルに顔を覗き込まれる。


……言ってもいいのかなぁ。


だけど言えばルルも侍女二人も困るだろう。


考えているとルルが「リュシー？」と呼ぶ。


「怒らないから言ってみなよぉ」


ルルの間延びした声に背中を押される。


確かに言ってもルルは怒らないかもしれない。


「あのね、ルルといっしょがいい。……はなれるのこわい」


そう言えば侍女二人が顔を見合わせた。


「あ〜、そっかぁ、そうだよねぇ。初めて来た場所で一人になるのは怖いよねぇ」


ルルに頭を撫でられる。


侍女が少しだけ眉を下げた。


「……では、浴室内に仕切りを作り、そちらの方はそこにいていただく、というのはいかがでしょうか？」


その顔にはありありと困惑が滲んでいた。


……そうだよね、ルルは男の子だし。


でもわたし、水浴びした時とか手当してもらった時とかに体はもう見られてる。


その辺りは今更である。


うん、と頷けばリニアさんの方が「少々お待ちください」と言い、メルティさんに「こちらへお座りになってお待ちください」とソファーを勧められる。


ルルがそこにわたしを抱えたまま座った。


「そうだ、水もらえるぅ？」


ルルの言葉にメルティさんが頷き、部屋に用意されていた水差しからグラスに水を注ぎ差し出した。


それをルルが受け取り、わたしの手に握らせる。


「リュシー、今日はあんまり水飲んでないでしょ？　渡した水筒の中身、減ってなかったしぃ」


「すいとう？」


「あれ、気付かなかった？」


……全然気付かなかった。


「うん、おきてすぐルルが来たから」


「なるほどねぇ」


グラスを両手で持って口をつける。


……あ、きちんと椅子に座ってこうして飲み物や食べ物を口にするって初めてかも。


口の中に水が入ってくる。


ほんのりと果物の香りと甘みがする。


一口飲み始めると、喉が渇いていたのかあっという間にグラスの中身を飲み干してしまった。


空になったグラスをルルが取り、差し出すと、メルティさんがまたそこに水を注ぐ。


そしてまたグラスが手元へ戻ってくる。


わたしが二杯目を半分ほど飲んだところで、リニアさんが戻ってきた。


「準備が整いました」


ルルがわたしを見る。


「水、もうい〜ぃ？」


「うん、ありがとう」


わたしの手からグラスを取り、メルティさんに渡し、ルルはわたしを抱えて立ち上がった。


リニアさんが開けてくれた扉の中へ入る。浴室も広く、大きな猫足のバスタブがあって、部屋の隅の方に椅子が置かれて、それを囲むように衝立ついたてがあった。


ルルはわたしを浴室の中に置かれていた背もたれのない椅子に下ろす。


「それじゃあ、オレはこっちにいるからねぇ」


小さく手を振り、ルルが衝立の向こうに消えた。


姿は見えないけどそこにいるという安心感はある。


「まずは服を脱ぎましょう」


リニアさんが椅子に座ったわたしに言う。


頷いて、服の裾を掴んで持ち上げようとすると、そっとリニアさんの手が触れて止められる。


「お手伝いいたしますので、お嬢様が自らなさらずともよろしいのです」


わたしの手を服から離し、リニアさんが丁寧にボロボロのワンピースをわたしから引き抜いた。


二人の侍女が息を呑む音がする。わたしの体は痣だらけで、ルルに手当てしてもらったままなので、驚いたのだろう。それでも二人とも、慎重な手付きで傷に当てていた布を剥がしていく。


次に足の布も剥がされる。


最後に下着や肌着を脱ぐ。


二人とも、わたしを痛ましそうに見た。


別の椅子に移動すると、少しずつ温かなお湯を体にかけられ、もこもこに泡立った泡で洗われる。


……ちょっと泡が沁みる。


でも洗うとビックリするくらい泡が茶色くなって、一度流すと肌の表面に垢みたいなのが残っていた。もう一度、今度はしっかりと洗われる。


だけど思ったよりも傷や痣が痛くないので、加減をしてくれているのだと思う。


バシャバシャとお湯がかけられて泡が流れていく。


それから前髪を上げて顔も洗われる。


……マッサージみたいで気持ちいい。


ふわっふわの泡で二度洗われ、水気を取ると、ぺたりと顔全体にパックみたいなものを貼られた。


「さあ、お嬢様、こちらへどうぞ」


顔と体を洗い終えるとバスタブへ移動する。


脇に手を入れられて持ち上げてもらい、バスタブへ入れば、湯の中に足場があった。


これならうっかり滑って沈むことはなさそうだ。


足場の上に寝転がると丁度体が湯に浸かる。バスタブの縁に頭の付け根を置くと、リニアさんとメルティさんが二人がかりで髪を洗ってくれる。


水浴びはしていたけれど、やっぱりそれだけじゃダメで、何度もお湯をかけて汚れを落とすと、髪用のシャンプーか何かを泡立てて、丁寧に洗われる。


あちこち引っかかって大変だろうに絡んだ髪を解しては洗い、解しては洗いを続けている。


わたしは今生で初めてのお風呂にホッと肩の力が抜け、湯船の中でぼんやりと天井を見て過ごしていた。気持ちよくてウトウトしている間に髪の泡を落とされ、また別のもので洗われる。






    
  





それも終わると布で髪を拭かれ、何やら良い香りが漂ってきた。


その良い匂いがするものが髪に塗られる。


……ヘアオイルかな？


丁寧に髪に馴染ませ、ブラシで梳いて、絡んだ部分は解いて、また馴染ませてというのを繰り返していく。それが終わる頃にはわたしの体は芯から温まって、ぽかぽかと心地好くなっていた。


髪を布で纏められてバスタブから出される。


素早く布で拭かれ、バスローブのようなものを着せられる。


最初の椅子に戻ると顔のパックみたいなものが剥がされた。


それから色々と顔に塗られた。


体にも塗られ、下着と肌着、服を着せられる。


服は白くてちょっとだけフリルのあるワンピースだった。袖が長く、手首の辺りが膨らんだ後にキュッと絞ってあり、裾は思ったよりも長くて、床ギリギリだった。ちょっと大きい。


髪を乾かし、またブラシで何度も何度も梳られた。


「そろそろ終わったぁ？」


ルルが衝立の向こうから声をかけてくる。


リニアさんが頷き、衝立を退かした。


「はい、終わりました。お嬢様、お疲れ様でした」


ルルが椅子から立ち上がり、わたしに近付いた。


伸びてきた手が髪に触れる。


ルルの手の上をわたしの髪がサラサラと流れ、今までみてきた中で一番美しくなっていた。


「うんうん、良かったねぇ」


髪の手触りに満足したのかルルが頷く。


そしてひょいと抱え上げられる。


浴室を出て寝室に戻るとルルはまたソファーに座って、今度はルルが水差しから水を注いでグラスを渡してくれた。わたしはもう一度グラス一杯分の水を飲んだ。


ぽかぽかした体のおかげかとても眠い。


うとうとしていると柔らかい場所に寝かされる。


多分、ベッドだろう。


寝室には天蓋付きの大きなベッドがあった。


何とか目を開ければ、ルルがベッドの縁に腰掛けて、こちらを覗き込んでいる。


「……ルル」


手を伸ばしてルルの服を掴む。


「大丈夫、ここにいるよぉ」


大きな手に頭を撫でられる感触がする。


……ああ、もう後宮あそこに戻らなくていいんだ。


心の底からホッとするのと同時にわたしは意識を手放した。


完全に意識が落ちる寸前、ルルの声が聞こえた気がした。


「おやすみぃ、リュシー」


＊　＊　＊　＊　＊


ごろりと寝返りを打ち、目が覚める。


一瞬、自分がどこにいるのか分からなくて辺りを見回せば、天蓋付きのベッドの中にいた。


横の椅子にルルが座っている。


「おはよぉ」


緩く声をかけられて返事をする。


「おはよう、ルル」


窓から差し込むのはオレンジ色の光。


昼寝というには随分ぐっすり眠ってしまった。


ぐぅ、とお腹が小さく鳴り、ルルが目を細めた。


「あは、お腹減ってるみたいだねぇ。でも食事は医者に診てもらってからだよぉ」


メルティさんがベッドの側に寄るとグラスを渡してくれた。


中身はあの果物の匂いのする水だった。


ルルに抱えられてトイレに行き、戻ってくると、部屋に五十代ほどの女性がいた。


どうやらその女性がお医者様らしい。


「初めまして、今日からお嬢様の主治医になりましたゾイ＝エレインといいます」


にこりと穏やかに笑うお医者様。


でも、どうしても女性と接する時は緊張してしまう。特に十代前半と四十代ほどの女性は怖い。


その点では侍女二人もお医者様も年齢がズレているせいか、緊張はするけれど、そこまで怖くはない。


「リュシエンヌです。よろしくおねがいします」


「ええ、よろしくお願いいたします。今日は少し体を診させていただいてもよろしいでしょうか？」


お医者様の言葉に頷く。


ルルがベッドから離れ、代わりにリニアさんがわたしの服を脱がせた。


お医者様は笑みを崩さなかったけれど、真剣にわたしの体を診察している。


口の中や喉の奥も診られた。お腹や背中も触診された。


「ありがとうございます、もうよろしいですよ」


診察を終えるとリニアさんが服を戻した。


「お嬢様は栄養失調に脱水症状も少し出ていますね。体の打撲のせいか熱も出始めております。軟膏と痛み止め、熱を下げるお薬を出しますので、食後に飲んでくださいね。しばらく食事は消化しやすく胃に優しいものを。それから熱が下がるまでは安静にしてください」


リニアさんが頷く。


お医者様がニコリと笑った。


「よく食べてよく眠れば元気になりますからね」


わたしを安心させるためだろう。


それに頷き返す。


「ありがとうございます」


お医者様はまたニコリと笑うと荷物を持って出て行き、メルティさんがそれについて行った。


リニアさんが「お食事は食べられそうですか」と聞いてきて、わたしは頷いた。


食事を取りに行ったリニアさんを見送る。


ルルがベッドの縁へ座った。よしよしと頭を撫でられる。


「確かにちょっと熱っぽいねぇ」


わたしもぺたりと額に触れる。言われてみれば体温が高い気もする。


リニアさんがサービスワゴンを押しながら戻ってきた。


ルルが立ち上がり、ワゴンに近付くと、そこからわたしの食事を持って戻ってくる。


ルルの掌くらいの少し深い皿に白いものが入っている。


それをスプーンで掬い、息を吹きかけて冷ますと、差し出された。


口を開ければスプーンがそっと入ってくる。


口を閉じるとゆっくりスプーンが抜ける。


…………ミルク？


ミルクにパンを入れて煮たもので、甘みがある。


じんわりと優しい甘さが体に染みる。


ぽろりと涙がこぼれた。


「……おいしい」


まともな食事を食べられる日が来るなんて。


記憶を取り戻してから、クーデターのことは分かっていたけれど、でも、こうしてまともな食事を口にしてようやく実感が湧いてきた。


リニアさんが頬にハンカチを当ててくれた。


それを受け取り、涙を拭くけれど、止まらない。


「泣くと熱上がるんだけどねぇ」


ルルがそう言いながらもスプーンを差し出した。


口を開けるとルルがスプーンを口の中に入れてくれたので、泣きつつも食べる。


ふかふかの大きなベッドに寒くない部屋、肌触りの良い寝巻きらしい服を着て、美味しい食事を食べる。


……幸せだなぁ。


それに傍にはルルがいてくれる。


それから数口ほど食べた。


満腹になったので首を振るとルルがスプーンとお皿をリニアさんに渡す。


メルティさんが戻ってきた。


口元を拭われ、薬らしき小さな包みを渡される。


……粉薬……。


包みを開けて一気に口の中へ落とす。


ルルからグラスをもらって水で流し込んだ。


「……にがい……」


苦くて、青臭くて、ちょっとエグ味がある。


水で口の中に残った粉も飲み込んだ。


「はい、ご褒美ぃ」


ルルが何かを取り出した。


それが何なのか分かった瞬間、口を開ける。


コロンとそれが口の中に転がり込んだ。


甘くて、ほんのり苦くて、香ばしい。口直しのチョコレートは美味しかった。


口の中でそれをもごもごしている間に、リニアさんとメルティさんに服を脱がされて、背中や足など身体中に軟膏をつけた当て布が貼られていく。


その間、ルルはベッドから離れていた。


天蓋のカーテンを広げると目隠しになるので、その中で手当てしてもらう。


でも外にいるルルの姿が薄っすらシルエットだけ見えているので不安はない。


手当てが終われば服を着せ直してもらう。


「ありがとうございます」


そう言えばリニアさんとメルティさんが目を瞬かせた。


「お嬢様、私共に礼は不要でございます。使用人が主人にお仕えするのは当然のことです」


リニアさんが静かで、穏やかな声で言う。


……それが常識なのかな。


でも、そうだったとしてもやはり何かしてもらったのにお礼を言わないというのは落ち着かない。


「でも、ありがとうって言いたいの。……ルルもいっぱいありがとう」


天蓋のカーテンを開けて言えば、ルルは目を細めて笑った。


「どういたしましてぇ」


リニアさんとメルティさんが顔を見合わせる。


それ以上は何も言われなかった。


でも二人とも、少しだけ目元が柔らかくなったような気がした。


わたしはそのままベッドへ寝かされる。


「お医者様のお話では夜から本格的に熱が上がるとのことなので、私共は隣室に控えております。何かありましたらベルを鳴らしてお呼びください」


「分かった〜」


リニアさんがルルに言い、ルルが頷き返す。


そうしてリニアさんとメルティさんは部屋を出て行った。


ベルというのは枕元のテーブルに置かれたもののことだろう。まんまハンドベルである。


扉が完全に閉まったところで全身の力を抜く。


ベッドの上でぐたっとしているわたしの頬をルルがつついた。


「大丈夫ぅ？」


「……うん、でも、つかれた」


暴力を振るわれることはないと分かっていても、人が近くにいると緊張するし、体が無意識に強張ってしまう。


リニアさんもメルティさんも侍女だ。


ただあのメイドの格好はどうしても後宮にいた王妃の侍女やメイド達を思い出してしまう。


クーデターが起こり、後宮にいた彼女達はどうなったのだろうか。


あまり興味はないけどふとそう思った。


……まあ、どうでもいいか。


横に向いてルルへ手を伸ばす。


「ねるまで、手、つないでもいい？」


ルルが目を細めた。


「いいよぉ」


伸ばした手を大きな手に握られる。


それだけで酷く安心する自分がいる。


一度寝たのに、熱のせいか、まだ眠い。


そのままゆっくりと眠りに落ちた。







    
  





＊　＊　＊　＊　＊


眠ったリュシエンヌの顔をルフェーヴルは眺める。


繋がった手から力が抜けた。


それでもしばらくの間、リュシエンヌの小さな手をルフェーヴルは離さなかった。


ファイエット邸に来てからのリュシエンヌは無口で、特に侍女達が近くにいると気を張っている風であった。


人が怖いというよりは女が苦手なのだろう。


リュシエンヌの周りには今まで、殆ど女しかいなかったはずだ。


王妃や王女、王子達に虐待され、後宮内の侍女やメイドにも冷たくされていたのだから当然のことだった。


侍女が浴室への立ち入りを許したのには内心少し驚いたが、リュシエンヌの不安そうな様子を見て、出ていけとは言い難かったのかもしれない。


医者の診察時や手当ての時にはさすがに物言いたげな視線を向けられたが気付かぬふりをした。


侍従としてはルフェーヴルの言動はとても使用人のものとは思えないものだとは理解しているが、だからと言ってリュシエンヌに恭うやうやしい態度を取る気はない。


これまでと変わらず接するつもりだ。


それに侍従をするのはリュシエンヌが十六歳になるまでの話である。


成人したら引き取るので、侍従を続ける意味はないし、どうせファイエット家から離れるのだ。


……従者として過ごすのも悪くないかもねぇ。


今までルフェーヴルは裏社会で生きてきた。ひっそりと身を隠すような暮らしを続けていたが、リュシエンヌと共に、その成長を見守りながら十年ほど暮らすのも案外悪くなさそうだ。


闇ギルドに関わったことのある人間ならばルフェーヴル＝ニコルソンの名を一度くらいは聞いたことがあるだろう。死が怖い者は近付こうとは思うまい。


……そのままリュシエンヌにも関わらないでくれると嬉しいんだけどなぁ。


まだ涙の跡が残る赤い目元を撫でる。


ファイエット邸に来て安心したのだろう。


泣きながらも食事をしていた。


……でももっと食事量は増やさないとねぇ。


用意された皿の半分もリュシエンヌは食べられなかった。


そもそも後宮にいた頃の食事量自体が少な過ぎて、栄養が足りず、小柄で細いのだ。


少しずつでいいから食べられる量を増やしていかないと、リュシエンヌの体に良くない。


侍女達は色々と感じるところはあるようだったがリュシエンヌの世話で手を抜くようなことはなく、隣室へ下がったのも、自分達がいるとリュシエンヌが気を張って休めないと理解してだろう。


サラサラになったリュシエンヌの髪を指で梳く。


くすんだ茶色だった髪は汚れを洗い落とすと落ち着いたダークブラウンになった。


……本当にチョコレートみたいな色ぉ。


ここでもっと暮らせば、この美味しそうな色の髪ももっと艶が出るだろう。


毎日きちんと食事をして、よく眠って、この痩せた体を何とかしなければ。


前髪を除けて額に触れる。


泣いたこともあってか熱が上がってきている。


薬を飲んだので酷く上がりはしないだろうが、体力のないリュシエンヌにはつらいかもしれない。


ルフェーヴルはもう一度リュシエンヌの手を握る。


目を覚ました時、リュシエンヌの瞳に最初に映る人間にルフェーヴルはなりたいと思った。
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隣室に下がったメルティとリニアは扉を閉め、扉から離れると顔を見合わせた。


「お嬢様って、元王女だよね？」


「違うわ。新王家の養女になったのだから、元ではなく、王女様よ」


二人は自分達が仕えることになった主人を思い出し、何とも表現し難い表情を浮かべた。


ファイエット家の使用人として働いている二人は幸いにも貧しさに喘ぐことはなかったが、それでも年々質素な食事になっていった。


ファイエット家の当主である侯爵も質素な食事にし、その分、領民や国のために私財を売り払って補填していたそうだ。


リニアもメルティも実家はしがない男爵家や子爵家で、そちらも貧しく、給金から仕送りをすることで何とか実家を支えていた。


だからこそ王族に良い印象はなかった。


侯爵がクーデターを起こして新王になったと聞いた時は納得したし、自分達の仕える主人が王になるのは誇らしくもあった。


だが王女を養子に取ると聞いた時には「何故？」と疑問に思った。


一応、執事のオリバーより使用人達に説明はあったが、仕事として受け入れても心が納得するかは別の問題だった。


王族は皆、贅沢が好きで暴君のよう。そんなイメージが誰の頭にもあった。


リニアもメルティも、養子に来る王女の侍女を任された時には厄介な役目になってしまったと感じた。


そうして王女がやって来た。


五歳と聞いていたが、風変わりな格好の少年に抱えられた体は年の割に小さかった。


長く伸びた髪は酷く傷んでいて毛先がバラバラで、着ている服も驚くほど古びて摩り切れ、覗く手足は明らかに痩せ過ぎていた。


長い髪で顔はほぼ隠れていたが不安そうに自分を抱く少年の服を掴んでいた。


前もって聞いていなければ誰もその子が王女だとは気付かないだろう。


オリバーと挨拶をして、部屋に案内され、入浴し、眠り、医者の診察を受け、食事をして、眠る。


その間、王女はあまり口を開かなかった。


べったりとくっついている少年とは話せるらしいが、どうやら人が怖いようで、入浴中も触れると小さな体は強張った。


何より、その体は傷だらけだった。


虐待を受けて育ったと聞いたが、小さな子供の体にはそこら中に痣や小さな擦り傷や切り傷があり、背中や足の裏、左肩は特に酷い。


「お嬢様、背中と足の裏は傷が残っちゃうってお医者様が言ってた」


「……そう」


「……なんか、思ってたのと違ったね」


「…………そうね」


王族だから、きっと我が儘で高慢で扱いに困ると思っていた。


でも実際現れたのは小さなか弱い女の子だった。


傷だらけで、痩せ細って、人に怯える様は痛ましく、ただパンをミルクで煮ただけの病人食を泣きながら美味しいと食べる。


どのような虐待を受けていたか考えるだけでもゾッとする。


自分達が近くにいては休めないだろうと下がったが、リニアもメルティも小さな主人のことが気になって仕方がなかった。


それにあの少年も、主人の侍従になるとオリバーと話していたけれど、全く使用人らしくない。


「あの男の子も変わった子だし」


メルティも同じことを考えていた。


「旦那様もオリバーさんも了承したことなら、私達は従うしかないわね。それにお嬢様はあの少年のことを信頼してるみたいだもの」


「うん、それは確かにそうだけど……」


「とりあえずはしばらく様子を見てみましょう」


ただリニアもメルティも、新しい主人を王族だからと拒否する気持ちはもう湧かなかった。


傷だらけの小さな体とオリバーが説明の際に口にした「お嬢様もまた王家の被害者です」という言葉を思い出していた。
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…………寝苦しい。


お医者様の言う通り、わたしは熱を出してしまい、そのせいで暑くて目が覚めた。


天蓋をぼんやり見上げる。もう夜なのか部屋は暗く、けれど完全な暗闇ではなく、少し離れた場所からオレンジ色の柔らかな光が控えめに天蓋を染めている。


……暑い。喉渇いた……。


もぞりと動けば、手が何かを握っている。


何だろうと視線を下げるとベッドの縁にルルが座っていた。


「あ、起きたぁ？」


繋がっていた手がするりと解け、ルルが立ち上がり、わたしの額から何かを取った。


そして枕元のテーブルに置いてあった水差しの中身をグラスに注いだ。


わたしの肩とベッドの間に片手を差し込んでゆっくりと抱き起こし、自分に寄りかかるように片腕で抱えながら、もう片手が持っていたグラスをわたしの口元へ押し当てる。


口を開けると僅かにグラスが傾いて水が少量口の中に入ってくる。


喉が渇いているのに飲み込むだけでも苦労する。


それでもルルは根気強く、少量ずつわたしの口に水を注いだ。


グラスの半分ほど水を飲んで満足した。口を閉じるとグラスが離れていった。


ベッドへ体を戻される。


ルルの手が額に触れた。


「……解熱剤飲んでこれかぁ」


ひんやりとした手が心地好い。


重たい腕を持ち上げて、ルルの手を掴み、顔を寄せる。


ルルが動いて、空いているもう片手をテーブルに伸ばし、何かを掴んだ。


ちゃぷ、と水音がして、すぐにポチャポチャと水が落ちるような音がした。


それから額を冷たくて柔らかいもので覆われる。


その感触に思わず、ほう、と息が漏れた。


……これは、多分、濡れタオル……？


冷たさと同時に額に湿り気を感じた。


額は冷たいが、体の熱さは変わらない。


暑いというより熱い。体の芯から熱が出て体がだるい。背中に当たるベッドも熱い。


横へ体を転がせばベッドのシーツがヒンヤリと触れたが、それも一瞬で、やっぱりすぐに温くなり、元の位置へ戻って反対側へ転がる。


……やっぱり熱い。


「……うぅ……」


行き場のない熱が体の中に溜まっている。


いつの間にか手が外れていて、ルルが落ちた布をまた水に浸して絞り、額へ戻してくれた。


それが分かっているのにボーッとしてしまってお礼の言葉が出てこない。


「リュシー、まだ日が昇るまで時間があるから眠っていいよぉ」


ヒンヤリとしたルルの手が首筋に触れると、熱さが和らいだ気がした。


ルルの間延びした囁くような声が頭にじんわりと広がる。


それからわたしはうとうとと夢と現実の間を行ったり来たりしていたと思う。


ルルがずっと付き添ってくれたのを覚えている。こまめに額の布を冷やしてくれたり、汗を拭いてくれたり、熱さに耐え切れずに泣いたわたしを宥なだめてくれた。


五歳の体で熱を出すのはすごく疲れる。溜まった熱に苛立って泣くわたしを、ルルは「子供って意外と元気だなぁ」とか呑気なことを言いながらも、疲れて泣き止むまで付き合ってくれた。


泣き疲れてベッドへ転がったわたしの額と腫れた目元に冷たい布をかけてくれて、そのおかげか長めに眠れた時間もあった。


そして朝起きてもルルは横にいた。


「おはよぉ、リュシー」


そう言ったルルは首の布を外し、執事のオリバーさんが着ているものに似た服を身に纏っていた。
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夜、リュシエンヌが泣いた。


だがそれは想定内のことだった。


大人でもたまにいるが、熱を出して弱っている人間というのは泣き出すことがある。


合間を見て侍従の服を受け取りに行った際にも、ファイエット家の執事に「幼い子は熱を出すと泣いたり暴れたりするので気を付けてください」と言われた。


リュシエンヌは高い熱に泣いて、ベッドの上をゴロゴロと落ち着きなく転がったが暴れることはなかった。唸ったり暑いと呟いたりはしていたが。


布を冷やし直すと僅かな時間だけ静かになった。


昔、まだ暗殺者として駆け出しの新人だった頃、同じ師の下で暗殺を教わっていた奴が下手を打って暗殺対象に反撃されたことがあった。護衛の毒矢で射られて高熱を出したソイツを師の指示で仕方なく看病したその時にも、ソイツは毒による苦痛と熱の中でメソメソと泣きながら何やら言っていた気がするが、どうでも良かったのでもう忘れてしまった。


とりあえず呟いて転がって唸るリュシエンヌにルフェーヴルは布を冷やしたり返事をしたりして気を逸らしてやっていた。


リュシエンヌの熱が上がって目覚めたのは深夜だった。


それまで数時間ほどは侍女にリュシエンヌを任せ、ルフェーヴルは少々野暮用を済ませて来た。


野暮用についてはリュシエンヌが知る必要はない。


戻って来てからはずっと傍にいた。


二、三日くらいならば眠らなくても活動出来るし、リュシエンヌを看病している間は座っているので体を休めることは出来る。いざとなったら様子を見て少し眠ればいい。


気になることと言えば、侍従用の服が少々動き難いことと、顔を隠していた布がなくて微妙に涼しいことくらいか。


リュシエンヌの看病をしているうちに朝になった。


朝になると熱が少し下がった。


下がったと言っても治ったわけではない。


起きたリュシエンヌはルフェーヴルを見て目を丸くした。


「……ルル、にあってる……」


ぽかんと口を開けてリュシエンヌがやや掠れた声で、思わずといった様子で、そう呟いた。
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ルルが服を替えた。


体に沿った真っ黒な服から、同じ黒だけど、燕尾服えんびふくのようなものへ着替えたらしい。


どうやら服をもらった時に、侍従になるなら顔を隠さないよう言われたみたいで、トレードマークだったマフラーみたいなものは外されてルルの綺麗な顔が露わになっている。


熱は下がったけれど、治ったわけではなく、ルルによると恐らくまた夜に熱が上がるだろうとのことだった。


……ああ、昼間って熱が下がるんだよね。


そうして夜になると上がるというのはよくある。


まだ体が重くてルルに水を飲ませてもらう。


それからルルがベルを鳴らして侍女を呼ぶとメルティさんが来た。


「リュシーの着替え、ちょうだい」


それにメルティさんが慌てて新しい寝間着を持って来た。


リニアさんがほんのりと湯気の立つ桶と布を運んで来て、着替えと一緒に体を拭くことを勧められた。リニアさんとメルティさんに体を拭いてもらい、下着と肌着も替えてもらい、ルルに寝間着を着せてもらう。


気付いたのだが、ルルはリニアさんやメルティさんを監視するようにジッと見ていることがある。


そしてタイミングを計はかったように声をかけて、わたしの傍に来てくれる。


「お嬢様、食欲はございますか？」


メルティさんに問われ、考える。


正直全く食欲はない。


しかし薬を飲むなら何か食べたほうがいいだろう。


少し考えてから答える。


「くだものなら、ちょっとだけ、食べられます」


メルティさんが首を振った。


「お嬢様、使用人に丁寧な言葉遣いをする必要はありません」


リニアさんもそれに頷いた。


でも言葉を崩すのは怖い。


黙ったわたしにリニアさんとメルティさんがやや困ったように顔を見合わせた。


そこでルルが言ってくれた。


「別にリュシーが良いなら良いんじゃな〜い？」


リニアさんとメルティさんはもう一度顔を見合わせると「そうですね」「お嬢様の話しやすい言葉が一番ですね」と納得してくれた。それにホッとする。


その後、リニアさんが部屋を出て行って、少ししてサービスワゴンを押しながら戻ってきた。


上には平たい皿と、いくつかの果物の盛り合わせが載せられていて、ルルが平たい皿を取った。


「そちらはリンゴのすりおろしです。蜂蜜で甘みをつけてあります」


「それなら食べられそうかもねぇ」


リニアさんの説明にルルが頷いた。


スプーンで掬って差し出される。


口を開ければスプーンが入ってきて、閉じるとゆっくり引き抜かれていく。


リンゴの甘みと香りと水分、それから少し遅れて蜂蜜の甘い味が口の中に広がった。


甘みがじんわりと体に染み込む感じがした。すりおろしたリンゴは小さめの皿に入っていて、量もそれほどなかったのか食べ切ることが出来た。


果物の盛り合わせは葡萄を三粒ほど食べた。


ルルが綺麗に皮を剥いてくれたので、つるりとした葡萄の実を口に入れるだけで良かった。


種はあったが食べ終わった小皿をルルが口元に寄せてくれたので、実と種を口の中で選り分けて、片手で口元を隠しながら皿へ出させてもらった。


食後に苦い粉薬を飲んだ。


「きのうのくすり？」


昨日飲んだのもなかなかに苦かった。


「こっちは痛み止めだよぉ。昨日飲んだのは解熱剤。多分、こっちの方が苦いかなぁ」


ルルにそう言われたけれど、わたしの舌にはどちらもかなり苦く感じられた。


……まあ、子供の味覚だもんね。


苦味をより強く感じるのかもしれない。


薬を飲んだ後、トイレに行って戻ってくるとシーツが新しいものに取り替えてあった。


ちなみにトイレまではルルに連れて行ってもらった。


熱が下がって、足の裏の傷が治るまでは出来る限り歩かない方がいいらしい。


でも足の裏の傷は大分良くなっていると思う。


怪我をした後にルルが薬を塗ってくれたから、今は足をつけても痛くない。


だけどリニアさんとメルティさんはダメだと言う。ルルも「治るまではオレが運んであげるよぉ」と言うので、しばらくの間は移動はルルに運んでもらうことが決まった。


そうは言ってもトイレや入浴くらいしか移動するタイミングなんて今のところはないけれど。


差し出された口直しのチョコレートを食べる。


それからベッドの上で横になってみたけれど、あまり眠気もなくて、横の椅子に腰掛けているルルを見た。


ピシッと服を着こなしているのに、片足の上にもう片足を乗せて椅子の背もたれに片肘を置くという座り方のせいか、ちょっとガラが悪く見える。


リニアさんが後ろからジッと非難の眼差しをむけているが、ルルはどこ吹く風である。


わたしの侍従になると言っていたけれども、使用人だからと言って自分の振る舞いを変える気はないらしい。


でもルルが真面目にわたしに仕える姿はあんまり想像がつかないので、やっぱりこれでいいのかもしれない。


それに急に畏かしこまられると距離が出来たみたいでちょっと寂しい。


「ルル、じじゅうってどんなおしごとするの？」


ついには椅子を前後へユラユラ揺らし始めたルルへのリニアさんの視線が厳しいものに変わったので、慌てて声をかける。


すると椅子を揺らすのをやめてルルが首を傾げた。


「さあ？　主人の近くにいてあれこれ世話する仕事なんじゃないのぉ？　まあ、オレはそれ以外やる気ないけどねぇ」


「知らないのにやるの？」


「うん、侍従じゃないとリュシエンヌの傍にいられないからねぇ」


ルルの言葉に驚いた。


「わたしといっしょにいるため？」


「そうだよぉ。オレ、こー見えても結構あちこちから声かけられるんだよぉ？　誰か一人の所にずっといるってことは今までなかったしぃ」


「感謝してよねぇ」とルルに言われて頷いた。


わたしと一緒にいるために、暗殺者だったのに、侍従に転職してくれたのだ。


「ありがとう！　ルル、だいすき！」


起き上がってルルに飛びつくと、しっかりと受け止められる。


ルルは「リュシー、危ないよぉ」と言いながらも笑って、ベッドへ戻された。


侍従になってくれたということは、本当にずっと一緒にいてくれるということなのだろう。


これからもルルが傍にいてくれる。


そう思うと、不思議と気力が湧いた。


……そうだよ、原作なんて関係ない。


この世界は確かにあのゲームの世界に似ているのかもしれないけど、リュシエンヌがルフェーヴルに出会ったように、常にゲーム通りに進むわけではないんだ。


わたしも、ルフェーヴルも、他の人も生きていて、自分で考えて行動している。


それなら、わたしは原作通りにならないようにするだけだ。


そう意気込んで目を閉じる。






義理の兄


お屋敷に着いて、熱を出してから四日後。


日に三度の食事と苦い薬のおかげか、熱は完全に下がり、体の重さも大分良くなった。


お医者様にも「まだ激しい運動はいけませんが、ベッドから出ても大丈夫ですよ」と許可ももらえた。ただ、足の裏の怪我もあるので散歩などはまだダメらしい。


左肩はまだ痣で変色しているけど、軟膏のおかげか少し痛むものの肩が上がるようになった。


この四日間、ずっとベッドの上にいたのですっかり体が鈍ってしまっていた。


でもその間、侍女のリニアさんとメルティさんが怪我に障らない程度に入浴させてくれたので気分はかなりいい。


……やっぱりお風呂は最高だよね。


髪はサラサラふわふわ、お肌はもっちり。


くすんだ髪も肌も本来の色を取り戻しつつある。


それに暇な時間はルルが色々とお話ししてくれた。


「リュシーは自分のことを知っておかないと、後々困るかもしれないからねぇ」


と、言ってわたし自身のことを説明してくれた。


今のわたしの名前はリュシエンヌ＝ラ・ファイエット。


四日前、つまりクーデター当日に五歳になった。


クーデターを起こしたのはベルナール＝ファイエット侯爵で、今は新国王ベルナール＝ロア・ファイエット陛下となり、わたしは新王家ファイエットの養女として受け入れられて、身分は第一王女らしい。


ちなみに王族の女性はファミリーネームの前に『ラ』が、王族の男性は『ロア』が入るそうだ。


わたしが後宮で虐待されながらも生かされていた理由は、第二王子を暗殺し、国王が亡くなった暁にはわたしを女王に据えて傀儡とし、王妃自身が国を支配するつもりだったのだとか。


何でわたしを、と疑問に思ったが、どうやら旧王家では琥珀の瞳を受け継ぐ者でなければ王になれなかったそうで、前王の他には第二王子とわたししか琥珀の瞳を持っていなかった。


だから王妃はわたしを生かしつつ、自我を持たないように虐待していたようなのだ。


そしてわたしは原作通り、処刑を免れた。


でもこの王家の血が悪用されないように監視の意味もあって新王家の養女とされた。


もしルルがいなかったらわたしは嫁がずに独身を貫くか、信用の置ける貴族と結婚して子を生さずに終えるかといった予定だった。


だがルルがわたしを欲しいと言った。


そして新国王であるわたしの義理の父はそれを了承したそうだ。


ルルならば王家の血を悪用しないし、子を生さないことを条件に決まったそうだ。


「リュシーが十二歳になったらオレと婚約して、成人の十六歳になったら、結婚するからねぇ」


まるで天気の話でもするかのように言われた。


ビックリしたが、不満や不安はない。


……ルルと婚約するの？


驚きの次に感じたのは嬉しさだった。


それと同時に状況が原作から外れたことに安堵した。


リュシエンヌの婚約者が原作と代わる。その変化がどのような影響を及ぼすかは不明だけれど、ヒロインちゃんに婚約者を奪われて嫉妬に駆られて虐めをするというストーリーは避けられる。


「オレと結婚するのは嫌〜？」


思わず黙ったわたしの顔をルルが覗き込んだ。


「ううん、うれしい。けっこんって、ずっといっしょってことだよね？」


「そうだよぉ」


「わたしルルとけっこんする」


伸びてきた手が褒めるように頭を撫でる。


この手に傷つけられたことはない。


ルルのことは誰よりも信頼しているし、好きだから、結婚出来るとしたら嬉しい。


「結婚したらオレの家で一緒に住もうねぇ？」


「……ルル、おうちあるの？」


まさかこの歳でもう家持ち？


「ううん、これから買うつもりぃ。出かけられるようになったら一緒に見に行こうよぉ。リュシーが気に入った家を買って、気に入った家具を置いて、少しずつ調えていくの、楽しそうでしょ〜？」


想像してみる。ルルと選んだ家にルルと選んだ家具、二人だけの穏やかな生活はきっと時間がゆっくりと進むだろう。そのための準備を二人でする。


「たのしそう！」


「だよねぇ」


何よりルルと結婚するなら原作とは外れる。


しかもずっとルルと一緒だ。


そのためにもわたしは成人までに色々と覚えなければならないことは多い。


「わたし、りょうりおぼえる。せんたくとおそうじも」


そう決意するとルルが笑った。


「人を雇うから覚えなくてもいいけどねぇ」


「でもルルにしょくじ作りたい」


「そっかぁ、じゃあそれは楽しみにしておくよぉ」


そういうことで、わたしは成人後はルルの下へ嫁ぐこととなった。


でもそれまでは王女なので、せめて最低限の公務には出なければならないらしい。


公務は十二歳になってから。


それまでは王族としての礼儀作法や教養を学んでいかなければならない。


……わたし、覚えきれるかな……。


それに学院は確か十五歳からだ。いっそ学院に通うことを回避出来ればいいのだが、王女が学院に通わないというのは難しいだろう。病気など理由がなければ無理そうだ。


そんなことを考えていると部屋の扉が叩かれた。


メルティさんが扉を開け、訪問者を確認した後に何やら焦ったような声が聞こえてきた。


「お嬢様はまだ病み上がりでして……。それにお嬢様を坊っちゃまに紹介されるのは旦那様がお戻りになられてからと伺っております」


そんなメルティさんの言葉の後に、初めて聞く声がした。


「顔を見たいだけだ」


まだ幼く高い声だが男の子のものだ。


原作を思い出す。


確かリュシエンヌが引き取られたファイエット家には義理の兄となる男の子がいる。


この男の子も攻略対象の一人だったはずだ。


リュシエンヌは義兄を慕っていたが、義兄の方はべったりとくっついてくるリュシエンヌを鬱陶しく思っていて、兄妹の仲はあまり良くないという設定だった。


……でもさあ、それってどうなの？


リュシエンヌになって色々と気付いたが、同じ血の繋がった王子や王女達から虐められ続けたリュシエンヌが、自分を虐げない新しい家族と出会ったとして。


その家族に心が傾くのは当然だと思う。


もしルルがいなければわたしは孤独だったはずだ。


自分を虐げず、人として扱ってくれる人達に出会って、家族として、仲良くなりたいと思うのは普通のことだ。原作のリュシエンヌが義兄と婚約者をヒロインちゃんに取られまいとするのも、孤独になりたくないという思いからだろう。


そもそも婚約者は未来の家族だ。


それを守ろうとするのは当たり前だ。


……リュシエンヌ悪くないよね？


いや、私物を盗んで破壊したり暴力を振るったりするのは良くないけど、婚約者を奪うというリュシエンヌが怒って当たり前のことをヒロインちゃんはしてる。


それで義兄まで取られそうになったら？


幼いうちに孤独を刻み付けられたリュシエンヌは、奪われることに恐怖を覚えるんじゃない？


「ですが……」


「良いから通せ！」


「坊っちゃま！」というメルティさんの制止を押し退けて、声の主が部屋に入ってきた。


男の子は黒髪に青色の瞳で、まだ七歳か八歳くらいの年の頃で、整った顔をしていた。顔立ちはちょっと冷たそうだ。


部屋に入り、見回し、ベッドに座っているわたしを見つけるとズンズンと近付いて来た。


でも男の子がベッドから一メートルくらいのところまで近付くと、椅子に座っていたルルが消え、次の瞬間には男の子の後ろに立ってその襟首を掴んでいた。


突然進めなくなったことで男の子が驚いた顔をする。


「はぁい、そこまでぇ。それ以上はダメだよぉ」


ルルの間延びした声に男の子が振り返る。


「誰だきさま！　その手を離せ！」


じたばたと男の子が暴れるけれどルルは手を離さず、その場に佇んでいる。


「オレ？　オレはオジョーサマの侍従だよぉ」


「侍従!?　そんなもの聞いてないぞ!?」


「まあ、別に君の許可は要らないしねぇ」


ルルが興味なさそうに受け流すと男の子が顔を赤くして、何とかルルから逃げようと試みるけれど、上手くいかないようだった。


そのままズルズルと男の子を引き摺り、ルルはポイと部屋の外へ放り出す。


勢いにつんのめり、慌てて振り向いた男の子の前でルルが扉をぴったりと閉めた。


ドンドンと扉を叩く音がしてもルルは扉に背を預けて、開けられないように体重をかける。


「ルル、いいの……？」


その子、一応王子なんだけど。


だけどルルは扉に寄りかかったまま頷いた。


「オレは侍従だけど護衛でもあるんだよねぇ。女の子の部屋にいきなり押し入るような奴は撮み出されても仕方ないよぉ」


しばらく扉の外は騒がしかったが、オリバーさんの声がすると静かになった。


恐らく騒ぎを聞きつけてやって来たのだろう。


静かになるとルルが扉から背を離す。


そうして戻ってきて、わたしのいるベッドの横の、もはや定位置と化した椅子に腰掛けた。


それが義兄にして攻略対象の一人、アリスティード＝ロア・ファイエットとの出会いだった。


＊　＊　＊　＊　＊


その夜、わたしはベッドで横になりながら考えた。


アリスティード＝ロア・ファイエット。


原作のメインヒーロー、つまり最も主要な攻略対象で確か人気もかなり高かった。


クールであまり人を寄せ付けない王太子。


母親は病で亡くなっている。病にかかっていることが判明した時には既に遅く、アリスティードの母親は自分のために高額な薬を買うよりも、その金を民のために使ってほしいと夫に頼み込んだ。


そして夫ベルナールは妻の願いを聞き届けた。


アリスティードの母親は病によりこの世を去る。


傍で父親と共に母親の死を看取ったアリスティードは、王家を憎んだ。


せめて薬を買えていれば母は苦しまなかった。


父親と母親がそれを選んだ理由は、王家による民への重税だとアリスティードは考えた。


王家が好き勝手して国を傾けた結果、母は己の薬を諦め、民を優先したのだと。


だからアリスティードは旧王家を憎んでいた。


たとえ虐待されていたのだと聞いても、旧王家の血を濃く引いたリュシエンヌを家族として受け入れることは出来なかった。兄と慕われることも苦痛であった。リュシエンヌが我が儘を言う度に、高価な買い物をする度に、その琥珀の瞳に旧王家の血を感じて嫌悪した。


……つまるところ、旧王家の血が濃いリュシエンヌが気に入らなかったってこと。


だが、母親の件とリュシエンヌは無関係だ。


……まあ、でも、わたしは義兄にべったりすることはない。


もうルルがいるから。ルルだけでいい。


アリスティードとは距離を置こう。


どうせ向こうもリュシエンヌのことを嫌うのだ。


わざわざこちらから近付く必要はない。


「リュシー、もう寝なよぉ」


なかなか眠らないわたしをルルが窘たしなめた。


「うん、もうねるよ。おやすみ、ルル」


「おやすみぃ」


とりあえず義兄へは塩対応しておこう。


お互い必要以上に関わらなければ、ヒロインちゃんが現れてもわたしが動くことはない。


いっそ、攻略対象とは関わらない方向でいこう。


ルル以外とは全員距離を置く。


……うん、それがいい。


シーツに包まり、わたしは目を閉じた。
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「何なんだ、あの侍従は……！」


自室のベッドにアリスティードは苛立ちのまま、勢いよく腰を下ろした。


質の良いベッドがぼふんと受け止める。


義妹については父より聞いていた。


旧王家ヴェリエの唯一の生き残り。


生まれた時から五年間、虐待を受けていたらしい。


興味がなかったので内容までは聞いていないが、確かに今日見た義妹は年齢よりも小さい印象を受けた。


長いダークブラウンの髪は顔を隠すほどで、それがベッドの上で広がっていて、まるで幽霊のようだったと思い出して考える。


……それでも挨拶くらいしに来るものだろう。


養女として、養子先の家の者に挨拶をするのは当然のことだし、アリスティードとしては義妹として認めたくはないが、父がそうすると決めたのであれば否定はしない。


旧王家の血を悪用されないためにも必要なことだと理解もしている。


ただもう四日が過ぎたのに挨拶の一言もないというのは少々気に入らない。


……そういえば病み上がりと言っていた。


何か病でも患っているのだろうか。


けれど、それならば屋敷ではなく、まずは治療院で療養してからとなるだろう。


父がそれをせずに屋敷へ引き取るわけがない。


しかし昼間見かけた義妹は小さいような気がした。


年下の子供と接したことはあまりないが、それでも、もう少し大きかったと思う。


何よりあの侍従が問題だ。使用人ならば主人一家に仕えるべきなのに。あの侍従ときたら、アリスティードを猫の子でも捕まえるように掴み、部屋の外へ追い出したのである。


しかも扉を開けられないようにした。


おかげで騒ぎを聞きつけた執事のオリバーに叱られてしまった。


……だが、侍従の言葉も正しいのだ。


ファイエット家の養女となっても初対面の女の子の部屋に、メイドの制止を押し切って入ったのはアリスティードだ。


叩き出されても仕方ないと思う面もあった。


「〜っ、ああもう！」


アリスティードは髪をくしゃくしゃに掻き混ぜて、ベッドへ勢いよく体を倒す。


清潔な石鹸の香りのするシーツに顔を押し付けた。


こんなに気になるのは義妹が旧王族の血筋だから。


挨拶に来ないから、気になってしまうのだ。


父からは落ち着いたら紹介すると言われたし、オリバーにも義妹が落ち着くまでは待つように言われたが、それを待っていたらアリスティードはモヤモヤして勉強に集中することも出来ない。


「……そうだ、手紙を書けばいいんだ」


きっといきなり行ってもまたあの侍従に撮み出されてしまうだろう。


それなら手紙で訪問することを伝えればいい。


明日、起きたら手紙を書いて使用人に頼もう。


良い案を思いついたからか、眠気を感じたアリスティードは靴を脱いでシーツに潜り込む。


しばらくして、規則正しい寝息が聞こえてくる。


薄暗闇の中で天井から人影がベッドの側へ降り立った。


「……敵意はなさそうだねぇ」


こんもりと盛り上がったベッドの塊を見下ろしながら、ルフェーヴルは囁くように呟いた。


もしもアリスティード＝ロア・ファイエットがリュシエンヌに敵意を持っているようならば、関わるなと警告するつもりであった。


だが、どうやら敵意はないらしい。


ただリュシエンヌのことを随分と気にしている。それだけが少し気に入らないが、それだけで雇用主の子供であり、リュシエンヌの義兄になる子供を手にかけるには危険が大きい。


ルフェーヴルは天井裏へ戻る。


そうしてもう一度だけアリスティードを見下ろし、視線を外すと、リュシエンヌの部屋へと戻っていったのだった。
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翌日、手紙が届いた。


送り主はアリスティード＝ロア・ファイエット。


……何で手紙？


手紙を持ってきたメイドは居心地が悪そうだ。


家の中だというのに、わざわざ蝋で封がされたそれを、ルルがペーパーナイフで開けてくれた。


受け取った封筒を一通り眺めた後に、中身をゆっくりと取り出す。


そこには一通のメッセージカードが入っていた。


「……よめない……」


文字を見て、わたしは困った。


多分文字なのだろうそれは初めて見る。


そういえばリュシエンヌの記憶の中で、文字に触れる機会はなかったし、誰かに教わるなんてそれこそありえなかった。


つまるところ、リュシエンヌわたしは文字が読めないのだ。


「ルル、これ何？」


傍にいたルルに問う。


差し出したメッセージカードをルルが覗き込む。


「えっとぉ、お伺いだねぇ。リュシエンヌに『今日の午後、ティータイムの頃に部屋に行ってもいいか』って書いてあるよぉ」


……昨日ルルに追い出されたからかな？


今度は突撃せずに手紙で伺いを立ててから、来ることにしたようだ。


どうしようかと考えているとルルが「どうする？」と聞いてくる。


……うーん、断り難いかも。


わたしはあくまで養子であるし、養子先の実子であるアリスティードが会いたいというのを特に理由もなく断るのは少々悩むところである。


それに、確かに挨拶はしておいた方がいい。たとえアリスティードに嫌われたとしても、同じ屋根の下で暮らすのだから、最低限の付き合いくらいはしておくべきかもしれない。


「……会う」


「怖くなぁい？」


わたしの言葉にルルが聞き返す。


「うん、ルルがいるからだいじょうぶ」


アリスティードは暴力は振るわないだろう。


頷き返せば、ルルが「じゃあオレが代筆してあげるよぉ」と部屋の机に常備してあるメッセージカードに何やら走り書きすると、それを二つ折りにして、手紙を持ってきたメイドへ渡した。


「これを坊っちゃまに渡してくれる〜？」


年若いメイドは整った顔立ちのルルに一瞬見惚れていたけれど、すぐにカードを受け取ると、礼をして退室した。


扉が閉まってからルルへ尋ねた。


「なんてかいたの？」


「ん〜？　そのままだよぉ。ただ『分かりました』って返事しただけぇ」


「そっか」


午後は義兄となる人に会わねばならない。


ほぼ初めましての相手なので少し不安だ。


そのせいか、昼食は上の空になってしまってあまり食べられなかった。


……礼儀作法の勉強よりもまずは読み書きを勉強しないと何も出来なさそうだ。


後でリニアさんかメルティさんに簡単な本があるか、それを借りられるか聞いてみよう。


……文字はルルに習おう。


あと髪も切りたい。長くて結構邪魔なのだ。


もし紙が高価でなければ読み書き用にもらいたいけど、安いものでもなさそうな感じがする。


いざとなったら庭で文字の練習をすればいい。地面なら棒で書いて足で消せば何度でも書ける。


そんなことを考えているうちに、メルティさんが午後のティータイムの準備をする。


テーブルの上に色んなお菓子が並べられていくけれど、わたしが今食べられるものはない。


まだ胃が弱っていて普通の食事は食べられない。


少しずつ固形物を増やして、普通の食事を食べられるように胃を慣れさせていく予定なのだ。


今回のこれらはアリスティード用だ。


わたしの前には小さく切り分けられた果物が並べられ、飲み物も、紅茶ではなく果実水らしい。


そして準備が終わる頃、見計らったように、部屋の扉がノックされた。


リニアさんが対応に出て、廊下に続く扉を開けた。


そこにはわたしより少し年上の男の子がいた。


黒髪に、やや眦のつり上がった青い瞳、無表情のせいかどこかとっつき難そうな感じがする。


わたしは椅子から降りると半ば無意識に床に膝をついた。


両手が地面につく前に、ルルに抱え上げられた。


「リュシー、何してるのぉ？」


脇に手を入れて持ち上げられたので、訪問者とリニアさん、準備をしていたメルティさんが眉を寄せてこちらを見ている。


その三つの視線が突き刺さるようだ。


「あ、あいさつしなきゃって思って……」


「挨拶ぅ？　床にへばりつくのが？」


「まえは、そうしないとけられた、から……？」


両脇を掴んでいるルルの手に微かに力がこもった気がした。


見上げると、目が合ったルルがにこりと笑う。


そうしてそのまま抱き寄せられた。


「リュシーは王女サマなんだからそんなことしなくていいんだよぉ」


それから椅子へ戻された。


男の子は少し躊躇った後、リニアさんが引いた椅子に腰掛けた。


テーブルを挟んで向き合う。


夜のような漆黒の艶のある髪に、宝石みたいにキラキラした青色の瞳、白く透き通った肌に整った顔立ち。きっちり着ている服に乱れがない辺りに、その真面目そうな性格が垣間見える。


メルティさんが男の子に紅茶を淹れた。


わたし達の間に沈黙が落ちる。


……どうしよう。話題がない。


それに今まで殆ど人と接したことのないリュシエンヌわたしが義理の兄になった人だからとすぐに仲良くなれるかと言えば難しい話だ。


落ち着かなくて果実水を飲む。


「……僕は」


声が聞こえて顔を上げる。


男の子は手元のティーカップに視線を落としたままだ。


ふっと上げられた目と視線が合った。


「僕はアリスティードだ。アリスティード＝ロア・ファイエット、七歳だ。元ファイエット侯爵家の長男であったが今は新王家の第一王子となった。そして君の義理の兄だ」


二つ年上だそうだ。


そういえば原作ではリュシエンヌが学院の一年生の時に、三年生だった。


学院は十五歳から三年間通うので、思い出してみればそうだったなと納得した。


「……リュシエンヌ、です」


「それだけか？」


不満そうに言われて思わず体が縮こまる。


「よ、よろしくおねがい、します……」


原作のリュシエンヌもこんな風に義兄のアリスティードから冷たい声で話しかけられていたのだろうか。疎まれていると気付かなかったのだろうか。


……いや、それはない。


散々虐待されてきたのだから、人の感情、特に負の感情には敏感だったと思う。


そうだとしたら、多分、認めたくなかったのか。


やっと自分に暴力を振るわない『家族』が出来たのに、義兄に、疎まれていると思いたくなかった。好かれたかったのかもしれない。


だから原作では義兄にべったりだった。


……リュシエンヌはきっと愛されたかったんだ。


俯くと長い髪が顔を覆う。


「あのねぇ、この子は自分のことは全然知らないんだよぉ。名前はリュシエンヌ＝ラ・ファイエット、クーデターの日に五歳になったんだぁ。ずぅっと旧王家で虐待されて過ごしたんだよぉ。そのせいで熱を出して、昨日やっと落ち着いたばかりなんだぁ」


ルルが言い、アリスティードが視線を動かす。


「お前は？」


「オレは新国王陛下に雇われたリュシーの侍従〜」


「全くもって侍従らしくなさそうだがな」


「まあ、本職が違うからねぇ」


アリスティードとルルがジッと互いを見る。


……なんか空気がギスギスしてる……。


もう一度グラスに口をつけた。


実を言うと少しお腹が減っている。


でも、果物の盛り合わせに手を伸ばすのはちょっと躊躇われた。


わたしは食事の作法を知らない。果物しか食べないのに、スプーンやフォーク以外にもナイフがある時点で困る。既に盛られた果物は一口大に切られている。ナイフの使い道が分からない。


更に小さく切って食べるべきなのだろうか。


それにブドウは皮がついたままだ。


……手で掴んで食べていいのかな。


ぼんやり果物が盛り合わせられた皿を眺めていたら、キュウゥ〜と音がした。


言うまでもなくわたしのお腹の音だった。


「リュシー、お腹空いたのぉ？」


ルルに覗き込まれて頷き返す。


「ちょっと待ってねぇ」


そう言ってルルが盛り皿からいくつかの果物を取り皿へ移し、小さく切り分けた。


そのうちの一欠片をフォークで刺し、口元へ寄せられる。


「はい、どうぞぉ」


口を開ければ果物が入ってくる。


小さく切られたそれはオレンジだった。少し酸味があって、でもそれよりも甘みが強くて、オレンジ独特の柑橘系の瑞々しい味が広がった。


よく噛んでいるとアリスティードと目が合った。


「それくらい自分で食べられないのか？」


その言葉にズキリと胸が痛む。


わたしだけなら、食べられないことはない。


でも虐待されてテーブルマナーを知らないリュシエンヌはどうだろうか？


それにわたしのテーブルマナーがこの世界のものと同じかどうかも分からない……。


フォークに手を伸ばすとルルに止められた。


「君さぁ、さっきから何なのぉ？」


ルルがアリスティードを見た。


「いきなり来たリュシーが気に入らないのかもしれないけど、父親から話は聞いてるはずでしょぉ？　日々の食事すら満足にもらえない、着るものも寝る場所も用意してもらえない、そういう風に虐待されていた子が満足な教育を受けられるわけないじゃん」


言い切ったルルが次の果物を差し出してきた。


口を開ければ、今度は小さく切られたリンゴだ。


しゃく、と歯ごたえの良い食感がする。


わたしがリンゴを咀嚼する音だけが響いた。


「……そんな……」


呟く声に顔を上げればアリスティードがカチャンとティーカップをソーサーに置いた。


その表情はどこか強張っているような、驚いているような、呆然としているような、複雑なものだった。


「そこまで酷かったなんて……」


僅かにアリスティードが俯いた。


「父親はリュシーのこと、ちゃんと説明しなかったのぉ？」


ルルの問いかけに、アリスティードが唇を噛んだ。


「……いや、父上は話そうとしていた。それを聞こうとしなかったのは僕だ……」


「ふぅん？」


ルルが首を傾げつつ、またわたしの口に果物を運んでいく。


……あ、今度はメロンかな？


すごく甘くて瑞々しくて美味しい。


「まあ、君の事情なんてどうでもいいけどぉ、自分より小さな女の子を虐めないでよねぇ」


「なっ、い、虐めてない！」


「ええ〜？　さっきからリュシーに対して冷たい声で、高圧的な態度で、それで虐めてないつもりぃ？　っていうか、気に入らないなら来なきゃいいのにさぁ」


……あ、アリスティードの肩が下がった。


ルルの言葉が突き刺さったらしい。


口の中のメロンを飲み込む。


「あの……」


声をかければアリスティードがこちらを見た。


「わたし、しずかにします。あなたにはちかづきません。だから、わたしのことは、ほうっておいてください」


そうすればお互いに静かに過ごせる。


わたしも義兄に関わらなければ、原作のようにべったりになることもないはずだ。


それに旧王家の血を濃く引くリュシエンヌを疎ましく思っているのは原作通りのようなので、このままただの居候くらいに思ってそっとしておいてほしい。


どうせ成人したらファイエット家を出るのだ。


この提案はアリスティードにとっても良いもののはずだ。


そう思ったのに、何故か傷ついた顔をされた。


「……僕と関わりたくない、と？」


「その、わたしにはそう見えました……」


「…………」


アリスティードが押し黙った。


逆にルルは愉しげに口角を引き上げて、わたしの口元に次の果物を差し出した。


それを食べながら様子を見る。


しばらく沈黙していたアリスティードが口を開く。


「……ない」


アリスティードがその黒い頭を下げた。


「すまなかった。……昨日のこともそうだが、今日のことも、僕が悪かった」


頭を下げられても、どうしたら良いのか分からない。


ルルを見上げると、ふっとその灰色の瞳が細められた。


そしてそれはアリスティードへ向いた。


「それで？」


「え？」


ルルの問いにアリスティードが顔を上げた。


「優しくて気弱なリュシーは冷たくされたことも許してくれるだろうねぇ。……で？　気に入らないリュシーのところに来て、怖がらせて、一方的に謝罪して、君は結局何がしたかったのぉ？」


そろそろお腹がいっぱいになってきたかなと思っていると、果物を差し出す手が止まり、口元をナプキンでそっと拭われる。使った取り皿は下げられた。


アリスティードはまた押し黙ったけれど、先ほどよりかは短い時間だった。


「……僕は旧王家が憎い」


そこから、アリスティードは何故旧王家を憎んでいるかを静かに語ってくれた。


やはり原作通り、母親の死が問題だったようだ。


旧王家の血を濃く引くリュシエンヌが義妹になることは許容し難いことだったらしい。


しかし義理でも妹になる相手のことは気になる。


クーデター後にわたしがこの屋敷に来たことは知っていたそうで、いつ挨拶に来るかと思っていたが、一向に来る気配がない。


父親も執事も落ち着いたら紹介すると言うだけ。


義妹がどのような人物なのか、アリスティードは確かめたかったのだ。


自分が憎む旧王家の者達のような人間なのか。


父親が養女にするだけの意味があるのか。


アリスティードは知りたかったのだ。


「まさか、こんなにか弱いとは思わなかった」


ジッと見つめられて、つい俯いてしまう。


「旧王家は憎い。しかし君のことはもう憎いとは思わない。君はあいつらとは違う。……父上やオリバーが言った通り君も『王家の被害者』だ」


もう一度「すまない」と謝られた。


そして顔を上げたアリスティードに問われる。


「君が嫌ならば関わらないようにしよう。でも、もし、君が嫌でないのならば、これから少しずつ兄妹になっていきたいと思う」


両肩にルルの手が触れた。


見上げるとルルが「どうする？」と言いたげに小首を傾げて、わたしを見下ろした。


……どうしよう。


アリスティードに関わらない方が安全だろう。


でも、それは原作通りのアリスティードだったら、という前提である。


今の彼はリュシエンヌわたしを疎んでいない。


そっと胸に手を当ててみる。


……リュシエンヌはどうしたい？


……わたしは仲良くなりたい。


新しい家族と過ごしてみたい。新しい家族に好かれたい。


そんな気持ちが胸の中に湧き上がる。


攻略対象だから避けようと思っていた。


関わったらダメだと思っていた。


……自分で『この世界は似ているけどゲームじゃない』って言ってたのに。


ギュッと手を握る。


……正直に生きてもいいのかな。


顔を上げ、ルルを見る。


灰色の瞳が優しく見つめ返してきた。


……少しだけ、踏み出してみよう。


そうしてわたしはアリスティードを見た。


「わたしも……。わたしも、少しずつ、なかよくなれたらいいなって思います」


アリスティードの表情が明るくなった。


「そうか……！」


思わずといった風に喜色交じりの声がした。


すぐにアリスティードは我へ返り、こほんと咳払いをしたけれど、照れ隠しなのだと分かる。


「では僕のことは、今後は兄と呼んでくれ。……リュシエンヌ」


その申し出に頷く。


「はい。……おにいさま」


「今日からよろしくな」


わたしの呼び方に嬉しそうにアリスティード、いや、お兄様は笑みを浮かべた。


関わらないという道もあっただろう。


だけどこれはこれで良かったのかもしれない。


アリスティードとリュシエンヌが仲の良い兄妹になって、ヒロインちゃんが現れても、関係が険悪にならないようにすればいい。


……でも、もし原作通りになったなら。


「良かったねぇ、リュシー」


頭を撫でるルルを見上げる。


その時は、ルルに攫ってもらおう。


どこか遠く、この国の外へ逃げればいい。


ルルと一緒ならどこだっていいのだ。


＊　＊　＊　＊　＊


義理の兄を小さく手を振って見送ったリュシエンヌの後頭部を見下ろした。


義兄との仲を喜んでいる。


しかも、明日も会いに来たいというアリスティードの申し出をリュシエンヌは受け入れた。


ルフェーヴルはちょっとだけ面白くない気持ちになった。


ベルナールの息子、アリスティードと親しくするのはリュシエンヌにとって良いことだ。


新王家の兄妹は仲が悪いと噂になれば、リュシエンヌを軽視する者も出てくるだろう。


だがアリスティードとリュシエンヌが家族として、兄と妹として親しければ、表立って貶してくる輩は減る。さすがに次代の王となるだろう人物の妹、それも仲の良い兄妹であると分かれば思うところはあれど下手なことは出来ないはずだ。


分かっているけれど、自分以外の者と親しくするリュシエンヌを見るのは面白くない。


……このまま攫っちゃおうかなぁ。


扉が閉まるとリュシエンヌが振っていた手を下ろしてこちらを見上げてくる。


ルフェーヴルは内心で考えていることを気付かれないように、緩く笑いながら小首を傾げた。


「どうかしたぁ？」


ルフェーヴルの問いにリュシエンヌが手を広げた。


「だっこ」


「だっこ？」


意味が分からず更に首を傾げたルフェーヴルの体にリュシエンヌが抱き着いた。


……もしかして抱き上げてほしいの？


抱き着いてくる体を少し離し、抱き上げると、ギュッと首に小さな手が回される。


ルフェーヴルは首に触れられるのが好きではない。


しかしリュシエンヌの手は別だ。


小さく弱々しいそれがルフェーヴルの命を脅かす危険はなく、すがるように触れてくる温かな手は、少しくすぐったくて心地好い。


「怖かったぁ？」


リュシエンヌが頷く。


「……ちょっとだけ」


後宮で虐待されていたせいか、リュシエンヌは女を怖がっているところはあったが、男もダメらしい。旧王家の第一王子に虐められていたので、もしかしたら十一、二歳くらいの男の子が怖いのかもしれない。半分血の繋がった姉や兄達の行いを簡単に忘れることは出来ないだろう。


義理の兄となったアリスティードに会うだけでも、かなり勇気の要ることだったはずだ。


「偉い偉い。よく頑張ったねぇ」


片腕で抱えて頭を撫でる。


するとリュシエンヌが嬉しそうに笑った。


「ルルがいてくれたから」


「ほ〜んとリュシーは良い子だねぇ」


アリスティードが変な気を起こさないよう、しっかり牽制しておかなければ。


よしよしと頭を撫でられていたリュシエンヌが「あ」と声を上げた。


そうしてキュッとルフェーヴルの服を掴む手に力がこもった。


「あのね、ルルにおねがいがあるの。わたしのかみ、ながいから切りたい。……ルルできる？」


髪を切る。それは特別なことだ。


髪結い師という職業があるが、あれは貴族や裕福な者などが人を雇って髪を切ったり整えたりしてもらうのだ。


平民は親兄弟が切るのが普通である。


つまり信頼の置ける者でなければ髪を切らせないし、切らせてもらえない。


リュシエンヌはそれをルルにしてほしいという。


それだけ信頼している証しだった。


「出来るよぉ。やってあげるぅ」


そんなお願いならばいくらでも。


ルフェーヴルはリュシエンヌを椅子に戻すと、散髪のための準備を始めたのだった。


＊　＊　＊　＊　＊


ルルに髪を切ってほしいとお願いしたら、あっさりやってもらえることになった。


侍女のリニアさんやメルティさんでも良かったのかもしれないが、やはり、まだ女性は怖い。


二人がわたしを傷つけはしないと分かっている。この五日間、二人はわたしの身の回りのお世話をしてくれたし、きっとこれからもそうなんだろう。


でも頭で分かっていても心は別だった。


ルルがいない状況で二人と一緒にいると体が無意識に強張って、緊張してしまう。


それでも二人はわたしに優しくしてくれる。


ルルがいない時は程よく距離を置いてくれる。


……お兄様もちょっと怖い。


第一王子より小柄だったけど、少し年上の男の子も怖いと感じてしまう。


「布かけるよぉ」


大きなドレッサーの前に椅子を置き、そこで座って待っていたわたしの体に大きな布がふわっとかけられる。


鏡越しにルルがわたしの顔を見つつ、後ろから前髪を左右に掻き分けた。


「どんな感じがい〜ぃ？」


「うーん……」


「特にないなら好きなように切っちゃうけどぉ。オレのお任せでいく〜？」


髪型に拘りはないのでそうしよう。


「うん、ルルのおまかせでいく」


「りょ〜か〜い」


ルルは手にハサミではなく細身のナイフを持っていて、リニアさんとメルティさんが物言いたげに控えている。


「ハサミじゃないの？」


「ん〜？　ハサミでも良いけどぉ、こっちの方が上手く出来るからねぇ。オレ、刃物の扱い得意なんだよぉ」


「そうなんだ」


……まあ、暗殺者だもんね。


前髪を持ち上げられたので目を閉じる。


切った音はしないけど、パラパラと髪が布に落ちる音と感触はある。


少し気になるが終わるまで目を閉じていることにした。出来上がりを待つのは楽しい。


しばらく前髪を切っていたルルの手が離れる気配がして、それが横へ移動していく。


丁寧に切ってくれているようで、少し切っては髪を整え、また切ってが繰り返される。


「ねえ、ルルのなまえはなんていうの？」


パラ、と髪が布に落ちる。


ルルの名前は知っている。


でも、出来ればルルの口から聞きたかった。


「オレの名前はルフェーヴル＝ニコルソンだよぉ」


さらりとルルが答えた。


「ルフェーヴル＝ニコルソン……。だからルル？」


「そう。リュシーだけがオレをルルって呼ぶの。仕事仲間は名前ではあんまり呼ばないしねぇ」


「何のしごとしてるの？」


「大きくなったら教えてあげるよぉ」


……あ、そこは秘密なんだ？


五歳の子に「暗殺者だよ〜」なんて言っても分からないし、そもそも言い難いのかもしれない。


「じゃあ、ルルがおしえてもいいよって思ったらおしえてね」


ルルはそれに「うん」とはっきりと返事をした。


そして室内に髪が落ちる微かな音だけがしばらく響き渡った。


不思議と嫌じゃない静けさだ。


ルルの手が髪に、頭に、耳に触れる。


その体温を感じるだけで安心するのだ。


「──……出来たよぉ」


ルルの言葉に目を開ける。


「……だれ？」


鏡の向こうにはやや痩せ過ぎだが可愛らしい女の子が座っていた。


前髪は眉よりやや長く、顔のラインに合わせるように両端に向かって長くなっていく。傷んだ毛先は切られていて、シャギーカットになっている。


丸い琥珀の瞳が見返してくる。


「リュシーだよぉ」


ルルが「可愛いでしょ〜？」と鏡越しに見てくる。


思わず振り返ってルルに抱き着いた。


「ルルすごい！　わたしじゃないみたい！」


髪型一つでこうも変わると思わなかった。


「リュシーは最初から可愛かったよぉ。オレはただ髪を切っただけぇ」


「でもほんとにすごいよ！　ルルの手はまほうの手だね！　ありがとう！」


ルルがふっと笑った。


「どういたしましてぇ」


その笑顔はとても綺麗だった。


「……お嬢様」


「せっかく布をかけたのに……」


抱き着いたせいで、布に残っていた髪がわたしとルルの服にくっついてしまっていた。


リニアさんとメルティさんは眉を下げた。


「あ……」


「やっちゃったねぇ」


ルルだけはのんびりと笑っていた。


＊　＊　＊　＊　＊


夜、日記用の本を前にアリスティードは昼間のことを思い出していた。


義妹になったリュシエンヌは小さかった。


グラスを持つ手は細く、袖から覗く手首なんて、アリスティードが力を入れて握ったら折れてしまうのではと思うほどだ。


しかし顔を合わせた義妹に放っておいてくれと言われてアリスティードは戸惑ったし、それ以上に衝撃も受けた。


他の貴族の子供はアリスティードが黙っていても勝手に近付いてくるので、まさか拒絶されるとは考えてもいなかった。


それに何の教育も受けていないことにも驚愕した。


普通、貴族や王族に生まれた子は教育を受けさせられるものだ。


それがたとえ望まぬ子であったとしても、家の体面を保つために、何いずれ他家との繋がりを得るために、子に家庭教師をつけて礼儀作法や常識を学ばせる。


だが、義妹はそれすらなかったという。


そんな義妹はまるで貴族の前に突然放り出された平民のようにアリスティードへ平伏しようとして、そうしなければ「蹴られる」と言った。


後宮ではそうして他の王族に平伏していたのか。


椅子に戻された後もどこか緊張して、落ち着かない様子だった。


旧王家の人間とは全く違う。きちんと見れば分かることだった。


細い手足も、袖から覗く手首についた傷も、傷んだ髪も、病人のように青白い肌も、小さな体も。


囁くような声はアリスティードに怯えていた。


父やオリバーがリュシエンヌを「王家の被害者」と言っていたことを嫌でも実感させられた。


相手のことを知ろうともせずに一方的に憎み、それでいて自分に擦り寄ってくるだろう、なんて理由もないのに変な自信を持っていた。


だからか、義妹はアリスティードと関わることを避けようとした。


当然のことだった。


自分を嫌っている相手にわざわざ近付きたがる者などいないだろう。


アリスティードは義妹のその態度に傷つき、しかしそう言われるだけの態度を自分がとってしまったのだと反省した。


同時に義妹と仲良くなりたいと思った。


旧王家という括りから外して見ると、義妹はアリスティードには好感の持てる子供だった。


同年代の子供のように家柄や顔で近付いて来ることもなく、騒がしく喋りかけてくることもなく、物静かな女の子。義理でも兄妹になるのだから親しくなりたいし、目の前の小さな存在を見ていたら守りたいと思った。


傍の侍従が世話を焼きたがる理由が分かる。


小さな義妹は何も出来なくて、か弱くて、放っておいたらそのまま消えていなくなってしまいそうだ。


義妹は謝罪を受け入れてくれた。


それだけでなく、兄妹として親しくなることを許してくれた。


今はまだ怖がられているが、それでも兄と呼んでくれたことが嬉しかった。


兄弟姉妹がいなかったので兄と呼ばれる新鮮さとくすぐったさは思い出すと、つい口元が緩んでしまう。


「……これからだ」


これからゆっくり仲良くなっていけばいい。


明日も会いに行く約束をしてある。


「何がこれからなのぉ？」


「っ!?」


後ろから声がして慌てて振り返る。


いつの間に入ってきたのか、義妹の侍従が真後ろに立っていた。






    
  





「勝手に入ってくるなっ」


だが侍従はへらりと笑う。


「あは、ごめんごめん。本職のクセでつい、ねぇ」


全く笑っていない侍従の目にゾワ、と悪寒が走る。


義妹と一緒にいた時とは随分雰囲気が違う。


「そっちがお前の本性か」


「ん〜、どっちもオレだよぉ？」


義妹の侍従が小首を傾げ、それを戻す。


「そんなことよりさぁ」と侍従が続ける。


「君、リュシエンヌの兄になるのは良いけど、それ以上はダメだからね？」


侍従から感じる魔力の冷たさに汗が出る。


……もしかして、これは殺気なのか？


腹の底から全身が冷えていくような嫌な感覚に、アリスティードは掴んでいた椅子の背もたれを強く握る。


本能がこいつは危険だと告げている。


「それ以上とは？」


「それ以上はそれ以上だよ。まだ君は聞いてないかもしれないけど、リュシーは成人したらオレと結婚して、オレのところに来る。これは国王も了承済み。だから兄以上の気持ちをリュシーに抱かないよう気を付けてね？」


「そうなのか……」


だが貴族や王族が成人したらすぐに結婚するのは珍しくない。


少ないが中には学院に在学中に結婚する者もいる。


ただ相手がこの侍従というのは疑問だが。


「何故お前なんだ？」


王女が降嫁するならそれなりの地位が必要だ。


しかしこの侍従は貴族という感じがしない。


「オレは本職が闇ギルドの暗殺者なんだ。旧王家の血を下手に誰かに渡すわけにもいかないし、リュシーの身を守るためにもっていうのが建前ね。実際はオレがリュシーを気に入って、リュシーがオレを受け入れた。だからオレはリュシーを手に入れるために君の父親をちょ〜っと脅させてもらった。それだけ」


呆然と侍従を見やる。


暗殺者というのは納得がいく。


部屋の主に気付かれずに入り込み、側まで近寄ることが出来たのは、だからだろう。


そんなことはいいのだ。


……この侍従をリュシエンヌが受け入れた？


確かに昼間見た時も、義妹はこの侍従を信頼して、全てを任せている風ではあった。


「しかし父上がそんな取り引きをするとは思えない……」


一国の王女を暗殺者に嫁がせるなんて。


「オレ以外がリュシーの婚約者になったらソイツを殺けすって言ったらすんなり頷いてくれたよ。君か信頼出来る家に嫁がせようと考えてたみたいだけど、息子の命は大事だったみたいだね」


……そういうことか。


「……まるで悪魔だな……」


「あはは、そうかもねぇ。リュシーが成人するまでは侍従兼婚約者として、リュシーの傍にいるから、よろしくね？」


アリスティードが眉を顰めて言う。


「しかし僕が立太子しても、リュシエンヌは王位継承権第二位だ。今のお前にそのまま王女を降嫁させるのは難しいと思う」


それに義妹の侍従が呆れた顔をする。


「継承権を放棄出来る歳まで待つけどぉ、オレがそれまで何も手を打たないと思ってるのぉ？」


どうやらこの侍従には何か考えがあるらしい。


アリスティードは小さく息を吐いた。


「分かった。僕はリュシエンヌを妹と思っているし、兄として妹を守りたいだけだ。……お前の味方じゃなくてリュシエンヌの味方だからな」


侍従を睨み上げれば満足そうに相手が笑う。


「それで良いよぉ」


こちらを圧迫していた魔力が霧散する。


「あ、オレはルフェーヴルって名前だよぉ。ルルって愛称はリュシーだけのだから呼ばないでねぇ？」


「誰が呼ぶか」


アリスティードの吐き捨てるような言葉に、義妹の侍従、ルフェーヴルは心底おかしそうに笑ったのだった。






第二巻に続く






    
  





「今日はクッキーを作ります！」


ファイエット邸に来て月日が過ぎ、わたしは九歳になった。


……この四年間もあっという間だった。


ルルと出掛けたり、攻略対象に会ったり、本当に色々あったけど、それはまた別の話である。


お兄様ともこの四年間で随分と仲良くなれたと思う。


今日はファイエット邸のスティルルームにわたしとルル、お兄様が集まった。室内にはメルティさんだけでなく、家政婦長とこのスティルルーム専属のメイドさんもいる。


今日は三人でお菓子作りをするのである。


初めてお菓子作りに参加するお兄様もいるため、簡単なクッキーを作ることにした。


わたしはシンプルなワンピースに近いドレスで、お兄様は上着を脱いでおり、上からエプロンをつけている。


お兄様がふっと笑った。


「まさかこうしてリュシエンヌと菓子を作ることになるとは。最初の頃の僕だったら想像もつかなかっただろうな」


それにわたしも頷き返す。


「そうですね、わたし、最初はお兄様に凄く嫌われていると思いました」


「すまない、あれは僕が悪かった……」


「謝らないでください。わたしがお兄様と同じ立場だったとしても、きっと、最初は嫌だなってなったと思います」


お兄様が少しバツの悪そうな顔をするので笑ってしまった。もう四年も前の話だ。


「あの時のアリスティードはこぉんな小さかったよねぇ」


ルルが適当な高さに手を上げて笑う。


それにお兄様がムッとした表情をする。


「そんなに小さくなかったぞ」


「いいや、これぐらいだったよぉ」


「もう少し背は高かった」


ルルとお兄様のやり取りがおかしい。


仲が悪いわけではないけれど、この二人はいつもこんな感じだ。わりとルルがお兄様をからかって、お兄様がそれに反応して言い合いが始まる。


わたしとお兄様は兄妹だが、ルルとお兄様も、兄弟とは言わないまでも結構気安い間柄になったと思う。


……でも、確かにお兄様は成長したな。


出会った時は七歳だったお兄様も、今はもう十一歳だ。


「まあ、アリスティードの昔の大きさなんてどうでもいいけどねぇ」


そんなルルの言葉にお兄様はやっぱり少しだけムッとしていたが、言い合いをしていたらお菓子作りが出来ないと気付いたのか、それ以上何かを言うことはなかった。


ルルは侍従の格好のまま袖だけ捲った。


上着を脱いだりエプロンをつけたりはしていない。


エプロンをするのを嫌がったのだ。


「もしもの時に困るからさぁ」


と、言うことだった。


「汚れちゃうかも。いいの？」


そう訊いたら「その時は着替えるからいいよぉ」と返された。


材料は既に用意してあり、わたし達も手を洗って準備万端である。


作業台の上には小麦粉、砂糖、バター、卵、アーモンドパウダーなど色々と必要なものが並んでいる。それに型抜き用の型や筒、ナッツもあった。


わたしはもう何度もクッキーを作っているし、ルルも二回ほど一緒に作っているから、今日はお兄様に作り方を教えながらといった感じになる。


だから作るのも簡単な型抜きクッキーで、レシピも基本的なものだ。


家政婦長とメイド達は見守ってくれている。


ちなみに焼くのもお任せすることになっている。


さすがにわたしもお兄様も子供なので、オーブンを触らせることは出来ないらしい。


オーブンは魔道具で、火加減と時間を設定すると後はその通りに焼いてくれる勝れものだ。オーブンがあるだけでお菓子作りも料理もずっとラクになるだろう。


「まずは小麦粉とお砂糖をふるいにかけます」


二つボウルを置き、上にふるいを引っ掛け、そこにわたしは小麦粉を、お兄様がお砂糖を入れる。


「何でわざわざこんなことをするんだ？」


ふるいの側面を軽く掌に当てるように、揺らし、小麦粉をふるいにかけていく。


「こうすることで塊がなくなるから、混ぜる時に綺麗に混ざるんです。塊が残ると焼けた時に口当たりも悪いし、美味しくないんです」


「なるほど」


二人でサラサラとふるいを小刻みに動かす。


わたしの後ろから、肩越しにルルがわたしの手元を覗き込んでいる。


お兄様がパッと顔を背けた。


くしゅん。くしゃみをする。


……わたしも最初、粉っぽくてやったな。


ちょっと微笑ましい。


粉類をふるいにかけ終われば、これからが本番だ。


「最初にバターをクリームみたいになるまで混ぜます」


お兄様とわたしの分のボウルを置き、そこにバターを入れる。バターは常温のもので柔らかい。


ボウルに入れられたバターをお兄様がまじまじと見る。


「思ったより沢山使うな」


わたしは頷いた。


「バターはたっぷり使う方が美味しいです。もったいないからって減らしてはダメです」


二人で泡立て器を持ってバターを潰す。


柔らかいので簡単に潰せて良い。


「パンに塗る以外でバターに触れるなんて初めてだが、これがクリームみたいになるのか？」


バターを混ぜながら、お兄様が言う。


「はい、なります。ある程度バターを潰して混ぜたら、お砂糖を入れます」


わたしがちゃかちゃかと泡立て器で混ぜる横で、お兄様もわたしの手元を見つつ、動きを真似て、ちゃかっ、ちゃかっ、と混ぜている。


初めてだからか少し動きがぎこちない。


バターを混ぜて、泡立て器に塊がくっつくようになったら、先ほどふるいにかけた砂糖をそれぞれのボウルに入れ、また混ぜる。


ルルがわたしのボウルに砂糖を入れて、お兄様のボウルには家政婦長が入れてくれる。何度かに分けて入れられるので、しっかり混ざるように泡立て器を動かした。ぺったりとした生地になっていく。


この辺りになってくると、お兄様は泡立て器の使い方に慣れてきたのか、ちゃかちゃかと混ぜる速度が上がってくる。


「ここでお塩も少しだけ入れます」


用意してあった塩も少しだけ入れる。


「菓子に塩？」


お兄様が目を丸くした。


それに頷き返す。


「お塩が入ると、お砂糖の甘みが引き立ちます」


「そうなのか」


お兄様のボウルにも塩が入る。


塩が全体に混ざったら、次は卵だ。


一旦ボウルから離れる。


「お兄様、卵を割ったことはありますか？」


「いや、ないな」


「こうやって、包丁の角で叩いてヒビを入れたら、そこを下に向けて、パキッと左右に割るんです」


果物ナイフの角で卵を二、三回叩いてヒビを入れ、小さめのボウルの上でヒビを下向きにして、両手で持って左右にパカリと割り落とす。


綺麗な黄身の卵がたぽんとボウルに出た。


お兄様が同じように卵を割る。


「あ」


果物ナイフの角を強く当ててしまい、卵に大きなヒビが入った。


「お兄様、ボウルに移しましょう？」


困った顔をしていたお兄様にそう声をかけて、ボウルの上で割ってもらう。いくつか殻からが入っていた。


「殻が入った。……難しいな」


しょんぼりとお兄様が肩を落とす。お兄様の割った初めての卵は黄身も崩れてしまっていたけれど、手の中で潰さなかっただけ、いいと思う。


「スプーンで殻を取ればいいだけです」


わたしがスプーンを差し出せば、お兄様が受け取って殻を掬って取る。


殻を全部取り終えたら、別の泡立て器で軽く混ぜて溶き卵にする。


「軽く卵を混ぜて、黄身と白身を合わせます」


お兄様と二人で溶き卵を作る。


そうしたら、最初のバターのボウルに戻って、少しずつ、バターのボウルに溶き卵を入れる。


わたしが混ぜている横からルルが溶き卵を入れる。


お兄様は家政婦長が入れている。


三回くらいに分けて入れるのが個人的に一番いい。


「そうしたら、今度は小麦粉を入れます」


ルルと家政婦長が、わたしとお兄様のボウルに小麦粉を入れていく。


「さっくり切るように混ぜます」


「切るように？」


「こう、こんな感じです」


カタカナのノの字を書くように混ぜて見せれば、お兄様が真似して切るように混ぜる。


小麦粉が混ざるまで、とにかく混ぜる。


「結構粉っぽいが混ざるのか？」


「混ざりますよ」


ここは根気強く混ぜる必要がある。


最初は粉っぽかった生地が段々と混ざっていって、黄色っぽくなり、生地が塊になってくる。


きっちり混ざったら専用の容器に入れて寝かせる。


「こうしてしばらく生地を寝かせます」


ふと顔を上げて、お兄様を見て笑ってしまう。


「ふふっ、お兄様、顔に粉がついてます」


ハンカチで拭き取るとお兄様が少し恥ずかしそうな顔をする。


「あ、ああ、すまない、ありがとう」


恐らく混ぜている時に生地が指について、その手で顔に触ったせいでついてしまったのだろう。


……お兄様、年相応でちょっとかわいい。


和んでいるとルルが言う。


「今のうちに別の生地も作っておいたら〜？」


「うん、それもそうだね」


また粉物をふるいにかける。


今度はアーモンドパウダーも入れる予定だ。


「アーモンドパウダーは小麦粉の一割から三割くらいを置き換えると香ばしくて、アーモンドの香りも強くなります。ルルはパウダー多めが好きだよね？」


「うん、香ばしい方が好きだなぁ」


ということで、わたしは小麦粉の三割をアーモンドパウダーに置き換える。


「僕は初めてだから一割だけにしてみる」


お兄様は少しだけで様子を見るようだ。


一回目と同じように、バターを混ぜて、砂糖と少しの塩、溶き卵を入れてクリーム状にし、そこにアーモンドパウダーを混ぜた小麦粉を混ぜていく。


アーモンドパウダーのせいか、こちらの方が一回目よりも色味がややあるような気がする。


「リュシー、チョコチップは入れないのぉ？」


チョコレートが好きなルルらしい。


「もう一回作るから、そっちはチョコチップ入れるよ。こっちも欲しい？」


「うん、チョコチップ入ったのも食べてみたぁい」


と言うことで、半分だけ先に出して、残りの半分にチョコチップを混ぜる。


そうしてアーモンドパウダー入りと、それに更にチョコチップを追加した生地をそれぞれ作った。


お兄様はチョコチップなしで作った。


生地を平らにしてから寝かせる。


「生地を寝かせると何か変わるのか？」


「寝かせないと焼いた時にクッキーが硬くなったり、縮んだりするんです」


ここでお兄様は少し休憩だ。


その間に、わたしは三回目の生地作り。


「リュシエンヌは疲れないのか？」


椅子に腰掛けているお兄様が言う。


「お菓子作りはよくやっているので。それにクッキーはいくつか種類があった方が食べる時も楽しいですから」


「ああ、確かにいくつか種類があった方が見た目も良いし、選ぶ楽しみもあるな」


バターを混ぜて、砂糖と少しの塩と溶き卵、そして小麦粉を入れていく。投入するのはルルの仕事だ。


今回はアーモンドパウダーはなしのものだ。


「でも、お兄様と一緒に作れて楽しいです。出来上がったら、お兄様のクッキーとわたしのクッキー、何枚か交換してもいいですか？」


「もちろん構わない」


お兄様が嬉しそうに笑った。


「リュシー、どれくらいチョコチップ入れる〜？」


言いながら、ルルがチョコチップを一つ食べた。


誰も指摘しないけど、さっきからちょっとずつ、ルルがチョコチップをつまみ食いしている。


……チョコ好きだもんね。


ルルはいつもチョコレートを持っている。


出会った時から、薬を飲んだ後は必ずルルが口直しにチョコレートをくれるのだ。


本人もチョコレートが好きだと明言している。


「うーん、ルルはどれくらいがいい？」


「たっぷりがいいなぁ」


また一つ、つまんで食べた。


「分かった」


ルルの要望通りチョコチップを多めにいれる。


チョコチップの入ったボウルをルルに戻す。


「もう使わないよ」


ルルの視線が手元のチョコチップに落ちる。


「これ、食べてもい〜ぃ？」


家政婦長が苦笑しながら一つ頷いた。


わたしとルルがお菓子を作る時、チョコレートを使うと必ずルルは残ったものを食べてしまうので、家政婦長ももう慣れたものだった。


「リュシーもアリスティードも食べようよぉ」


生地を寝かせている間、チョコチップを食べつつ待つことにする。


「この後は、寝かせた生地をどうするんだ？」


お兄様もチョコチップをつまんでいる。


その様子はどこか楽しげだ。


……まあ、それもそうだよね。


多分、お兄様は出来上がったお菓子を食べたことはあっても、こうして材料の段階でつまみ食いするなんてしたことがなかっただろう。


わたしはルルとお菓子を作る時には、よく中に入れるものを味見しているが、さすがと言うか、材料の段階からしてどれも美味しいので出来上がりがいつも楽しみになる。


「この後は生地を伸ばして、型で抜いたら焼いて完成です」


「そうか、意外とクッキー作りは簡単だな」


「混ぜて型を抜いて焼くだけですけど、焼くのが一番難しいです。焼きすぎると焦げちゃいますし、あんまり厚く生地を作ると生焼けになっちゃいます」


「じゃあ、この後の作業が一番大事だな。どれくらいの厚みにしたらいいんだ？」


言われて考える。


「えっと、これくらい……？」


親指と人差し指で厚みを示す。


「薄いな」


「焼くとちょっと膨らみます」


だからうっかり生地を厚くすると、中心までしっかり火が通らなくて失敗してしまう。


幸い、お菓子作りを教えてくれる家政婦長がいてくれるので、これまでお菓子を作って失敗したことはない。失敗しそうになると止めてくれる。


「だから生地は薄くてもいいんです。むしろあんまり厚く作ると中まで火が通らなくて失敗します」


「そうなのか」


お兄様が不思議そうな、感心したような様子で頷く。


「アリスティード様、リュシエンヌ様、そろそろ生地も良い頃合いかと」


家政婦長の言葉に立ち上がる。


「そうですね、ありがとうございます」


お兄様とルルも立ち上がった。


寝かせていた生地を出してくる。


半分に切って、まずはその半分を麺棒で叩いて伸ばす。ここはルルがやってくれた。お兄様も麺棒で叩いて生地を伸ばしていく。


そういえば、初めてルルに叩いて伸ばすのを頼んだ時、ルルが結構強く叩いてビックリしたことがあった。


ルルとは逆に、お兄様は恐る恐る叩いている。


どうやら力加減を確かめているようだ。


ある程度は叩いて伸ばしたら、麺棒を横向きにして、コロコロと転がしながら生地を伸ばす。


ルルがクッキー作りをするのはこれで三度目だけど、わたしがそろそろ良いなと思ったタイミングでルルの手が止まった。


「リュシー、生地の厚みってこれくらいだよねぇ？」


ルルの問いに頷き返す。


「ルル凄い、今言おうかなって思ってたところだったの。よく分かったね」


「前に作った時もこれくらいだったかなぁって」


お兄様は横で慎重に生地を伸ばしている。


厚みを均一にするためにかなり気を遣っているらしく、ゆっくりと麺棒を転がしていて、本当に初めてこういうことをするんだなぁと何だか不思議な感動を覚えた。


その横で、ルルが慣れた様子でどんどん生地を伸ばしていく。ゴロゴロと容赦なく麺棒を転がすルルだけど、生地を見ると、ちゃんと厚みは一定である。


両方で生地を伸ばし終えたら型抜きだ。


色んな形の型が用意されている。


よくある丸い型、端がギザギザになった四角の型、小鳥みたいな型、星の型、ハートの型、沢山ある。


お兄様は自分の生地を、ルルとわたしはわたしの方の生地を型抜きしていく。


……わたしはハート多めにしよう。


生地に押し当てて、型を取る。


紙みたいに感じるけれど、焼くと丁度良い厚みになるのでこれでいい。


「紙みたいだな」


お兄様が同じことを思ったようで言う。


「わたしもそう思います」


「これは型を抜き終わったらどうするんだ？」


「余った生地は纏めて、丸めて、また麺棒で伸ばして、型を抜きます。生地がなくなるまで繰り返します」


「分かった」


お兄様とルルとわたしは黙々と型を抜き、残った生地を丸めて麺棒で伸ばして、また型を抜く。


それを繰り返して生地がなくなるまでクッキーを作る。型抜きしたものはオーブンの天パンに並べ、全部終わったら焼く。


オーブンはいくつかあるので一気に焼けるだろう。


型を抜き終えて、それを並べた天パンを予熱してあったオーブンへ入れる。


時間と火加減を調整して、待つだけだ。


その間に、更に二回目と三回目の生地も伸ばして型を抜き、それぞれオーブンで焼く。


ルルが麺棒で伸ばしてくれて、わたしが型を抜いていく。


お兄様は慣れたようで二回目はどんどん麺棒で生地を伸ばす。基本的にお兄様は何をやっても上手に出来るので凄い。ルルもそうだけど。


「良い匂いがするな」


型を抜きながらお兄様が顔を上げた。


後少しで一回目の生地が焼き上がるのだろう。


「初めてクッキーを作ってみて、お兄様はいかがですか？　作る側というのも面白いでしょう？」


「そうだな、なかなかに楽しい。自分で食べるものを自分で作るというのも良いものだな」


「これを誰かに食べてもらえると、もっと嬉しいんです」


そう言うと、お兄様が考えるような仕草をする。


「……上手く出来たら父上にも少し届けてもらおうか？　そう距離はないし、使いの者を出せばすぐに届けられるが」


それにわたしは驚いてしまった。


「え、お父様に？　でも、大丈夫ですか？」


「ああ、毒味されるだろうが問題ないと思う」


これまではお菓子を作ってもルルやお兄様と食べるだけだったけれど、思えばお父様に食べてもらったことはない。


「いいのでしょうか……？」


お兄様が頷いた。


「父上なら喜んでくれると思う」


「それなら、渡したいです」


「そうしよう。僕も作ったクッキーを父上にも食べてもらいたい」


お兄様がメイドに声をかけて、ラッピングの用意をしてもらう。


そうこうしているうちに甘い良い匂いが漂ってきた。


更に少ししてオーブンが止まる。


家政婦長が両手に鍋つかみみたいな手袋をして、オーブンから天パンを取り出した。


「熱いので少々お待ちください」


並べられたクッキーはどれも良い焼き加減に見える。


待っている間に次々とクッキーが焼けて、気付けば作業台の上は焼けたばかりのクッキーで埋まっていた。


スティルルームに甘い匂いが充満している。


触っても大丈夫なくらいに冷めたのを家政婦長が確認して、ルルがクッキーを一枚手に取り、食べる。


サクッと音がして、ルルが咀嚼して飲み込む。


「……うん、美味しいよぉ」


どうぞ、と手で示されて、わたしとお兄様も自分が作ったクッキーに手を伸ばす。


一口かじればサクリと音がして、焼けた小麦の香ばしさと素朴で優しい甘みが口の中に広がった。まだ温かいせいかいつもより甘みを強く感じる気がする。


「美味いな」


「美味しいですね」


お兄様とわたしの言葉が重なった。


互いに顔を見合わせて笑う。


「リュシエンヌ、ほら」


お兄様がクッキーをわたしへ差し出した。


それを受け取り、代わりに、わたしも一枚取ってお兄様に渡す。


互いに作ったクッキーを一口かじった。


「……美味しい！」


わたしが笑うとお兄様がホッとした顔をする。


「リュシエンヌのクッキーも美味しい」


お兄様の言葉にニッコリしてしまう。


ルルから視線を感じたので、ハート形のクッキーを一枚手に取って、ルルに差し出した。


「はい、ルルもあーん」


「あーん」


ルルがぱくりとクッキーにかじりつく。


そしてサクサクと食べていった。


チョコチップクッキーだ。


食べ終えたルルが嬉しそうに灰色の瞳を細めた。


「いつも通り美味しいよぉ」


「良かった。お父様とお兄様の分をわけたら、残りは全部ルルが食べていいよ」


ルルが「ありがとぉ」と笑った。


クッキーをお皿に移し、お父様に送る分とお兄様と交換する分を別にして、残りは大きめのお皿に盛る。


わたしはお兄様からもらった分のクッキーで十分なので、残りは全部ルルの分だ。


……本当は全部あげたいけど。


お父様とお兄様にもあげたいから。


お父様の分は冷ました後に、それぞれ綺麗にラッピングして使いの者に頼んで王城へ持って行ってもらった。


王城に泊りがけの多いお父様にもこれなら食べてもらえるだろうし、クッキーだから仕事の合間につまめると思う。


その後、わたし達は温室へ向かった。


最近はよくここでお兄様とティータイムを楽しむのだ。


丸いテーブルに椅子が三つ。向かい側にお兄様が座っていて、わたしのすぐ横にはルルがいる。


……ああ、頑張った後の紅茶が美味しい。


ミルクと蜂蜜たっぷりの甘い紅茶を飲みながら、温室の暖かさをしみじみ感じているとルルがお皿に手を伸ばした。


「じゃあクッキーもらうねぇ」


そしてわたしが作ったクッキーのお皿を丸ごと引き寄せ、食べ始める。


わたしやお兄様が持つとそこそこ大きく見えるクッキーも、長身のルルの大きな手が持つと小さく見える。


ルルはサクサクとクッキーを食べ進める。


「ルルはどれが一番好き？」


何枚か食べたところで訊く。


「うーん、これかなぁ。アーモンドパウダーにチョコチップが入ったヤツ〜。サクサクしててチョコも入ってて美味しいよぉ」


「あーん」とそのクッキーを差し出される。


ルルの手に自分の手を添えて、わたしはそれにかじりついた。


サクサクしていて、アーモンドの香ばしさにチョコレートの甘さがあって確かにとても美味しい。さっくりした生地にチョコチップの食感が良いアクセントになっている


「ん、これ美味しいね」


これまではチョコチップクッキーとアーモンドパウダーのクッキーは別々に作っていたけど、これからは一緒にした方がいいかもしれない。


そんなことを考えているとわたしの唇をルルの指が拭う。差し出された指には解けたチョコが少しだけついていて、わたしはぺろりとそれを舐め取った。


……あれ、何だか覚えのある動き。


こんなことを前にもしたような気がする。


「ルフェーヴル、そういうのはきちんと拭いてやれ」


そう言ってお兄様が手を伸ばし、手招きされて、顔を寄せればナプキンで軽く口元を拭われた。


ルルが頬杖をついてわたし達を見る。


「リュシーもアリスティードもさぁ、兄と妹って感じになったよねぇ」


ルルの言葉にお兄様が眉を寄せる。


「なったも何も、僕達は兄と妹だぞ？」


「そうだけどさぁ、前はもっとぎこちなかったのが今はなくなって本当の兄と妹みたいだよぉ。良かったねぇ、リュシー」


それに大きく頷いた。


「うん、お兄様と仲良くなれて嬉しい」


「そっかぁ。でももうちょ〜っとこっちも構ってよぉ。オレのこと忘れないでぇ？」


ルルがつまんだクッキーをわたしの唇にちょんちょんと当てながら言う。


「忘れてないよ。このクッキーだって、ルルのために作るのが目的だもん」


差し出されたクッキーをまた食べる。


「……やっぱお菓子作りも二人でやろうよぉ」


お兄様が「待て」と言う。


「むしろお前達はいつも一緒じゃないか。兄と妹の時間まで奪うつもりか？　僕だってリュシエンヌと過ごす時間が欲しい」


「え〜、アリスティードだっていっつもティータイムには必ず来るでしょぉ？　それに食事だって一緒に摂ってるしさぁ。オレだってリュシーに給仕したぁい」


「いや、僕は給仕はしてないだろう」


ルルが珍しく「分かってるよぉ」と不満そうな顔をしたので、ルルに抱き着いた。


「ルル、大好き」


ルルが驚いたように目を瞬かせ、そして笑った。


「リュシーには敵わないなぁ」


ギュッと抱き返される。


「また今度、二人でお菓子作りしよう？」


お兄様ともルルとも、一緒にお菓子作りがしたい。


でもやっぱりわたしの一番はルルなのだ。


「僕を忘れてないか？」


お兄様のちょっと不満そうな声がする。


「忘れてません。お兄様も、また一緒にお菓子を作ってほしいです」


「ああ、僕もまた一緒にやりたい」


ルルもお兄様も笑っている。


……お父様もクッキー、喜んでくれたらいいな。


テーブルの下でルルの手を握れば、ルルが笑って見下ろしてくる。


これから大変なこともあるかもしれないけれど、ルルが傍にいてくれて、お兄様やお父様、みんなが一緒にいてくれれば、わたしはきっと頑張れる。


キュッと握った手を、ルルが握り返してくれる。


今はこれだけで十分だけど、早くルルと婚約したいなと思った。


……ルル、これからもずっと一緒にいてね。








あとがき






初めましての方は初めまして、二度目の方は二度目まして、早瀬黒絵と申します。


『小説家になろう』や自サイトでお会いしている方もいらっしゃるかと思います。


この度は『悪役の王女に転生したけど、隠しキャラが隠れてない。』をお手に取っていただき、まことにありがとうございます。二番煎じになりますが、またまた紙媒体の世界へようこそ！


今回の作品は半年以上毎日更新を行い、書き続けたものなので、書籍化の運びとなったことは心から嬉しく、同時にとても光栄に感じています。


何よりリュシエンヌやルフェーヴル達が絵になってる！


ネット小説にカバー＆挿絵がついている！


それだけでもう感無量、言い表せないほどの喜びで胸がいっぱいです。


前回の小説書籍化より大分年月が空いてしまい、そのまま一発屋で終わらずに済んで内心でかなり安堵しています。これで私も「小説家です」と言えるのかな、なんて考えてみたり。


こうしてお声をかけていただけて、ありがたい限りです。


でも締め切りという言葉はちょっと恐怖を感じました（笑）。


締め切りだけは絶対に守らなければ、これを破ったらまずいやつだ、と焦りつつ作業をして、締め切りの日よりも毎回早く提出させていただきました。締め切り怖い。凄く心臓に悪い。


毎日ドキドキしながら編集さんからの連絡を待ち、作業を行い、返信して、と慌ただしい日々が続いたことで豆腐メンタルの角も取れてかなり丸くなったかもしれません（苦笑）。


しかし書籍化への道のりと思うと、ドキドキしつつも楽しくて、編集さんも優しく丁寧に対応してくださって、一歩一歩着実に進んでいる感触は幸せなものです。


この小説の書籍化は家族や友人はもちろんのこと、小説を読みに来てくださった方々の御感想や評価など、お声をかけてくださった出版社様、優しい編集さん、素敵な絵を描いてくださるイラストレーターの先生といった大勢の方々のおかげで無事に叶ったのだと思います。


この場をお借りして、お礼申し上げます。


皆様、本当にありがとうございました！






願わくは、皆様とまた再会する日があらんことを。






二〇二二年　早瀬黒絵








電子版特典SS


リュシエンヌの幸福な一日







わたしの一日はルルの声で始まる。


「リュシー、朝だよぉ」


のんびりと間延びした声にふっと目が覚める。


目を開ければ、ベッドの横にルルが立っていて、腰を屈めてこちらを覗き込んでいる。


その向こうにはリニアさんが飲み物を用意しており、メルティさんが部屋のカーテンを開けて回る。


朝日が差し込むとルルの柔らかな茶髪が光を受けて一瞬だけど茶金のように見えるこの一瞬の色が好きだったりする。


「おはよぉ」


ぼんやりとルルの髪を眺めていれば、ルルがわたしの背中にそっと手を差し入れて上半身を起こされる。


どうやらわたしが寝惚けていると思ったらしい。


「おはよう、ルル。リニアさん、メルティさんも、おはようございます」


「おはようございます、お嬢様」


「おはようございます、今日は良い天気ですよ」


わたしが挨拶をするとリニアさんとメルティさんも返してくれる。


寝癖があったのか、ルルの手がわたしの後頭部を撫でてから離れていく。


リニアさんにグラスを渡される。


中身は果実水だ。


それをグラス一杯飲んで、空になったら返す。


その後にベッドの縁に座って、温かなお湯でチャプチャプと顔を洗い、待機していたルルに顔を拭ってもらう。


そしてリニアさんの手で化粧水みたいなのが顔にしっかり塗られる。


洗顔が済んだら着替えだが、この時は衝立ついたての中でリニアさんとメルティさんに着替えさせてもらい、ルルは衝立の外にいる。


Ａラインのワンピースみたいなドレスはわたしの体よりやや大きいが、締めつけがなくて動きやすい。


靴を履かせてもらい、リニアさんが衝立の向こうに声をかければ、ルルが入ってくる。


足の傷があるから移動はルルが運んでくれる。


ドレッサーの前の椅子に降ろされ、ルルがブラシを取り、わたしの髪を丁寧に梳けずっていく。髪を梳すくのはルルの役目になりつつある。


「今日はどういう髪型がいい〜？」


ルルに問われて考える。


「うーん、かわいいのがいい、かな？」


「分かったぁ」


何度も梳いたわたしの髪を、下半分は下ろしたまま、上の部分の髪をまとめて後頭部でお団子にしてくれる。顔の両脇の髪は細い三つ編みだ。


最近気付いたけどルルは髪を下ろしてる方が好きみたいで、わたしの髪はいつも、後ろに流していることが多い。


「はい、完成〜」


「ありがとう、ルル。これかわいい！」


「どういたしましてぇ」


そうしている間にメルティさんが朝食を運んで来て、テーブルの上に並べてくれた。


内容は胃に優しい柔らかなものや果物などが主で、ルルに抱えられて椅子に移動すると、当たり前にルルが横に座った。


料理の殆どは小さく切り分けてあるけれど、更にルルが食べやすく切ってくれる。


「はい、どうぞぉ」


「ありがとう」


まだ食事の作法が分からないわたしのために、ルルは時々こうして食べやすくしてくれる。


……ルルがやりたがってるからって理由もあるけど。


あまり濃くない味付けの料理は、どれも美味しい。


これまでまともな食事を摂れなかったわたしの健康状態を考えて、病人食になっているが、それにしてはかなり美味しいのだ。これなら病人食でもモリモリ食べられる。


「はい、あーん」


差し出されたスプーンに食いついた。


わたしに食事を食べさせるルルは楽しそうだ。


いつまでもこうして食べてはいられないだろうが、たまにはこうしてルルに食べさせてもらうのもいいかなと思う。


「ルル、それのみたい」


野菜の味がよく出ているスープを指差す。


マグカップに入れてあるそれに手を伸ばせば、ルルがスプーンを置いて、カップを渡してくれる。


結構重たいのでわたしの手にルルの手が添えられて、カップの重さはルルの手がほとんど支えていた。


カップの縁に口をつけて、ゆっくり傾けて飲む。


……うん、美味しい。


優しい野菜の旨味が体に染み込むようだ。


朝食をルルに食べさせてもらった後はメルティさんが食器を片付けてくれて、ベッドに戻される。


食後にふかふかのベッドに戻されたわたしは、いつも眠くなってしまう。


ふあ、と欠伸をこぼすとルルに頭を撫でられた。


「もうちょっと寝てなよぉ」


言って、ルルがわたしの体を横にする。


「……ルルもここにいる？」


起きてルルがいないのは凄く不安だし、怖い。


ルルが目を細めて笑った。


「ずっとここにいるよぉ」


わたしよりずっと大きな手がわたしの手を握る。


それだけのことだけど、とても安心する。


そうして午前中いっぱい寝て過ごす。


その間、ルルは傍にいて、リニアさんとメルティさんは隣の控え室に下がっている。


昼食の前に起こされた。


「リュシー、もうすぐ昼食の時間だよぉ」


食事と言われれば自然と目が覚める。


「……うん」


まだ少し眠たいけれど、起き上がったわたしの頭をルルが撫でて、乱れた髪を直してくれる。


目を擦るわたしをゆっくりとルルが抱き上げた。


「うーん、なかなか重くならないなぁ」


ルルが若干不思議そうに言う。


……女の子に重いは禁句だよ……。


重くならないと言っているから、ルルからしたらわたしは軽いのだろう。


「そんなすぐに大きくならないよ」


と、言えばルルが傾げていた首を元に戻す。


「リュシーはちっちゃいよねぇ。まあ、今のままでもかわいいからオレはいいんだけどぉ、さすがに軽過ぎるからもうちょ〜っと太って欲しいかなぁ」


ルルの言いたいことは分かる。


ずっとまともな食事をしていないわたしの体は痩せていて、小さく、酷く頼りない。


以前ルルがわたしの首に手をかけたことがあったけれど、ルルの手が大きいだけでなく、わたしの首も細過ぎて、簡単に覆おおえてしまっていた。


ファイエット邸に来てからは毎日三食の食事を食べられているが、だからと言ってすぐには成長しない。


わたしを抱えたルルの手が確かめるように、わたしの体をぺたぺた触っている。


わたしも、もっと健康的な体型になりたいと思っているので食事は必ず食べているけれど、これまでの生活のせいかどうしても食事量が増やせない。


朝食と同じく椅子に下ろされる。


リニアさんとメルティさんが食事を並べてくれている横で、ルルがそれを眺めている。


基本的にわたしに関することならばするみたいだけど、やらなくていいことはしないらしい。


わたし自身は気にしないが、一度、リニアさんがルルに話していたことがあった。


「もう少し侍従じじゅうとして仕事をなさってください」


だが、ルルは頷かなかった。


「オレがするのはリュシーに関することだけだよぉ。護衛でもあるんだしぃ、リュシーから離れたら意味ないじゃぁん」


と、言うことだった。


「なぁにぃ？」


ジッと見ているとすぐにルルがわたしを見る。


「ルル、かっこいいなあって」


顔を隠さなくなったから、その整った顔がよく見える。綺麗な顔だ。きっとモテる。


「そ〜ぉ？」と言ったルルはあまり自分の顔立ちを気にしていないみたい。ただ「オレの顔、好きぃ？」と訊かれて頷き返したら嬉しそうに笑った。


料理が並べられて、食事を始める。


……ルルがあんまりモテたら嫌だな。


「リュシー、食事中に考えごとぉ？」


ルルに声をかけられてハッと我に返る。


いつの間にかスプーンで唇をつんつんとつつかれた。


反射的にスプーンに食いついて、中に何もないことに気付いてちょっと悲しくなった。


そんなわたしを見てルルが小さく笑う。


「食事に集中しないからだよぉ」


口からスプーンが引き抜かれたが、ルルがスープを掬すくうとわたしの口元に差し出す。


「何考えてたのぉ？」


それを食べてからルルに返す。


「ルルはかっこいいから、みんなにルルを取られたらヤだなって思ったの」


「何それ、ヤキモチ〜？」


「うん」


頬杖をやめたルルの手がナプキンを手に取り、わたしの口元を優しく拭う。


「大丈夫だよぉ。オレの一番はリュシーだしぃ、他のヤツは興味ないから〜」


はい、と次の一口が差し出される。


……ルルがそう言うなら信じよう。


ルルって掴み所がない感じだけど、会ってから今まで、一度だってわたしに嘘を吐いたことがないから。


「ルルに食べさせてもらうのすき」


「オレもリュシーに食べさせるの好きだよぉ」


結局、昼食はルルが食べさせてくれた。


＊　＊　＊　＊　＊


昼食後、少し休憩を挟み、わたしはルルに抱えられて散歩する。


歩いていないのに散歩というのは変な感じだけど、部屋に閉じこもっていても何もやることはないので、こうして庭園を散策するのが日課になりつつある。


まあ、日課と言ってもまだ二日目なのだが。


「今日はちょっと日差しが強いねぇ」


ルルが空を見上げ、それから何かを呟くと、どこからともなく布を取り出した。


片手でわたしを抱えたまま、もう片手で持っていた布をわたしの頭に被せ、緩く巻きつけた。


巻かれた布に触れる。見覚えがあった。


「ルル、これ、ルルがいつもくびにつけてたの？」


ルルが頷いた。


「そうだよぉ。暑くなぁい？」


「だいじょうぶ」


すん、と思わず布の匂いを嗅いでしまう。


……うん、無臭だ。


ルルは暗殺者だからか、これといった匂いがしない。それに非常に肌触りが良くて気持ちいい。


「リュシー、それ気に入ったのぉ？」


太陽に背を向けてゆっくりと歩き出しながら、ルルに問われる。


つい布を強く握ってしまっていたらしい。


慌てて手を離したものの、少し皺しわが出来ていた。


その皺はルルからも見えているはずなのに、ルルは怒らなかった。


「うん」


きもちいい、と言うとルルが笑った。


「そうだねぇ、この布は結構こだわってるかもぉ」


「そうなの？」


「うん、安いと肌に擦れて痛いからさぁ、これは高い布なんだよぉ。わざわざ染めてもらったしぃ」


そうなんだ、と思う。


巻かれた布を改めて触ってみれば、確かに滑らかで肌に当たっても擦れて痛くなることはなさそうだった。


「ルルはくろがすきなの？」


首に巻くのに使っていたこのマフラーみたいな布は赤いが、元の姿も使用人になった今もシャツと手袋以外は真っ黒だ。


「うーん、そういうのは考えたことなかったなぁ」


こてん、とルルが首を傾げる。


「すきないろ、ないの？」


「多分ないねぇ」


ルルが首を元に戻す。


「リュシーは灰色が好きなんだっけぇ？」


それに頷き返した。


「うん、ルルの目のいろだから」


この灰色を見ると安心する。


ルルによしよしと背中を撫でられた。


「オレもリュシーの目の色、好きだよぉ」


それからわたし達は庭園を見て回った。


ファイエット邸の中は、お兄様が時間のある時に案内してくれると言うので、まだ殆ど歩いたことがない。


…………あ。


顔を上げた先にあった二階の窓にお兄様がいた。


少し離れていて見にくいけれど、多分、目が合ったと思う。小さく手を振ってみる。


するとお兄様が窓を開けた。


「散歩か？」


やや声を張り上げたお兄様にわたしも返す。


「はい、そうです」


「庭園は気に入ったか？」


お兄様の問いに頷いた。


ふ、とお兄様が廊下を振り返り、誰かと何か少しだけ話した後、またこちらを向いた。


「また後で、ティータイムの時に部屋に行ってもいいか？」


わたしがもう一度頷くと、お兄様は微笑んで一度だけ手を振り、窓を閉めた。


「おにいさまと、だれかいっしょにいたのかな？」


ルルがお兄様のいた窓を見上げて言う。


「あー、家庭教師だと思うよぉ」


「かていきょうし？」


「勉強とか礼儀作法とか、色々教えてくれる先生だよぉ。貴族は子供のうちは家に家庭教師を呼んで、教わるんだぁ。これから勉強の時間なんだろうねぇ」


「そっか」


……ティータイム、来れるのかな。


ルルがわたしの顔を覗き込んだ。


「そろそろ部屋に戻ろっかぁ」


「うん」


建物の中に戻ると布を外される。


ルルは布を仕舞うと、わたしの乱れた髪を手で軽く整えてくれた。


部屋に帰った後はソファーに座って寛くつろぐ。


わたし達が散歩に行っている間に部屋の掃除がされて、換気のために開けられた窓からそよ風が入ってくる。


ふかふかのソファーでする転寝うたたねは心地良い。


ファイエット邸に来てから、わたしは寝てばかりだけど、誰にもそれを咎められない。


うとうとしていると、あっという間に時間が過ぎて、ルルに起こされる。


「リュシー、もうすぐティータイムだよぉ」


そう言われて起き上がる。


リニアさん達が気付けばティータイムの準備をしており、甘い匂いがする。


まだわたしはお菓子を食べられないため、並んだお菓子はお兄様のためで、わたしの分には果物がある。


お菓子が食べられないのは残念だが、果物はどれも瑞々しくて、それで十分だった。


ティータイムの準備が終わる頃、お兄様が見計らったようにやって来た。


「間に合ったみたいだな」


どうやら急いで来てくれたらしい。


少し髪が乱れている。


「髪、跳ねてるよぉ」


ルルが自分の頭を指差し、お兄様が少し恥ずかしそうな顔で自分の頭を手で整えた。


「おにいさまがおそくても、わたし、まちます」


お兄様が会いに来てくれるのが嬉しい。


「そうか。……これからも来ていいか？」


「はい」


お兄様はティーカップに口をつける。


だけど、その口元が嬉しそうに少しだけ弧を描いているのが見えた。


「だが、僕が遅くても待たなくていい。授業が長引くこともあるから、リュシエンヌは先に食べていてくれ」


いいな、と言われて頷いた。


「わかりました」


……でもきっと、わたしは待ってると思う。


わたしとお兄様の関係はまだぎこちないけれど、これから少しずつ仲良くなっていけたら嬉しい。


「リュシエンヌ、これも食べるといい」


お兄様が自分のケーキの上にあった果物を崩して、お皿に取ると、わたしへ差し出した。


「……いいんですか？」


ケーキの上に乗っていた果物達は宝石みたいに綺麗で、瑞々しくて、美味しそうだった。


それに、わたしのお皿にある果物とは種類が違う。


お兄様が頷いた。


「ああ、同じ果物ばかりだとつまらないだろう？　それにリュシエンヌはもう少し食べないと痩せすぎだ」


差し出されたお皿をルルが受け取りつつ、うんうん、と頷いている。


「そうだよねぇ、リュシーはもうちょ〜っと太ってもいいよねぇ？　今のままじゃあ痩せすぎだしぃ」


「そうだな、それについては同意見だ」


目の前にお皿が置かれて、わたしはナイフとフォークで果物を食べやすい大きさに切っていく。


最近、ルルから食事の作法を習い始めたのだ。


他の勉強もルルに教えてもらいつつあり、それについては割愛するが、自分で食事を出来るようになってきた。


とは言ってもまだまだぎこちない。


時間をかけて果物を切っている間、ルルやお兄様達に見守られていて少し緊張したが、きちんと切れたと思う。


一口大に切った果物を口に運ぶ。


「……おいしい！」


ケーキと合わせて食べるものだからか甘酸っぱくて、でも、それが逆にほどよい刺激になって、ただ甘いだけの果物に少し飽きてきたところだったので凄く美味しかった。


「もっと食べるか？」


お兄様に訊かれて頷けば、お兄様がケーキから果物を更に取り分けてくれる。


果物に少しだけクリームがついているのも美味しさを引き立てているのかもしれない。


ちなみに果物のなくなったケーキはルルが「食べてもい〜ぃ？」と訊いて、お兄様が頷くと、何と手で掴んで食べ始めた。


下がタルト生地らしく、ルルが食べる度にサクリと音がする。


……ルルが持つとケーキが小さく見える。


ホールを何等分かに切ったそれだが、手が大きいからか、ルルが持つとお皿にあるより小さく見えた。


お兄様が「行儀が悪い」と言ったけれど、ルルは気にせずケーキを食べ進めていく。


思わず、それをまじまじと見てしまった。


ケーキを手で持って食べるなんて、お兄様の言うように行儀が悪いのだろうけど、何でか凄く美味しそうに見えるから不思議だ。


…………あ。


「ルル、クリームついてるよ」


手を伸ばして、ルルの口の横をナプキンで拭う。


ルルがキョトンとした後に目を細めて笑った。


「ありがとぉ、リュシー」


それからルルがまたケーキを手に取った。


お兄様は呆れた顔をしたけど、もう注意するのはやめたらしく、我関せずといった様子で紅茶を飲んでいる。


ルルはパクパクとケーキを食べる。その細い体のどこに入るのかというくらい、ケーキや軽食を食べていて、これで太っていないのだから世の中理不尽だなと内心で思った。


その後、お兄様は「次の授業があるから」と早めに席を立つ。


「あの、おべんきょう、がんばってください」


と声をかけたら驚いたように青い目が丸くなり、そして、お兄様が嬉しそうに笑って「リュシエンヌもな」と言って出て行った。


……うん、今のは兄妹っぽかったかな？


それがちょっと嬉しかった。


その後はルルと穏やかにティータイムを過ごす。


それが終わったらルルと夕食まで勉強をして、夕食を食べたら、入浴をする。


わたしが入浴中は、ルルは衝立の向こうにいたり、用事があって離れたり、その時々だが、大体は傍にいてくれてる。


いつまでもこのままとはいかないので、わたしがもう少し慣れたら、こういうこともなくなるだろう。


入浴を終えたら、後はもう寝るだけだ。


……まあ、そうすぐには寝ないけどね。


「ねえ、ルル」


ベッドに座ったわたしの後ろ、同じくベッドに腰かけたルルが丁寧にわたしの髪をブラシで梳いている。


入浴後は朝よりもずっと時間をかけて梳かれる。


これが結構気持ち良くて好きだ。


「なぁにぃ？」


「ルルはどれくらい、かみのばすの？」


今の短いのも十分似合っている。


ただ、長い髪のルルも多分きっと格好良い。


前にルルがわたしの髪を欲しがって、その時に、わたしも欲しいと言ったらルルは自分も伸ばさないと、と言っていた。


だから、どれくらい伸ばすのか気になった。


「そうだねぇ、どれくらい伸ばそうかなぁ」


そう言った声はどこか適当そうだった。


ルル自身は特に髪型にこだわりはないのかもしれない。


「じゃあ、わたしとおなじくらいのばす？」


「それもいいねぇ」


「ルルのかみがのびたら、同じリボンをつかうの」


後ろで笑い混じりの声がする。


「同じリボンかぁ」


そのどこか感慨深そうな声に振り返る。


「……イヤ？」


「嫌じゃないよぉ。ただ、リボンで髪を結ぶってしたことなかったからぁ、想像つかなかったんだよぉ」


「ルルはずっとそのかみがたなの？」


首を前に戻される。


後ろから「うん」と返事があった。


「髪が長いと不便なことも多いからねぇ」


「のばしたくない？」


「そんなことないよぉ。リュシーの侍従として働くならぁ、別に髪が長くても問題ないだろうしぃ？」


ブラシで梳き終えたのか、わたしの頭をルルが撫でる。


「これからは伸ばすからさぁ、結べるようになったら毎日同じリボン使ってお揃いにする〜？」


ルルの言葉にわたしも頷いた。


それからポツポツと今日の話をして過ごし、わたしが眠くなってくると就寝時間だ。


ベッドに横になって、ルルがベッドの縁に座って、手を繋いでくれる。


「おやすみ、ルル」


うとうとする中でルルの抑えた声がする。


「おやすみぃ、リュシー」


ルルの声を聞きながら、ルルの手の温かさを感じながら、眠りにつく。


特別なことなんてない一日だけど、わたしにとっては何もかもが特別で、幸せな一日だ。


「……良い夢を」


聞こえたルルの声は、とても優しかった。
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